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プロローグ


「神田先輩、仕事終わりました～？」


俺は、ずっと座り続けてパソコンで入力作業をしていたのでたまらず体を伸ばしていた。すると後ろから、聞き慣れた声が聞こえてきた。


「ちょうど終わったところだ」


返事をしながら声の聞こえた場所に俺は振り返った。そこには、思った通りの女性が笑みを浮かべていた。彼女は職場の後輩で俺と同様にゲームやアニメが好きで、社内でよく雑談をする仲だ。ちなみに俺は「神田一」ゲームやアニメが好きな普通の会社員だ。


「神田先輩、先日お薦めしたゲームやりました？　クリアできましたか？」


「ああ……この間、教えてもらったゲームだろ。乙女ゲーだけど結構面白かった。やり込んで、すぐに全クリしたよ」


俺は後輩に少し自慢するように話した。すると、彼女は驚いた様子でおどけながら話を続けた。


「おお～、さすが神田先輩!!　あのゲーム、乙女ゲーなのに戦闘や領地開発とかの評価が高いんですよね。ストーリーはおまけって感じですから、神田先輩好きそうですよね」


「……乙女ゲーなのにストーリーがおまけっていうのもどうかと思ったけどな」


後輩から紹介されたゲームは「ときめくシンデレラ！」略して「ときレラ！」というゲームだった。彼女に、俺が好きなゲームは地道にコツコツとレベルを上げる「やり込み系」で、乙女ゲームには興味がない、と伝えた。だが、後輩はめげずに推してきた。


「このゲーム、『メインストーリーがおまけ』で他の要素が本編って言われていますから、神田先輩に絶対お薦めですよ」


後輩の押しに根負けした俺は、一度くらい乙女ゲームもしてみるかと思ってやってみたのだ。そしたら、思った以上にゲームシステムが面白くて悔しくも、はまってしまった。


ストーリーはタイトル通り、こてこての「シンデレラストーリー」だったのだが、途中に挟まるキャラ育成や領地開発の要素が楽しい。


頑張って全クリ（フルコンプ）すると、育成、領地開発、領土拡張、領土戦、ダンジョンなど様々な要素が楽しめるフリーモードが開放される。


しかも、そのフリーモードをやり込まないと倒せない隠しボスまで存在している。


「確かに、お前の言う通りシステムは俺好みだったけど、男キャラを攻略するのはなかなか大変だったよ」


「まぁ、それも楽しみの一つですよ。そういえば隠し要素で、フリーモードをやり込まないと倒せない隠しボスがいましたよね。私は諦めましたけど、先輩はやっぱり倒したんですか？」


「……倒したけど、かなり大変だったよ。乙女ゲーであの難易度は拘るところが違うと思う」


俺は苦笑しながら後輩とゲームの話を続けた。


「ときレラ！」でフリーモードが本編と言われる所以はこの隠しボスも原因の一つだ。乙女ゲーらしく全体的な難易度は低いのでサクサク進められるのだが、何故か隠しボスだけは異常に強い。普通にプレイするだけでは倒せない強さに設定されている。


隠しボスと対峙した際には、一定以上の強さがないと戦闘開始直後に問答無用で倒されて戦闘不能に陥る設定がされている。その時に、敵が発動した技名には「貴様等は、私の前に立つ資格はない」と表示される仕様で、プレイヤーを挑発するインパクトが絶大である。今でも、思い出すと初見で倒された時の驚きで笑いがこみ上げてくる。


「そうですよね。私としてはもう少し、本編の主人公たちに光を当ててほしかったですねぇ。悪役のルートがあっても良かったと思いますしね」


「俺はおまけ要素ばっかりやったから本編は流す程度だし、その辺はあんまり気にならないかな」


ゲームの話で後輩と盛り上がっていたら退社時間をとっくに過ぎていることに気付いた。夜も遅くなってきていたので、今日は話を切り上げてお互い帰ることにした。


「じゃあ、先輩お疲れ様でした～」


「ああ、お疲れ様～」


後輩と会社の前で別れてから歩を進めた。帰り道にある歩行者信号が青になるのを待っていると、「ドクン！」といきなり胸に凄まじい違和感が走った。「なんだ？」と思った時、また強い衝撃が胸の中から響く。同時に息苦しさを感じ、胸に締め付けられるような痛みが走る。痛みに耐えかね、服の上から胸の部分を手で掴むがどうにもならない。俺は気づくとその場で膝から崩れて倒れてしまった。誰かの悲鳴が聞こえる気がするがわからない。胸からの衝撃が治まるにつれ、どんどん目の前が暗闇に染まっていく。


これって、死ぬ感じなのでは？　と思うと同時に俺の意識はなくなった。







転生


「……ここどこ？」


目を覚ますとまず、見慣れない天井が目に入った。とりあえず自分の家ではないらしい。ベッドから起きて周りを見渡すが、見たことのない家具ばかりである。ボーっとする頭で必死に記憶を辿ると、自分が信号待ち中に倒れたことを思い出した。


あの後、病院に運ばれたのかな？　と感じたが周りの家具、部屋の雰囲気を見る限り病院でもない様子だ。


「んん？」と、どこか違和感を覚えた。そして、違和感の正体を確かめようとベッドから起き上がろうとした時に気付いた。


……手足が小さい？　まさか!!　と思い、慌てて近場にあった鏡台の鏡をのぞき込んだ。


「誰、コイツ!?」


思わず叫んでしまった。鏡に映っていたのは白銀の髪に紫色の瞳が似合う綺麗な顔だった。まず間違いなく俺ではない。俺はこんな美形じゃない。何がどうなったのか、頭を抱えていると後ろから女性の声が聞こえた。


「リッド様、目を覚まされたのですね！　すぐ、皆様にお知らせしてきます！」


俺を見るなり、大きな声で言い放った女性はすぐにどこかに行ってしまった。というか恰好がいわゆる「メイド姿」だったので。そのことに衝撃を受け呆気にとられてしまった。


「何がどうなって……ん、リッド？　……グッ！」


呟つぶやくと同時に頭に激しい痛みが走り、頭の中で自分と誰かの記憶と体験が混ざり合っていくのを感じた。世界がグルグル回る。気分が悪くなり吐きそうになるが、少し時間が経つと頭の中がクリアになり落ち着いてきた。そして、俺は誰に言うわけでもなく呟いた。


「ハァ…ハァ…そうだ、リッド……!!　俺……じゃない、僕はリッド・バルディアだ……!!」


◇


「ふむ、体に異常は無いようですね」


医者らしき人物が、僕の目の動きや、腕、足など体全体の動きを細かくチェックすると呟いた。


「何もないと思いますが、何かあればすぐご連絡を下さい」


診察が終わると医者は立ち上がり部屋から出て行った。


「リッド様、ご無事で何よりです。しかし、いきなり庭で倒れられたので何事かと思いましたぞ」


僕がさっき目覚めた部屋には数名の男女が集まっている。でも、顔と名前がうまく繋がらない。僕は困った表情をしながら言った。


「心配をかけて申し訳ないです。ええと……」


「執事のガルンです」


執事のガルンと名乗った彼は、白髪に黒い瞳、眼鏡をかけた四十代後半ぐらいのダンディーな感じの人だった。


「ごめん、少し混乱しているみたい。ガルンさんも皆さんもご心配とご迷惑をおかけしてすみませんでした」


ペコリと頭を下げながらお礼を伝えると、ガルンを含め後ろにいるメイド達が目を丸くしてしまった。ガルンは驚いた様子だったが、咳払いをすると微笑みながら僕に優しく言葉を掛けてくれた。


「ゴホン……リッド様、ありがたいお言葉を頂きありがとうございます。しかし、執事やメイドにそのような言葉は使うべきではありません。いつものように私はガルンとお呼びください。ですが、リッド様のお言葉は大変うれしく存じます」


「うん、気を付ける。ありがとう、ガルン」


僕の言葉に満足した様子のガルンは何かあればすぐに知らせるようにと、呼び鈴を近くに置いてくれた。そして、メイドと共に僕が寝ている部屋から退室した。部屋に一人だけになった僕は、布団の中に潜り込み頭を抱えて呟いた。


「僕は乙女ゲーの世界、しかも悪役モブとして転生してしまったのか……!!」


◇


僕が転生した「リッド・バルディア」は前世の記憶にあるゲーム「ときレラ！」に登場する脇役の悪役モブである。「ときレラ！」はシンデレラストーリーなのでメインヒロインの邪魔をする役目のいわゆる悪役令嬢がいる。その取り巻きの中にいる悪役モブの一人が僕「リッド・バルディア」だ。本編だと名前が出てくるだけで立ち絵すら存在しない。だが、最後は悪役令嬢の共犯者の一員として断罪され、裁かれる、追放される、戦争で戦死する、処刑、と散々な目に遭うのである。リッドの名前はゲームに内では一文程度しか出ないのに。


僕は乙女ゲームの本編はあまりプレイしてない。では、何故リッドのことを覚えていたのか？　それは「ときレラ！」のやり込み要素にある。全クリ、フルコンプするとおまけ要素で「フリーモード」が登場するのだ。その際「全キャラ開放」ということで本編に「名前があるキャラクター全員」の育成ができるようになる。通常プレイ時には主人公キャラ達しか使えないという制約があるのだが、やり込み要素のフリーモードでは使えるキャラが大幅に増えるので楽しさが倍増する。キャラごとに設定されているパワーバランスも絶妙で、これも本編がおまけと言われてしまった原因の一つだ。そして、ゲームの「ときレラ！」で優先的に育成して使っていたのが、今の僕自身である「リッド・バルディア」だった。


「……リッドなら頑張れば、この先はなんとかなるかもしれない……!!」


布団から少し顔を出して天井を見つめながら。僕は期待に満ちた表情をしていた。実は「リッド・バルディア」はフリーモードで「化けるキャラ」だからだ。


「ときレラ！」の世界においては「魔法」が存在する。魔法を使用する為に重要となるのが「属性素質」と言われているものだ。ゲームではキャラごとに属性素質は決まっており、リッドは初期能力こそ最低の設定をされているが、全種類の属性素質がある遅咲きタイプだ。主人公達は成長補正があるので、比較的すぐに強くなれる。彼らは属性素質の数が少ないので、使える魔法の種類が少ないのが特徴だ。その為、隠し要素の攻略においては属性魔法の種類が足りずに難しい場面が出てくる。だが、全属性魔法が使える鍛え上げたリッドがメンバーにいるだけで、隠し要素の攻略難度が大分変ってくる。しかし、初期能力が低いので鍛え上げるのは非常に面倒なので、リッドを実際に使う人はやり込み派しかいなかった。


「地道にコツコツするのは好きだし、リッドなら属性素質も全種類あったはず。まずは、現状確認をして、今後の身の振り方を考えよう。とりあえず、悪役に関わらないようにして真っ当に生きていこう」


僕はそう決心すると、ベッドの近くに置いてあった鈴を鳴らした。それから少しすると「失礼します」と黒髪でオレンジ色の瞳をした、小柄な可愛いらしいメイドが部屋に入ってきた。ドアの前で軽く頭を下げて控えるような立ち姿をしているが、その様子は少しの怯おびえと緊張が伝わってくる感じがした。


「……そんなに、緊張しなくても大丈夫だよ。意識は戻ったけど少し確認がしたくてね。……僕は今年で七歳だったよね？」


「いえ、先月に六歳になられたばかりです」


「そ、そうだったね。あとね……」


自分の年齢、父親、母親、国の名前など確認していくと「ときレラ！」の世界であることを再認識していった。


「……リッド様、やはりお体の調子が良くないのではないでしょうか？　よければ、再度お医者様をお呼びいたしますが……」


彼女は不安そうな顔で僕を見ていた。あまりに変な質問ばかりしたので心配させてしまったらしい。


「心配させてごめんね。なんか急に庭で倒れて気を失ったせいか、ちょっと不安になってね。大丈夫だよ。ありがとう」


僕の返事に彼女は、少し安心したようでホッとした表情を見せた。しかし、やはり何か緊張というか怯えられている印象がある。どうしたのだろう？　と思った瞬間、リッドの記憶が蘇る。軽い頭痛で、額に手をやると彼女が「リッド様？」と近寄り不安そうな顔で俺をのぞき込んだ。そうだ、そうだった。僕、リッドは最近だと何かあれば、すぐにメイドやら物に当たっていたことを思い出した。「……馬鹿だな」と静かに呟くと、彼女を見ながら優しく言葉をかけた。


「……心配ない。大丈夫だよ。それより、今まで辛く当たってごめんね」


僕の言葉を聞いて、彼女は目を丸くして驚いた表情をしていた。


「いえ、そんなことは……」


「ううん、僕が今まで皆にしていたことは、褒められたことじゃないと思うから……」


彼女の言葉に僕は、首を軽く横に振りながら返事をしていた。


「……お気持ちだけで十分です。ありがとうございます」


言葉に戸惑いを隠せない彼女だったが、最初に僕に対して抱いた怯えと緊張した様子は少しなくなっていた。


「あ、そうだ。名前を教えてもらってもいい？」


「……ダナエと申します」


「ダナエ、いい名前だね。これからよろしくね」


僕は彼女との会話に首を少し傾けて「にこっ」と笑顔を見せた。ダナエは僕の顔を見ながら「可愛い笑顔……」と小さく呟いたあと「ハッ」としてから頭を下げながら言った。


「し、失礼致しました!!　こちらこそよろしくお願いいたします……!!」


可愛い笑顔か……確かに鏡台の鏡で見たリッドの顔は可愛かった。きっと、笑顔も可愛いのだろうなと思うと可笑しさがこみ上げてきて「クスクス」と笑ってしまった。その様子をダナエはきょとんとした顔で見ていた。


僕はあらかた質問を聞き終えると「ありがとう」と言ってダナエにペコリと頭を下げた。彼女は僕のその様子に手をバタバタさせて、「頭を上げてください」と慌てていた。彼女が退室すると僕は次にすべきことを考えていたが、気付くと深い眠りに落ちていた。







母上


「リッド様、朝ですよ。起きてください。」


「……おはよう」


「ん？　どうかされましたか？」


ダナエは怪訝けげんな表情で僕の顔を覗いていた。僕はメイド姿の女性によって朝起こされたことに驚いていた。メイド姿に見とれていたとはさすがに言えず、恥ずかし気に視線を外した。そんな僕の様子に彼女は首を傾げていた。


ベッドから起き上がると服を着替えるのも手伝うと言われたが、さすがに恥ずかしくて断った。だが、見たこともない服の着方がわからない。顔を真っ赤にしながら結局、ダナエに着替えを手伝ってもらった。「背伸びしなくても大丈夫ですよ」とダナエに言われた時はちょっと泣きそうになった。


着替えが終わると朝食を取る為に食堂に移動した。食堂の長机に用意された席に座ると次々に食事が運ばれてきた。貴族の暮らしって凄い。横には昨日、名乗ってくれた執事のガルンが控えている。食事をしながら周りを見渡すが、僕以外は誰もいなかった。


「そういえば、他の皆は？」


「ライナー様は帝都に行っておいでですが、近日中にはお戻りになると思います」


僕、リッドの父はライナー・バルディア辺境伯。隣国と接する領地を治めている領主だ。その為、時折帝都に行って行政に携わっている。ガルンの言葉に僕は頷いた。そうか、父上は帝都に行っているのか。


「母上は？」


「ナナリー様は、体調が優れず部屋で休んでおられます」


「なら、後で様子を見に行こうかな」


「それは、ナナリー様も喜ばれると思います」


ガルンと他愛無い会話をしながら、朝食を無事に終えた、テーブルマナーが大丈夫かと心配したが、何とかなったらしい。食事が終わると、今後の計画を立てる為に自分の部屋に戻ろうとした。でもその時、母上の体調が何故かすごく気になった。僕の近くで待機していたダナエに母上の部屋に連れて行ってほしいとお願いした。母上の部屋を知っているはずの僕のお願いにダナエは怪訝な表情をしたが、一人で行くのが少し恥ずかしいと言うと「クスクス」と笑ってすぐに案内をしてくれた。


ちなみにナナリー・バルディアはゲームに名前も出てこない。はてさて、どんな人物かな？　と思いながら歩いていると、不思議なもので期待と不安が渦巻いて胸の鼓動が高まり始めた。ダナエに「こちらです」と部屋の前まで案内された僕は、ドアの前で立ち止まると途端に不安と緊張に襲われて息を呑んだ。まるで、決して入ってはいけないと体と心が拒否しているようだ。そんな僕の様子に気付いたダナエが心配そうに声をかけてくれた。


「リッド様、体調がまだ優れないのではありませんか？　あまり顔色がよくありません」


「え？　あ、いや、大丈夫だよ。母上に会うだけなのに何だか、久しぶりに会うみたいでさ」


僕の言葉を聞いたダナエは怪訝な表情をした後、迷うような素振りを見せてからおもむろに言った。「……リッド様、本当に体調は大丈夫でしょうか？　リッド様はナナリー様が体調を崩されてから、少しするとお会いになるのを避けておられました。以前は毎日のように会いたいと仰っていたのに、最近は全くナナリー様の部屋には訪れていなかったと思います」


「え……？　そう…だっけ？」


「……はい。屋敷の者、皆でその様子に心を痛めておりましたので……」


「……そっか」


言い終えたダナエは悲しそうな表情をしていた。どうしてリッドは、僕は母上に会うことを、訪れることをやめたのだろうか？　理由を思い出そうとすると、僕の中にあるリッドの記憶がとても怯えているのを感じた。今は思い出す事より、母上にまず会おう。僕は、期待と不安で一杯の気持ちを抑えながら、部屋のドアをノックした。それから少しすると「……どうぞ」と部屋の中から小さい声で返事が聞こえてきた。僕は意を決してから部屋に入った。


部屋に入ると、赤い長髪で紫の瞳をした少し細身の女性が、ベッドに上半身だけ起こした姿勢で本を読んでいた。その姿を見た瞬間に「ドクン」と胸の鼓動が鳴り響いた。同時に様々な感情が走馬灯のように心に流れ込んでくる。


「甘えたい、大好き、愛おしい、守りたい、ずっと一緒にいてほしい、なんで？　どうして？　悔しい、悲しい、許せない、誰が？　僕が？　消えないで、お願い……」


言葉では言い表せない複雑な感情が沢山の思いと共に襲ってきた。僕は感情の処理が出来ず、その場で立ち尽くしていた。その時、何故か目が熱くなり自然と涙が頬を伝った。「ハッ」とすると僕は服の袖で涙を拭った。僕が涙を流したことに気付いた母上は、驚いた様子で叫んだ。


「リッド、大丈夫なの!?」


母上は僕に少しでも近づこうとベッドから身を乗り出そうとするが「ゴホゴホ」とせき込み、その場でベッドに手をついた。


「母上!!　大丈夫ですか!?」


僕はとっさにベッドに近寄り、母上の背中をさすった。近くで見ると母上の生気が少し薄く感じられ、背中をさする手に自然と力が入った。母上は僕を心配そうな顔で見ると、胸の中に抱きしめながら優しく言葉をかけてくれた。


「……リッド、ありがとう。でも、あなたが庭で倒れたと聞きました。私も部屋に行こうとしたのだけれど、体が言うことを聞かずにごめんなさい……ガルンから話は聞きましたが、本当に大丈夫ですか？」


抱きしめてくれた母上の腕の中は、慈愛に満ちた温かいものだった。僕は先程から渦巻いていた様々な感情が落ち着いていくのを感じていた。だけど、母上の声はとても震えていた。


「……はい、もう大丈夫です。母上の様子が気になりましたので、お顔を見られて良かったです」


僕は母上の震える声を静められるように笑顔で優しく言葉をかけた。


「そう……なら良かったわ。あなた達につらい思いをさせて、ごめんなさいね……」


母上の申し訳なさそうな顔に対して、僕は首を横に振った。少しでも安心させようと手を両手でしっかり握り力強く返事をした。


「大丈夫です。私は辺境伯である父上と母上の子供ですから!!」


僕の言葉を聞くと母上は嬉しそうな顔でにこりと笑ってくれた。


その後、母上と談笑してから「また、きます」と言って母上の部屋を出た。母上、ナナリーを見た時に流れ込んできた感情を思い返して、僕はふと呟いた。


「……母上を見た時に流れ込むように感じた感情はリッドの、僕自身の中に眠っていた感情だったのだろうか……」


大好きな母上が少しずつ弱っていくのに、誰も何もできない。一番近いところにいた僕はどんな思いで母上の傍にいたのだろうか？　母上は慈愛に溢あふれ、病で辛い姿も見せず、僕を心配して大切に愛してくれる存在だった。僕はきっと、泣き叫びたくなるほど、心が切り裂かれるほど辛かったと思う。でも僕は、その思いを誰にも言えずにずっと抱え込んでいたような気がする。


だからこそ僕はこの時、真っ当に生きるために母上を必ず病気から助け出すと誓った。


◇


自分の部屋に戻ってくると、僕はこれからすべきことを書き出すことにした。幸いなことに、この世界には紙がちゃんとあるようで、机の上にメモ用紙とインクが用意されていた。早速、日本語で書きはじめた。






追放、断罪を防ぐ今後の方針


①ゲームの登場人物と仲良くなって断罪、死亡、追放巻き込まれルートを回避。


②①が不可の場合に備えて一人でも生きていける力を磨く。


③①が不可の場合に備えて、お金を貯める。（稼ぐ）


④母上ナナリーの治療。






こんなものかなと「①～④」まで書き出すと、僕は深いため息をついた。


「書き出しておいてなんだけど、①がまず無理だ……」


そうなのだ、ゲームの登場人物達の所在地は帝都や他国である。


辺境伯の領地にいる僕が、人脈も何もない今の状態で彼らと接点をつくることはまず不可能だ。さすが、ゲーム本編にほとんど関わらない人物のリッドだ。ちょっと泣きそうだけど、こんなことではへこたれていられない。僕は真っ当に生きると誓ったのだ。


「とりあえず、優先順位は④が最優先。ついで③と②かな」


僕は部屋に急いでガルンを呼んだ。母上の病名を聞くとガルンはかなり険しく渋い顔をした。僕はドアの前で仁王立ちをすると必死の形相で険しい顔のガルンを睨みつけながら叫んだ。


「教えてくれるまで、この部屋から絶対に出さない、僕は本気だよ!!　絶対に諦めない!!」


「リッド様……」


彼は僕の思いを酌んでくれたのか母上の病名は「魔力枯渇こかつ症」であると教えてくれた。症状についても詳しく聞くと、この世界の住人は皆少なからず魔力を持っている。魔力とは生命エネルギーでもある。魔力は本来枯渇したとしても自然回復していくものだが、「魔力枯渇症」を発症すると自然回復力が極端に落ちてしまう。その結果、徐々に衰弱してしまい、やがて死に至ってしまう。今のところ、治療方法が確立されていないと苦々し気に教えてくれた。


本来、母上の病名を教えるつもりはなかったらしい。僕があまりにも必死の形相と決意に満ちた目をしていたので、二人だけの秘密ということで教えてくれた。僕はガルンの話の中に出てきた病名と症状には心当たりがあった。


前世の記憶にあるゲームで「魔力枯渇」というデバフが存在していたことを思い出したのだ。デバフによる「魔力枯渇」は少しずつＭＰが減っていきゼロになると、次はＨＰが減り始める。当然そのまま放置するとＨＰがゼロになり戦闘不能になってしまう。ゲームではＨＰとＭＰも回復方法があるのでそこまで脅威ではなかったが、現実の病気となるとこれほど恐ろしいものはない。自然治癒が一切出来ない死病みたいなものだ。


「……すぐに調べ物をしたいけど、図書室とかあったかな？」


ガルンの話を聞き終わった僕の第一声はそれだった。その後、屋敷の中にある大きな書斎に案内された。


「調べ物はこちらの書斎をご利用下さい。もし、他に必要な資料がありましたら取り寄せますのでご指示下さい。ただ、取り寄せには数日かかりますのでご注意下さい」


「わかった。ありがとう」


僕が謝意を伝えると、ガルンは軽く頭を下げてから書斎を後にした。


見渡すと書斎にある本は結構な数だった。しかし、そもそも本を読めるのか？　という疑問が今更ながら脳裏に浮かび、恐る恐る手近な本を開くと……読めた。普通に読めた。転生ボーナスありがとう。


「さぁ、気合入れて探すぞ!!」


僕は、力強く言い放つと顔の両頬を両手でパチンと叩くと書斎中の本を読み漁っていく。色んな種類の本を読んでいるうちに、読む速度がどんどん上がっていく。一回読むとほぼ本の内容を丸暗記出来てしまうことに途中から気が付いた。なんてハイスペックな子供なのだろう。


「リッド……君はこんなに超ハイスペックなのに、なんで悪役令嬢の取り巻きになったのかな……」


僕は遠い目をしながら、自然と呟いてしまった。







記憶


「あ…た……は……リッド……よ」


とても、懐かしくて心が温まる声が掠れて聞こえてくる。これは誰だろう？　とても大切な人だった気がする。でも、僕は何故かその人を思い出すのがとても怖くて、怯えていた。


その人は僕をとても愛してくれていたことを強く覚えている。慈愛に満ちた目で微笑んで、いつも優しさで包んでくれる、僕はそんな彼女が大好きだった。


「あら、この絵本の内容を覚えているの？　凄いわ!!」


彼女は僕をいつも褒めてくれた。彼女が笑顔になると、いつも怖い顔をしているあの人も、笑みを溢している。僕は彼女が読む絵本が大好きだ。優しく語り掛けてくれるその声を聞くと、僕はいつも心がホッとする。


そんなある日、彼女がとても嬉しそうな顔をしていた。


「凄く良い事が起きたわ。あなたに兄弟が出来るのよ？　これからはお兄ちゃんね」


「僕が、お兄ちゃん？」


「そうよ。あなたはお兄ちゃんになるの。だから、これから生まれて来る子をしっかり守ってあげてね？」


「うん!!　僕がしっかり守ってあげる!!」


そうだ……僕は母上に兄として、新しく生まれてくる家族を守ると約束した。僕はその約束をどうしたのかな？　それから、しばらくして僕に妹が生まれた。母上と同じ髪色、僕と同じ目をした可愛い女の子だ。その子が大きくなって一緒に遊ぶと、その様子を母上も強面の父上も凄く優しい眼差しで見守ってくれていた。


◇


ある日、母上の様子がいつもと違う。僕は心配になり、母上に声をかけた。


「母上？　大丈夫ですか……？」


「……リッド、ありがとう。私はだいじょ……」


「はは……うえ？」


母上は僕に微笑むと同時にその場で崩れて倒れてしまい、屋敷中が大騒ぎとなった。


母上はそれから寝たきりになったけど、僕が部屋に行くといつも笑顔で慈愛に満ちた眼差しで見てくれた。でも、母上の体調は一向に回復する気配がない。


色んな人が屋敷を出入りして、母上を診るが彼らの話を聞いた父上は、いつも悲しく苦悶くもんに満ちた表情をしている。いつしか、父上は僕を見ると悲しい表情をするようになった。


屋敷の皆も母上の話をすると悲しげな表情をするようになり、僕は母上の体調が元に戻らないのでは？　と感じた。母上の病状は日にちが経過すると、回復するどころか悪化するばかりだ。このままだと、死んでしまって二度と話せなくなるのだろうか？　僕はとても大きな不安に襲われた。


……僕に「死」を教えてくれたのは母上だった。


◇


僕が庭で小さな蝶々を可愛いと思って捕まえた時、母上に自慢げに見せた。彼女はとても喜んでくれたけど、同時に優しく教えてくれた。


「とても可愛い、蝶々ね。ありがとう。でも、逃がしてあげましょうね？」


「どうして？　こんなに可愛いのに？」


僕は逃がす理由がわからず、不思議そうに首を傾げた。彼女はそんな僕を見ると微笑みながら諭すように説明してくれた。


「蝶々もね。生きているのよ？　私達が生きているように、蝶々も必死に生きているの。それを、私達が捕まえて小さい籠にいれてしまったら可哀想でしょ？　それに、蝶々はとてもか弱いの、籠に入れてしまったらすぐに死んでしまうのよ？」


「死んでしまうって、どういうこと？」


僕の質問に母上は少し困った顔をするが、すぐにニコリと微笑むと優しく言葉を紡いだ。


「そうね……死んでしまうというのは、生き物から『命』が無くなるの。命があるから、動けるし、会話も出来るの。もし『命』が無くなって死んでしまうと、二度と動くことも話すこともできなくなってしまうの。そして、その人の温もりもなくなってしまうのよ」


「……母上も『命』が無くなったら、死んでしまって二度と話せなくなるの……？」


僕は彼女の言葉にとても嫌なものを感じて不安と怖さが交じった表情で質問をした。すると、母上はニコリと笑い、僕を安心させるよう優しく語り掛けてくれた。


「……そうね。『命』が無くなったらそうなるわ。でも、大丈夫。私はあなたの傍にずっといるわ」


「本当に？　約束!!　約束だからね!!」


「ええ、約束するわ。だから、蝶々は逃がしてあげましょうね？　どんな生き物にも『命』があるの。絶対に無暗に奪ってはダメよ？」


「はい!!」


◇


母上は約束してくれた、ずっと傍にいるって言ってくれた。けど、彼女はこのまま死んでしまうのだろうか？　二度と母上の笑顔、言葉、温もりを感じることが出来なくなるのだろうか？　僕は毎日、不安を打ち消す為に大好きな母上に会いに行くけど。彼女が衰弱して「死」に向かって進んでいる事が分かるだけだった。


僕に弱っている様子を見せないように母上はいつも笑顔を絶やさない。絵本もきついだろうに、笑顔で優しく読んでくれた。でも、母上の表情の奥に深い哀しみがあることに気付いた時、僕は理解した。母上は助からない、きっとこのまま死んでしまうのだろう。僕は理解してしまった瞬間、彼女の元から逃げ出した。母上が驚いた様子で僕に何か言っていたようだが、覚えていない。母上を絶対に救いたいと思った。でも、僕には何も出来ないことも理解して、自室で慟哭どうこくして物に当たり散らした。屋敷の人達は僕がおかしくなったと思ったかも知れない。


一通り暴れた僕は、ベッドで布団の中に潜り込みひたすら嗚咽おえつを溢こぼして泣いていた。そんな時、部屋に誰かが入って来るのに気付いた僕は、布団から出て「出ていけ!!」と怒鳴った。でも、その相手は妹だった。妹は僕の言葉に怯えた様子だったが、必死にこらえながら僕に母上のことを尋ねた。


「にぃ、ははうえ……」


「……!!　母上の事を聞くなぁあああ!!」


僕は母上のことを聞かれて、逆上してしまった。気付くと、僕は妹に罵声を浴びせ、暴力を振るっていた。騒ぎに気付いた執事やメイド達に止められるまで僕は泣き叫び、怒り狂っていた。その日以降、妹が僕に会いに来ることは無くなり、僕は死にゆく母上を受け入れることが出来ず、様々な物や人に当たった。


その結果、父上から優しい目で見てもらえることは無くなり、彼が僕を見る目には呆れや憐みが宿るようになった。


◇


それから、少し経ったある日、僕は夢を見る。


母上が亡くなり、僕はますます荒れた。父上は母上のことを忘れる為に仕事に逃げて、家族を見なくなった。妹は母上の死に加え、僕や父上の事で心を病んでしまう。食事も取らずに部屋に籠りきりになり、母上が死んでからしばらく経ったある日、妹も死んでしまった。妹は母上の死後、徐々に衰弱した結果、可愛らしい顔は見る影もなく、変わり果てた姿で亡くなっていた。葬儀に参列した時には父上もいたが、僕を見る目には嫌悪が宿っているようだ。僕を見ることで母上を思い出すのが嫌なのかもしれない。それから、十数年後に僕は死に場所を求めるようになっていた。自身の願いを叶える為に、僕は自暴自棄となりある派閥に属した結果、最終的に断罪されて、死んだ。


その時、僕は眠りから目を覚ました。夢で見た内容が将来を暗示していると、何故か直感した僕は焦燥感に駆られて思わず屋敷の外に出た。


僕は、自分の力の無さを呪い、同時に僕は力が欲しいと強く願った。母上、妹、父上、大切な人すべてを守れる力が欲しいと渇望した時、僕の奥底に何かが眠っている扉がある気がした。僕は何故かわからないけど、無我夢中でその「扉」を開けることにすべての感覚を集中する。そして、扉が開いたと思った瞬間、「僕」は意識を失った。


◇


「う……ん？　ここは？」


僕が目を覚ますと、そこはいつもの自室だった。さっきまで見ていたのは夢だったのだろうか？


それにしては、あまりにも現実感のある夢だった。


「あれ……？」


気付くと、僕は自然に涙が頬をつたっていた。ふと、枕を見るとそこには涙で濡れた跡が残っていた。その時、夢で見た映像や感情の正体が何となくわかった。僕は、胸のあたりを服の上から手で掴んで自然と呟いた。


「……きっと、今の夢はリッドの記憶なのだろうな……僕に見せたかったの？　家族を救いたい一心で君は……」


僕はリッドが当時抱いたと思われる、とても複雑な感情が夢の中で僕に押し寄せて来た気がした。


「うん……そうだね。約束する。君は僕だから、絶対に何とかしてみせるよ……」


まるで自分自身の中にいる誰かを安心させるように僕は呟いていた。







妹


ある日、いつも通り書斎で調べ物に没頭しているとドアが「ギィ」と少し開いたことに気付いた。だが、誰かが入ってくるわけではない。少し開いたドアの隙間から僕と同じ紫色の瞳がじっとこちらを見つめている。隠れているつもりだろうか？　だけど、完全に目が合ってしまった。気づかないふりをしたほうがいいかな？　凄く警戒されている気がする。


「……にーちゃま、なにしているの？」


「調べ物だけど……一緒にするかい？　メルディ」


メルディ・バルディア。母上譲りの赤い髪と紫色の瞳をした可愛い四歳になる女の子だ。


「にーちゃま、いっしょにいてもおこらない……？」


「うん、怒らないよ。こっちにおいで、絵本読んであげようか？」


「ほんと!!　うそじゃない!?」


メルディはドアを全開してこちらに走ってきた。その目はとてもキラキラしている。


「嘘じゃないよ。今から読もうか？　でも、ドアを閉めてきてね」


「はーい」


メルディは嬉しそうにドアを閉めると、僕の近くに寄ってきた。


僕がリッドの記憶を辿るとメルディとの悲しいやりとりが頭の中に蘇ってくる。メルディが生まれた時はリッド自身、胸をときめかせながらとても可愛がっていた。だが、母親であるナナリーが病気になるとやり場のない不安を周りに振りまいた。子供なりに心を守るための行動だったのかもしれない。でも、その矛先はメルディにも向けられてしまった。リッドはメルディが近寄るだけで怒鳴りつけていた。メルディが母親のことを聞くと、リッドはメルディに手をだして暴力を振るってしまった。ガルンやダナエ、他のメイド達も止めに入ったので幸い特に怪我もなかった。この出来事は「子供の軽い喧嘩」として落ち着いた。でも、この時を境に二人の心の距離は離れてしまったのだろう。それ以来、食事の時間しかり二人は兄妹なのに出来る限り出会わないように家の者たちが気を使っていた。


「……メルディ、ごめんね」


「なにが～？　あ、にーちゃま、おにわでおねんねしたらだめだよ」


「うん？　メルディも知っていたのか。真似しちゃだめだよ」


「わたし、そんなことしないもん」


「そうだね、メルディは賢いものね」


「うん、わたしかしこいもん」


メルディは賢いと言われて、くすぐったそうに体を揺らして少し笑っていた。


「あ、にーちゃま。わたしのことメルってよんでもいいよ～」


「……いいのかい？」


「うん、ママがいつもメルっていってくれるの。だから、にーちゃまもいいよ。とくべつだからね」


「わかった、特別だね。ありがとう」


僕はにこりと笑顔で返事をすると、メルはまたくすぐったそうに体を揺らして「えへへ」と笑っていた。それから、しばらくメルに僕は絵本をずっと読んでいた。まるで今までの罪滅ぼしのように。


どれぐらい時間が経ったのか、絵本を読んでいたらメルが寝てしまった。メイドを呼ぶと、少し時間が経ってからドアがノックされる。返事をするとダナエが小さく「失礼します」と書斎に入ってきた。


ソファーに横にされているメルが「スースー」と寝息を立てている。その姿に、ダナエが少し驚いた表情を見せたが、やがて優しく微笑んだ顔になる。メルの寝顔は凄く可愛い。誰でも微笑んでしまうと思う。彼女が「メルディ様、起きて歩けますか？」と聞くが返事はない。思った以上にぐっすり寝ているようだ。ダナエはメルを抱きかかえた。僕が書斎のドアを開けると、彼女は微笑みながら謝意を述べると退室した。そのまま、彼女はメルの部屋に向かった。


ダナエとすれ違う形で、ガルンがやって来ると怪訝な表情を浮かべて僕を見ると言った。


「……メルディ様とご一緒だったのですか？」


「うん、書斎のドアが少し開いたと思ったらメルが覗き込んでいてね。メルが寝るまで絵本を読んでいたよ」


僕の答えが予想外だったのか。少し目を見開いてから、やがて安堵したようにガルンは微笑んだ。


「それは、ようございました。これからも、メルディ様をよろしくお願いいたします」


「当然だよ。僕の妹だからね」


以前の僕が、メルにどんな態度を取っていたのかを知っているからだろう。僕の返事にガルンは少し驚いた表情をしていた。


「……リッド様は庭で倒れられてから、少し人が変わったようですね」


「え!?　そ、そうかな？　あんまり変わらないと思うけど」


平静を装っているが内心、ドキドキが止まらない。


「さようでございますか。差し出がましいことを申しまして申し訳ありません」


「い、いやいや、大丈夫だよ。心配してくれてありがとう」


挙動不審な感じで会話してしまった。ガルンは微笑んで一言「では、失礼いたします」と言うと、その場を後にした。


「ふぅ……びっくりした。今までの僕と比較したら、そう思われてもしょうがないのかな？」


僕は、母上が魔力枯渇症を発症すると心が荒んで誰彼構わず、あちこち当たり散らしていた。その時の記憶は僕の中に残っていた。だからこそ、母上を必ず救ってみせると再度心に誓った僕は、書斎にまた籠った。







ナナリー・バルディア


ナナリーは病気の名前は知らない、原因不明の病気と説明されている。だが、どんな病気にしても確実に死に向かう、死病の類であるとすぐに理解した。毎日、体から「何か」が抜け落ちていく、そんな感覚がずっと続いているのだ。それは、コップの底にヒビがあり、そこから数滴ずつ水が落ちていく、そんな感覚だった。


その病魔はなんの兆候もなく襲ってきた。最初は気だるさから始まり、風邪でもひいたか、疲れが出たのかな？　と思ったが、数日後にはベッドから立ち上がることも出来なくなってしまった。


夫のライナーは、辺境伯の立場も使い、出来る限りの手を尽くしてくれた。だが、どの医者でも原因も病名もわからなかった。いや、恐らく判明はしているのだ、夫か医者の判断で秘密にしているのだろう。


夫のライナーは帝都での仕事が忙しくなり、部屋に来る日はすこしずつ減っていった。


だが、とても気にかけてくれて毎日、必ず手紙を書いてくれた。帝都であったこと、屋敷の外の様子を外に出られなくなった私に少しでも伝えようとしてくれた。普段、仏頂面の彼らしくない行動に自然とナナリーの手紙を読む顔は微笑んでいた。


だがナナリーは、夫の手紙からは時折、会うのを避けていると感じることがあった。彼はナナリーをとても愛していた。でも、だからこそ、ナナリーが死病にかかっている姿を受け入れることができず、苦しんでいるのだろう。


ライナーが愛していたように、ナナリーも彼を愛していた。だからこそ、ナナリーは弱っていく姿を彼には見せたくはなかった。そこで、彼女はライナーには弱音も何も言わないようにした。


ナナリーは、こんなわけもわからない病魔に負けるものかと意思を強く持った。


日々、弱っていく体を何とか出来ないか？　と考え、水が落ちていく感覚に集中した。すると、気のせいかもしれないが、水が抜け落ちて行く感覚が少しだけ遅くなった気がしたのだ。


それ以来、起きているときは必ず水滴の感覚に集中している。寝る時は、ぎりぎりまで集中する。その反動なのか、いつも寝起きは地獄だ。寝苦しさで目が覚めると動悸が激しく、息をするもの億劫になる。日々、襲い来る地獄は激しくなっていた。しかし、それでも彼女に出来ることは、数滴の水が落ちていく感覚が少しでも遅くなるよう、ひたすらに感覚を集中することだけだった。


ナナリーはリッドやメルのことを考えるといつも胸が張り裂けそうになる。リッドはとても賢い子供だった。絵本を読むとすぐ文字を理解した。一度読んであげた本の内容もすぐ覚えてしまう。


人の視線やその場の雰囲気を察する力。ちょっとした運動ならすぐにこなしてしまう、身体能力。親バカかもしれないが、「天賦の才」を持って生まれた子供だとナナリーは思っていた。


彼女が発病した時、リッドは誕生日が近づいていたが、まだ「五歳」だった。ナナリーがベッドで寝たきりになると不幸にも彼女が「天賦の才」と見込んだ才能が、リッドに母親が死に向かっていることを気付かせてしまった。そして、恐らく回復方法もないということを直感させてしまった。


ナナリーがどんなに明るい顔をしても、声をかけても、必死に絵本を読んでもリッドの顔が明るくなることはなかった。そして、リッドは彼女の部屋に来なくなった。


リッドが部屋に来なくなり悲しんでいると、代わりにメルが来てくれるようになった。だが、彼女はいつも泣いていた。理由を聞くとリッドが荒んでしまい、メルディに辛くあたるようになったと聞いた。


ナナリーはその時、メルディを力強く抱きしめて「ごめんね。ごめんね……」と泣きながら謝った。メルディは母親が泣いている理由がわからないようだった。でも、ナナリーの悲しさだけは伝わり「ははうえ、ないちゃだめだよ」と言って彼女と一緒に泣いていた。


その日からメルは毎日、ナナリーの部屋にやってきた。恐らく、荒んだリッドに会いたくない一心でここに逃げてきているのだろう。ナナリーはメルが部屋に毎日来るたび胸が締め付けられた。何故、大切な子供たちの心まで、この病魔は蝕むしばんでいくのか。ナナリーは悔しくて毎日泣きながら、ひたすら耐えた。彼女が出来ることは、この病に少しでも打ち勝つことだったから。


耐え忍ぶ日々が続いたある日、メイドのダナエからリッドが庭で倒れたという話を聞いた。ナナリーはすぐにも駆けつけたかったが、腹立たしくも体が言うことを聞かない。彼女は心配しながら、ベッドで報告を待った。その日のうちに、リッドは意識を取り戻したとダナエが報告してくれた時はホッとして胸を撫でおろした。だが、ダナエはリッドの様子が少し変わったという。荒んだ様子が消え、とても落ち着いており、まるで大人と話しているようだというのだ。


ナナリーは変わったリッドの様子を直接知りたかったが、彼が来ることは恐らくないと諦めていた。だが、リッドはその翌日に彼女の部屋を訪れてくれた。リッドはナナリーの顔を見るなり、涙を流して服の袖で顔を拭った。何か体調が良くないのかとナナリーは心配で声をかけ、近づこうとするが体がいうことを聞かず咳込んでしまった。その時、リッドは「母上!!」と叫んで、彼女に寄り添い背中をさすった。


リッドの顔つきを見ると今までと全然違うことに驚いた。まるで、何か憑き物でも落ちたように明るく、以前のような笑みが戻っていた。彼は部屋を出ていく前にナナリーの手を力強く握った。


彼女はリッドが部屋を出て行った後に一人、涙を流した。


荒んだリッドが立ち直ってくれたことがナナリーは嬉しかった。


だが、病魔のせいでリッドの前から母親がいなくなることで、彼の笑顔をまた奪ってしまうのではないか？　そう思うと、ナナリーはまた涙が止まらなくなってしまった。


数日後、いつも通りメルがやってきた。兄であるリッドが庭で倒れて、意識を取り戻したことは知っていたようだが、相変わらず会いたくはない様子だった。だが、今のリッドであれば絶対、メルに辛く当たることはない。そう確信していたナナリーは、メルにあるお願いをした。


「メル、リッドに会ってきて、その様子を私に教えてほしいの。お願い出来るかしら？」


「えぇ!?　やだ……にーちゃまこわいもん……」


メルは、最初は嫌がったが「部屋から出られない」という理由を強く言うと、子供ながらに渋々といった様子を出して、リッドを捜しに行った。その後、メルがナナリーに会いに来てくれたのはその翌日だった。メルはとても嬉しそうに「にーちゃまが、えほんをたくさんよんでくれたの!!」と喜んでいた。それから、リッドがメルに辛く当たることはなくなった。


メル本人やダナエの話を聞くと、むしろ家族としてとても愛してくれているようだった。


その話を聞いた時、ナナリーは確信した。母親のせいで心を病み、荒んでしまったリッドが立ち直った。そして、家族を良い方向に導こうとしてくれている。ナナリーは諦めかけていた気持ちに、人知れずも気合を入れた。


「諦めるものですか……リッドが立ち直ったのに、母親である私が、病などに負けるわけにはいきません。必ず打ち勝ってみせます……」


ナナリーは声を震わせながら一人、ベッドの上で呟いていた。







父上との話し合い


今日は父上「ライナー・バルディア」が帰ってくる。父上に相談したいことがあると、ガルンに相談すると彼からも父上に話しておくと言ってくれた。


ちなみに僕から話したいことは二つ。


一つ目は魔法や武術など様々な勉強を始めたいということだ。僕、リッドはゲームでは主人公補正による経験値増加等が無かった。強くなれるとわかっていても、成長に時間がかかる。この世界においてもその設定が生きているのであれば、早く強くなれるように修練するに越したことはない。


二つ目は少し自由に使えるお金が欲しい。目標にある将来に備えての金策、だが現状では元手もない状況だ。この点に関しては、父上の力を借りるしかない。身近な高級品を売る方法もあるが、後々問題にもなる可能性もあるので、最後の手段にしたい。


さて、書斎で本を僕はずっと読んでいるわけだが、面白いことがわかった。この世界にある植物や鉱物などは基本的に前世の世界と名前も含めて、変わらないものが多くあることがわかった。もちろん独自のものある。


「これなら、金策の目途が付くかもしれない。商人を呼んでこの世界で作れて、持続的に供給可能なものを……」


本を読みながら今後の考えをまとめていると、可愛らしい声で不満が聞こえてきた。


「……にーちゃま、つまんなーい」


「ああ、ごめん。そろそろ絵本を読もうか」


「いいの？　やったー!!」


先日、メルに絵本を読んであげたら凄く喜んでくれた。僕が書斎にいる時はメルも一緒に過ごすようになった。絵本を読んであげるとメルはすぐ内容を理解するので、とても賢いのがわかる。僕の妹は天才じゃないだろうか。メルのお付きで一緒に書斎にいるメイドのダナエが「やれやれ」という顔で見ているのは多分、気のせいだ。


「ゴホン、リッド様。ライナー様が執務室にお呼びでございます」


いつの間にか書斎のドアの前でガルンが咳払いをしながら立っていた。


「……わかった。すぐに行く」


「よろしくお願いいたします。では、私は先にライナー様の所に戻ります」


ガルンは僕に必要なことだけ言うと、一礼をしてから先に書斎を出て行った。


「ええ!!　にーちゃま、行っちゃうの……」


「ごめんね。絵本はまた後でね」


「うう……」


絵本を読んでもらえると思った矢先に、僕が父上に呼ばれてメルディがぐずりそうになる。すかさずダナエが「お嬢様、私が代わりにお読みいたしますね」と声をかけてご機嫌をとる。彼女の言葉で機嫌を直したメルから「あとで、えほんよんでね。やくそく!!」と言われ、「うん。約束」と返事をすると父上に呼ばれた執務室に向かった。部屋の前に着くと、僕は緊張した面持ちで執務室のドアをノックする。「入れ」とドアの向こうから重圧のある低い声が聞こえてきた。「失礼します」と執務室の中に入るとそこにはガルンも立っていた。彼が先に戻ると言ったのは父上の仕事を手伝う為だったらしい。父上は執務室の机の椅子に座り書類作業をしていたが、僕が執務室に入ってくると手を止めた。僕を鋭い目でみると、低い声で言った。


「……庭で倒れたと聞いているが、体調は大丈夫か？」


「はい。今は何も問題ありません」


「そうか」


父上「ライナー・バルディア」は僕と同じ白銀の髪で瞳の色は紫だ。感情を読ませないように常時、無表情で顔つきが強面だ。特に目力が強いので、通常の子供なら泣いて逃げだしそうな雰囲気がある。


「ガルンから話があると聞いたが、どういった内容だ？」


「はい。まずは今日、お時間を頂けたこと感謝致します。そして、お願いしたいことは二つあります。一つ目は、私に魔法、武術、その他さまざまな勉強を教えていただける家庭教師をお願いしたく存じます」


「……ふむ。その件であれば、以前から考えていたがお前の精神状況や屋敷内での態度を考えると難しいと先送りしていた。まさか本人から申し出を受けるとはな。本当に大丈夫なのか？」


父上の言葉に少し驚いた。屋敷にいて僕やメルと会話するわけでもないのに、僕の精神状況などを見て、家庭教師等の時期をずらしているとは思わなかった。でも、それなら僕達ともっと向き合ってくれても良いのではないだろうか？　という疑問も同時に浮かんできた。父上は表情を崩さず、じっとこちらを見つめている。僕は深呼吸をしてから胸を張り、自信を持って答えた。


「はい。ご心配おかけして申し訳ありませんでした。私自身、母上が日々弱っていくお姿を間近で見てしまい、一時期は心が荒んでおりました。ですが、それだけでは何も解決しないと気付きました。私自身を磨くことで母上のお力になれることもあると存じます。家庭教師の件をよろしくお願いいたします」


「わかった。そこまで意思がはっきりしているのであれば大丈夫だろう。すぐに手配しよう。さて、二つ目はなんだ？」


僕の言葉を聞いて、ライナーは安堵したような嬉しそうな表情を少しみせたが、すぐ無表情に戻ると次の質問を持ってきた。


「はい。二つ目は恥を忍んでのお願いになりますが、私個人が好きに使える資金を用意していただきたいのです」


「……何の為だ？」


声の重圧が強くなり、父上の一言で執務室の空気が変わる。部屋の中には重苦しい雰囲気が漂っている。


「書斎での様々な資料を調べているうちに、いくつか有用な商品になりそうなものがありました。それを実行してみようと思っております」


「通常なら資金提供をする側に、提出する資料などがあるはずだ。それもなしに資金提供だけをしろというのか？」


「はい。仰る通りです。今回は私自身に投資していただきたく存じます。父上であれば我が子の才能を信じていただけると思い、恥を忍んでお願いしておりますがいかがでしょうか？」


これは賭けだ。確かに父上の言う通り、確実に資金提供を求めるのであれば資料を用意すべきだ。だけど、資料を準備するにしても時間が、かなりかかってしまう可能性が高い。母上のことを考えると恐らくあまり時間はない。その為、僕は一か八かの勝負に出た。時に熱意は人の気持ちを動かす、それが親子であれば尚更だと思う。もちろん、家族としての繋がりがあることが前提だけど、父上は僕の事を見ていたような発言をしたからきっと承諾してくれると思う……!!


僕の言葉を聞くと父上は眉間にしわを寄せ、そのしわを右手の親指と人差し指で揉んでいる。僕は父上の顔を、食い入るように見ていた。父上は僕の視線に気づくと小さくため息をついた。


「ふぅ……わかった。お前に幾らか自由に使える資金を用意しよう。『有用な商品』と言っていたからには、何か商売でも考えているのだろう？　商売用の資金なぞ子供には過ぎた金額だが、そこまでの大口を叩くのであれば有効に使ってみるのだな」


「……!!　はい、ありがとうございます!!　必ず期待に応えてみせます!!」


執務室に入った直後よりも、父上は少し機嫌が良さそうである。もう一押しいけるかな？


「父上、折角なので、もう一つお願いがあるのですがよろしいでしょうか？」


「なんだ？　資金の話ならこれ以上は無理だぞ」


「いえ、そうではありません。私もですがメルも父上とあまり話が出来ずに、少し残念に思っております。良ければ朝食や夕食などはご一緒できないでしょうか？」


「メル」という言葉にライナーの額がピクッと動いた。


「考えておこう。……ところで、お前はメルディのことをメルと呼んでいるのか？」


「え？　はい。メルから、母上にもそう呼ばれているから、私にもそう呼んでほしいと言われましたので」


「そうか……用件は以上か？　無ければもう下がれ」


父上は目を閉じて何か少し考えているようだ。僕はその様子を見ながら「失礼しました」と執務室を退室した。ドアを閉める時、父上とガルンが何か話している様子が気になったが、その場を後にして僕は書斎に向かった。


「よし、思った以上にうまくいった。軍資金は手に入ったから、あとは商人を探す感じかな」


父上との交渉が想像以上にうまくいって、僕は忘れていた。メルに絵本を読むという約束を……。


しばらくすると、書斎のドアが勢いよく開け放たれた。何事かと思い、目をやるとそこには半ベソ状態のメルが凄い顔をして立っていた。その時、僕は自分が約束を忘れていたことを思い出した。


「メ、メル、ごめ……」


「にーちゃまの、うそつき!!　うそつきぃい!!」


謝ろうとした僕の言葉に、被せるようにメルは泣き叫びながら僕に抱きついて来た。僕に「ポカポカ」と痛くないパンチをしながら、メルは怒ってめちゃくちゃに泣いていた。僕はそんなメルを抱きしめながら「ごめんね、メル」と呟きながらあやしていた。その後、泣き止んだメルが満足するまで、絵本を僕が読まされたのは言うまでもない……。







商人を探せ


父上に相談をした翌日の朝食は食堂に家族三人が集まった。母上は病気の為、部屋から出られず参加出来なかった。ガルンから母上はとても残念がっていたと聞いた。


それでも、メルはすごく喜んでいた。食事をしながら会話をしている僕達を見ていた父上は、少し表情が崩れていた気がする。


「メルディ、私もメルと呼んでもよいか？」


僕とメルのやりとりを見聞きしていた父上が、厳格な強面のままで会話に横から入って来た。突然のことで食堂に変な空気が流れた。


ガルンはにこにこしているけど、メイド達は目を丸くしている。メルはそんな空気に物怖じせずに父上にハッキリと言った。


「んーとね、ちちうえはだめ!!　メルディのまま。メルってよんでいいのはそばにいてくれるははうえとにーちゃま、だけだもん!!」


「……そうか」


やばい。父上が表情は崩さずに目を瞑っているが、凄いしょんぼりしてどんよりしている。多分、内心は泣いていると思う。ガルンは微妙に肩を揺らしている。メイド達はお互いの脇腹をつまみあって何かに耐えている感じだ。


「ゴホン、父上。本日は領地を見て参りたいのですがよろしいでしょうか？」


咳払いをして、落ち込んでいる父上に視線を送る。


「……よかろう、護衛騎士は二名以上つけること。それから、馬車の手配はガルンに頼んでおけ」


「承知致しました」


僕と父上の会話を聞いていたメルが片手を挙げてから笑みを浮かべて言った。


「メルもいきたーい!!」


「メルはまだ小さいから、もう少し大きくなってから行こうね」


「ええー!!　ヤダー」というとメルは「駄々っ子」攻撃を繰り出してきた。だが、今日は重要な用事があるので残念ながら連れていけない。帰ってきたら絵本を読む約束をすることで、メルには納得してもらった。


「さぁ、出発だ」


朝食が終わると必要なものを揃えて、馬車に乗り込み領地内にある一番大きい街に向かった。と言っても、屋敷から近いので十分程度で着く距離だ。


バルディア領は辺境と言われているが、それは帝都から離れているから「辺境」と付いているだけだ。見方を変えれば他国と帝都の中間地点に位置する領地だ。一部の商品などについては、帝都よりも品ぞろえが良い場合もある。領地内にある町の規模からも決して「ド田舎」というわけではない。


帝都よりも自由に使える土地が多いメリットもあり、他国よりもたらされた「オリーブ」の生産を独自に成功させ、精油などを帝都や隣国に販売している。


オリーブの生産は父上の発案で領地繁栄が軍事力、ひいては隣国に対しての抑止力にも繋がるという考えで行ったらしい。


ただ、それをよく思わない者達がおり、オリーブ事業を始めた当初は「辺境に行くと植樹が体験できる」と揶揄やゆされた。成功してからは妬みから「植樹領、植樹伯」などの陰口を叩かれるようになったのだとか。


馬車から見えていたオリーブ畑を過ぎると、町が見えてくる。入口付近の検問所には行商の人達が順番待ちをしていた。乗っていた馬車が一旦止まり、馬車の外にいた護衛が一人で先に検問をしている門番のところに走っていく。


少しすると戻ってきて「検問所の門番に話を通しました、行きましょう」と言うと、すぐに馬車が進み始める。そうか、領主の息子なら優先的に入れるのか。


長い行列を横目に、町に入っていくのはちょっと恥ずかしいような、申し訳ないような気分になった。「皆さん、ごめんなさい」と心の中で呟いた。


町内にあるバルディア家の別邸に馬車を止めて、徒歩で町の中を探索することにした。目的は別にあるが、初めて異世界の町に来たのである。好奇心が抑えきれず、露店や見たことのないお店にあちこち目移りしてしまう。


「リッド様、一人であまり行き過ぎないようにご注意下さい」


「ディアナの言う通りです。町は人も多いですし、危険がどこに潜んでいるかもわかりません」


目を輝かせながら、きょろきょろしていると護衛の二人から声をかけられる。名前は「ルーベンス」と「ディアナ」で二人とも髪は茶色で瞳が青い。何でも幼馴染らしい。


「うん、わかった。じゃあ、二人も町中では僕の事は「リッド」でお願いね？　「様」って言われると、貴族か何かの子供っぽいからね」


名前の呼び捨てについては二人とも最初は戸惑ったが、「承知しました」と最後は折れてくれた。


服装は別邸で着替えて全員、少し質素なものにしている。歩きながら周りを見回すと、基本的には人間が多いが、獣人やエルフなんかもいる。異世界ってことを改めて実感する光景だ。そんなことを思いながら歩を進めていると目的の場所に着いた。


「……本当にここでよろしいのですか？」


ディアナが怪訝な顔をしながら言った。たどり着いた先の看板には「クリスティ商会」とある。恐らく、買い物をする際の護衛任務と思っていたのだろう。


「うん、ここで間違いないよ」


ドアを開けると「カランカラン」と鈴がなり、店に来客を告げる。奥から「は～い」という声と「パタパタ」と足音が聞こえてきた。


「いらっしゃいませ!!　何をお探しでしょうか？」


お店の奥から出てきたのは可愛い猫耳と尻尾があり、黒髪とくりんとした黒い瞳の女の子だった。黒髪と黒い瞳の人に会えたのが懐かしいと思いながらも、ついつい猫耳と尻尾に目がいってしまう。


「……？　どうされました？」


「……失礼しました。実は先日、クリスティさん宛に手紙を送っていたのですが、今日はいらっしゃいますか？」


「あ!?　ご主人様のお客様とは知らずに申し訳ありません。すぐに確認して参ります!!」


店員の女性は言い終えると足早に店の奥に戻っていった。その間に、店内にある商品を見回す。商品が綺麗に陳列されて店内も綺麗だな。店舗管理をしっかりしている証拠かな。商品を見ていると、お店の奥から綺麗な女性がやってきて声をかけられた。


「リッド様、お待たせして申し訳ありませんでした。私がクリスティ商会、代表のクリスティ・サフロンです」


「手紙でご連絡させていただいた、リッド・バルディアです。よろしくお願いします」


彼女の肌は白く透き通っており、髪は綺麗な黄金色で緑の瞳と合わさってとても神秘的な雰囲気を出している。何より、視線が行ってしまうのが黄金色の髪から出ている細長い耳。そう彼女はバルディア領内で唯一「エルフ」で商会をしている女性だった。


クリスティ商会を知ったのは、父上に商売をしたいと話した翌日に、ガルンに良い商会がないか相談をした時だ。その際、帝国内に拘らず様々な場所への販促ルートが見込めて、今後発展しそうな商会。という難題を吹っ掛けたのだ。


ガルンは少し考え込んでから「一つ、心当たりがあります」と、エルフが代表をしているクリスティ商会を教えてくれたのだ。彼から話を聞くと、すぐに「自分が行う商売について相談に乗ってほしい」と手紙を送ったのだ。


「では、応接室にご案内させていただきます」


「はい、お願いします」


クリスティに案内された応接室は、お店の外見では想像できないほど綺麗で気品のある部屋となっていた。彼女に促されるまま部屋のソファーに座った。これから、商談だと思うと緊張する。


「ルーベンス、ディアナ。二人は部屋の外で待っていてほしい」


「……承知しました」


二人はクリスティに視線を送り、一礼をして部屋を出て行った。リッドの指示に従い出ていく二人を見て、彼女は少し驚いた表情をしていた。


「では、改めてよろしくお願いします。クリスティさん」


「ええ、よろしくお願いします。でも、良かったのですか？　護衛のお二人を部屋の外に出してしまって……」


「はい。これから、クリスティさんにお話しする内容は、時が来るまで出来る限り内密にしてほしいので」


「はぁ……それでしたら構いませんが……」


僕の言葉に彼女は怪訝な表情を浮かべていた。でも、僕には勝算がある。僕は数日前に屋敷で起きた出来事を思い出しながら商品説明を始めた。






クリスティ商会に向かう数日前、僕は屋敷の書斎にある本で調べた情報確認も含めて、屋敷にいるメイド達に聞き込みをした結果、面白いことを発見した。リンスや化粧水の考え方や類似商品がこの世界にほとんど存在していないことに気付いたのだ。話を聞けば化粧品は存在するが、化粧後のケアについての考え方は知られていなかった。


事の発端は、書斎で植物の本を読んでいるときに「アロエ」を見つけた時だ。この世界にもアロエがあるのかと思い「そういえば昔アロエ化粧水とかあったな」と呟くと、近くにいたダナエに不思議そうな顔で「化粧水ってなんですか？」と聞かれたのである。その後、化粧水について簡単にダナエに説明したのだが彼女は驚いた表情になり言った。


「え……肌をケアするってどういうことですか？　洗顔と何が違うのですか？　というか、なんでリッド様はそんなことを知っているのですか……？」


一般常識だと思っていたが、この世界では違ったらしい。その後もダナエに詳しく聞いたが、そんな商品は聞いたことがないということだった。前世において自分の肌の手入れとかは考えたことがなかったので、ここまで食いつくとは思っていなかった。興味本位で領内にあるアロエを採れる場所を聞くと、なんと屋敷の敷地内にあるという。何でも、父上がオリーブに取り組む前に、様々な植物を他国から取り寄せて調べていた名残らしい。


「……ちなみに、アロエが傷口に良いとかも知られてない？」


「え、この気持ち悪い植物にそんな効果があるのですか……？」


ダナエに案内してもらった場所には確かにアロエが生えていた。しかも結構立派なアロエだった。僕は、屋敷にあったアロエで化粧水の試作品に挑戦した結果、それなりの物が出来たと思う。ダナエに試してもらうと「すごく良いです!!」と喜んでくれたのは自信になった。


そして、オリーブ油をもとに前世のうろ覚えの記憶で作ったリンス。シャンプーは作り方がわからなかったので一旦諦めた。ただ、この世界には「石鹸」は高級品としてすでに存在はしていたので、リンスさえ用意出来れば貴族に対してはそれなりに売れるのでは？　と思い試作した。なお、知識の出所はすべて前世で暇つぶしに見ていた動画サイトの情報だ。


試作品が出来た後、どう売るかを僕は考えた。その結果、どこかの信頼できる商会と組んで動くのが一番良いだろうと判断して、ガルンに相談。そして、クリスティ商会を教えてもらって、今ここにいるというわけだ。そして、先程からリンスと化粧水、二つの商品についてクリスティに説明しているが、思った以上に反応が良い感じがする。


僕と話す時、当初のクリスティは目が一切笑っていなかった。恐らく無駄な時間だと考えていたと思う。僕だって、貴族といえども年端もいかない子供が商売の相談をしたいなんて言ってきたら、絶対に無駄な時間と考えると思う。聞くだけ聞いて帰ってもらおう。というのが普通だ。


だけど、化粧水とリンスの考え方や使い方、商品レシピの原案があることについて話すと、彼女の目の色が少し変わった。


「すでに帝国、他国を含めて類似品や考え方を聞いたことはないでしょうか？」


「……いえ、ないですね。初めてです。仮に存在していれば、絶対に知っています」


クリスティの言葉を聞いて、ひとまず安心した。この世界には思った通り、この手の商品は世に出ておらず、知られていないことがはっきりした。勝負できるかもしれない。


「でも、試験品でもなんでも商品がないと絵に描いた餅ですけどね……」


「あ、それなら試作品を持ってきましたよ」


「え……？　試作品がもうすでにあるのですか!?」


僕は彼女言葉に頷くと、おもむろに「オリーブリンス」と「アロエ化粧水」の試作品を机の上に置いてから言った。


「……試作品なので、まだ商品化には改良の余地はあると思います」


クリスティは目をキラキラさせている。机の上に置かれた商品を眺めながら彼女は呟いた。


「……試していいですか？」


「はい。クリスティさんが試されますか？」


「アロエ化粧水は私が使ってみます。リンスは伺った使用方法であればこの場では使えないので、お預かりしてもよろしいでしょうか？」


「わかりました。リンスに関してはクリスティさんを信用してお預けします。まだ内密にしてくださいね」


「それはもちろんです。では早速、化粧水を手に使ってみますね」


クリスティは机の上に置いてあった試作品を手に取ると、右手の甲に試作品の化粧水を落とした。左手で化粧水を右手の甲全体に万遍なく広げた。彼女は右手と左手を上に向けて見比べて、触り心地の違いを確かめた。すると、彼女の表情がキラキラと輝いていき、目を爛々らんらんとさせながら言った。


「……これはいい。いいですよ！　これは!!」


「……!?　ありがとうございます」







    
  
  




彼女は、その場で立ち上がり試作品の化粧水の効果に、とても喜んではしゃいでいた。僕と目があうと「あ……」と呟き、照れながらソファーに座りなおした。深呼吸をして落ち着きを取り戻すと、軽く咳払いをしてから言った。


「コホン……お恥ずかしながら以前から乾燥肌に少し悩んでおりまして、このような商品、考え方があるとは夢にも思わず感動致しました」


「そうだったのですね。でも、お力になれて良かったです」


どうやら化粧水とリンスの紹介はうまくいったらしい。


「リッド様!!　これは売れますよ!!」


「クリスティさんが気に入ってくれて良かったです。自分でも試したのですが女性の意見が聞きたかったので……」


「リッド様、私のことはクリスとお呼びください。是非、いえ絶対これは商品化致しましょう!!」


「……!!　はい!!　よろしくお願いします!!」


僕はこうして、クリスティ商会のクリスと一緒に商売をしていくことになった。最初はどうなるかと思ったが、話がまとまって僕は内心胸を撫でおろしていた。






化粧水とリンスの話が落ち着くと、僕は今後の動きで考えていることを相談した。むしろ、こちらがメインだ。個人資産を作りたいこと、まだまだ色々とアイデアがあること。クリスティ商会を通じて「魔力枯渇症」の特効薬に繋がる薬草を手に入れたいこと。彼女は最初とは違い、真剣に話を聞いている。


「……リッド様は末恐ろしいですね。化粧水やリンスの考え方や試作品も驚きましたが、まだアイデアがある。それに「魔力枯渇症」の特効薬ですか。それが実現できたら、表彰ものでしょうね……」


話を聞き終えると、クリスは底が知れないといった様子で僕を見つめている。


「表彰されたいわけじゃないのだけどね。そこで、探してほしいものがあるんだ」


「……どのようなものでしょうか？」


「ルーテ草、月光草の二つなのだけど、聞いたことない？」


「うーん……　どちらも聞いたことがないですね。探してみます」


「よろしくね。今日はありがとう」


「こちらこそ、とても有意義な時間でした。ありがとうございます」


ソファーから立ち上がり僕が手を差し出すと彼女は迷いなく、力強く握り返してくれた。応接室を出て護衛の二人と合流すると、そのままクリスティ商会を後にした。クリスとお店の女の子は僕たちが見えなくなるまでお店の前で頭を下げていた。







クリスティ・サフロン


「今日はお時間を頂きありがとうございます。早速ですが、クリスティさんは化粧水やリンスという商品を知っている。もしくは聞いたことがありますか？」


事前に手紙で、商売の相談がしたいと言ってきた貴族の子息「リッド・バルディア」が最初に投げかけてきた質問は「この商品は既に存在しているだろうか？」だった。


クリスは目の前に緊張しながら座っている子供を見ながら、少し前の出来事を思い出していた。


彼女は、「リッド・バルディア」なる者から届いた手紙の中身が「商売の相談に乗ってほしい」という意図であると理解した時、あまりに突拍子もない内容に目を疑った。辺境伯の子息はまだ年端もいかない子供だという。子供に商売の何がわかるというのか？


（子供の我儘にも困ったものね……）


クリスは心の中で、つい舌打ちをしてしまった。彼女はエルフ領内にある商会の長女だった。クリスには兄がおり、両親は兄妹に分け隔てなく商売を教えた。長男にも充分な商才があったが、彼女はそれ以上の商才を持っていた。だが、商会に続く世襲制により家督は長男が継ぐことになる。クリスは兄がいずれ家督を継ぐことはわかっていたことだし、一緒に商会を支えていこうと思っていた。


ところが、長男が家督を継ぐと意図しないところで噂が立ち始めてしまう。実績も商才もある「クリスティ」が家督を継ぐべきだった。と言い始める者が商会の中から出てきたのだ。その声は次第に大きくなっていった。商会の分裂を恐れたクリスは実家の商家から離れて、新しい商会を立ち上げることにした。


その際に考えた立地条件が実家と商圏が重ならず、エルフの商会がほとんどない場所。結果、当てはまったのがバルディア領だった。


クリスは物思いから現実に戻ると、目の前にいる子供を見据えて心の中で呟いた。


「まさか、実家に関わらないように選んだ場所で、辺境伯子息の遊びに付き合わされるなんてね。まぁ、適当に聞き流してバルディア家への突破口にしようかしら……」


クリスは頭の中でスイッチを入れた。この話し合いを早く終わらせて、少しでもメリットになる方法を探そうと考え始めた。


「……いえ、初めて聞きます。ですが、名前だけではわかりません。どういった内容の商品でしょうか？」


「そうですか……!?　良かった……!!」


初めて聞くという言葉に安堵した彼を見て、クリスは心の中で呟いた。


「どうせ、既存の商品の名前を変えているだけでしょうに……」


世にない「新商品」というものは然う然う出てくるものではない。商会に幼い頃からノウハウを叩きこまれたクリスは良くわかっていた。閃きや長年の研究などにより、利便性があるものを新たに生み出せれば大きな利益に繋がる。だが、そんなアイデアが世に出ることは中々難しい。


「閃き」も具体化して、商品にしないと意味がない。長年、研究しても結果が出ないこともある。


「では、説明させていただきますね。まず化粧水ですが……」


……リッドの説明を聞いてクリスは驚愕した。年端もいかない子供が「閃き」を「物」にして具体化してきたのだ。まだ知られていない知識と商品。女性の美に関する商品で消耗品というのも素晴らしい。実用化されたら貴族のご婦人、令嬢など欲しがるところはいくらでもあるだろう。


だが、まだ机上の空論。現物がなければどうにもならない。


「でも、試験品でもなんでも商品がないと絵に描いた餅ですけどね……」


「あ、それなら試作品を持ってきましたよ」


「え……？　試作品があるのですか!?」


驚愕した。試作品を作製、持参しているとは思わなかった。彼に使い方を聞いて、右の手の甲につけて試してみる。すると、付けていない左とで全然、触った時の感触が違う。クリスは心の中で、感動に震えながら呟いた。


「これは……今までと考え方や用途も違う、本物の新商品だわ!!　完全な未開拓市場の先駆者になれる……!?」


化粧水やリンスに驚いていると、彼は「魔力枯渇症」の特効薬まで考えていた。探してほしいと言われた薬草が鍵になるのだろう。クリスは商売人の人生の中で最も心が躍っていた。彼は話が終わるとクリスと握手をして、クリスティ商会を後にした。


「それにしても、クリス様がそんなに楽しそうにするなんて、あの子そんなに凄かったのですか？」


「彼と出会えた今日この日に感謝しないといけないわ。これから忙しくなるわよ、エマ」


「えぇ!?　クリス様がそこまで仰るなんて、あの子とんでもないですね」


エマと呼ばれた少女はクリスの言葉に驚き目を丸くしていた。


クリスの中で燻っていた商売人の炎が大きく燃え始める瞬間であった。


◇


「うまく、いきましたか？」


別邸の馬車に向かって歩いていると、ルーベンスが心配そうな顔をしながら声をかけてきた。


「うん。想像していたよりも喜んでくれたし、これからはクリスティ商会と色々出来そうで楽しみだよ」


「おお、それは良いですね。ご無理はだけはされないようにしてくださいね」


僕が少し浮かれていると思ったのか、ちょっと釘を刺された。


まぁ、まだまだ前途多難な状況だから、浮かれている余裕はないけどね。何もしないと待っている未来は追放、処刑などおっかないことこの上ない。脳裏に最悪の将来がよぎると、背筋がゾッとして体が少し震えた。


「あら？　どうかされましたか？」


「いや、大丈夫だよ」


「そうですか、少し日が落ちてきましたので寒いときは仰ってくださいね」


「ディアナ、ありがとう」


僕が震えた様子を寒さのせいだと思い、声をかけてくれたらしい。優しい護衛っていいな。


「……ん？」


道を歩いていると、前方に僕より少し小さい女の子がいた。高級な感じの洋服を着ている様子から、どこかの令嬢と思う。女の子は少し怯えた様子で周りを見渡していた、その姿を見ていると緊張が伝わってくる。貴族の令嬢が迷子になったらあんな感じだろうか？　どちらにしても、そのままにはしておけない。僕は護衛の二人と一緒に、女の子に近づくと怖がらせないように「大丈夫？」と声をかけた。


驚いた様子で僕達に振り返った彼女は褐色の肌に紺色の髪、吸い込まれるような紅い瞳をしていた。近くで見ると、すごく可愛い女の子だった。


「あ……」


「ごめんね、いきなり声をかけられたら怖いよね？」


「い、いえ。大丈夫です……」


すごく怯えられているのがわかる。僕ってそんな怖い顔だっけ？　鏡があったら覗きたい。


彼女はかなり警戒していたが、僕達が辺境伯所属の騎士団所縁であることを伝えた。困っているのであれば力になりたいと説明した。彼女は緊張した様子で事情を話してくれた。一緒にこの街に来た人達と、気付いたら離れ離れになってしまったらしい。


「やっぱりか……」と思いながら他の人達と離れ離れになったしまった所に、僕達が彼女を案内することにした。幸い、彼女と離れ離れになった人達はすぐに見つかった。恐らく他国の人達で、彼女の従者なのだろう。従者と思われる人たちは皆、彼女と同様に褐色の肌をしていた。


彼女が一人で町中に立ちすくむ姿を見つけて心配になり声をかけた。状況を聞くと一人にはしておけず、心配だったので護衛をしながら従者の皆さんを捜していた、と伝えた。すると、少女が僕の前に出てきてお礼を言ってから頭を下げた。


「ありがとうございます。本当に助かりました」


「いえいえ。頭を上げてください。困っている女の子を助けるのは当たり前のことですから……」


僕の言葉を聞いて、迷子の女の子は顔を赤らめて俯いていた。僕に頭を下げていた少女は頭を上げると、迷子の女の子に振り返り近づくと険しい顔で強めの声をだした。


「お嬢様、一人で勝手に行かれては困ります!!　本当に心配したのですよ？」


「ごめんなさい……」


迷子の女の子は、しゅんとして少女の言葉に頷いていた。二人のやりとりから、迷子の女の子はどこかの令嬢で間違いないみたいだった。


「じゃあ、またね。迷子にならないように気を付けてね」


「は、はい。ありがとうございました」


迷子の女の子と少女に一礼してから「じゃあね！」と言って別れた。


今度こそ家の馬車まで歩き帰途についた。


◇


馬車で屋敷に帰る道の途中、ルーベンスはリッドに声をかけた。


「リッド様、迷子の女の子に名前聞かなくて良かったのですか？」


ルーベンスは迷子の女の子とリッドのやりとりを見た時、将来とんでもない「色男」になりそうだな、と感じていた。恐らく、リッド本人はその気がない。ただ、リッドの顔は他人から見て、とても綺麗で整っている。服装次第で女の子にも見えるかも知れない。そんな、リッドが間近に迫ってきて「大丈夫？」と言われたら、彼と同い年ぐらいの子供なら誰でも固まってしまいそうだ。ルーベンスがそんなことを考えながら、リッドの言葉を待っていたが返事がない。


「……あれ？」


ルーベンスは気になって、そっと馬車の中を覗くと「スースー」と寝息を立てていた。リッドの無防備な寝顔はとても可愛らしい。ディアナもそのことに気付いたようだが、口元を両手でおさえて「か、可愛い!!」と目が爛々となっていた。彼女の様子と表情を見て、ルーベンスは「おいおい」と心の中で呟いた。


「……リッド様が寝ている間に、屋敷に戻るかね」


ルーベンスはそう言って馬車を屋敷へと走らせた。







魔法


今日は、父上にお願いした「魔法の家庭教師」が来る日なので朝から楽しみでしょうがない。何せ、前世の記憶通りなら僕は全種類の属性素質を持っていることになる。その魔法を使いこなせるかどうかは、僕の運命を左右するかもしれないとても重要な存在だ。魔法が使えれば、断罪されるような出来事から回避するのにも役に立つだろうし、いざという時の為には絶対に使いこなせるようになるべきだろう。以前から、本である程度の知識は得られたが一人では限界を感じていた所、魔法の家庭教師は父上がすぐに準備すると言ってくれた。その為、魔法の取り組みについては後回しにしていたので、逸る気持ちを抑えながらも『魔法』を使えると思うと自然に心が躍っている。僕は応接室でそわそわしながら、今か今かと待っていた。その時、ドアがノックされた。


「リッド様、家庭教師のサンドラ・アーネスト様がいらっしゃいました。ご案内してよろしいでしょうか？」


「……!!　どうぞ!!」


僕は、ドアの向こうから聞こえたダナエの声にすぐ返事をした。「失礼します」とダナエに案内され小柄な女性が応接室に入って来る。彼女は茶色い髪と水色の瞳をしており可愛らしい印象を受けた。


「リッド様の魔法の家庭教師をさせていただきます。サンドラ・アーネストと申します。以後、よろしくお願いいたします!!」


「こちらこそ、よろしくお願いします」


彼女は、はきはきとした明るい声で自己紹介をしてくれた。僕が返事をすると、彼女も笑顔で返してくれた。お互いに挨拶が終わると応接室の机を挟みソファーに座ると、少し雑談をした。


僕が魔法にとても興味があり、今日を待ちわびていたと伝えると彼女は嬉しそうに微笑んでいた。サンドラも父上からの依頼でどんな生徒かと楽しみにしていてくれたらしい。雑談をするうちに、お互いの緊張が少し解けてきた。すると、サンドラの雰囲気が少し変わった。彼女は咳払いをしてから、先生モードに切り替わり授業を開始した。


「コホン……早速ですがリッド様は魔法を使ったことはありますか？」


「いえ、使用したことも近くで見たこともありません」


実際、屋敷の中で魔法を使っている人を見たことがない。ゲームの中での魔法は、修練を積めば誰でも出来そうな感じだった。この世界の本にも、修練を積んで初めて魔法は使えるようになるという記載は一応あった。だが、肝心の修練方法についての記載はなかった。


「少し、本で読みましたが魔法は修練さえ積めば誰でも使えるのでしょうか？」


「はい。魔力は程度の差はありますが誰しも持っています。修練さえ積めば、ある程度は誰でも使えるものになります。ですが、誰でも簡単に使えるものではありません。リッド様には、私が手取り足取りお教えいたします。大船にのったつもりでいてください!!」


サンドラは自信満々という感じで立ち上がり手を胸に当てながら、力強い目で僕を見据えた。


彼女の言葉や仕草から、「魔法が好き」という気持ちが自然と伝わってくる。サンドラは「ハッ」として我に返ると、力説したことに顔を赤らめた。再度、咳払いをしてから話を続けた。


「コホン……ではまず魔法について説明させていただきます」


彼女は、この世界の魔法について丁寧に説明をしてくれた。魔法の発動に必要となる魔力は人間に限らず、生きとし生けるものであれば誰もが持っている生命力の一種になるらしい。その力を体の中で練り上げて魔力に変換する。変換して作られた魔力を源にして魔法を発動する。つまり、自分の中にある生命力を感じ取り、魔力に変換する作業が出来ないと魔法は使えない。その為、魔法を使えるようになるには必ず修練が必要になるということだった。


「なので、リッド様にはまず『魔力変換』を出来るようになっていただきます」


「わかりました。ですが、サンドラ先生。可能なら魔法を一度見せていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」


「サンドラ先生」という言葉に彼女は顔を赤くした。そして、両頬に手を当てながら「私が先生、先生……」と小さく呟き、体をくねらし始めた。


「……大丈夫ですか？　サンドラ先生」と僕が声を再度かけると、彼女は「ゴホン」と何事も無かったように振舞った。大丈夫だろうか、この先生。


「わかりました。そうですね、魔法を先に見たほうがイメージもわかりやすいと思います。では、外に行きましょうか」


僕が彼女の言葉に頷きながら返事をした後、二人で応接室を出て外の訓練場に移動した。ちなみに、屋敷の敷地内には剣術や魔法の訓練場が用意されている。それ以外にも、様々な施設が整備されている。とりあえず、剣術や魔法はいつでも修練可能な環境である。貴族って凄い。


「では、お見せしますね」


彼女は訓練場に着くと、設置されている的に向かって右手を差し出した。次に目を閉じて集中をする。そして、目をカッと開くと叫んだ。


「火球、ファイアーボール!!」


彼女の言葉に呼応するように右手の掌が輝き始めた。その光はすぐに火の球に変わり膨らんでいく。大きさが前世の記憶にあるサッカーボールぐらいになると、「火の球」は的めがけて飛んでいき「ボボン!!」と音を立てて命中した。的は真っ黒になっており煙が出ている。サンドラが魔法を発動して、的に当たるまでの流れは一瞬だった。


「どうでしょう？　魔法のイメージは掴めたでしょうか？」


「凄い!!　いまの魔法、めちゃくちゃカッコよかったです!!」


「そ、そうですか？　でも、リッド様もすぐこれぐらいは出来るようになりますよ」


僕は初めて見る魔法の衝撃に目を爛々と輝かせながらサンドラに詰め寄った。前世の記憶でゲームやアニメで憧れた魔法を目の前にして興奮しないわけがない。魔法を絶対に使えるようになってみせると僕は意気込んだ。だが、一点だけ気になった。魔法の名前って叫ばないといけないのだろうか。


「サンドラ先生、ちなみに先程の魔法ですが、魔法名って必ず叫ばないとダメなのですか？」


「え？　えーと、魔法発動に魔法名を叫ぶのは絶対に必要な要素ではないですよ」


僕の質問に彼女は魔法の発動条件についても説明してくれた。


「魔法を正しく発動するためには、発動する魔法のイメージが明確になっていなければならない」というのが魔法の発動条件の基本らしい。


例えるなら、魔法名と発動させたい魔法のイメージを一致させなければならない。確実に手早く発動させる為には、剣術や空手等の形と同様に体と脳に覚え込ませる必要がある。つまり、形さえ完全に覚えてしまえば、魔法名を叫ばなくてもすぐに発動できるようになると話してくれた。説明が終わると、サンドラは実際に魔法名を叫ばずに、先程の魔法を再度披露してくれた。


その様子に僕はさらに目を爛々と輝かせ「スゲェー!!」と叫んでいた。


「この無詠唱発動は、まだまだ先の話ですからね。まずは魔力変換をできるようになりましょう」


それから、彼女の授業に従って「魔力変換」を学んでいく。自分の中にある「生命力」を自覚して「魔力」にする。言葉にするのは簡単だが、これが中々難しい。四苦八苦していると、その様子を見てサンドラがにやにやと不敵な笑みを浮かべている。何か嫌な予感がしてならない。


「……リッド様、魔力変換の感覚をつかむのは非常に難しいので、通常だとかなり時間を要します。ですが、私が考案した方法であればすぐにでも『魔力変換』のコツを知るきっかけがつくれるのですが、試されますか？」


サンドラは楽しそうに、口元に少し手を当てながら悪戯な笑みと目をしている。ちょっと怖い。僕はその不気味な雰囲気を出している彼女に後ずさりしてしまう。


「う……でもいち早く使えるようにはなりたいから、どうすればいいの？」


「……いいのですね？　では、両手を出してください」


「……こう？」


彼女は不気味な雰囲気と笑みを浮かべたまま僕の両手を掴んだ。


「では、いきますね」と言うと「バチン!!」という凄い音がした。


「!?!?!?」


音が聞こえたと思ったら、全身に電気でも走るような鋭い痛みが走った。たまらず、サンドラに握られていた両手を離そうとするが、がっちり掴まれている。


「せ、先生!!　こ……れ、か、からだが裂けそう」


「大丈夫。そう言って体が本当に裂けた人はいませんから、もう少し耐えてくださいね」


必死にサンドラの顔を見ると、ニヤリと笑みを浮かべていた。楽しそうな様子を見て「絶対わざとだ!!」と心の中で僕は叫んでいた。


「リッド様、終わりましたよ」


長い時間ビリビリした気はするが、ほとんど時間は経過していなかったらしい。サンドラから両手を解放されると、思わず膝を地面について「はぁはぁ」と肩を揺らしながら息を切らしていた。


拷問とも思える一瞬だったが、一体あの痛みは何だったのだろうか？


「ふふふ、すみませんでした。では、今やったことについてご説明いたします」


サンドラは楽しそうな笑みを崩さず、いま起きた現象を説明してくれた。通常の修練では「魔力変換」の感覚を覚えるのには時間を要する。その為、自力で魔力変換を覚えるより、魔力変換を出来るようになった人から強制的に一度自身にしてもらう。そうすれば「魔力変換」を実感できることになるので、感覚を再現するのは容易くなる。だが、これは魔力の扱いにかなり長けたものしか出来ない。しかも、彼女が開発した「特殊魔法」になるので、彼女しか発動することは出来ないらしい。サンドラが僕の家庭教師になったのも、「特殊魔法」が使えたからとのこと。だが、デメリットもある。他者から強制的に「魔力変換」を実感させられる際に体に走る「猛烈な痛み」である。


これは本来、徐々に覚えていくはずの感覚を強制的に自覚させられることによる反動らしい。最初に説明してほしかったと伝えると、サンドラはそれだと面白くないですからと笑みを浮かべていた。


僕は心の中で「このドＳめ!!」と呟いて舌打ちをしてしまった。


「では、もう一度『魔力変換』をしてみてください」


僕は言われた通りに再度、最初と同じようにやってみると、自分の中にある「何か」をすぐ自覚することができた。


「自覚出来ましたね？　それが魔力の源です。次はその源を魔力にします。イメージとしては、自覚した源をひたすら圧縮してください。するとまた違う何かになったと感じるはずです。それが魔力です。」


「……わかりました。」


僕はサンドラの言う通りにしていくと、ハッとする。


自分の中に何か不思議な力があるのがはっきりと自覚できた。その様子を見ていたサンドラは、嬉しそうな笑みを浮かべる。


「それが、魔力です。では、その魔力を掌に移動させてください。私が最初に見せたファイアーボールをしっかり思い出して、発動したい魔法のイメージを明確にしてください。イメージが出来たら、最初は魔法名を叫んで的に向かって発動してみてください」


「はい!!」と返事をした僕は、初めての感覚に戸惑いながらも集中して一つ一つの手順を行っていく。的に向かって右手を差し出すと深呼吸をしてから魔法名を叫んだ。


「ファイアーボール!!」


その瞬間、差し出していた手に魔力が集約されて火球となった。ある程度の大きさになると、火球は的に飛んでいき「ボボン!!」と的に命中した。


「できた……やったぁああ!!」







    
  
  




初めての魔法成功でめちゃくちゃはしゃいでしまった。魔法って超楽しい。しかし、僕が魔法を発動出来たのを見ていたサンドラは、とても驚いた顔をしていた。なんか失敗したかな？


「……リッド様は素晴らしい魔法の才能をお持ちですね。まさか、今日だけで魔力変換から発動まで出来るようになるとは思いませんでした」


「へ……？」


話を聞くと魔力変換が出来ても、的に命中する魔法として発動できるわけじゃない。発動する為には、イメージを明確に出来るように、形を覚える反復練習が必要になるからだ。だが、僕は反復練習をせずに、彼女の魔法だけを見て、発動出来るまでイメージを明確にすることが出来た。


「凄い想像力です。リッド様は天才かもしれませんね」


先程まで悪戯な笑みと目をしていた彼女は、同一人物とは思えないほど思慮深い表情をしていた。


その後、何度か試すが一度も失敗することはなかった。試しに無詠唱も挑戦してみたら、問題なく発動出来た。その様子を見ていたサンドラは「て、天才ね……」と小さく呟くと、少し顔が青ざめていた。僕は、楽しくて魔法を何度も使っていると息がだんだん上がってきた。


「魔力が少なくなってきましたね。今日の魔法発動はこれぐらいにして、残りは座学にしましょう」


「はい、ちょっとはしゃぎ過ぎました」


「いえいえ、楽しんでいただけて私も嬉しいです。そうですね、あと魔力量についても話しておきますね」


魔力は無限ではない。人それぞれで持っている魔力量は当然異なっている。生まれ持った魔力量の個人差は大なり小なりあるが、極端な差は基本的にないらしい。最大魔力量は魔法を使えば、修練すればするほど増えていく。様々な種類の魔法や大きな魔法を使いたいとなると、日々の修練は絶対に欠かせない。魔力の回復方法について聞くと、自然回復方法ぐらいしか現状はないと言われた。ゲーム内であったような魔力を回復するようなアイテムはこの世界にはないらしい。


「どの国でも、そういった薬を探して作ろうとしているみたいですが、成功したって話はきかないですね」


「そうなのですね」


僕は返事をしながら、ゲームにあった魔力回復薬を作ったら面白いかも、と内心考えていた。


その後、彼女から「属性魔法」と「特殊魔法」についての説明を受ける。


「属性魔法」とは、魔力を火や水などに変換して発動することを指している。魔力を属性に変換せずに発動する魔法は「無属性」となるが「属性魔法」の括りに入る。「属性魔法」に関しては発動者に属性素質がないと基本的には使えない。サンドラが最初発動した魔法のファイアーボールは火の属性魔法なので「火の素質」が必要になる。ちなみに、バルディア家は「火の素質」を持つ家系であるが、リッドはゲームにおいては全属性の素質を持っていた。これも今後の検証対象だ。


サンドラの話してくれた「特殊魔法」はとても興味深かった。前世の記憶にあるゲームに「特殊魔法」なんてものはなかったからだ。彼女の説明を聞くと、特殊魔法とはサンドラが施してくれた「魔力変換強制自覚」などの補助的なものが「特殊魔法」として分類されているとのこと。


「魔法は案外、色々出来ます。ある程度の魔力量と魔力操作が出来るようになれば、独自の魔法を生み出すことも出来なくはないですね。ただ、明確なイメージを作り上げるのが大変だから、あまり作る人はいませんけどね」


凄い、独自の魔法も頑張れば作れるのか。モチベーションが爆上がりしているのを感じる。そんな、アゲアゲの様子の僕を見てサンドラが咳払いをする。


「ゴホン、でもリッド様はまだ魔法を勉強し始めたばかりです。まずは魔力変換をもっと早く効率的にできるようにしましょう。魔法は使えば使うほど魔力量も増えますから、まずは日々の修練から頑張ってくださいね」


「はい、頑張ります!!」


今日は異世界にきて一番楽しい日だったかもしれない。これから修練して、必ず独自の魔法を作ってみせる!!　目を輝かせながら右手をぐっと空に突き上げる僕だった。


サンドラはそんな僕を見て微笑んでいた。







武術


「……リッド様、そのよくわからない動きはなんでしょうか？」


「へ……？　準備体操だけど、ルーベンス達は運動前に体動かさないの？」


「はぁ、訓練前に走り込みとかしたりはしますけどね。そんなヘンテコな動きはしたことないですよ」


準備体操、いわゆる「ラジオ体操」をしていたらルーベンスに怪訝な顔をされていた。そうか、この世界には体操の概念がまだないのかもしれない。今日は訓練場でルーベンスから剣術、体術などの武術全般を教えてもらう予定だ。バルディア領は隣国との国境近くにある領地だ。ちなみに父上の爵位、辺境伯はマグノリア帝国では皇族の次に高い位で同列は公爵になるらしい。


辺境伯は隣国からの襲来に備えて、規模は決まっているが独自の騎士団所有を国から許されている。ルーベンスはバルディア騎士団所属の騎士で実力はかなり高いと聞いた。


「では始めますね。まず、走り込みでリッド様の体力を見させてもらいますね」


「……お手柔らかにお願いします」


前世では運動なんてしてない。運動神経も良くなかったから、武術の訓練は自信がなくて気が滅入りそうだ。だが、将来のことを考えると避けては通れない、と自分に言い聞かせながら指示通りに走り込みを始める。


……うーん、すぐに息が上がると思っていたけど、意外と平気だ。ある程度、走ると「そのぐらいで大丈夫ですよ」とルーベンスから声を掛けられ足をゆっくり止める。「ではこれを」と木剣を持たされ素振りと形を教えてもらう。


「リッド様、筋が良いですね。さすが血は争えないですね」


「そうかな？　ありがとう」


血が争えないというのは父上の「ライナー・バルディア」のことを指している。帝国の数ある貴族の中でも最上位の実力を持っているらしい。事務作業に追われている普段の姿からはあまり想像できないけど。


「では、少し打ち込みもしてみましょうか。どこからでも好きに打ち込んで来てください」


「わかりました」


お互いに正面に相手を見据えて木剣を構える。ルーベンスは「どこでもどうぞ」と余裕綽々の顔をしている。まぁ、初めてだし胸を借りるつもりでいこうかな。僕は木剣を上に構え、剣道でいう上段の構え体勢を作る。呼吸を整え、「行きます!!」と地面を蹴り素早く木剣を振り下ろした。「コン!!」といった音が響き、当然ルーベンスに防がれる。すぐにサッと一旦引いてから構えを上段、正眼、下段など色々変えて木剣を振っていく。なんだろう、体が軽くて木剣を振るのが楽しい。しばらく、ルーベンスに打ち込みをしながら気づいた。これは恐らく僕の、リッドの生まれ持った身体能力がハイスペックなのだ。僕、リッドは頭も良くて、身体能力も優れた文武両道の逸材だったのか。


……ゲーム本編では活躍しないけど、おまけモードでは鍛えれば大活躍するキャラだ。そう考えると、この基礎能力の高さはその影響かもしれない。


「リッド様、休憩にしましょう」


「うん、わかった」


「しかし、末恐ろしい剣筋ですね。将来はライナー様を超える実力になりそうです」


「ありがとう。無理のない程度に頑張ってみるよ。」


ルーベンスが僕との稽古中に結構驚いた顔をしていたのは、僕のハイスペックな身体能力を目の当たりにしたからかな。しかし、結局ルーベンスから一本も取ることが出来なかったのは悔しい。さすがに現状で大人に勝つのは難しいのだろうが、何か出来ないだろうかと考え、ちょっとした悪戯を思いつく。


「……そういえば、ルーベンスってこの間、一緒に護衛をしてもらったディアナと幼馴染なんだよね？」


「え、ええ。そうですね。小さい頃から家が近かったので、よく木剣で遊んでいましたね」


「ふーん。それで……好きなの？」


「……は!?　い、いきなりなにを仰っているのですか!!」


ルーベンスは顔を真っ赤にしている。まさか、年端もいかない子供に冷やかされるとは思っていなかったのだろう。木剣で一本も取れなかった悔しさをここでぶつけてやる。僕は今、無垢な表情をして心の中ではどす黒い笑顔になっている。


「ん？　違うの？　メイドや騎士の皆はルーベンスが腑抜けで、ディアナに思いを伝えないから、いつまでも進展しないって言っていたよ？」


「……ふ、腑抜け」







    
  
  




おお!!　ルーベンスがショックを受けすぎて真っ白になってしまった。やり過ぎたかもしれない。ルーベンスは「お、おれだって、俺だって……」と呟きながら、その場でしゃがみ込んだ。そして、膝を抱えながら指先で地面に「の」をひたすら書き始める始末。本当にやり過ぎた、どうしよう？　と思っていると、訓練場の横をディアナが歩いているのを発見した。彼女に向かって手を振ると、僕に気付いてくれた。そして、こっちに来てほしいと手招きすると、僕の元に彼女は駆け足でやってきた。


「ふぅ……リッド様、どうされました？」


ディアナは急に手招きで呼ばれて何事かと急いで来てくれたらしく、少し息を切らしていた。ちなみに、ディアナもバルディア騎士団に所属している騎士だ。騎士団の制服に身を包んだディアナは髪を後ろでまとめている。その姿は僕が町に行った時に、護衛をしてくれた時より凛々しい姿だった。「いや、実は……」と言いながらディアナに白くなっていじけているルーベンスに指を差した。


いじけた彼の様子を見たディアナは、手を額にあてながらため息をついた。


「はぁ……リッド様、ルーベンスは変なところが弱いので、たまにこうなるのですよ」


「あ、そうなの？」






まさか「ディアナに対して腑抜け」が、ここまでのＮＧワードになるとは思わなかった。次から気を付けよう。


「……で、リッド様。ルーベンスに何を言ったのですか？」


「え？　ディアナに対してルーベンスは腑抜けだって……」


「ピシッ」と周りが凍り付くような音が聞こえた気がした。恐る恐るディアナの表情を窺うと決して、決して言ってはいけない失言をしたと気付かされ、その場で青ざめてしまった。ディアナは笑顔だった。だが、その笑顔の裏に般若はんにゃがいる。いや、修羅もいる。


「リッド様にはあとで事情をしっかりお伺いしなければいけませんね……」


「……はい」


彼女は笑顔のまま、隠しきれない般若と修羅を携えながらルーベンスに活をいれ、正気に戻す。


「……!?　ディアナ!!　どうしてここに!?」


真っ白な世界から戻されたルーベンスが、何が何だかという顔をしている。


「ルーベンス。今日のリッド様の訓練は終わったわね？」


「え……？　ああ、一通り終わったところだが……？」


「そう。では、私はリッド様と少しお話があります。私達はここで失礼します。よろしいですね？……リッド様？」


「……は、はい」


ルーベンスは頭に「？」を浮かべながら、ディアナに連れていかれる僕を最後まで見送ってくれた。


その後、僕の怒らせてはいけない人物ランキングのトップに、ディアナがランクインするのであった。







動き出す商売


「リッドは絵本を読むのが上手なのね」


「うん、にーちゃまのよむえほんはね。いろんなこえがきけるからおもしろいんだよ」


「ありがとう、母上とメルに褒められて嬉しいよ」







    
  
  




僕は母上の部屋でメルに絵本を読んでいた。母上の様子も気になっていたところにメルからも絵本を読んでほしいとお願いされた。それなら、母上の部屋で絵本を読むのはどう？　と言ったらメルは大喜びをしていた。メルの言う「いろんな声」というのは文字通り「声色」を使ったのである。アニメとかゲームが好きだったし、絵本ぐらいならと軽い気持ちでやったのだが、これが失敗だった。メルに一度その読み方をしてからは、声色を使った読み方じゃないと満足してくれない。


登場人物の少ない絵本などであればまだいいが、絵本によっては登場人物が多すぎでかなりつらい。


僕なりに一生懸命頑張ったのにメルから「さっきとこえがいっしょだよ？」と言われるとちょっと悲しい。


「それにしても、リッドの読み方は劇場とかで見る役者のようで面白かったわ。あなたにこんな素敵な特技があるなんて、とっても嬉しいわ」


母上は両手を顔の前で合わせながらとても嬉しそうな笑顔をしていた。メルも一緒に首を縦に振って「うんうん」としている。


「ははうえ!!　わたしがにーちゃまに、しどうしているんだよ？　わたしもほめて!!」


「ええ、メルの指導もとても素晴らしいわ」


「えへへ」


僕だけ褒められるのは寂しかったようだ。メルは母上に褒められてすっかりご機嫌になっている。


母上が患っている病気は「魔力枯渇症」で自然治癒が出来ない。今のままでは近い将来亡くなってしまう。そのことはこのバルディア家の中でもごく一部にしか知らされていない。


……今日はまだ元気そうだけど、顔色はやっぱりあんまり良くないな。


母上とメルの三人で談笑しているとドアがノックされた。返事をすると執事のガルンが部屋に入ってきて、僕を見ると言った。


「リッド様、クリスティ様がいらっしゃいました」


「わかった。すぐに行く。応接室に案内しておいて」


ガルンは「かしこまりました」と言って部屋を後にした。メルと母上に僕は「母上、行ってきます」と会釈をしたらメルは「えぇ!?」と不満顔。母上は「いってらっしゃい」と笑顔で送りだしてくれた。


◇


「ごめん、お待たせしました」


応接室に行くと黄金色の髪が綺麗なエルフのクリスが待っていた。心なしか以前より、明るい雰囲気が出ている。僕を見ると彼女は微笑みながら言った。


「いえいえ、こちらこそ本日はお時間を頂きありがとうございます」


クリスはバルディア領内にあるクリスティ商会の代表だ。僕は応接室のソファーに座るように優しく言った。彼女は促されるままに僕と机を挟んで向かい合って座った。


以前、試作品のリンスとアロエ化粧水を持ち込んで商品化と商売について相談したのだ。それ以来、手紙でのやりとりを続けていた。リンスの試作品を預けていたのだが、「これは最高です!!　絶対商品化しましょう!!」と書かれた手紙を後日もらった。それから、何度か屋敷にも来てもらい商品化について打ち合わせをしていた。今日は、商品化について目途が立ったということで、その話し合いである。商品を預けてからアロエ化粧水を作製するためのアロエ栽培、リンスと化粧水を作製する工場など彼女は素晴らしく迅速に動いてくれていた。


「でも、クリスの手腕にびっくりしたよ。僕一人じゃ絶対こんなに早く動けなかった」


「ありがとうございます。でも、それもリッド様から頂いた資金のおかげですけどね」


父上にお願いして得た資金のほとんどを僕はクリスに託した。実際、資金だけ持っていても人脈、経験、商流のない僕が前に出たって邪魔になるだけだ。なら、資金と閃きと前世の知識をクリスに提供して任せたほうが良い。クリスは最初びっくりしていたが名目は出資。成功した暁には色を付けて返してもらえれば良いから、と話して納得してもらった。彼女は咳払いをすると、説明を始めた。


「コホン……リンスの原料となるものはバルディア領内で準備できます。アロエに関しても、栽培は難しくないので生産量は今後、増やしていけると思います」


「うん、あとはリンスと化粧水の使用方法と健康管理についての周知。それと模造品対策が必要だね」


「使用方法と模造品対策はわかりますが……健康管理ですか？」


この世界ではまだ「化粧水」の詳しい知識がない。その為、化粧品と肌に相性があるということもほとんど知られていないようだった。個人差、この世界で言えば種族によっても、化粧水との相性はあるだろう。そのことを説明するとクリスは「そんな、知識までお持ちとは……どんな本を読んでいるのですか……？」と呆れていた。それと、重要なのが模造品対策である。この世界に知られていない需要の高い商品を出せば当然、模倣しようする者が現れる。それは良い。だが、粗悪品で健康被害が出てしまうのは頂けない。化粧水とリンス自体の信頼が崩れかねないので、対策はしておくべきだろう。僕は事前に考えていた案をクリスに話すと「それは、凄く良い方法だと思います」と太鼓判をもらえた。


その対策は主に四つある。






①アフターサービス


②ブランドロゴ


③代理店設営


④広告塔


以上の四つである。






一つ目、アフターサービスは前世の記憶で覚えていたことをこの世界でも行うだけだ。化粧品会社であればどこでも結構していた事だが、化粧品が合わない場合は購入、使用後であっても返品対応をするということ。他にも化粧水やリンスの使い方を顧客に教える役目もある。






二つ目、ブランドロゴを商品に焼き印でもなんでもとにかく付ける。ロゴはバルディア家の紋章を入れようと思う。要は貴族であるバルディア家がこの商品の後ろ盾になっていると、すぐにわかるようにという意味もある。それに、貴族の紋章を勝手に部外者が使おうとすれば、罰することも出来るからだ。






三つ目、代理店設営だ。代理店についてはクリスの実家「サフロン商会」に目途が立っている。使用方法をしっかりレクチャー出来る店員を教育して配置すれば問題ない。帝都に関してはクリスティ商会からも店舗を出す予定ではあるが、もともとサフロン商会も帝都には店舗を構えている。帝都も広いので人員も揃っていない僕達が新しく何店舗も出すよりも、圧倒的に手早く動けると思う。






それに、クリスは実家のサフロン商会と仲違いしたわけではない。彼女は兄に近況報告を兼ねて新しい商品と代理店販売契約について打診の手紙を送った。すると、すぐに帝都からサフロン商会のトップが来たらしい。


「リッド様の商品は、世界の女性達に衝撃を与えますからね。そこには莫大な商流と金脈が生まれます。この商品であれば、商人は誰でも乗ってきますよ」


そんなに凄い商品のつもりではなかったのだけれど、そういうことらしい。


「あと、広告塔の件はクリスにお願いしたいと思っているけど、話していた通りで大丈夫かな？」


「うーん、自信はありませんが、出来る限り頑張ろうと思います」


彼女は照れながら自らが「広告塔」になることに苦笑いしていた。


四つ目、クリスにお願いした広告塔だ。クリスはとても気品あふれる美人である。エルフということで帝都の貴族からやっかみを受けにくい立場だ。なので、彼女が「リンスと化粧水で、さらなる美しさを手に入れることができた」と言えば説得力も増すだろう。それに、リンスでサラサラ、つやつやになった彼女の金髪は僕からも見ても綺麗だ。書類に目を通している時に彼女が時折する、前髪に手をやり耳の後ろに回す仕草はかなりドキッとする。


「あとは、父上への報告。サフロン商会の人を呼んでリンスとアロエ化粧水の知識研修。それと、皇帝陛下と皇后様への献上だね。クリス、よろしくお願いね」


「……本当に私が行くのですか？　サフロン商会にいた時でも流石に、皇族の方に謁見したことはないですよ」


「大丈夫、父上には了承をもらったしね」


「まぁ、頑張ってみますけど……」


彼女は、皇族との商談に対して楽しみ半分、緊張半分といった様子ではにかんでいた。










リンスとアロエ化粧水のことはガルンと父上にも経過を相談、報告済みだ。報告の度に、二人とも目を丸くして驚いていたのが印象的だった。以前、執務室で報告をしていると父上から指摘が入ったのだ。


「そんなに、素晴らしい化粧品類であれば、皇帝陛下と皇后様に献上しておくのが良かろう。そうすれば、模造品対策にも繋がる。それに皇族御用達の商品ともなれば、帝都の話題ともなろう」


「かしこまりました。それでは今度、父上が帝都に行かれるまでに準備致します。あと、皇族の皆様への商品説明ですが、クリスティ商会の代表にお願いしようと思っております」


商品説明を商会のエルフにお願いしたい、という言葉を聞いて父上の目が少し厳しくなる。


「何故、お前ではなく商会にさせるのだ？」


「はい。まず商品の説得力を高める為です。年端もいかない私が女性の美に関わる部分を説明してもまず半信半疑になります。ですが、クリスは気品もあり美しい女性です。もし彼女からこの商品で美に磨きがかかったと言われれば、誰もがそうなりたいと思うでしょう」


「ふむ」と頷く父上をみて好感触であることに安堵しながら、もう一押し加える。


「彼女の美しさを見た貴族の男性の中には『妻や娘に渡したい』と思うものもいるでしょう。若い奥様をお持ちの男性は特にそう思われるかもしれません。それにより、この商品でバルディア家が利を得ることに対してのやっかみなどの目を少しは逸らせるかと……」


父上は机の椅子に座り僕の言葉を黙って聞き終えると、「はぁ」とため息をついた。


……あれ、なんか失敗した？


「……若い奥様をお持ちの男性は特にそう思われるかもしれません……だと？　リッド、お前はまだ年端もいかない子供だというのに意味を分かって言っているのか？　だとすれば、随分と私の子供はませているようだな」


一緒に横で聞いていたガルンは口元を手で押さえながら、俯きながら体を小刻みに震わしていた。


あ、これ言い過ぎたやつだ。なんて弁解しよう……。


「まぁ、よい。お前の言わんとしていることは理解した。確かに、年端もいかないお前が商品説明しても、説得力はあるまい。それに、お前がこの商品を作ったとなれば余計な敵もつくりそうだ。よかろう。クリスティ商会の代表と帝都に行くことにしよう」


僕の慌てた姿を見て、少し呆れた様子の父上はクリスが帝都に同行することを許してくれた。






父上とのやりとりが終わった後日、クリスが商品説明することになった件を話したら「えぇ!?　私が皇族の皆様に謁見するのですか!?」と驚愕していた。


何でもこの世界では大手に入る「サフロン商会」であっても、皇族に謁見が許されることなどまずない。人族以外が代表をしている商会が、皇族に商品説明の為とはいえ謁見できるかもしれないというのは結構、歴史的快挙かもしれないと言われた。










「私、商品説明の件は本当にびっくりしました。サフロン商会でも話題になっています。人族の商圏に風穴を開けたって……」


「まぁ、これからが大変だからまだ安心はできないけどね」


化粧品類についての打ち合わせがある程度終わると、クリスは「あ、忘れていました」と、鞄から袋を取り出して「ある商品」を見せてくれた。


商品を見た僕は驚きと共に座っていたソファーから身を乗り出していた。


「リッド様からご依頼頂いていました『月光草』で恐らく間違いないかと思います。いかがでしょうか？」


「……うん、多分これだと思う、本当にありがとう」


『月光草』はゲームの中では魔力回復薬の原料になっていた素材アイテムだ。そのまま、使用しても効果はある。だが、加工したほうが効果は高まる。これで、母上の病の進行を遅らせることが出来るかもしれない。そう思うと、僕は目頭が熱くなり涙が頬を伝った。その様子にクリスが目を丸くしている。慌てて「ズズッ」と鼻を啜すすると、涙を服の袖で拭い「本当にありがとう」とクリスに頭を下げてお礼を言った。


「いえ!!　そんな、頭を上げてください!!　……それに、ルーテ草がまだ見つかっておりません。こちらは今後も探してみますので、もう少々お時間を下さい」


「わかった。でも、無理を承知で言うけどなるべく急いでほしい。よろしくね」


「かしこりました。出来るだけ急ぎますね」


将来がどうなるかまだわからない。だが少しずつ前に進めている。


そう感じるクリスとの打ち合わせだった。







月光草と魔力回復薬


父上とクリスそれぞれとの打ち合わせが終わった数日後、二人は帝都に向かって出発した。皇帝、皇后の両陛下にリンスと化粧水を献上するためだ。開発者が僕であることは伏せて、クリスティ商会とバルディア領の共同開発ということにした。化粧品類に関しての生産、販売は商会が取り仕切ることになった。おかげで、僕がすることは今後ほとんどない。原料となるアロエ栽培やオリーブ栽培についてはバルディア領が行い、商会が原料の仕入れとして優先的に買い上げて、加工、生産、梱包を行う。輸送、販売、納品、アフターサービスを商会と代理店契約をしたサフロン商会が行う。化粧品類の販売と製作権利は僕にあるので、商会から該当商品の売上金額の一部が今後、僕に入って来る。レシピを作成提供したのは僕だ。無許可使用で罰せられるブランドロゴとして貴族紋章を提供している。その点を理解してくれたクリスには感謝している。だが、クリスからは権利について、やんわり取り過ぎ的なことを言われた。それに対して僕は彼女に言った。


「そうは言っても、クリスとサフロン商会で当分は市場を独占するから問題ないでしょ？　今が一番高く売れるのに、安売りはしないよ」


彼女は僕の言葉を聞いて大きなため息を吐いていた。


なので、化粧品類についてはとりあえず、僕の手を離れた。空いた時間で僕は、次なる商品開発に取り組む予定だ。次なる商品、それは「魔力回復薬」だ。この薬は早急に完成させなければならない。何故なら、母上の魔力枯渇症の薬になるからだ。完治は出来ないけど、特効薬が出来るまでの繋ぎにはなる。僕は気合を入れて取り組み始めたのだが、困ったことに薬学の知識なんてない。


原料を手に入れても加工できない状態だ。


「……このまま食べても少しは効果があるみたいだけど、さすがにこれをこのまま母上に食べさせられないよな……」


クリスからもらった後、すぐに魔法を使って意図的に魔力を減らしてから草を食べた。わずかだか回復した気がしないでもなかった。でも、このまま食べるのは草の味というか、えぐみと苦み、青臭みが強くてさすがにつらい。


……いざとなれば母上に無理やり食べてもらうしかないけど。まだ少しだけ猶予がありそうだから、早く何とかしたい。悩んだ末に、僕がこの世界の薬学に詳しい人を紹介してほしいと、ガルンに尋ねたら予想外の答えが返って来た。


「薬学ですか？　それでしたら、家庭教師のサンドラ様に伺ってみては？　彼女は優れた魔法使いですが薬学にも精通しております。彼女はどちらかと言えば本来、研究を主としているお人ですからね」


「え？　それならなんで、僕の家庭教師を引き受けたの？」


ガルンは僕の言葉にハッとして口元を手で押さえていた。どうやら、彼の立場からすれば失言だったようだ。僕が当然それを見過ごすはずがない。純真な笑みを浮かべながら、内心は真っ黒な顔をしてガルンを問い詰めるのであった。彼は「私としたことが……」と呟いてから、大きなため息を吐いた。少し熟考するように沈黙をしてから、彼は観念したのか教えてくれた。


サンドラは元々、帝都の研究所に勤めていたそうだ。だが、中々成果が出ない状況が続いてしまった。さらに、サンドラのことを好ましく思っていない貴族の圧力により予算も削られてしまった。結果、研究が、まともに出来ない状況に陥ってしまった。その時に、父上がサンドラに息子である僕の家庭教師を打診したらしい。彼女も結果を出せなかったこと、貴族とのやり取りにも辟易へきえきしたのでバルディア領に来ることを決めたらしい。


「僕が彼女を『サンドラ先生』って言った時に喜んでいたのって、帝都であんまり扱いが良くなかったせいなのかな？」


だが、どんな研究にせよ、薬学に詳しい魔法使いが身近にいるのであればこれを使わない手はない。僕は次回の修練の日にサンドラを頼ることにした。


◇


今日は待ちに待ったサンドラと魔法の修練の日だ。先日、ガルンに聞いた件を質問したいがまずは、修練を終わらせる事にした。


魔法の修練内容は基本的に魔力変換、発動、形をひたすら反復練習だ。反復練習をすることで魔力量を増加させることが当分の目標らしい。


「魔法が発動できなくなるまで、魔法を発動しましょう!!」


右手を腰に、左手の人差し指を空に向けて彼女は僕に修練方法を高らかな声で指示する。僕は「はぁ」と小さなため息を吐いて指示に従った。ガルンが本来は研究者って言っていたけど、修練方法が脳筋に近い感じがするのは気のせいだろうか？　まぁ、僕は魔法が使えるようになれば良いのだけど。そんなことを思いながら、今日の修練を終わらせる。


「サンドラ先生、今日お時間ありますか？　相談したいことがあるのですが……」


「特に予定はないので大丈夫ですよ」


「ありがとうございます。僕は一度着替えてきますから、サンドラ先生は先に応接室でお待ちください」


僕の指示を聞くと近くにいたメイドがサンドラに声をかけて、応接室に案内を始めた。僕が着替えてから応接室に行くと、サンドラはメイドが出した紅茶を飲みながら待っていた。


うーん、改めて見ると、サンドラも何も言わずに座っていればかなりの美人だと思う。


「……何かいま、失礼なことを考えていませんか？」


「い、いえ。そんなことありませんよ。サンドラ先生に見惚れていただけですよ」


「あら、それが本当なら嬉しい限りですね」


鋭い!!　サンドラは笑顔だが目が笑っていない。彼女は発言や行動に奇抜な部分があるが、とても頭が切れる女性だと思う。ガルンの話を聞いて余計にそう思うようになった。普段の奇抜な言動もひょっとすると計算のうちかも知れない。


……いや、それはないか。


「また、失礼なことを考えましたね？」


「考えていません。それより、本題をお話ししてもよろしいでしょうか？」


ちょっと大事な話をするから良いかな？　と言って応接室の中にいたメイド達に退室してもらった。


僕は彼女が座っている場所の正面にあるソファーに腰掛ける。彼女との間にある机の上に「月光草」を置いた。


「うん？　なんですか、これ？」


「出所と名前はまだ言えませんが、魔力を回復させる効果がある植物です。」


「ガチャン!!」彼女は僕の話を聞くのと同時に勢いよく立ち上がり、机の上のティーカップがその衝撃で揺れて激しく音を立てた。そんなことを気にする様子もない彼女は、両手の拳をぐっと握りしめている。


「これは『月光草』ですよね？　やっぱり、本当に実在していたのですね……」


「……先程、お伝えした通り名前と出所は言えませんので、ご了承下さい」


僕は軽く、ペコリと頭を下げる。彼女がここまでの反応をするのは予想外だった。それに、月光草の名前まで知っているとは思わなかった。ガルンの言っていた通り、帝都で研究所に勤めていたのは伊達ではなかったのだなと感心した。額に手を当てながら「はぁ」とため息を吐いてサンドラはソファーに腰を下ろした。


「取り乱して、申し訳ありません。私はリッド様の家庭教師をする前に、実は帝都の研究所の所長として勤めておりました。そこで、研究していたのは『魔力回復薬』です」


「……なるほど、なら僕が相談したいことも大体わかるかな？」


出来る限り表情には出さないようにしているけど、内心びっくり仰天だ。帝都で研究所に勤めていた話は聞いていたけど、まさか魔力回復薬の研究をしていたとは思わなかった。彼女が協力してくれれば魔力回復薬に大分近づけそうだから、なんとか引き入れたい。


「魔力回復薬を製作したいということですね。リッド様は本当に末恐ろしいですね。私が『月光草』に辿り着くのにどれだけ時間をかけたか。それに、私は存在を知るだけで手に入れることはできませんでした。」


修練の時の彼女と違い、少し寂しそうな表情をしながら膝の上に乗せた手を拳にして力を込めている。僕は彼女の言葉を待った。そうした方が良いと感じたからだ。少し無言の時間が流れてから、サンドラは帝都であったことを話し始めた。魔力回復薬を作ろうと帝都では、魔法使いの精鋭が身分関係なく集められ多額の予算が投入された。だが、身分関係なく集められた人員に、多額の予算が投入されることを良く思わない一部の貴族達がいた。ある時から、彼らの遠回しな嫌がらせが続く日々が始まった。研究材料の調達も巧妙に阻害され結果として研究速度が大幅に遅れてしまう。最初は集められた魔法使い達もやる気に満ちていたが、数々の問題で意気消沈してしまい。辞める者が続出。結果、責任を取る形でサンドラは辞任することになった。彼女の後釜に入ったのは辞任に追いやった貴族の一人だったという。皇帝含め、一部の貴族達はサンドラを辞任に追いやった貴族の動向を把握していたようだが、証拠がなく問い詰めることは出来なかった。


それに、経過はどうあれ結果を出せなかったのは事実。人員が足りず、研究が実質的に立ち行かなくなった責任を彼女は追及された。結果、サンドラは辞任せざるを得なくなってしまった。彼女は貴族の出身ではあった為、辞任の騒動により実家の家族に被害がいくことを恐れた。その為、家族を説得して勘当してもらったそうだ。


彼女が今回の騒動で一番辛かったのは家族を悲しませてしまったことだ。サンドラは四人兄妹で兄二人と姉一人に囲まれて育った末っ子だった。


本来であれば彼女自身も貴族として、どこかに嫁がないといけなかった。だが、何よりも魔法と研究が好きだった彼女の様子を見た両親と兄妹は、末っ子ぐらいは好きにさせてあげようと結婚を無理強いすることはなかった。その中で、何度か出していた論文や魔法に関する知識が認められ、国家が取り組む魔力回復薬の研究に携われた。それも、研究所の所長として。


これほど名誉なことはない。何よりも両親や兄妹が誇れる家族に自分もなれると思い、人知れず泣き明かした。それなのに、その期待を最悪な形で裏切る結果となってしまった。それが非常に悔しかった。国、皇帝からの命令を達成出来なかったとして、死罪や追放という話も一部の貴族から出たが、ライナー辺境伯を中心とした貴族達が止めてくれた。皇帝もすでに実家であるアーネスト家から勘当となっている為、研究所の所長の辞任だけで十分だと言ってくれた。そして、途方に暮れていたところを助けてくれたのが、ライナー辺境伯だった。


「君は自分が思っているより優秀だ。是非、息子の家庭教師をしてほしい」


そう言われた時、サンドラは自分の中で何かが崩れてライナー辺境伯の胸の中で大泣きしてしまった。


過去を話す彼女は、恥ずかしそうに笑っていた。


「……そしていま、私はここにいます」


僕は何を彼女に言えば良いのだろう？　家族に好きなことをさせてもらい、その恩を返せると喜んだ矢先に、心無き扱いを受け、責任を取らされた。その結果、大切だった家族との関係も断絶され彼女はここにいる。


その原因となった魔力回復薬の研究を僕はまた、彼女にさせようとしている。非常につらいことを彼女にさせることになるのかもしれない。でも、僕だって母上を助けたい。その気持ちは絶対に譲れない。


「……そっか。でもね、僕も家族を助けると決めた。だから、絶対にサンドラに協力してほしい」


「……家族ですか？」


彼女の目には少し涙が滲んでいたが、そのまま不思議そうな顔をして僕を見ている。


「ここだけの話にしてほしい。僕の母上は『魔力枯渇症』なんだ。だから、今のままでは必ず近い将来に亡くなってしまう。だから、特効薬を僕が作る。でも、それにはまだ時間がかかる。だから、魔力回復薬を作ることで少しでも母上に長生きしてほしい。時間を稼ぎたい」


サンドラは僕の言葉を黙って聞いている。僕もここで言葉を止めるわけにいかない。


「サンドラお願いだ。力を……力を貸してほしい。僕は月光草が魔力回復薬に繋がることは突き止めたけど、魔力回復薬にする方法がわからない。それに、もし魔力回復薬が出来たら、サンドラとバルディア領の共同開発として公表。開発者はサンドラで発表する」


「それは……」


開発者はサンドラで発表という言葉に、彼女の瞳が揺らいだのを感じた。ここで、引くわけにはいかない。


「僕はいま、ある商会に依頼して魔力枯渇症の特効薬の素になる薬草も探している。それが手に入れば、特効薬が作れるはずだ。その時にもサンドラ、君の力が絶対に必要になる。お願いだ。サンドラ、力を貸してほしい」


僕は言い終えるとサンドラに頭を下げた。


「……わかりました。顔を上げてください、リッド様。私で良ければお力になります。それに、ライナー様への御恩にも報いたいですから。ナナリー様をお救い出来るよう最善を尽くします」


「……!!　ありがとう、本当にありがとう……!!」


僕は彼女の手を両手で力一杯握りしめていた。


その後、二人とも感情が落ち着いてくると、ちょっと気恥ずかしさで少し顔が赤くなった。


「それにしても、帝都の貴族がサンドラにしたことはある意味、背任行為だと思うけどな……」


「まぁ、リッド様のように魔力回復薬を作れる原料に当時は目途がついていませんでしたからね。絶対作れないものに、多額の予算が組まれたと考えた人達には面白くなかったのだと思います」


二人とも冷静になったので、改めて今後の方針について話すことになった。月光草については、帝都の研究所には情報を残さなかったらしい。彼女曰く、ほんの少しでも抵抗したかったので有力そうな情報は渡さなかったそうだ。彼女は愉快そうに教えてくれた。


「今の帝都の研究所は本当にただの金食い虫だと思いますよ？」


「渡さなかったって、あとで言われたりしない？　大丈夫？」


帝都で研究に携わっていたサンドラがこっちに付くのはありがたいが、後で研究結果を盗んだとか言われても困る。


「大丈夫ですよ。そもそも、月光草の情報は私の私物に記載されていましたから。研究所を出ていくときにむしろ持って帰れと言わんばかりに中身も確認せずに渡されましたからね。情報の存在自体知らないと思います」


帝都の貴族、やらかしている。やらかしているよ。


僕は、自ら金の鉱脈を手放した貴族に感謝した。心から。


「わかった。あとは研究施設をどうするかだね。サンドラは今どこに住んでいるの？」


「町にライナー様が住まいを用意してくれたので、そこに住んでいますね。でも研究できる設備はないので、研究用の施設をもらえれば助かります」


「それは、商会と打ち合わせしてもらったほうがいいね。父上達が帰ってきたら、その話もしよう」


「リッド様、月光草も出来る限り用意していただけると助かります。それと、他の薬草も何点か欲しいです」


「うん、それも商会にお願いしよう。今度、クリスを紹介するから必要なものは彼女に言ってもらえばいいから、請求も僕宛でいいよ」


「ありがとうございます!!　研究頑張りますね」


サンドラとの打ち合わせはその後もしばらく続いた。ガルンに応接室のドアが叩かれるまでずっと話していた。話が一通り終わった後、彼女は意地の悪い笑みを浮かべながら僕に言った。


「リッド様……相談中は『サンドラ』で良いですが、授業中では私のことは『サンドラ先生』とちゃんと呼んでくださいね」


僕は彼女の表情と言葉に何だか力が抜けた。







マグノリア帝国


「そろそろ、帝都に着くぞ。心の準備は大丈夫か？」


「はい。こんなチャンスは滅多にありませんから。商売人としてやれることをやるだけです」


帝都に向かう途中、クリスやライナー達は休憩を入れていた。馬車での移動になるので時折。馬を休ませる必要があるのだ。合わせて、搭乗者や従者も休憩していた。


クリスとライナーはそれぞれの馬車に乗って移動している。そんな中、クリスとライナーは打ち合わせを休憩ごとにしていた。相手は皇后と皇帝だが、その周りには狡猾こうかつな貴族達もいる。


「帝都は伏魔殿だ。私も立場上、味方が出来ない場合もある。言葉と対応にはくれぐれも気をつけろ」


「はい。それはもう十分に承知いたしております。慎重過ぎるぐらいでいきたいと思います」


「うむ。慎重すぎると言われて丁度よい。帝都の伏魔殿において、私は赤子のようなものだ。私は辺境伯で幸せだよ」


「……あはは」


クリスは顔を少し引きつらせて、苦笑した。実際、慎重すぎて丁度良いと本心からそう思っている。マグノリア帝国は恐らくこの世界、大陸においての国として一番長い歴史を誇っている。それはただ、戦争に強いからだけではない。しっかりとした政治力、武力が伴ってこそ出来るものだ。実際、隣国はマグノリア帝国に非常に気を使っている。


「隣国同士の王族で血縁をつくるよりも、帝国の貴族と血縁をつくったほうが良い場合もある」とまで言われるほどである。それだけ、政治力と武力が揃っているのがマグノリア帝国なのだ。クリスも噂で聞いた時は半信半疑であったが、バルディア領に来て噂はかなり事実に近いのだろうと感じた。


リッドは年端もいかない子供であり、言う事もとんでもないので比較にはならないと思う。だが、彼の父親であるライナーは実に優秀だった。種族や身分で人を判断しない。個人の能力をしっかり見極めるようにしている。帝国の貴族全員がそうであるとは思わない。ただ、辺境伯という貴族のトップに近い人物の一人が、このような柔軟な考えを持っているのは国の強みを表しているとクリスは考えていた。


「クリス様、そろそろ出発するそうですよ」


「わかったわ、エマ」


クリスにエマと呼ばれたのはクリスの従者であり、獣人である。エマは猫の獣人なので、猫耳と尻尾がある。髪は黒く、特徴的なのは「猫目」の瞳だが、目はパッチリしていて色は黒い。彼女はクリスの護衛も兼ねていた。エマはクリスがサフロン商会にいる時から、従者として一緒に過ごしている。


「クリス様、頑張ってください!!　私も頑張りますから!!」


「ええ、マグノリア帝国に私たちの気概をみせてやりましょう」


移動する馬車の中で彼女たちはお互い見詰め合って、目を期待に輝かせていた。


「帝都が見えてきたわね」


マグノリア帝都は城塞都市である。中心に城、それを囲うように貴族街、要人用の別宅が立ち並ぶ。貴族街の外周には高さ五ｍ程度の城壁が聳そびえ立っている。城壁の外側には水堀があり城壁の外周を囲んでいる。その為、貴族街には橋を渡らないと入れないようになっていた。水堀の外周は通常の町となっているので様々な人が行き交い、屋台などのお店も立ち並んでいる。町の外周にも高さ四ｍ程度の城壁があり、全体としてはかなり強固な造りだ。


「何度見ても、圧倒されるわね。この城塞都市は」


「ですね。エルフ領の王都でもここまで大きくないですもんね」


外から帝都の城壁を見るとやはり威圧感がある。ただ、城壁があるから中に入るのに手間取りやすく、時間がかかってしまうのがネックだ。


門に馬車が近づくと、ライナーの馬車の従者が先に進み、門番に何かを話した。すると、門番がやってきてクリス達を見ると言った。


「確認が取れましたので、先にお通りください」


なんと、ライナーの馬車に続き、クリス達の乗った馬車もすんなり帝都内に入れてしまった。


「貴族っていいわね」


「ですね～」


普段はこんなに簡単に入れるものでない。通行許可証、積み荷検査、人数確認など確認事項が多いので入るのにも一苦労だ。さすがは辺境伯というところだろうか。馬車の中から、外を見ると町は活気に溢れていた。旅人、商人、冒険者など多種多様だ。


そして、馬車はいよいよ貴族街へと入っていく。貴族街の出入りでも検問があった。これも、ライナーのおかげですぐに通ることが出来た。クリスは早くも武者震いが襲ってきた。貴族とコネがなければ、普通は大手の商会でもこの貴族街には入れない。今まで入ったことのない貴族街の町並みは豪華絢爛という感じだ。道の石並び、建物の隅々までに凝った細工がされている。道に出店などはない。人は行き交いしているが、着ている服はどれも高価なものである。


「……まさに、貴族の町ね」


貴族街についてから、城までそんなに時間はかからなかった。ライナーが先に城内に入城する手続きを済ました。その後、クリス達の馬車を確認する手続きに入る。だが、やたらと検問が厳しい。時間がかかっていると、先行していた馬車からライナーがやってきて、「彼女たちは、私が連れてきた信頼出来る者達だ。わかるな？」と一言声をかけた。検問していた兵士達はクリス達に少し苦い顔をしてから一礼して「どうぞ、お通りください」と無機質な声をかけてきた。


城内で馬車を降りた後、兵士から辺境伯と共に応接間にいくように言われ、ライナーと一緒に行動する。エマも一緒だ。


少し進むとライナーは足を止め、周りを見渡した。誰も近くに居ないことを確認するとクリスの耳元で小さく呟いた。


「……先程、城内に入る前の検問をしていた兵士は、ローラン伯爵の手のものだ。恐らく、両陛下に献上する商品の情報を得ようとしていたのだろう。皇族の皆様に献上する商品は専任の者が確認を行う。油断するなよ」


「……!!　すみません。以後、気を付けます……」


「いや、私も説明不足だった。まさか、検問から直接仕掛けてくるとは思わなかったからな」


クリスは身が引き締まる思いがした。検問を行った兵士は「今日は、商品の献上をすると聞いている。確認のため、商品の中身も含めてすべて見せなさい」と言ってきた。恐らく、ライナーから情報を引き出すのは難しいのでターゲットをクリス達にしたのかもしれない。


「皇族の皆様の商品を勝手に調べるなんて、不敬になるのではないですか？」


エマが先ほどの検問の件が気になったようで、怪訝な顔をしながら質問をした。


「恐らく、勝手にこちらが見せてきたとか、難癖を付けて逃げるだろう。それに、いざとなれば門番の兵士を切るだろうからな」


「……やり方が最悪ですね」


エマは心底嫌そうな顔で呟いている。雑兵とはいえ、兵士を簡単に切り捨てるというのは、聞いて良い気持ちはしない。


「だが、陛下達もあの程度では不敬にはせんよ。切り抜けられなかった側に、問題があるとみるかも知れんな」


ライナーは貴族達とのやりとりに慣れてはいるが辟易しているようで、「やれやれ」といった感じである。


「ふぅ……気合を入れていくわよ」


クリスは自身を鼓舞する為の言葉を呟き、城の廊下を進んだ。


「こちらで、お待ちください。両陛下の準備が出来次第、お呼びいたします」


廊下を進んでいくと、ドアの前でメイドが立っていた。どうやらここが応接間になるらしい。


「おお!!　ライナー辺境伯ではありませんか。こんなところで出会うとは奇遇ですな」


ライナーが突然聞こえてきた声の主を見つけると少し眉間に皺がよった。


「……これは、ローラン伯爵。ご無沙汰しております」


「いえいえ、辺境伯はお住まいが遠いですからな。こうして、お会いできるのは大変うれしい限りですよ。……ちなみに、そちらの美しい方は？」


ローランは中肉、中背。茶髪に黒い瞳をしている。


彼は明らかに値踏みするような目でクリス達を見ていた。驚くことにそれを隠そうともしてない。それはとても彼女達に不快感を与えてくるものだった。


「初めて、ご挨拶させていただきます。クリスティ・サフロンと申します」


「おお、お主が噂に聞く、兄と仲違いした後、実家を勘当されてサフロン商会を飛び出したじゃじゃ馬、クリスティ・サフロンか」


初対面なのに、なんて失礼な男だろうか。だが、安い挑発に乗るわけにもいかない。


「帝都にはそのような噂があるのですね。事実無根ではありますが、何故そのような噂が流れたのか、非常に興味深いお話でございます」


クリスは「笑顔のまま」しっかりと受け答えをする。怒りの感情が爆発しそうなので必死に抑える。だが、ローランは挑発をやめずに続けた。


「ん？　クリスティ殿の後ろにいるのも噂通り獣人か。じゃじゃ馬娘と獣人の組み合わせとはやはり「獣同士」は仲が良いという話は本当なのだな」


『……は？』


クリスはエマのことまで侮辱されるとは思っていなかった。その為、言われたことの意味を理解するのに一瞬時間がかかってしまい、少し間抜けな声を出してしまった。


獣人族を「獣」と評するのは一番許されない侮辱行為である。それをローランはわかっていてしているのだ。下卑た笑みを浮かべて。自分を怒らせるためだけに。自分のことは良い。だが、エマを侮辱することだけは許せなかった。エマは体を震わせて怒りと悲しみに耐えている。エマは自身のせいでクリスまでも侮辱されてしまったと思っているはずだ。クリスは震えるエマの姿を見た時に頭に血が上った。怒りの声を出そうとした瞬間、ライナーに制止された。


「……ローラン伯爵、悪ふざけが過ぎます。そのような噂を私は存じ上げません。それに、彼女達はバルディア家の来賓らいひん。そして、両陛下に謁見するためにこちらに来たのです。皇族の来賓を侮辱するのは伯爵ともあろうお方が、あまりに軽率ではありませんか？」


ライナーとローランは少しにらみ合うと、ローランが目線を外し「ふん」と鼻で笑った。


「……それは、大変失礼した。私の所に聞こえてくる彼女達の噂は、今お伝えした内容ばかりだったものでね。ライナー辺境伯の仰る通り、噂を鵜呑みにしたのは軽率であったな。クリスティ殿、エマ殿、大変失礼を致した。申し訳ない」


ローランは言葉を言い終えると軽く二人に会釈をした。


「……では、私は約束があるのでこれで失礼させていただく」と言って、ライナーを見据えてから軽く頭を下げると、彼はその場を去っていった。


「ふん、下種な狸が……」


「あの、ライナー様、あの方は？」


クリスは恐る恐る、ライナーに尋ねた。


「ローラン・ガリアーノ伯爵だ。利権と金が大好きな男だ」


ライナーは吐き捨てるように、ローランが向かった方向に呟いた。クリスは危うく、彼の誘いに乗ってしまうところだった。それを、ライナーが助けてくれたのだ。


「クリス様、私のせいで申し訳ありませんでした」


エマは少し泣きそうな表情をしている。


「大丈夫よ、エマは何も悪くないわ」


エマを励ましながら、クリスは内心憤慨していた。あの男は絶対に許さない。クリスティ商会においてローラン伯爵家はたった今、出禁に決定した。それも未来永劫、子々孫々まで。


「大方、君を怒らせたあと、騒ぎを大きくして献上を無くそうとしたのだろう。まぁ、深く考えるな。これは慣れだ。こんなことで落ち込んでいるほうが付け込まれるぞ」


「はい。頑張ります」


「心配するな。両陛下は至って普通、常識人だ」


「普通で常識人」という言葉を聞いただけでこんなに安堵したのは初めてかもしれないなと、クリスは思うのであった。


ローランとの一悶着があったあと、三人とも応接間に入った。ライナーはソファーに腰掛けて休んでいる。クリスとエマは滅多にない機会だと目を輝かせながら応接間の造りを楽しんでいた。応接間に入ってすこし時間が経過するとドアがノックされる。ライナーが返事をすると、メイドが「失礼します」と頭を下げながら入って来た。


「皆様、皇帝陛下、皇后陛下がお呼びです。ご案内させていただきます」


「いよいよ、ね」


クリスは緊張と期待で胸を膨らませ、足を進めるのであった。







属性魔法


「平和だなぁ……」


僕は青い空を見上げながらのんびりと呟いた。父上とクリスに、というかクリスに丸投げした帝都での商品献上の件。今頃、大変だろうなぁ。父上やガルンに帝都での様子を、今後の対策を考えて聞いた時のことだ。その時の父上は珍しく上機嫌になり色々と話し始めたのだ。誰かに聞いてほしかったのだろう。主にローラン伯爵というのが父上に絡んでくるらしい。貴族の爵位に関しては父上が辺境伯なので、伯爵より上だ。だけど、公爵達の覚えが良く、小細工がうまいので関わるとろくなことにならない。出来る限り関与しないようにしているらしい。ローランは、意外に顔が広いそうで、「人望はないが人脈はある。金で繋がっている金脈だな」と父上は「うまいだろ？」と話していた。スルーしたけど。


まぁ、そんな感じで父上に化粧品類と商売の状況を説明しにいくと、帝都でのやりとりについて話されることも多かった。「今のうちに知っておけ」と言っていたが愚痴りたかったのだと思う。


「……あれだけ、愚痴られたら絶対行きたくないよ。うん」


だが、それを抜きにしても今回はクリスを行かせるべきだった。化粧品の説明、使ったからこそわかる女性の目線と意見が必ず必要になる。だからこそ、父上も僕を置いてクリスと二人で帝都に行ったのだ。


「無事に帰ってくることを祈ろう」


帰ってきたら、クリスに何かお礼しようかな。お菓子とか好きかな？　もし、作れるものがあれば、作ってあげようかな。そんなことを思っていたが気持ちを切り替えて魔法の修練を始めた。今日はサンドラが修練を教えに来る日じゃない。というか、今からすることは出来るだけ誰にも見られたくないので、あまり人が来ない屋敷の裏に来ている。


「さて、僕の属性素質。ゲーム通りか試してみようかな」


僕がいま「リッド」として存在している、この世界は前世の「ときレラ！」という乙女ゲームの世界に酷似している。「酷似」という言い方にしたのは、感覚の問題だが決してこの世界は「ゲームの中」ということではないと感じているからだ。恐らく、ゲームのストーリーに近い展開は発生するかも知れないが、それは絶対ではない。僕が転生したリッドはゲーム本編にほとんど関わらず、おまけ要素で日の目をみるぐらいのキャラだった。僕が転生して行動したことにより少しずつ、その存在感が変わってきている。


真っ当に生きるための資金集めの為とはいえ化粧品類の開発を行い、それが帝国の皇族に献上するという動きまでおきた。これは絶対にゲームでは起こりえなかった流れになっているはず。つまり、僕自身、この世界を自分の人生として生きれば自ずと道は開ける。それが、今回の件で認識出来たわけなので、モチベーションはかなり高いのだ。


「火は確認出来ているから、水と氷からいくか」


ちなみに、「ときレラ！」で出てくる属性は全部で十種類だ。


十種類＝火、水、氷、風、土、樹、雷、光、闇、無


あとはサンドラ先生に教えてもらった特殊魔法があるが、これは追々研究していこうと思う。


僕は早速、魔法発動に必要な魔力変換と「明確なイメージ」を練り始めた。


◇


「おお～、思った以上にリッド君はハイスペックだなぁ」


属性素質を確認した結果、僕はすべての属性に関して魔法を発動することができた。魔法のイメージを十通り考えるのは意外と大変だったけど。明確なイメージが必要というのを考えると魔法に名前をつけるのはありかもしれない。何せ、十通りもあるのだ。仮に氷魔法を発動しようと思った時に、名前を付けていればすぐイメージができる。名前がないと都度イメージをしてから発動しないといけない。発動時に名前は叫ぶ必要ないけど「魔法名」は考えておこう。誰にも言わずに。






その後、色々試したが名前を考えるのが大変だった。とりあえず攻撃魔法用に「槍」のイメージをまとめてオリジナルの「形」とした。安直だが、「属性名の後に槍を付けるパターン」で考えた。火属性の魔法なら「火槍」、「雷」なら「雷槍」といった具合だ。文字通り、槍が狙いに向かって飛んでいく感じの魔法にした。


「よし、通しでやってみよう」


僕は全属性の魔法を一個ずつ、確認を含めて行った。全種類の魔法を試すとへとへとになり、仰向けで大の字にその場で寝転がってしまった。


「はぁはぁ、とりあえず合格ライン、目標達成かな」


心地よい疲労感と満足感を感じていると「ザク」と足音がした。びっくりして起き上がると、そこには何故か目をキラキラさせているメルがいた。


「……にーちゃま、にーちゃま、すごーい!!　もう一回やって～!!」


「メ、メル!!　いつからそこに？」


「うーんと、ひをてからだしてるときから」


それじゃあ、最初から全部見ていたことになる。うーん、困った。全属性が使える事実は当分隠しておきたい。今後のことを考えて悪目立ちはしたくないからだ。そう考えた僕は、メルのご機嫌を取ることにした。


「メル、いまにーちゃまが使った魔法は色んな種類。色があっただろう？」


「うん、すっごいきれいでかっこよかった!!」


「ありがとう、でもこれはメルと僕の秘密にしてほしい」


「えぇ!?　すっごくきれいでかっこいいのに？」


メルは魔法がもう一度みたかったようで凄く残念そうにしょんぼりしてしまった。


「そうだな……秘密にする代わりに絵本を今日は好きなだけ読んであげるから、ね？」


「……う～ん、きょうだけじゃなくて、あしたもえほんよんでくれるなら、いいよ？」


おお!!　まさか、交渉されるとは思わなかった。メルは賢くて可愛いなぁ。


「うん、わかった。約束する」


僕が約束の返事をするとメルはとても喜んでくれた。


その日、メルが寝付くまで僕は絵本を読んだ。だが、翌日なぜメルが「あしたも」と言ったのかがわかった。なんと、メルが母上とガルンにお願いをして注文した絵本が、山のように届いたのである。声色を要求されながら絵本を一日中読んだ僕の声はガラガラに、カラオケで熱唱したあとのようになってしまった。メルは僕のガラガラ声を聞くと「四びきのがらがらどん」というどこかで聞いたことのあるような絵本を持ってきて「そのこえならこれがいいとおもう!!」と目を爛々とさせていた。







皇帝陛下と皇后陛下


「この、化粧水は素晴らしいわ。是非、この化粧水の製作方法と製作権利をマグノリア帝国に売っていただけないかしら？」


帝国の貴族が一堂に会する場において皇后陛下から満を持して出た言葉にクリスは絶句していた。


クリスは内心、動揺が止まらなかった。最初にあった、緊張と期待は不安と後悔に変わっていた。


「誰よ!?　皇后陛下が普通の常識人といったのは!?」と心の中で呟きながら怨めしい視線をライナーに送ったが、視線に気づいても彼は何も言わずにこちらを見ようともしない。


クリスは自問した。切れても良いだろうか？　そもそも、何故こんな状況になってしまったのか？


◇


応接間から、謁見の間に案内され入室する。そこには帝国貴族が一堂に集まっており、凄まじい威圧感を感じる空間だった。それをものともせずに、ライナーはいつも通りという違和感のない姿で空の玉座の前に進み、跪く。クリスはライナーの動きに合わせ同様に、空の玉座の前に進み跪く。その動きは緊張で少しぎこちなかったかもしれない。だが、謁見の間で初めて体感する圧倒的な威圧感に不思議と高揚感も湧いて来ていた。そのせいか、拳に自然と力が少し入る。


エマもクリス達と同様の動きをしているが、どちらかと言えば緊張で青ざめている。どれぐらい、跪いているのだろうか。ここでは、ほんの少しの時間でもとても長く感じてしまう。


後ろから「皇帝陛下、皇后陛下がいらっしゃいました!!」と兵士の声が聞こえ、二種類の足音が近づいてくる。


「いや～、待たせたかな？　申し訳ない」


豪胆な声と大きい足音が後ろから、横を通り過ぎ、玉座に向かう。その後を、軽いが整った足音が追随する。「ドサ!!」、「ファサ……」と玉座に座る音が聞こえると、空気がピンとさらに張り詰めた感じがする。


「皆良い、楽にせよ」


「……皇帝陛下、皇后陛下、ライナー・バルディア只今、登城致しました」


皇帝が一言発するとすぐに、ライナーが挨拶の口上を述べる。クリスは、「楽にせよ」と言われただけなので、顔を上げず俯いたままの姿勢だ。


「うむ、いつも遠くからすまんな。では、早速だが彼女を紹介してもらえるか？」


「はい。我がバルディア領のクリスティ商会、代表者の『クリスティ』でございます。この度、バルディア家とクリスティ商会で作製しました商品の説明の為、この場に連れて参りました。彼女からの発言をお許しください」


「うむ、発言を許そう。クリスティとやら、面を上げよ」


皇帝からの言葉でようやくクリスは顔を上げた。皇帝は髪がクリスと同様に黄金色をしており、瞳は水色で力強く、豪胆な目をしていた。皇后は薄いピンクの髪に、瞳もピンクで可愛らしい目をしている。微笑みを崩さず、とても優しい印象を与えてくれる。クリスは皇帝と皇后にこんな間近で挨拶することになるとは、数ヵ月前までまったく予想していなかった。


クリスは、ようやくここまで来る事ができた、と思うと目頭が熱くなる。


「うん？　どうした？　緊張で声がでないか？」


「い、いえ。申し訳ありません。一介の商人として皇帝陛下と皇后陛下に直接ご挨拶させていただける日が来るとは夢にも思わず。感極まってしまいました。改めて、ご挨拶させていただきます。アストリア王国、マルティン・サフロン男爵の娘、クリスティ・サフロンと申します。現在はバルディア辺境伯の領地にてクリスティ商会を運営致しております。以後、お見知りおきをいただければ幸いです」


皇帝はクリスの話を聞いて、少し驚いた様子をみせるがすぐに表情を戻す。


「サフロン商会の出身とは聞いていたが、父君は男爵を叙爵されておったとは知らなかったぞ」


「父が叙爵されたのは、ここ最近でございますのでご存じないのも無理はないかと。それに、サフロン商会としても父が叙爵されたことはあまり国外に公にしておりませんので」


「そうであったか。だが、貴族の令嬢ということであれば、こちらの対応にも間違いがあったかも知れぬな」


皇帝は意味深な悪い笑みを浮かべてローランに一瞬だけ視線を送った。皇帝の視線に気づいたローランは顔を耳まで真っ赤にしていた。商会の小娘ごときと思っていたのが、他国の貴族の令嬢だったのだ。そうなると、ローランがした行為は本来国際問題になりかねない行動になってしまう。だが、クリスが大事にしなければ問題ないのである。つまり、彼の弱みを握ったことにもなる。


ライナーは事前に知っていたが武器になる可能性もあるので黙っていた。その為、クリスとローランのやりとりにギリギリまで口を出さなかったのである。やりとりを見ていた皇后の周りに黒いオーラが出始めたような気がする。


「陛下、もういいではありませんか？　それよりも、私は早く新しい商品をみせてほしいのだけど」


「お、おお!!　そうであったな。ではクリスよ、説明を頼む」


皇帝は皇后の言葉に慌てた様子で、クリスに説明を促した。どこの国でも、妻は強いのだなと感じる瞬間であった。「では……」とクリスが化粧水とリンスについて説明を始める。


皇帝含め、男性陣の反応はいまいち。だが、皇后とお付きの侍女、そして待機しているメイドも聞き耳を立て、興味深く聞いている。そして聞けば聞くほど、女性陣は皆揃って目を輝かせた。


「化粧でダメージを受けた肌を癒すための化粧道具とは、目から鱗が落ちました。このような考え方、そして製品を作り上げたのは感嘆致します」


「ありがとうございます。私自身、この化粧水とリンスを使っております。このリンスをご使用なさいましたら、皇后陛下の御髪はさらに美しくなります」


「私自身も使っている」という言葉に反応して、皇后はクリスの髪をじっと見つめている。


「あなたの髪を触らしてもらってもいいかしら？」と聞かれたので、「是非、どうぞ」とみていただく。


実際、クリスの髪はリンスを使い始めてかなりサラサラになり艶が出た。彼女自身ではわからないが、時折する仕草に髪の毛のサラッとした動きが加わると凄い色気が出る時があるらしい。リッド様に指摘された時は年甲斐もなく恥じらってしまった。


「……素晴らしいわ。こんなにサラッとしていてツヤのある髪は見たことがないわ。これは女性でなければ真の価値はわからないかも知れないわね」


「皇后陛下、良ければ化粧水をお試しになりませんか？」


「ええ、是非お願いするわ」


化粧水のお試しに皇后は案の定乗ってきた。しかし、そこにローランが口を挟む。


「皇后陛下、失礼ながら、安全面からそのようなものを使うのは危険かと」


「カチッ」と何かが、踏まれたような音が聞こえた気がする。皇帝は額に手を当てながら首を横に振っている。


「ローラン伯爵。私はいまクリスティ嬢と話をしているのです。いつ、あなたの意見を求めましたか？」


ローラン伯爵は少しでも、クリスの商品を危険と言うことでケチをつけるつもりが、逆に自分が危険な皇后の地雷を踏んでしまったようだ。皇后は畳みかける。


「そなたは、この商品に潜んでいる本当の価値をわかっていないようですね。この価値に気付けない愚鈍な家臣が伯爵とは……皇帝陛下が家臣に甘いのではないですか？」


ローランの踏んだ地雷は皇帝まで巻き込んでしまったようだ。皇帝はローランに「やってくれたな？　この馬鹿者が!!」というのがありありと誰でもわかる顔をしている。玉座のアームレストを皇帝が力いっぱい握って、手が小刻みに震えている。


「ゴホン、そうだな。ローラン伯爵、そなたは化粧についての知識は持っておるまい。それであれば伯爵から意見出来ることは何もあるまい。この場では口を出すな。よいな？」


皇帝はかなり不機嫌に、低い声で注意するように言った。ローランは、青ざめた顔をして小さくなり元の位置に戻った。ふと、ライナーを見ると、口元に手を当て、顔を少し隠しながら肩を震わせている。ローランの事を良い気味と思っていそう。周りをよく見ると結構、皆ライナーと同じようなことをしている貴族が多い。


……ローランが嫌いな人が多いらしい。


一連のやり取りが落ち着くと、化粧水のお試し体験を再開する。危険なものはないが個人差によっては、肌がかぶれることもある。その際は残念ながら使用は出来ないと説明すると、「では、念のためまず、私が」と侍女の方が手を差し出してきた。凄い目がキラキラしている。皇后は悔しそうだが、立場上さすがにいきなりは無理なので侍女が試している様子を見ている。


「乾燥肌とか、アカギレとかにも良いですよ」と伝えると、控えていたメイド達からの視線が強くなった気がする。


「ふふふ、この城の女性をすべて味方につけるつもり？」


「いえ……ですが、この商品関しては損得抜きで、すべての女性に一度は使ってほしいと思っております」


皇后とやりとりしている間に確認は終わったようだ。侍女は化粧水を塗った自分の手を確認している。気のせいか、目がうっとりしている。「では」と皇后の手に化粧水を落とす。両手で満遍なく化粧水を手にのばすように説明する。皇后は塗ったあとの感触を確かめ、掌を上にかざした。


「……素晴らしい、素晴らしいわ。今までもらった献上品の中でも一番と言っていいぐらい、良い品物ね」


「お褒めいただき光栄です」


掲げた掌をうっとりとした目で見ていた皇后だったが一瞬、表情が消えその後、不気味な笑みを浮かべ、とんでもない爆弾発言をしてきた。


「この、化粧水は素晴らしいわ。是非、この化粧水の製作方法と製作権利をマグノリア帝国に売っていただけないかしら？」






……そして、今に至る。






「クリスティ嬢？　聞こえていますか？」


皇后の声で、回想から現実に戻される。もう覚悟を決めるしかない。


クリスは意を決すると、言葉を紡いだ。


「皇后陛下、大変申し訳ありませんが、その申し出はお受けいたしかねます。それに、化粧水とリンスの開発にはライナー辺境伯も関わっておりますので、どちらにしても私の一存で決められることは何ひとつございません」


「いいえ」とクリスの必死の言葉を皇后は潰してくる。


「ライナー辺境伯は、マグノリア帝国の臣下です、その為、皇帝陛下ならびに皇后である私の命令には最終的に逆らえません。あなた次第です。クリスティ嬢。いかがですか？　私に製作方法と製作権利を売ってくれますか？」


やばい、この皇后はやばい。心臓がドクンドクンと早くなっているのがわかる。


ライナーに少し視線を送るが〝ライナーはそっぽを向いた〟その様子を見たクリスは思わず心の中で呟いた。（この、役立たず!!）


「ふぅ」と息を吐き、心の中でリッドに「うまくいかなかったらごめんなさい」と呟き、再度、言葉をひねり出して慎重に紡いでいく。


「製作方法と製作権利を売る、売れないで言えば、売ることは致しかねます」


クリスは、はっきりと皇后に告げた。周りから「生意気な!!」「不敬だ」などと聞こえる。ローランの声も聞こえた気がする。


「この商品を開発、販売するために我が商会は命運を懸けました。その努力を権力により、奪うというのであれば私たちはこの土地を去りましょう。それに今後、良い商品を作ったとしても、製作方法や製作権利を帝国に都度差し出さなければならない。その状況でどうして商売ができるのでしょうか？」


「そう……」と皇后は何かを考える仕草を見せる。ここで、皇后に無理難題を再度言われるわけにはいかない。そう思い、クリスはある提案を考えた。


「化粧水とリンスの製作方法や製作権利を売ることは出来ませんが、皇后陛下のご注文は最優先でご用意致します。もちろん、欠品もないよう出来る限り配慮させていただきます。『納品最優先権利』を皇后陛下のみにご用意致しますので、ご容赦いただけないでしょうか？」


優先的に用意することは元から考えていたことだが暗黙の了解でするのと、言葉に出し契約して行うのでは効力が全然違う。クリス達には皇后の注文を必ず最優先で用意しなければならない責任が今後発生することになる。提案を聞いた皇后は、クリスの目をじっと見据える。少しすると、ニコリと明るい笑みを浮かべた。


「わかりました。残念ですが『納品最優先権利』で了承致しましょう」


何故か残念と言いながらも皇后には商談に満足したという雰囲気が出ていた。


「陛下!!」「よいのですか!?」など皇后の言葉に信じられないといった表情と驚きの声が聞こえる。その声に対して凛とした皇后の言葉が謁見の間に響く。






「良いのです。クリスティ嬢が言ったことに間違いはありません。貴族が民より無理やり権利を奪うようなことをすれば、帝国は民に見放されいずれ滅びの道に向かうでしょう。これを機に『権利や利権』については厳格に見直すべきです。今後、また素晴らしい商品が生まれた時の為にも」


「陛下、よろしいですね？」


皇后はゆっくりと視線を皇帝に送る。皇帝はその視線を待っていたかのように立ち上がった。


「皇后の言う通りだ。『権利や利権』について、今後はより厳格にしていく。もちろん、リンスと化粧水の製作権利と利権はクリスティ商会とバルディア領にあるものとする。よいな？」


一堂に集まった貴族達は皇帝陛下の言葉に黙って頭を下げ受け入れた。その様子を見ていた、皇后はクリスに向かって「ごめんね。テヘペロ」とウィンクをしていた。


ライナーに険悪で怪訝な顔をしながら、ゆっくりと視線を送ると彼は〝またそっぽを向いた〟


これは、ライナーと皇帝、皇后が組んでいたということか？　自作自演、マッチポンプということなのだろうか？　その瞬間、先程の皇后が満足そうにした雰囲気を思い出しクリスはハッとした。やられた、皇后が欲しかったのは「製作方法と製作権利」などではない。


皇后自身が使用する為の化粧水とリンスを確実に確保するための「納品最優先権利」もしくは、それに準ずるものを彼女自身から引き出すことだったのだろう。


クリスは自分の考えた皇后の意図が正しいか、確認するように視線をゆっくり皇后に送った。


視線に気づいた皇后は扇子で口元を隠していたが、その瞳には笑みを浮かべていた。今までの出来事から想像するに、クリスだけ茶番を知らずに掌で踊らされて、貴族のけん制に使われたということだろう……。


クリスはライナーが帝都に行く途中に言っていた言葉を思い出した。


「帝都は伏魔殿だ。私なぞ赤子とかわらん」


その瞬間、掌で踊らされた事を理解したクリスは、商人として長年やってきたプライドが傷ついたのを感じた。もう帝都の城に来たくない。心からそう思った。


◇


クリスは謁見の間での出来事に疲れ果て、ソファーに腰掛け項垂れて真っ白になっていた。その様子をエマが「大丈夫ですか？　クリス様」と心配している。謁見の間で起きたことは衝撃の連続だった。部屋の中央で国の重鎮である貴族達に囲まれながら、皇帝ご夫妻への挨拶。続けて、商品説明と商談。だが、最後には出来レースの茶番だったことを伝えられた。その茶番を演じる役者の中で、クリスだけがそのことを知らされていなかった。


敵を騙すなら、まず味方から、ということらしい。


「クリスはとても良い仕事をしてくれた」と言ってくるライナーに対して怨めしい目線を送る。


「ふむ、だから言ったであろう。城は伏魔殿なので油断するなと」


クリスはライナーの言葉を聞いて、心の中で毒を吐いた。


「自分は何もせずに楽しんでいたくせに、油断も何も完全なだまし討ちじゃない……」


心の中で呟いた後、クリスはため息を吐きながら呆れたように言い放った。


「はぁ～……人生で一番疲れた日だわ」


クリスが油断したその時、突然応接間のドアがノックされ「皇帝陛下と皇后陛下がいらっしゃいました」とメイドの声が聞こえ、瞬時に「ガバッ」とソファーから立ち上がり、ドアに対して頭を下げる。「どうしたの？」「話は終わったはずじゃないの？」とクリスはまだ何かあるのかと、緊張が走った。ドアが開かれ皇帝の「よいよい、休んでいるところに、突然すまぬ」という優しい声が聞こえた。謁見の間の声と全然違う。


「お前たちは少し席を外せ」


皇帝はクリスとエマ、ライナー以外を応接間から退室させ、部屋にはクリス達だけとなった。


「謁見の間では、挨拶も出来ずにすまなかったな。改めてアーウィン・マグノリアだ。よろしく頼む」


「妻のマチルダ・マグノリアです」


二人とも綺麗な所作でクリスに挨拶をすると表情を崩した。いくら人払いをしたとはいえ、皇帝、皇后の両陛下に挨拶をしてもらえるとは思わず、クリスはわたわたと慌ててしまった。


「まぁ、まずは座って話そう」


皇帝の威圧感が急に薄まり厳格な雰囲気が明るくなる。言われた通り、ライナーとクリスはソファーに座る。エマはクリス達が座ったソファーの後ろの壁側に立って控えている。皇帝、皇后の両陛下は机を挟んだ向かい側に座り、おもむろに言葉を紡ぎ始めた。


「クリスティ殿、この度は我らの動きに巻き込み、申し訳なかったな」


「陛下、勿体無いお言葉です。気にされずとも大丈夫でございます。あと、私のことはよろしければ『クリス』とお呼びください。それに、私たちにとってはとても良い結果となりましたので、むしろこちらからお礼を言うべきところと存じます」


「……ほお？」


皇帝はクリスの返事に少し目を細めた。実際、謁見の間でのやりとりはクリスとバルディア領の為に仕組まれたことだろう。あの場で皇帝、皇后の両陛下が二つの商品に関してクリス達の製作権利を承認、庇護してくれた。これにより今後、貴族達はむやみにクリス達に手を出すことは出来なくなったはずだ。恐らく、ローランや一部の貴族は利権を欲していたので、もしあの場のやりとりがなければ今後、どんな小細工をしてくるのか想像するだけでもクリスの頭が痛くなりそうだ。


「さすが、あの茶番の意図もわかっているのね。それにクリスは私の問いにしっかり受け答えをしてくれて助かりました。あの毅然きぜんとした態度と胆力は、侍女にほしいぐらいだわ。どうかしら？　考えてみない？」


「ありがたいお言葉ですが、私はライナー辺境伯に多大な恩を受けております。それに自分が代表の商会もありますので、恐縮ではありますが侍女は辞退させて頂ければと存じます」


豪華絢爛だが、こんなドロドロしたところで生き抜くより、クリスは商人があっていると心から思った。なので、やんわりとした言葉でしっかりとお断りする。


「あら、私がそんな言葉で諦めるほど、慎ましい皇后ではないと謁見の間でわかったと思うのだけれど？」


「……お戯れを」


「うふふふ」と皇后はクリスとのやりとりをとても楽しんでいる様子だ。クリスは自身の精神力がどんどんすり減っていくのを感じる。その後、二人は今回の出来事について説明をしてくれた。


クリスティ商会で化粧水とリンスの試作品が出来た時に、その試作品をライナーが内密に二人に献上をしていたらしい。皇帝のアーウィンは半信半疑だったが、皇后のマチルダは使ってみるなり、この品物が誇る素晴らしい価値に気付く。マチルダはこの商品をお付きの侍女達を含め、知っている者達すべてに箝口かんこう令を出した。それでも、一部の貴族達は嗅ぎ付けて、「バルディア領が今度、献上予定の品物には価値があるようだ」という噂が流れ始めた。一部の貴族達は利権に関して非常に敏感である。利権に少しでも噛めれば、何もしなくても金が入ってくると知っているからだ。


だが、利権に噛む者が多くなればなるほど商品価格は高くなり、下手をすると商品の流通にも影響が出てしまう。マチルダはどうすれば良いのかを考えた結果、貴族が一堂に会する場でクリスティ商会とバルディア領の製作権利と利権を認めるようにすればいい。そして、皇后（皇族）とクリスティ商会の間で窓口を作り、商流を新たに構築すれば良い。


利権に関しては以前から貴族の介入が目立っていたので、これを機により厳格にすれば一石二鳥である。皇后は皇帝とライナーを巻き込み、この劇場を作り演じたのだ。皇帝とライナーは何故ここまで皇后が積極的に動くのか、当初は共感することが出来ず困惑していた。だが、考えてみれば皇后とお付きの侍女をこれほど躍起にさせるだけの品物なのだから、潜在的な価値は計り知れないのだろうと認識した。皇后とお付きの侍女が、ここまで動いたのは当然、自分たちが使う化粧水とリンスを確実に確保する為だった。


この商品の素晴らしさがわかった瞬間、皇族、公爵家、伯爵家などの貴婦人達で取り合いになるのは目に見えている。皇后という立場は非常に動きにくい立場だ。もし、通常通りに市場にリンスと化粧水が販売されるようになれば、商流に近い立場にいる公爵家や伯爵家などが商品を積極的に買い占めてしまうだろう。


皇后のマチルダがリンスと化粧水の数量を今後、確実に確保するためにはクリスが献上に来る当日中に商談をまとめなくてはならなかった。とはいえ、皇后のマチルダが自分の分は納品最優先にしろと言えば越権行為になってしまい、貴族達に示しがつかない。そこで、クリスから「皇后陛下の納品を最優先にする」と言質をとれるように彼女を追いこんだのだ。実は今回の献上の場において誰よりも一番、成功させたいと思っていたのは皇后、マチルダなのであった。


それを皇后お付きの侍女以外は誰も知る由もなかった。


「そうでしたか。大体は予想通りで安心致しました」


クリスは皇帝と皇后の説明を聞いて、考えが大体当たっていたことに安堵した。説明に納得したクリスの顔をみて、マチルダはとても皇后とは思えない可愛らしい笑顔をしてその場を和ませた。ふと気になった事を思い出し、クリスがマチルダに質問した。


「先ほど伺った内容で理解はできましたが、もしも、私が皇后陛下に製作方法と製作権利を売ると首を縦に振ったらどうするおつもりだったのですか？」


「それはもちろん、それ相応の金額で買い取りましたよ。もちろん、気が変わったなら、今すぐにでも買い取らせていただきます」


両手を顔の前で合わせて、パァっとした明るい笑顔をする皇后に対して、クリスは「やっぱり、この人は危険だ」と感じるのであった。


「ふむ、献上品の件の話はあらかた終わったな。では、私はいまからライナーと別室で話をしてくる。マチルダはまだ、クリスと話があるのだろう？」


「ええ、謁見の間で話をした、『納品最優先権利』について話を詰めたいと思っています」


「ゴホッ!!」クリスが紅茶を飲みながら、皇后の言葉に反応してむせて咳込んだ。


皇帝とライナーはクリスの咳込む様子に苦笑すると、応接間を後にした。


応接間にはクリスとエマ、マチルダと侍女の四人だけとなった。


「あら、クリス。まさか、謁見の間で話をした『納品最優先権利』という言葉を忘れたわけではないでしょう？　それとも、口約束で済ますおつもりでしたか？」






「いえいえ、そのような気持ちは一切ありません。ただ、まさか本日中に内容を詰めるとは思わなかったものですから」


「申し訳ないけど皇后という立場上、ゆっくり話せる時間が少ないの。だから、今から内容を詰めてしまいましょう。メリア、紙とインクの用意をお願い」


メリアと呼ばれた侍女は、皇后に指示されると同時に机に紙とインクを置いた。いつから用意していたのだろうか？


皇后の言った「ゆっくり話せる時間がない」という口実は半分本当で、半分はこの場でクリスと契約を結ぶ為の嘘だ。クリスもその点はわかっているが、それでも皇后の行動力には圧倒される。


（商売敵には絶対なりたくない相手だわ）


クリスは心の底からそう思うのであった。


「あ、そうそう!!　大事なことを忘れるところだったわ。クリス、私と二人きりの時はマチルダと呼びなさい」


皇后の言葉にクリスは冷や汗をかきながら、やんわり断る為に言葉を必死に紡ぐ。


「……お付きの侍女の方や、私の従者もいますので、皇后陛下をそのようにお呼びするわけには参りません」


「あら、メリアのことは気にしなくても大丈夫よ。クリスの従者なら私も仲良くしたいから、あなたも私のことをマチルダと呼びなさい。……いいわね？」


「……はい。……マチルダ様」


突然、矛先が向けられたエマは皇后に話しかけられただけでも緊張するのに、気軽に「マチルダ」と呼べと言われ青ざめた。皇后の笑顔の奥にある鋭い目線で、蛇に睨まれたカエルとなったエマはすぐ大蛇に飲み込まれてしまった。


「はぁ……承知しました。マチルダ様。本当に私達しか居ない場所だけですからね」


「ええ、ありがとう」


マチルダは明るい屈託のない可愛い笑顔をクリスとエマに向けるが、二人にはその姿がとんでもない大蛇にしか見えなかった。


その後の『マチルダの商品を優先的に用意する』という契約に関しては終始マチルダに翻弄され、商談が終わる頃には、クリスは真っ白になり、魂は口から出ていく寸前となっていたのであった。







皇帝と辺境伯


「ふぅ、ライナー、さすがに今日は疲れたな」


応接間に入ると皇帝のアーウィンはライナーに声をかけた。


「ああ、だが帝都の貴族達、特にローラン伯爵の百面相は面白かったぞ」


「妻のマチルダがあそこまで積極的に動くとは、予想外だった。しかし、結果的に利権介入についての規制。貴族達へのけん制などを考えると、今回の劇場は大成功だ」


アーウィンとライナーはクリスとマチルダがいた応接間とは別の応接間に移動していた。


応接間は来賓や使用目的に応じて何種類か部屋がある。いま二人がいる部屋は特に、声が漏れ出ないように厳重な管理がされている部屋だ。


二人はソファーに腰掛け、机を挟んで向き合っている。机の上には紅茶の入ったティーカップが置かれており、湯気が上がっている。


「しかし、お前のところでは何が起きたのだ？　あんな、化粧水やリンスなど誰でも思いつくものでもあるまい。何か秘密があるのだろう？」


「さてな。もしあったとしても領地の秘密を話せるわけもないだろう」


「ふふ、そうだな」


二人は幼い頃よりお互いを知っている旧友である。いまはお互いに立場があるので、会う時間は限られているが、それでもこうして時間をとりお互いにガス抜きをしている。


「前置きはそろそろ良いだろう。また、面倒ごとか？」


「はぁ、そうだ。次から次へとたまったものではない」


紅茶を一口飲むと、アーウィンは苦笑しながら話し始めた。


「ある国から、我が皇族もしくは次位に準ずる貴族に婚姻の打診があったのだがそれが問題でな」


「アーウィンの子供は確かリッドと同じ歳だろう。あと弟もいたはずだ」


「うむ、普通ならそうだが自分の娘を皇姫にしたいという貴族達がそれを許さん。それに、公爵家の息子達も今回の婚姻はすべて拒否してきたのだ」


「ならうちか、グレイド辺境伯か」


マグノリア帝国には辺境と定められている領地が二箇所ある。


国の領土としては東西に広がっているので、東西の端に位置する隣国との境にある領地を辺境伯が治めていた。


「グレイド辺境伯も駄目なのだ」


「……どういうことだ？」


ライナーは少し声に怒気が交ざった。皇族との婚姻が難しいのはまだわかる。位というものがあるし、将来の皇后にもなる。簡単に婚約者を決めることは出来ない。だが、公爵家とグレイド辺境伯まで隣国との婚姻を拒むとは貴族をなんだと思っているのか。


ライナーの声と様子から怒りを読み取った、アーウィンは重々しく呟いた。


「グレイド辺境伯は高齢すぎるし、その息子とも年齢的に厳しい。打診があったのはレナルーテの姫君なのだが、まだ年端も行かない子供だ」


「はぁ」とため息を吐いて、皇帝は額に手をあてながら首を横に振っている。


「……それは、難題だな」


レナルーテ王国（以降：レナルーテ）はライナーの治めているバルディア領の隣国だ。特殊な文化を形成しており薬草他、植物全般の栽培、農業技術が高い国でもある。レナルーテはマグノリア帝国（以降：マグノリア）、バルスト王国（以降：バルスト）の二つの国と隣接している。アーウィンが頭を抱えた理由は数年前に起きた、バルスト事変から始まる。当時レナルーテとバルストの国家間でいざこざが発生していた。レナルーテは周りを山と森に囲まれた国であり、独自文化を形成。軍事力においては、各個人の戦闘力が高く帝国の軍事力を以てしても決して侮れない相手だ。何より、山と森に精通しているので、レナルーテの得意な戦場で戦うようなことになれば、被害は計り知れないことになるだろう。対してバルストは海に接している国であり、貿易により高い経済力と商圏を持っている。経済力を活かして軍備にも力を入れており、昨今国力が急激に上昇している国でもある。


そして、人族以外を「奴隷」として売買できる国でもあり、結果として多種多様な民族が集まっている。この「奴隷」がレナルーテとバルストの間でいざこざが起きた原因だ。何故なら、レナルーテは「ダークエルフ」が治めている国であり、バルスト側からの悪質な奴隷狩りによる人攫いが少なからず発生していた。レナルーテは当然バルストに抗議するが、バルスト側は取り締まりを強化すると言うだけで特に行動を起こすようなことはしなかった。何故ならダークエルフは奴隷としての価値が非常に高く、レナルーテの抗議が来てからは表立っての売買はされなくなったが、依然として裏取引による売買は続いていた。その結果、二国間の関係性は悪化の一途を辿り、一触即発の状況になっていったのである。


だが、戦争となるとレナルーテは戦力的に不利であり、攻めることは出来ない。バルストも攻めるとなると、レナルーテが待ち構えている戦場で戦わなければならなくなるので攻めるようなことはしない。にらみ合いによる膠着こうちゃく状態になっても、バルストの違法な奴隷狩りは後を絶たない。その状況に頭を抱えたレナルーテはマグノリアに助力を求めたのである。助力を求められたマグノリアでは、レナルーテとバルストのどちらに付くかで大論争が起きた。


だが、最終的にマグノリアはレナルーテを選んだ。理由はレナルーテがマグノリアの庇護下に入る条件として事実上の属国になることを了承したからだ。これにより、マグノリアはレナルーテの領地と技術、国民を得ることができた。レナルーテが属国になってまで帝国の庇護下に入った理由はその地理的条件が大きい。


山と森に囲まれ、海に隣接していないレナルーテでは塩を自国で生産することが出来ず、そのほとんどをバルストかマグノリアからの輸入に頼るしかない。その中でバルストが関係性の悪化を理由にレナルーテに対して塩の輸出を停止。経済制裁を科してきたのだ。これにより、レナルーテ国内では塩の価格が高騰し始める。さらにマグノリアからレナルーテに密書が届けられた。その内容は、レナルーテに対して塩の輸出を停止するようにと、バルストよりマグノリアに打診が来ているというものである。


強かなマグノリアはこの時に、レナルーテに対して属国となるのであれば全面的な支援を約束する。もし、断るのであればバルストの要請通りに塩の輸出を停止すると通知。そして、レナルーテはマグノリアの条件をすべて受け入れることを選択した。これにより対外的にはマグノリアとレナルーテは同盟国となる。だが、密約によりレナルーテはマグノリアの属国となった。


この密約を知っているのはマグノリア国内においては皇族と公爵、もしくは辺境伯以上の貴族だけである。密約を漏らすようなことがあれば貴族とて死罪は免れない。それほどの国家機密である。


マグノリアはレナルーテと対外的に同盟を結ぶと発表。即座にバルストに対して、悪質な奴隷狩りの件を含めて問題を解決するように圧力をかける。バルストもさすがにマグノリアとレナルーテの二国を相手には出来ないと判断。以降バルストではダークエルフの奴隷売買は完全に禁止され、違法に奴隷となっていたダークエルフ達も解放された。


これにより、マグノリアとレナルーテの友好関係は大幅に向上。また、対外的には同盟国と発表しているので他国からの「事変介入」という批判も防ぎ、漁夫の利をマグノリアは得たのである。また、属国となったレナルーテに対してマグノリアは、今まで通りの自治権は基本的に了承。国家運営に関わる最終的な政治的決定権のみマグノリアに確認と報告を必須とした。


これにより、レナルーテは対外的には今までの通りと変わらない。今まで国を率いてきたレナルーテの王族はマグノリアの傀儡かいらいになったということになる。


今回、帝国に対してレナルーテは同盟強化の名目で王の娘の婚姻を打診。だが、事実はレナルーテ側の人質として差し出される。これは密約の中にも含まれていた。そして、マグノリアとしても、レナルーテの王族の血を取り込むことが出来れば、将来レナルーテの王位継承権に介入することが出来る可能性もある。その為、アーウィンとしては自分の第二皇子と婚姻させようと考えたのだが、密約を知る公爵達より反対を受けた。


正妻が決まってから側室として迎えいれるのならまだしも、属国となったレナルーテの王族を皇子の正妻にするメリットがないと訴えられたのだ。公爵達からすれば自分たちの娘を皇族の一員にしたい思いもあったのだろうが、訴えとしても正論であったので無下に出来ない。かといって、公爵達に自分たちの息子とレナルーテの姫君との婚姻を希望する者はいなかった。


皇帝の立場からすれば、無理やりどこかの公爵家の息子と婚姻させることも出来るが、貴族達の反感を買ってしまう。さらに言うのであればレナルーテの王位継承権に関わる王族の血筋を持った子供が中央貴族の中から生まれるのは将来を見据えると危険だ。下手をすると、中央政権の中で新たな派閥が出来てしまう恐れもある。


「つまり、ライナー。お前の息子しか適した婚姻相手がいないということだ」


アーウィンはレナルーテと帝国の関係性を改めてわざと説明して外堀を埋めた。逃げ道を潰してから本命をライナーに告げたのだ。話を聞いていたライナーは、途中からどんどん眉間に皺がよっていき皇帝の話を聞き終えると、天井を見上げながら息を吐いた。


その様子を見てアーウィンは満足そうに紅茶を飲んでいた。友であるライナーに託せば、この問題も無事に解決できると肩の荷が下りて安心していた。


「……お前の側室にすれば良いだろう」


「ゴホッ!!　今の会話の流れからどうしてそうなるのだ!!」


予想外の言葉に驚き、アーウィンはむせて咳込んでしまった。ライナーはさらに言葉を紡いでいった。怒気を含めて。


「マチルダがすでに正妃となっているお前が、レナルーテの姫君を側室に迎えればいい。そして時が来るまで見守ればいいじゃないか。そうだ。それがいい。」


「お前わかって言っているだろ？　大体、自分の子供達と同じ歳の姫を側室に出来るはずないだろう。それに、そんなことをしたらマチルダに暗殺されかねん」


「ふふ、『そんなことをしたら』と、やはり幼妻に興味があるのか？」


「ライナー、あまり言うと不敬罪を適用することもできるのだぞ？」


アーウィンはライナーの言葉に眉を顰ひそめた。


「そうか、ならば適用しろ。お前が言った、レナルーテや中央貴族との関係性についても理解は出来る。だが、私はお前の友であるが、国の国境を守る辺境伯でもある。重要な役割を持たされている貴族に対して、相談もなくすべてが決まってから話を持ってくるとはどういうことだ？　親しき仲にも礼儀ありという言葉がある。この件に関しては『友』としてではなく、皇帝と辺境伯としてもっと事前に話をすべきことだったはずだ。違うか？」


ライナーは皇帝の言っている意味はすべて貴族としては理解した。ただ、親の感情としては、子供に苦難の道を歩ませる婚姻が決定してから話が来たこと。アーウィンの友である自分であれば大丈夫だろうという安易な発想に憤慨した。


その為、親として、友として、貴族として皇帝に苦言を呈したのだった。


「……そうだな。もっと事前に皇帝として辺境伯のライナーに相談すべきだった案件だ。すまない」


確かに、ライナーの言う通りであった。公爵と辺境伯は名前と役割は違うが帝国の爵位としては同じ扱いである。皇帝が公爵には相談して、当事者となる辺境伯には相談せずに物事を決めてしまったことは、辺境伯を軽んじていると思われてもしょうがない。


「……次からはちゃんと事前に相談をしてくれよ。皇帝陛下に苦言を伝える事は命がけなのだぞ…？」


「ふふふ。わかった。そうしよう」


ライナーは話をしたあとに疲れた顔で「はぁ」とため息をついていた。


その様子を見てアーウィンは笑っていた。







特殊魔法


父上とクリスが化粧水とリンスを献上しに行ってから、しばらくたったある日のこと。僕宛に二人から手紙が届いた。早速、自分の部屋で、封を開けて中身を読んでみる。読む限り、献上は無事に終わったらしい。


クリスの手紙の内容は僕が、帝都行きを丸投げしたことに対しての愚痴が多い気がする。あと過激な文面も少しある。


「ローラン伯爵は出禁にしました」


会ったこともない伯爵が、知らない間に出禁になっている。


父上もローランについてよく愚痴っているけど、この人は毎度、何をやらかしているのだろうか？


「マチルダ皇后陛下はやばいです。危険です」


文字だけ読むと不敬罪になりそうな文面だ。父上からマチルダ皇后陛下についてはあまり聞いたことないから、クリスが帰ってきたら話をきいてみようと思う。


「ライナー辺境伯は、そっぽを向いてばかりでした。あとだまし討ちされました」


どういうこと!?　そっぽを向いてばかりでしたとかだまし討ちとか意味不明なのだけど!?


「でも、クリスはこっちにいた時は帝都行きをなんだかんだ楽しみにしていたけどなぁ。何があったのだろう？」


出身のサフロン商会からも「人族の商圏に風穴開けた」って言われたって喜んでいたはずだ。それなのに、このクリスの手紙からはなんか黒いオーラが「オォォ……」って出ている気がする。というかこの手紙は絶対、普通の精神状態で書いていない気がする。少なからず僕が知っているクリスはもっと知的な人だった。とりあえず、僕はこれ以上考えるのをやめた。


父上からの手紙には、献上が成功したこと。クリスが皇后に気に入られたこと。クリスティ商会とバルディア領で献上した商品の利権が認められたことなどが書いてあった。最後にある、「帰ったら、大切な話がある」という文面が少し気になった。


手紙を読み終えたタイミングで、部屋のドアがノックされる。返事をするとガルンが部屋に入って来た。


「サンドラ様が訓練場でお待ちです。いかがしましょう？」


「あ、準備してすぐに行くって伝えて!!」


返事を聞くとガルンは「かしこまりました」と返事をして僕の部屋を退室していった。僕は手紙を片付けると、動きやすい服に着替えて訓練場に向かった。


「リッド様、遅いですね!!」


「ビシッ」と右手を腰に当てながら、左手の人差し指でさされた。人に指さしたらダメだよ、と心の中で突っ込む。


「遅くなってごめんね、サンドラ先生」


「いえいえ、その分修練を厳しくしますから、気にされないでください」


何故、サンドラは毎度すこしばかり毒をのせて来るのだろうか。まぁ、あんまり気にならないけど。サンドラが帝都で過ごした日々を聞いた上で、魔力回復薬の打診をしてから彼女との距離が少し近くなった気がする。姉弟みたいな感じでちょっと楽しいと思う自分もいる。


今日はサンドラから指示を受けながら早速、魔力変換の修練を開始した。魔法を発動する為に魔力量を増やす必要があるので、修練は毎日欠かさず行っている。サンドラが立ちあってくれる日は効率良くできているかどうか見てくれる。問題があれば指摘してくれるから、凄く上達が早い。修練が一通り終わると僕は、サンドラに特殊魔法について教えてほしいと伝えた。


サンドラは「少し早いですけど。リッド様なら大丈夫そうですね」と言うと、訓練場の黒板がある部屋に移動して座学を始めてくれた。


「大前提として属性魔法を発動する際には属性素質が必要です。属性素質が全くない人はいまのところ確認はされていません。誰でも何かしらの属性素質は持っている。というのが、昨今の魔法学の定説です。ただ、もし仮に属性素質が無かったとしても「無属性」の魔法は発動出来るので、修練さえすれば誰でも魔法は使えます。ここまで、いいですか？」


サンドラは眼鏡をしている。普段はしていないのに。でも何故かとても様になっている気がする。僕はサッと右手を上げて質問をする。


「サンドラ先生、普段は眼鏡していないのは何故ですか？」


「え？　そ、それは、ライナー様が以前、眼鏡を外した時に『ないほうがいいぞ』って言ってくれたから……って何を言わせるの!!　魔法学の座学中でしょ!!　質問は魔法だけにしなさい!!」


「は～い」と簡単な返事をサンドラに返す。


サンドラは僕の質問にうっかりノリ突っ込みで答えてくれたが、その時の顔は恥じらいで赤く染まっていた。父上は自覚なしにしているのかな？　彼女は「ゴホン」と咳払いをすると魔法学の座学を続けた。


「属性魔法については属性素質が必要でしたが、特殊魔法と言われる部類には、特別な素質が必要でしょうか？　リッド様、お答えください」


「う～ん、わかりません!!」


僕は正直に答えた。属性素質のことは前世のゲーム知識からわかっていたが、特殊魔法はこの世界に来てから初めて知ったことだ。なので、素直にわからないとしか言いようがない。


「わからないことを『わからない』と言えるのは大切なことですね。では、答えをお教えすると、素質も何も必要ありません」


「え？　では誰でも使用できるのですか？」


「うーん、『誰でも』というのは少し違いますね。正確には修練を積み、創作もしくは伝授してもらったら使用可能になります」


魔法を創作できるということか？　それを聞いた途端に、凄いテンションがあがったのを感じた。攻撃魔法もオリジナルは作ったが、それ以上に特殊な魔法を作れるというのはかなり心を擽くすぐられる気分だった。


「攻撃魔法の時に、イメージを明確化にすることで初めて魔法は発動可能ということでしたが、特殊魔法も同様なのでしょうか？」


「そうですね。ただ、特殊魔法は攻撃魔法よりさらに具体的なイメージと合わせて必要な魔力量が多いので、イメージが出来ても魔力量が足りなければ発動しません。その逆も然りです」


「攻撃魔法は魔力変換とイメージの確立によって発動可能。特殊魔法は魔力変換、魔力量、鮮明なイメージの確立が必要ということでしょうか？」


「その通りです。やはりリッド様は理解力が素晴らしいですね」


おお、つまり魔力量さえあればオリジナル魔法が作り放題なのだろうか。そう思うと胸が躍る。でも必要な魔力量というのがよくわからない。魔力量を測る魔法を創るとか、道具を作ったほうがいいかもしれない。


「最後に、特殊魔法の伝授についてです。伝授に関しては魔法発動の情報を文字通り指定の相手に伝えることで、伝えられた人は比較的簡単に発動が出来るようになります」


「へ……？」


僕はちょっと間抜けな声を出してしまった。サンドラ先生が言うから間違いないのだろうけど、伝授って強すぎない？　僕が魔法を創ってその魔法の使い方を伝えれば誰でも、強力な魔法が使えるようになるはずだ。僕の考えていることに気付いたのか、サンドラは話を再開した。


「もちろん、伝授も万能ではありません。まず、伝授する側の魔力量は相当必要になります。そして、伝えられた側も発動には相応の魔力量が必要になるので、伝授されても魔力量が足りなければきちんと伝授されずに発動もできません。あと、伝授はその魔法を創造した人だけが可能です」


「それはつまり、僕が魔法を創ってサンドラ先生に伝授はできるけど、その魔法をサンドラ先生は誰かに伝授することはできないということですね？」


「その通りです。ちなみに最初の修練で私がリッド様に施した魔法は私が創造したので、私から伝授することは可能です」


なるほど。伝授出来るのは特殊魔法だけなのだろうか？　攻撃魔法も属性素質さえあれば伝授できそうな気もする。


「あと、特殊魔法で創れる魔法の範囲ですが正直どこまで可能で、どこまでが不可能なのか正確にはわかっていません。その為、特殊魔法は出来るかどうか、魔力を使いながら確かめるといった内容になります。よろしいでしょうか？」


サンドラは説明が終わったようで、眼鏡を右手の人差し指で「クイッ」としてこちらにドヤ顔を向けている。僕は「質問です!!」と言い右手をサッとあげると、サンドラは「どうぞ、リッド様」と楽しげな様子だ。


「特殊魔法の伝授はわかりましたが、今の話だと属性魔法も伝授出来るのではないでしょうか？」


「良く気づきましたね。リッド様の言う通り属性魔法も伝授は可能です。ただし、伝授される側がそれ相応の魔力量を持っている。つまり、修練をしっかりしている必要があります。それに、伝授する側も一回伝授するごとに消費する魔力が凄いので効率としてはあまり良くありません。仮に私が特殊魔法をリッド様に伝授すると、恐らく疲れ果てて今日は寝込んでしまうと思います」


どんなに魔法を放っても息もきれないサンドラの魔力が空っぽになって寝込むということは、『一定の魔力量が必要というより伝授には保持魔力をすべて使い切ってしまう』というのが正しいのかもしれない。


「以上で特殊魔法の説明は終わりますが、他にご質問はありませんか？」


僕が説明を聞いて考え込んでいる様子をみて、とても楽しそうに微笑んでいた。彼女曰く、魔法にここまで熱心な人は少ないらしく、僕のことを弟子のように可愛がってくれている。色んな意味で。


「はい。ありがとうございました」


僕はサンドラにお礼を言うとペコリと頭を下げた。


「貴族の息子が、簡単に頭を下げたら駄目ですよ」と注意されるが、サンドラの顔には嬉しそうな笑顔が浮かんでいた。


「サンドラ先生、話は少し変わるのですが魔力回復薬はどんな感じでしょうか？」


僕は授業に使った資料をまとめると、おもむろに切り出した。


先日、サンドラに月光草を預けた時に、研究所を用意してほしいと言われたが「とりあえず、現状でも出来ることをやってみます」と言ってくれていたのを思い出したからだ。


「いま出来る範囲で調べましたが、月光草にある魔力の回復効果は確認できました。あとは、どう成分を抽出して濃縮するかですが、こればっかりは施設や道具がないと難しいですね」


「なるほど、ちなみに完成形はどんな形にするの？　ドリンク系とか粉末、錠剤とかあるけど」


いわゆる栄養ドリンクみたいになるのか、サプリメントみたいな感じだろうか。ただ、月光草を試しに生で食べてみたときは気持ち魔力が回復した気はしたけど、味はえぐみが強くて「これぞ草!!」って感じだったから二度と食べたくはない。そのイメージがあるから、ドリンクは個人的に嫌だと思って聞いたのだが、僕の言葉にサンドラは「ハッ」とした表情をしている。


「失念していました……ナナリー様の病状の進行を抑えるためなら、錠剤や粉薬をとりあえず作るという方法が手早くていいかもしれません。すみません、回復効果を高めることばかりに頭がいっていました」


サンドラは申し訳ないと、僕に頭を下げてきた。その様子に僕も慌ててしまった。


「そ、そんなつもりで言ったわけじゃないから気にしないでいいよ。だから、頭を上げて。ね？」


僕の言葉を聞いて、パッと顔をあげた彼女は目をメラメラと燃やしてやる気に満ち溢れた表情をしていた。


「ありがとうございます!! すぐに取り掛かって試作品を用意しますね!!　では、すぐに帰って、研究に取り掛かります!!」


彼女は興奮した様子で言い放つと同時に凄い勢いで駆け出して帰っていった。


「え!? このあとの授業は!!」


去っていくサンドラの背中に声をかけると「ごめんなさい!! 自習でお願いしま～す!!」と声が遠のきながら聞こえてきた。


（じ、自習……あ!!　こういった声の聞こえ方は、確かドップラー効果って言うのだっけ）


見えなくなっていくサンドラの背中を見ながら僕はそんなことを思うのであった。







リッドのとある一日


バルディア領は他国と隣接した領地を治めており、帝都から距離があるので、多少の決定権が認められている「辺境」である。僕はその辺境を治める、辺境伯の息子、リッド・バルディアだ。


僕の朝は必ずとある小悪魔がやってくる。


「にーちゃま、あっさだよ～!!」


「うぐぁ!!」


「お、おはよう、メル……」


「えへへ、にーちゃま、おはよ～」


彼女はメル、メルディ・バルディア。僕の可愛い妹だ。ただ、朝だけはとんでもない小悪魔だ。僕を朝起こすのが楽しいらしくて、ある時期から必ず起こしに来てくれるようになった。ただ、何故か必ずベッドで寝ている僕にジャンプして飛びついて、起こすのがお気に入りだ。前世の記憶で言う「ボディプレス」のような感じだ。この起こし方を僕にしないと気が済まないようで毎日、朝が来るのが少し怖くなっているのは秘密だ。


以前、メルの「ボディプレス」が怖くて早く起きたり、待ち構えたりしたことがある。


「むぅ～、メルがにーちゃまおこすのに!!　キライ!!　プン!!」


その時はめちゃくちゃ可愛く怒られた。メルに付き添っているメイドのダナエもその姿にメロメロになっていた。だけど、メル的には本気で怒っていたようで、その日は口を利いてくれなかった。翌日も同様に待ち構えていたら、本気で大泣きされてしまった。


執事のガルンは何事かとやってきて、メイド達は怪訝な目で僕をみる。ダナエには同情を含んだ憐みの目で見られてしまった。その日以降、僕はメルの「ボディプレス」を覚悟して受け入れるようにした。メルのこの行為については四歳の子供であることから、父上は特に何も言わない。ガルンやダナエも微笑んでその様子を見ているだけだ。僕のことを忘れていないだろうか？　かわいさ余って憎さが百倍という言葉があったが、あれは本当に子供に対しての本質を表している気がする。


まぁ、メルは可愛いから何でも許しちゃうけどね。


朝起きると、朝食の時間だ。母のナナリーは病気の為、部屋から出られない。父上はいま帝都に行っているので、食事は僕とメルの二人だけだ。執事のガルンとメイドのダナエ。他数名が控えている中で朝食をとる。父上が同席しているときは、時折ガルンが父上に耳打ちすることもある。だが、基本的には家族団欒だんらんで楽しむようになった。食事はサラダ、パン、スープが基本だ。前世の記憶からお米やみそ汁を食べたくなるけど、ないものねだりなので今は諦めている。今はね。


食事中に出来るだけ音を立てないようにするのが基本的なマナーになる。僕は、前世の記憶もあるせいか、周りが年齢にそぐわずとても綺麗に食べると評判になっている。メルは年相応だが、それでもさすがは貴族の子という感じで僕から見ても四歳児とは思えないぐらい食べ方が綺麗だ。ただそれでも、失敗や難しい時があるので時折、控えているダナエが食器の扱い方をメルに教えている。


「にーちゃま、またね～」


朝御飯を食べ終わるとメルは自分の部屋に戻り、勉強を始める。いわゆる英才教育だ。メルがいくら可愛いといっても、貴族の子。将来を見据えて勉強、マナー、言葉遣い、ダンスなどすることは山のようにある。


ただ、四歳は遊びたい年頃なのだろう。


時折授業を抜けてくることがあり、それがまた可愛いのだ。恐らく毎朝、僕を起こしに来るのはメルなりにスキンシップが出来る数少ない時間なのだと思う。僕はメルと別れると必ず、母上の部屋に伺い様子を見に行くようにしている。母上の部屋のドアをノックして、返事をもらってから入室する。


「おはようございます。母上」


「リッド、おはよう。今日も元気そうで安心したわ」


挨拶をしながら母上のベッドの横にある椅子に腰を掛ける。以前はなかったが、僕が良く来るのでガルンとメイドが用意してくれた。もちろん、メルの分もある。母はベッドの上で上半身だけ起こしていつも本を読んでいる。


以前は部屋に行くと母上は寝ていることが多かった。僕が来てから上半身を起こす事もあったが、最近は僕が毎朝来るのでそれに合わせてくれているのだと思う。


僕の母、ナナリー・バルディアは「魔力枯渇症」というこの世界では不治の病にかかっている。ただ、これは屋敷の中でも一部の人しか知らない。母上は自分が魔力枯渇症と知っているのだろうか？


僕はそれを聞くことは出来ない。ただ母上が時折、哀切が宿った遠い目をするのを見て、母上は死期を感じ取っているような気がしている。母上は部屋から出ることが出来ないので、昨日あったことや朝の様子などを伝えている。


毎朝、メルが「ボディプレス」で起こしに来る話をした時は「まぁ、私も小さい頃家族にしていたわ」と楽しそうに笑ってくれる。


僕には前世の記憶もあるがリッド・バルディアの記憶も残っている。恐らく前世の記憶をベースに本来のリッド・バルディアの記憶が交ざって出来た人格が今の自分のような気がする。あんまり、深く考えないようにしているけど。


リッドは母のナナリーが元気だった頃の記憶がしっかり残っている。母であるナナリーが病気で伏せってから「リッド」の心は荒んでいき、妹、メイド、執事など様々なものに当たり散らしていた。


彼の心の中では何故、自分の母親がこのようなことになってしまったのか？　自分が何か悪いことをしたのか？　何故、他の子供の親ではなく、自分の母親が病気になってしまったのか？　などとても辛く、複雑な感情が蘇ってくる。


母上を絶対に助けるという強い意思は「リッド」自身のとても強い思いが源になっている気がする。


「……リッド、大丈夫？　とても難しい顔をしているわ」


「あ、すいません。この後する武術の授業について考えていました」


「そうなの？　なら良いけど、無理をしてはダメよ？」


「はい、母上」


しばらく母上と話すと、武術の授業の時間が近づいて来た。移動も考えるともう出ないといけない。僕は椅子からスッと立ち上がり、母上に軽く頭を下げた。


「では、武術の授業に行って参ります」


「怪我のないようにね。あと、メルにもよろしくね」


母上に「もちろん、伝えます!!」と元気に返事をして部屋を後にした。


◇


訓練場から木がぶつかり合う、「カン!!　コン!!」という音が響いていた。


「リッド様、大分上達してきましたね!!」


「ルーベンスの教えが良いからね!!」


武術の訓練は僕とルーベンスの一対一で行う。最初に行うのはラジオ体操、そして走り込み。ちなみに、ラジオ体操についてはこの世界に存在していなかった。僕は運動をするにあたって最初にすることで、怪我の予防になるとラジオ体操の有効性をルーベンスに伝えた。


彼は最初、懐疑的な様子だったが、一緒に何度かすると、「これ、いいですね。騎士団にも取り入れていいですか？」と聞かれた。


「ん～、別にいいよ。でも、僕が教えたのは秘密ね。ルーベンスが考えたことにしてね」


僕がルーベンスに返事をしてから数日後、騎士団が訓練前に変な動きをするようになったと屋敷でしばらく話題になった。


何せ、騎士団は百人以上常駐しているのだ。それだけの人数が一糸乱れぬ動きでラジオ体操をするので、屋敷の上階の窓から見るとかなり見応えがある動きになっている。


その様子を見た時、前世の記憶の動画を思い出して僕は「自衛隊体操」と心の中で命名した。動きがうまく合わない団員には、上司から檄が飛んでいるのが見えた。その時「僕の知っている、ラジオ体操ではない」と青ざめて一人戦おののいた。


「ラジオ体操は怪我の防止だけでなく、隊で同じ動きをする為の訓練にも良い。よく考えたなって騎士団長に褒められました!!」


ルーベンスは人懐っこいワンコのような感じで「ホメテ、ホメテ」と言わんばかりに報告してきてくれた。尻尾があれば、絶対にフリフリしていると思う。


「ああ、『自衛隊体操』ね。あれ、見ごたえ凄いよね」


「なんですか？　『ジェタイ体操』って？」


僕がつけた名前を聞いてルーベンスが少し斜めに顔を傾けた。「クーン？」って聞こえてきそう。


「自衛隊ね。なんて言ったらいいかな。個人でする動きではなくて、組織的に規律を守ってする体操って感じだよね。あそこまでいくと僕の知るラジオ体操じゃないからさ。だから「自衛隊体操」って僕が勝手に言っているだけだよ」


「……それ、もらいます!!」


「へ……？」


僕の返事を聞かずに、走り去っていったルーベンス。


その後、屋敷内では騎士団のあの動きは「ジェタイ体操」という名前のまったく新しい怪我予防を兼ねた同調訓練だと言う話が広まった。少しすると「ジェタイ体操している騎士団って、かっこいいわよね!!」とメイド達の中でファンが出来てしまった。合わせて時折、屋敷内に黄色い声が聞こえてくるようになった。


その様子を見かける度に「僕の知っているラジオ体操じゃない」と心の中で呟く僕であった。










ルーベンスは騎士団の有望株でまだ若い。年齢も騎士団の中では僕に近いので異例の抜擢をされたと言える。彼は運動神経や体の動かし方に関してはハイスペックのリッド君に勝るとも劣らないような潜在能力を感じる。だからこそ、ラジオ体操による運動前の準備体操の重要性にいち早く気付いたようだが、あそこまでの規模になるとは思っていなかった。ラジオ体操って実は凄かったのかもしれない。


「訓練中に考え事はダメですよ!!」


「うわ!!」


「カーン!!」と今までと違う、強い乾いた音が響いた。


ラジオ体操騒動を思い出して上の空になった瞬間、ルーベンスが僕の木剣を吹っ飛ばしたのだ。


勢いあまって僕は尻もちをついてしまった。両手がかなり痺れて、ブルブルと震えている。


「……ちょっと油断しちゃった」


「訓練でも気を抜いたらダメですよ。実戦だと死に繋がりますからね」


実戦か、辺境にいる以上は常に隣国からの侵略に備えないといけない。いつか、僕も実戦に行く日がくるのだろうか？


「まぁ、リッド様の場合は実戦前にダンジョンで訓練があるでしょうけどね」


「ダンジョン!!　あるの!?」


前世の記憶でゲーム「ときレラ！」には素材集め、キャラ育成用や隠しボスのいる高難易度ダンジョンなどがあった。なので、この世界にもあるのでは？　と思っていたが、ルーベンスが情報を持っているとは思わなかった。


「ええ、ダンジョンは駆除対象ですからね。発生したら騎士団ですぐに駆除しに行きますよ」


「駆除ってどういうこと？」


ルーベンスの話だと、この世界に存在するダンジョンは生き物の一種か、それに近いものと考えられているらしい。ダンジョンは地中深くにあるコアが月日をかけて多大な魔力を生成。一定以上の魔力を生成すると、地上に出入口を造る。月日をかけて蓄えた魔力を素にダンジョン内で「魔力に満ちた生き物」つまり魔物を生み出す。併せて人族が好む金銀財宝も作り出す。その金銀財宝を求めてダンジョンに入って来た種族を魔物に殺させて自らの餌にする。


放っておくと、事故に繋がるほかダンジョンが魔力で満ち溢れると魔物が大量発生して、外界で獲物となる存在を探すようになる。生み出される魔物はコアが蓄えた魔力に比例して強さが変わる。外界に出てきた魔物は強い場合が多く、多くの人が命を落とす危険もある。


駆除の為にはダンジョン最深部まで潜りコアを破壊しないといけない。コアを破壊するとそのダンジョンは二度と発生しない。だが、最深部でコアを破壊するとダンジョンが崩壊してしまい、内部に残っている人間は生き埋めになってしまう。その為、コアの破壊が難しい場合には、コアを傷つけて出来る限り弱らせれば良い。傷つけられたコアはまた地中深くに潜り魔力を溜めるようになる。コアの発生条件の詳細についてはわかっていない。


バルディア領内では騎士団が過去にダンジョンが発生した場所を定期的に巡回。あとは様々な場所でダンジョンが発生していないか調べている。


ダンジョンの駆除方法に関しては国や領地によって異なる。騎士団を使う。冒険者ギルドに依頼するなど様々らしい。


「ダンジョンってなんかアリの巣みたいだ」


「そうですね。その考えで良いと思いますよ」


ダンジョンの説明を聞いた時に、頭によぎったのは言った通り「アリの巣」だった。コアが女王アリで、魔物が働きアリといったところだろう。将来的にはダンジョンを効率的に見つける方法。コアを安全に破壊する方法も探すべきかもしれない。


「ちなみに、冒険者ギルドっていうのは？」


「冒険者ギルドはわかりやすく言えば、なんでも屋ですよ」


やっぱり、そんな感じなのか。気になった僕はルーベンスに質問を続けた。


「せっかくだから、もうちょっと詳しく教えてよ」


ルーベンスは「やれやれ」と言った感じで今度は冒険者ギルドについて説明してくれた。僕はというと前世の記憶から冒険者ギルドという言葉に心が躍っていた。冒険者ギルドは、国によって運営されている「国営ギルド」と「民間ギルド」の二種類がある。マグノリアの冒険者ギルドは国営ギルドで、本部は帝都にあり、支部が各領地の町にある。


仕組みとしては、領内から様々な依頼を募集してフリーランスの冒険者に対応してもらう。依頼難易度に応じてランク付けがあるので、高難易度になるほど当然、報酬金額は高くなる。依頼者と受注者の両方から冒険者ギルドは手数料を引いている。基本的にはこの手数料商売によって運営されているギルドが多い。マグノリアの場合はさらに受注者に対して任意の補償制度がある。もし、依頼によって怪我をした場合は治療費の一部を冒険者ギルドが負担してくれる。


補償を受ける為には報酬予定金額の十％をギルドに手数料として事前に支払わないといけない。先払いの理由は受注者が失敗してしまった場合や逃げ出した時を想定している。他国にある民間ギルドも基本的な構造は一緒だが、手数料の金額は国によって様々なのでギルドを利用する時は、下調べをしないと痛い目に遭うこともあるので注意が必要。


冒険者ギルドに登録するとギルド証を作成してくれる。これが身分証にもなるので、ギルド証の為に登録する人もいる。他国間においてはギルド間で情報共有はしていないので、国ごとでギルドは登録が必要らしい。ただし、他国での実績を考慮してギルド証は発行されるのが一般的なのでランクは維持できる。


バルディア領も冒険者ギルドはあるが、騎士団があるので討伐、駆除などの依頼は少ない。だが、アイテムや素材採取の依頼は多いので、のんびり暮らしたい冒険者が多いらしい。


「長くなりましたが、こんなもんですかね？」


「うーん……話だけ聞くと冒険者ってギルドに引かれるものが多そうだけど、儲かるの？」


「実力があって、ダンジョンにいけるなら結構良いらしいですよ。国によっては、一部のダンジョンを常に開放出来るように、コアに与えるダメージを計算している所もあるそうです。マグノリアではリスクが高いからしていないみたいですけどね」


なるほど。将来的なリスクも考えると冒険者登録もいずれしてランクを上げておいたほうがいいかもしれない。そんなことを思いながらルーベンスとの訓練は無事に終わった。


「リッド様、お疲れ様でした。どんどん上達していますから、将来が楽しみです」


「うん、ありがとう。その将来が近づくまでにはちゃんとディアナと結婚しておいてね」


「な、なな!!　だから、その話はしないでくださいって言っているじゃないですか!?」


ルーベンスにはディアナという思い人がいる。幼馴染で同じ騎士団に所属している美人だ。前回、ルーベンスをこの件で茶化したことがディアナに知られて怒られたのだが、だからこそ言える。


この二人はお互いに好きなのに、空回りしているまさに典型的な「幼馴染属性」なのである。


「大体、なんでそんなに自信がないかな……絶対にディアナはルーベンスに気があるよ？」


「そんなわけないじゃないですか!?」


「なんで？」


「だって俺、朝起きるのが苦手なので、ディアナがいつも起こしに来てくれるんです。でもその時必ず『いつまでも私が起こしてくれるなんて思わないでね。私もいつか結婚するんだから!!』って言われますし……」


「……」


「あと、お昼の時間帯も俺に弁当作ってきてくれるのですけど、その時も『いつか、夫が出来た時の練習だから、あんたの為じゃないからね』って言われるのですよ!!」


「……」


「確かにリッド様の言う通り俺はあいつが好きです。俺が騎士になったのも、子供のころにディアナを絶対に守れる騎士になってみせるって約束したからなのです」


「……」


「俺、たまにディアナの両親を交えて晩飯食べるんですけど、ディアナの両親からは『早く結婚したら』って言われます。でも、ディアナに『ルーベンスはただの友達!!　晩御飯を多く作り過ぎただけだから』って言われるんですよ!!」


「……」


「そんなあいつが俺のことを好きなわけ、ないじゃないですか!?」


「……」


僕は何を聞かされているのだろう？　惚気のろけか？　ルーベンスは馬鹿なのか？　ディアナが不憫ふびん過ぎる。いや、ルーベンスの性格を理解してやってしまっているディアナにも問題があるのか？　あまりにもルーベンスが言ったことに対して衝撃がありすぎて、頭が混乱してしまう。


「……ルーベンスとディアナってなんか二人だけの思い出の場所とかある？」


「……？　ありますよ。おれがあいつを守る騎士になってみせるって約束した場所があります」


幼馴染の呪いか何かだろうか？　僕はとんでもない地雷を踏んでしまった気がしてならない。


「そこに、ディアナとデートで行って告白すること。絶対だからね？」


「そんな!!　なんで、そんなことをリッド様がお決めになるのですか!?」


ルーベンスは目に涙を浮かべている。彼もなかなかの美形なのでメイド達が見たら喜ぶかもしれない。だが、彼の様子を見ていると何故、僕がこんなことで悩まないといけないのか？　少し、馬鹿らしくなってきた。その時、つい思ったことを口に出してしまった。


「騎士のくせにうじうじしない!!　大体、ディアナが可哀想だよ。ちゃんとルーベンスの気持ちを伝えなよ」


「……え？」


「ディアナの性格を一番知っているのは、ルーベンスでしょ？　じゃあ、ディアナの言葉の真意を考えなよ」


「……」


ルーベンスは何か思い当たる節でもあったのか、急に思慮深い顔になり考え込んでいる。てか、ここまで言わないとダメなのか!?


「はぁ～……思い当たることがあるなら、デートして約束した場所の前でちゃんと気持ちを伝えなよ？」


「……わかりました」


これで告白しなかったら僕、ルーベンスが嫌いになりそう。げっそりと疲れた僕は次の授業に移動するのであった。武術が終わると今日はマナー、歴史、算数、ダンスなど様々な授業を受ける。全部が終わるぐらいに夕食の時間になる。夕食は出来るだけメルと一緒に食べるようにしている。


夕食をメルと食べる時は今日の出来事を話し合うのが日課だ。でも、ルーベンスの話だけは控えた。話すだけで疲れそうだったから。


夕食が終わると僕は書斎に行って宿題や調べ物をする。メルが寝る前に絵本を読んでほしいと来るときもある。その時はメルに絵本を読んだりする。


この世界のお風呂はお湯で濡らした布で体を拭くのが主流だ。お金をかければ風呂を用意することはできるが、いまは我慢と諦めている。将来的には改善したい部分だ。


そうして、今日が終わっていく。近々、父上もクリスも帰ってくるだろうから、また忙しくなる。


そう思いつつ、僕は眠りに落ちていった。


ちなみに後日、ルーベンスはディアナに告白して無事「付き合う」ことになったらしい。


……さっさと、結婚まで突き進めばいいのに。







魔力数値


「うーん、どうしたらいいかなぁ……」


僕はその日、ああでもない、こうでもないと、屋敷の裏にある人目につきにくい場所で悩んでいた。


考えていたのは「魔力の数値化」である。ゲームで言うなら「ＭＰ数量」になるものだ。


サンドラの授業での中でいつも感じていたことが「魔力量」というのが、あやふやなのが気になってしょうがない。それに、母上に新しい薬を投与するとなると父上を説得しなければならない。


サンドラがいるから説得力はあると思けど、さらにもう一押し欲しい。


うーんと首をひねりながら悩んでいると「ゴロゴロ……」と雷雲が空を覆い始めていた。


「雨降りそうだな、屋敷に戻るか……」


僕が呟いた矢先に、土砂降りの雨が降り始めた。あまりに急だったので屋敷に入るのが間に合わずにずぶ濡れになってしまった。屋敷に戻ると、僕のずぶ濡れ姿を見てメイド達が目を丸くした。


「アハハ……、濡れちゃった」


「キャー!!　リッド様、そのお姿だと風邪ひいてしまいます、すぐにタオルをお持ちします。あと、お風呂をすぐに準備致しましょう!!」


屋敷にいたメイド達がバタバタと走り回る。タオルで体を拭いている間にお風呂の用意が出来たようで、すぐに案内される。


「おお、久々のお風呂だ」と感動して久しぶりにお湯に浸かった。


「ふぅ～、気持ちいい」とつい呟いてしまうのはご愛敬だ。


「この世界だとお風呂は貴重だし高価だから遠慮していたけど、やっぱりいいなぁ」


お風呂に浸かりながら、雨に濡れて冷えた体を温める。


「それにしても、すごいお風呂だよな」


今回のお風呂は、なんと僕の部屋の中に設置されてある。普段はタオルで体を拭くことしかできないので屋敷に浴槽のある部屋がそもそもない。なので、お風呂に入るとなると持ち上げて移動できる浴槽を部屋に持ってくるのだ。もちろん、マットのようなものを置いて下が汚れないように工夫もしている。


「すごいよなぁ、このお風呂どれぐらいの量のお湯を使っているのかな」


両手でお風呂の中のお湯をすくい、顔を洗う。


そういえば、この世界の数値の規格って前世と変わらないんだよね。他国はどうか知らないが、マグノリア全土においての長さの単位は統一されている。前世でも馴染み深い「メートル」である。さらに水量においては「リットル」である。


「不思議だけど、深く考えてもしょうがないしね」とそんなことを考えている時に「ある閃き」が生まれる。


「そうか、これならいけるかも!!」


僕はお風呂から上がると、体を拭いてすぐに着替えた。そして、急いでガルンがいる場所をメイドに聞くと、その場所に移動した。


「リッド様は、ライナー様のご子息、つまりバルディア領を継ぐお方です。いくら大人顔負けの知識をお持ちでも、年端もいかない子供なのですぞ。もう少し、お体を大事になさってください。良いですね？」


「……はい。ごめんなさい」


ガルンは僕の顔を見るなり、「聞きました。雨でずぶ濡れになったそうですね」とお説教を食らったのだ。彼の話術は見事だった。


「ごめん。急いで試したいことがあってお願いしたいことがあるんだ」


「そうですか。ではまず私のお願いを聞いてください」


「うん、なに？」


「黙って、執事の苦言をお聞き入れください」


「……」


そんな流れで僕はいまガルンのお説教を聞いている。でも、お風呂で閃いたことを試すためにはガルンの力が必要だ。だから、お説教も怖くない。そんなことを考えていると、ガルンが説教を止め、怪訝な顔で目を眇めながら僕を「じーっと」見ていた。


「な、なにかな？」


「リッド様、私の話を聞いていませんでしたね？　ではまた初めから……」


ノォー!!


それからしばらく、ガルンのお説教は続いた。終わる頃には二度とずぶ濡れにならないようにしようと誓った。


お説教が終わるとすぐ、ガルンにある重要なお願いをした。


「水が一リットルだけ入る容器が欲しい!!」


ガルンは僕の欲しがった容器の意図がわからず不思議そうな顔をしたが、すぐに表情を戻す。


「わかりました。屋敷内に確かあったと思いますので、お部屋で少々お待ちください」


「うん、ありがとう。じゃあ、部屋でおとなしく待っているね」


「おとなしく」という言葉にガルンは「少しは通じたかな？」という感じで顔を微笑ませると、容器を用意するためにその場を後にした。


僕はガルンが来るまで部屋で本を読みながら待っていた。少しすると、部屋にガルンが「一リットルだけ水が入る容器」を持ってきてくれた。


「ありがとう。すごく助かるよ」とお礼を言うと、ガルンは軽く頭を下げて部屋を出て行った。


「よし、やるぞ」


僕は気合を入れると雨が止んだ外に出る。もちろん、雨が降ってもすぐに雨宿りできる場所だ。


容器を自分の足元に置くと、僕は魔力変換を行い、魔法を発動させる。その魔法はただ水が出るだけ。水の魔法を使うには、水属性の素質が必要だが僕は全属性持ちなので問題ない。


魔法で出した水で容器がいっぱいになると、それまでに魔法で自分が出した魔力の感覚を思い返す。もう一度同じことをするために容器に溜まった水を捨てる。そして次は、また同じように魔法を発動させるが今度はより明確にするために魔法名を設定する。


魔法名は一リットル。


その後、魔法一リットルを何度も練習して、ようやく「一リットルだけ水を出す魔法」を完成させた。


言葉だけで言うと簡単に聞こえるが、決まった分量だけ正確に出すというのは案外難しい。


多くても、少なくてもだめ。何回やっても丁度になるように発動できるようにする。


この世界にはないけど、蛇口をひねって水道の水を出す。その水が一回で一リットル丁度になるように蛇口を閉める感じだ。やってみるとわかるが、一回だけの挑戦で丁度にするのは非常に難しい。


「よし。水魔法一リットルが完成した。次は一リットルを十回発動だ」


僕は、新たに完成した水魔法を十回行う。


自分の中にある魔力がどの程度減ったのかという感覚を掴もうとする。そして、水魔法を再度十回使い、また感覚を掴もうとする。ひたすら同じことを繰り返す。そして、息切れするまで繰り返した。


「はぁはぁ、大分魔力を使ったな。でも自分の中で魔力量を掴めてきたぞ」


僕は次のステップに進む。今まで掴んだ感覚を数値化する。つまり水魔法一リットルは魔力数値にして「一」であると仮定。それを一度に十回したので減った魔力量をさらに「十」と仮定する。


そして減った時の感覚を思い返す。水魔法を完成させてから発動した回数は九百八十回。


つまりこの計算方法だと僕の魔力量は九百八十以上になるはずだ。


何度もしたが感覚的に減った魔力量は一緒だった。つまり、魔法ごとに使う魔力量は決まっており、何かしらの法則があるということだ。僕はさらにこの感覚を研ぎ澄まし、「特殊魔法」として創作を始める。






魔法名：「魔力測定」


効果：自分自身と視界に入る特定範囲の他者に宿る魔力量を数値化。






……簡単だけどこんな感じかな？


あとは魔法を使った回数、魔力が減った感覚をしっかりとイメージする。そして唱える。


「魔力測定」


……何も起こらないと思ったその時、頭の中に声らしきものが響き数値がアナウンスされる。


（自：魔力数値八十）


「おお!!　頭の中でなんか聞こえた!!　……魔力数値八十って言っていたよね？　もう一回してみよう、魔力測定!!」


（自：魔力数値六十）


「すげぇ、またちゃんと聞こえた。成功したとみてよさそう。やってみるもんだなぁ!!」


でも魔力測定って一回に二十使うのか。発動ごとに水二十リットル分の魔力を消費する。


少ないのか、多いのかよくわからない。色々試したいとは思ったけど、体力がそろそろ限界だ。


「はぁ……今日は頑張り過ぎたかも。もう限界だ……部屋に戻って休もう……」


その日、僕は部屋に戻ると気付いたら寝てしまっていた。







型破りな神童


「……もう一度お伺いしてもよろしいですか？」


サンドラは怪訝な表情で僕を見ていた。今日はサンドラが来る日だったので、訓練場近くの黒板のある部屋で話したいことがあると伝えた。僕は、先日創作した魔力測定について説明したのだけれど、うまく伝わらなかったらしい。


「ええと、魔法を発動するときに使用する魔力数値を調べたかったから、魔力測定っていう魔法を特殊魔法で創作したのだけど？　わかるかな？」


「考えることが、常識を突き抜けていますね……」


彼女は額に手を当てながら、首を横に振っている。さらに、心を落ち着かせるためか、深呼吸まで始めた。


「わからないけど、わかりました。リッド様、魔力数値を測定できる魔法ですが、どうやって創作したのですか？」


「それはね……」


僕はサンドラに「魔力測定」の創作に至るまでの経緯を説明した。水の計量にヒントを得て、決まった数量の水を生成する魔法を開発。その魔法を発動することによる魔力数値を基本として仮説を作り、イメージを固めた結果できた。


もちろん改善の余地はあると思うが現状であれば、魔力枯渇症に対して新たな薬が効くかどうかの確認にはなると思う。


サンドラはずっと僕の話を眉間に皺を寄せながら聞いていた。聞き終わると、両手で顔を覆った。






「リッド様は天才ですね。そんな発想考えたこともありませんでした。というか水属性素質もお持ちだったのですね」


「う、うん。そうみたい、なんか出来るかなって思ったら出来ちゃった」


「……普通、そんな簡単に出来ませんよ」


全属性の素質を持っていることはまだ秘密にしている。でも、思ったより彼女の反応が鈍い。どうしたのだろう。


「ふぅ、いいですか、リッド様。今後はその魔法は当分、口外禁止です。リッド様が魔力測定を使えるなんて広まったら、恐らく帝都に連れていかれますよ？」


「……それは、嫌だな。でもなんでそこまで？　僕自身、閃いた瞬間は驚いたけど、気づけば誰でもできそうだよ？」


実際していることは簡単なので、水属性素質のある研究者が行えば恐らく出来たはずだ。何故、ここまで彼女が警戒するのか、ちょっと気になった。


「はぁ……リッド様の感覚はちょっとずれていますね……。まぁ、それは私にも少し責任があるかも知れませんね。わかりました。一般的な人達について説明致しましょう」


「……一般的な人って、僕に一般じゃないみたいに言わないでよ……」


サンドラは僕の言葉を聞くなり、また「はぁ」とため息を吐いた。面と向かって、ため息を吐くのはちょっと失礼じゃないかな？　彼女はおもむろにポケットからケースを取り出しその中にある眼鏡をかけて先生モードになり説明を開始した。


「まず、一般的な人達を平民としましょう。まず、平民は魔力変換が出来る人がほとんどいません。つまり、魔法を扱える人は平民ではまずいないと言っても良いでしょう」


「え？　でも最初の魔法の授業で『だれでも魔力は持っているから修練すれば誰でも可能』と言っていたよね？」


「はい。ですがそれは『修練をしたら』の話です。そもそも、魔力変換の知識については冒険者や騎士、魔法使いなど戦闘が身近にある者ぐらいしか知りえません。その為、魔法が使える平民というのはあまり存在しないのです。いるとすれば、父母がもとから知識を持っていて、それを子供に教えるとかしない限り難しいでしょう」


なんてことだ、せっかくのファンタジーの世界なのに一般社会には魔法があまり使われていないのか。


でも、魔法が一般的な存在として認められているけど、使う為には面倒くさい修練が必要ってわかっているとしたら、使おうとする人は少ないのかもしれない。人間は楽なほうに流れるし、面倒くさいことはしたくないものだ。前世の記憶では、僕も筋トレとかしても、すぐにさぼったし。


「うーん、なんとなくわかったけど、サンドラ先生みたいに魔法の研究している人はさすがに魔力変換出来るでしょ？　知識と魔力変換が使える人材は沢山いると思うけど違うの？」


「それは私が、リッド様の先生だったせいで誤解を与えたかもしれませんね。確かに、魔法研究を行うにおいて、魔力変換が出来ることは最低限必要です。ですが、リッド様ほど高度な魔力変換や操作を行える人はよほどの天才か、数十年の修練を積んだ努力家ぐらいでしょう」


僕はサンドラの言っていることが少しずつ分かってきた。つまり、この世界において魔法は生活必需品ではない。その為、冒険者、軍隊、研究、戦闘など、それに準ずることに関わるものしか、使うことはないということだ。


「魔法研究者であっても、そこまでの魔力変換や操作の技術は求められません。私が最初にお見せした魔法。あの程度が使えれば十分なのです」


「な、なるほど」


「悔しいですが、私でも『水を一リットルだけ正確に生成する魔法』なんて、創ろうと思って創れるものでもありません。水の属性素質もないですし。それに、使用した魔力量をリッド様のようにしっかりと感覚でとらえて、明確にイメージするなんて『天才かつ努力家』にしかできませんよ？」


うーん。リッド君は魔法関係も思った以上にハイスペックだったのか。


でも、確かにサンドラの言う通り屋敷で魔法を使っている人を見たことがない。皆「使わない」ではなく「使えない」だったわけだ。


「リッド様は元々、才能をお持ちだと思っていましたが、ここまでとは思いませんでした。才能を努力で磨いた結果と常識にとらわれない発想力で『型破りな神童』という感じですね。どうですか？　少しは認識できましたか？」






「……僕が『型破りな神童』なのかどうかはともかく、魔法があんまり生活に使われていないことは分かった気がする。でもそれなら、サンドラ先生はどうなの？　僕より魔力変換が出来て、操作も出来るんだよ？　僕だけが特別じゃないでしょ？」


僕が『型破りな神童』ならサンドラ先生もその扱いになってしまうはずだ。それなら、帝都に招致されて……そう思った瞬間、ハッとして恐ろしいことに気付いてしまった。


サーっと顔から血の気が引いていく。サンドラの顔を恐る恐る覗くと、ニコリと明るい笑顔をしている。だけど目が笑ってない、異様な笑顔につい後ずさりしてしまう。


「……そうです。だから、私は帝都の研究所において所長という立場に抜擢されたのです」


サンドラはゆっくりと僕に近づくと耳元に顔を近づけてから、静かにとても冷めた声で呟いた。


怖くて背筋がぞっとする。彼女は青ざめる僕の顔を見ると笑みを浮かべて、おどけた様子で話を続けた。


「まぁ、やっかみと策略ですぐに潰されてしまいましたけどね。実は私、こう見えて天才として帝都に招致されたのです」


サンドラ先生はそういうと。右手の拳を頭に乗せ、ウィンクをしつつ首を少しかしげて、ペロッと可愛く舌を出した。いわゆるテヘペロのポーズをした。


その瞬間、なんか唐突に理解した気がする。


「……サンドラ先生、遅かれ早かれ僕が『型破りなことをする』と思っていましたね？」


「正直、もう少し、いえまだまだ先の話だとは思っておりました。リッド様の才能を磨き続ければすごい事になる。そう思ったら、リッド様の成長が楽しくて、楽しくてたまりませんでした。研究対……ではなくそばでずっと見守るつもりだったのです」


いま研究対象って言おうとしたよね？


まぁ、いいや。サンドラ先生は僕の指導を初めてした時から、すごい原石だと思って色々丁寧に教えてくれたのかもしれない。彼女の顔を見ると、ニコニコした笑顔で僕との会話を楽しんでいる様子が窺える。


「大丈夫ですよ、リッド様。『世の中、出る杭は打たれますが、出過ぎた杭は誰にも打てません』常識に囚われず、突き抜けてしまえば良いのです!!」


サンドラは話をしながら右手の人差し指を伸ばし、高らかに上を指差すポーズをしている。


何故か彼女の背中に渦巻く螺旋らせんが見えるような気がする。気のせいだと思うけど。


「はぁ……常識を突き抜ける事をわざわざする必要はないと思うけど、これからの魔法作製は情報漏洩ろうえいにも気を付けるよ」


「ええ、そうしてください。情報が広まり過ぎるとライナー様でも手に負えなくなる可能性がありますから」


彼女と話した内容をまとめると。僕は『型破りな神童』扱いされる能力を持っているらしい。甚だ不本意だけど。その能力がばれると現時点でも何かしらトラブルになる可能性が高い。


「ふぅ……今後も出来る限り、悪目立ちしないように気を付けるよ」


「ええ、是非そうしてください」


僕が型破りな事をしたと認識出来た様子を見て、サンドラはにこりと笑った。


でも、サンドラはこうなることが事前にわかっていたのだから、もっと早く教えてくれてもよかったのでは？　と思ったが伝えるのはやめた。


多分、『面白いから』と言われそうだ。


「リッド様、その通り面白そうだったからです」


「こわ!!」


「ふふ、リッド様はとてもわかりやすいのですよ？」


サンドラは微笑みながら、心を読んでくる。そんな彼女に僕は青ざめて戦くのだった。


◇


サンドラから魔力測定の取り扱い、特に情報漏洩については気を付けるように苦言を呈されたが、有用性についてはすぐ理解してくれた。それから早速二人で、魔力回復薬の粉末と錠剤作りに取り掛かる。


「いまはまだ月光草しかありませんから、相乗効果とかも狙えません。とりあえず、月光草を生で食べる。乾燥させて粉末にする。ゆでて食べる。を順番に試して一番効果がある方法を探しましょう」


「……わかった。やろう」


月光草はえぐみが強くてまともに食べられるものじゃない。だが、「母上のためだ」と意気込み実験に取り組んだ。


その日、一日かけて取り組んだ結果。






・月光草を生で食べる：魔力回復効果＝二十


（生で食べるのはえぐみが強すぎてきつい。だが、頑張ればいける。おかわりは絶対いらない）






・ゆでて食べる：魔力回復効果＝十～三十


（無理、一番無理。ゆでた結果、えぐみに臭いも加わってまず、げんなりする。そして、草の養分が溶け込んだ汁も飲まないといけない。汁を飲み干さないと効果が下がる）






・乾燥させて粉末にする：魔力回復効果＝五十


（一番飲みやすくて効果も高かった。粉末は水で一気に飲み干せば大丈夫。でも、口の中で広がると、生で食べるよりきついかもしれない。サンドラに飲み方も関係あるかもしれないから、すぐ飲まずに口の中で転がして。と言われた時の僕は真っ青だったはずだ）


◇


「うん、とりあえず、粉にしてから錠剤にすればナナリー様でも大丈夫そうですね。お疲れ様です。リッド様。」


「……サンドラ先生、この御恩と恨みは忘れませんからね。うっぷ……」


サンドラは僕が薬を飲むときに毎回、目をキラキラさせていた。そして、「味は、味は？　味はどうおいしい？　私の愛情を入れたのよ？」とかめちゃくちゃおどけて楽しんでいた。一方の僕は、それに反応出来ないぐらい月光草のまずさに顔が真っ青になっていた。もしこの味のまま、ドリンク剤とかになったら魔力回復と同時に体力とやる気が削られて、役立ちそうにない。


絶対、味にこだわる様に指示、いや命令を下そう。僕はそう心に誓った。


「あ～、そんなふうに仰るなら教えてあげません」


「なんですかそれ。何を教えないのですか？　……うっぷ」


結局、サンドラは何も教えてくれなかった。


「どうせ、今日明日にはわかるでしょうから」とかなり楽しそうな笑顔をしていた。


嫌な予感しかしない。だが僕もそこまで突っ込む気力がない。そんな、僕の様子をみるとサンドラは意地悪そうな笑みを浮かべヒントをくれた。


「う～ん、そうですね。メルディ様に話をきけばわかると思います。一度話をしてみてください」


「え？　メルに？　この場にいないのに？」


「はい。多分、メルディ様が一番わかるかと」


僕がわからなくて、メルがわかることってなんだろう？　そんなことを考えていると、サンドラは「では、今日はこれで失礼致しますね」と帰っていった。


なんだったのだろう？　そう思いながら、訓練場から屋敷に移動すると偶然にもメルが出入口で迎えてくれた。僕は「メル、ただいま」と声をかけていつも通りハグの姿勢をする。


「あ!?　にーちゃま!!　おかえりなさ……!?」


「……ん？」


メルが僕に駆け寄ってくる途中で「ピタッ!!」と動きが止まった。


「メ、メル？」


名前を呼びながら、恐る恐る近づくとメルは後ずさりして離れる。そして、メルの目元に涙が溜まり溢れて頬を伝う。可愛い顔がくしゃくしゃに歪む。僕は何事かと動揺したその時、メルが屋敷中に響くほどの大声で叫んだ。


「にーちゃま、くさい!!　こんなくさいにーちゃまは、メルのにーちゃまじゃ、ないの!!」


「なっ!!」







    
  
  




メルは思いっきり叫ぶと僕に背中を見せて逃げ出した。メルはみるみる遠ざかっていった。メイドのダナエが苦笑しながら、僕に一礼してメルの後を追いかける。その様子を見て、少し茫然としてからハッと気づき周りを見渡すと、メイド達は皆遠巻きに離れて苦笑いをしている。


その時、鼻と口元をハンカチで押さえたガルンがやってきた。


「リッド様、大変申し訳ありませんが、その香りはいささかきつすぎます。まず、お屋敷の外で水浴びをするのがよろしいかと。その後、お風呂を用意致しましょう」






「わかった。まず、水浴びをしてくるから、その間に風呂を用意しておいて……」


屋敷の外で水浴びしながら、僕は屋敷の外であるにもかかわらず、怒りのあまりに叫んでしまった。


「サンドラァアアアア!!」







父と子


その日、父上とクリスが帝都から帰って来た。父上はいつも通りだったが、クリスは憔悴しょうすいしきっていた。


「リッド様、私は全力で頑張りました……」


帰ってきてからの第一声は小さい声だったが、クリスの顔は力強く自信に満ち溢れていた。だが、緊張の糸が切れたのか、屋敷で倒れて寝込んでしまった。少し慌ててしまったが、クリスを客室のベッドに寝かせてすぐさま医者を呼んで診てもらった。診断結果は疲労によるものでしばらく寝たらよくなるだろうと言われてひとまず安心した。


「皇后陛下に気に入られて、ずっと商談していたからな。道中も私がいるせいで、休むこともままならなかったのだろう。うちの客室でしばらく眠らせてやりなさい」


父上はクリスの診断結果を聞くと、メイド達に客人として扱うこと。クリスティ商会に事の次第を連絡するよう、ガルンに指示を出した。


「リッド、お前にも話がある。この後、執務室に来い」


「承知しました。今からご一緒してもよろしいでしょうか？」


「わかった。では行こう」


クリスを寝かした客室から出ると、メルが出待ちしていた。


「ちちうえ、おかりなさいませ!!」


「うむ」


ペコリと頭を下げて、挨拶するメルに父上は表情を変えず、耳を真っ赤にしていた。


「エルフのおねえさん、だいじょうぶ？」


「うん、疲れていただけだから、今はベッドで気持ちよく眠っているよ」


「そうなの？　わたしね、エルフのおねえさんとおはなし、してみたかったの」


メルはクリスが眠っていると聞いて少し寂しそうだった。


「じゃあ今度、紹介してあげるね」


「ほんと？　ありがと、にーちゃま!!」


「ゴホン、そろそろいくぞ」


咳払いをした父上は先程まで耳が赤かったのに通常に戻っている。というか少し睨まれている気がする。


「はい、父上」と返事をしてメルに「またね」と言葉をかけると、今度こそ執務室に父上と二人で入室した。執務室には書類作業用の机と来客時に対応するためのソファー＆テーブルのセットがある。


「今日はこっちに座れ」とソファーに促される。父上もソファーに座ったのでテーブルを挟んでお互いに正面に座る状態になった。


「今回の帝都は少し疲れた」


「公務、お疲れ様でございます」


「うむ、先の手紙は読んだか？」


「はい、重要な話があると記載頂いておりました」


父上はソファーの背もたれに寄りかかりながら、僕を無表情で見ている。何か、探られているのだろうか？　父上に声をかけようとすると執務室のドアがノックされる。


「入れ」父の返事に入って来たのは、紅茶を持ってきたガルンだった。


「失礼します、紅茶をお持ちいたしました」


僕と父の前にはガルンが置いてくれた紅茶が湯気を立てている。


ガルンが紅茶を置いている間も何も言わず、僕の様子を観察していた。なんなのだろう？


紅茶を置き終えると、部屋からガルンが出ていこうとするが父上が呼び止めた。


「ガルン、お前の意見が聞きたいこともある。そこで、今からする話を一緒に聞いてくれ。あと、しばらく私達以外は執務室には誰も入らないように指示を頼む」


「承知致しました。すぐ周知して参ります。少しお待ちください」


ガルンは他のメイド達に指示をする為に一旦、執務室を出て行った。また、僕と父上の二人だけで、重い雰囲気が流れる。


「リッド」


「は、はい」


「お前は、何故ここまで人が変わったのだ？」


「え？　ど、どういうことでしょうか？」


「さっき、私はお前に対してそれなりの圧をかけていた。いまもそうだ。だが、お前はびくともせず私を見ている。到底、年端もいかない子供の所業とは思えん。それに献上品の件もそうだ。あのような知識が記載されている本はこの屋敷にはない。説明できるか？」


今まで、こんな話をしたことがない。父上にここまで、突っ込まれるとは思っていなかった。


僕は必死に何を言うか、どうやって切り抜けるべきかを考えた。


ひたすら考えた結果、諦めた。父上のような猛者に適当なこと言ってしまえば、行動制限もかかりそうだ。ここは素直に話そう。そう決めた時、ドアがノックされる。ガルンが戻ってきたのだ。


「ライナー様、家の者に周知して参りました」


「わかった。さあ、リッド。話の続きをしよう」


ガルンは無表情でドアの前で待機している。僕は深呼吸をして話す決意をした。






「荒唐無稽こうとうむけいに感じるかもしれませんが、すべてお話しいたします。ですが、よろしければガルンに席を外してもらっても良いでしょうか？」


「何故だ？」


「父上にはすべてお話しいたしますが、私のお話を聞いたうえで父上に、ガルンにも伝えて良いかご判断願いたいのです。それが無理なら私は口を閉ざします」


前世の記憶が蘇り、リッドの記憶と交じった結果が今の僕だ。前世の記憶から得た知識は世界を変えてしまう可能性があるなんて話は、まず信じてもらえないだろう。それでもこの情報を与えていいのは父上だけだと思う。


「わかった。ガルン、すまんがお前も席を外してくれ。話が終わり次第、再度声をかける」


「承知致しました」


ガルンは一礼して、執務室を後にした。


「さて、ここまでしたのだ。話してもらうぞ。お前の秘密とやらを」


父はおもむろに机に置いてある紅茶を口に含んだ。視線だけは僕から逸らさずに、言葉を待っている。僕はそんな父に慎重に言葉を紡いでいった。自分が庭で倒れたあの日、ベッドで目が覚めると、別世界の人間で過ごしていた前世と思える記憶が蘇った。


前世の記憶と僕の記憶が交ざりあい、新たな僕というリッドが生まれた。


この世界で過ごしていたリッドよりも前世の記憶のほうが経験や人格が出来上がっていた為、人格のベースとなったのは恐らく前世の記憶である。だが、リッドの記憶や感情がないかと言われればそうではない。


リッドとして妹メルディにしてしまったことへの罪悪感。屋敷のメイド達にしてしまったこと。何よりも死に向かっていく母上に対して何も出来ない無力な自分を呪っていたあの日々の記憶。だからこそ、母上やメルを必ず守りたいという意思が強いのだと話をした。リッドとして父上を尊敬していたことも伝えた。リッドの記憶を遡さかのぼると父、ライナーのようになりたい。なるのだというとても強い思いもあった。


だからこそ、何もできない自分に絶望して、心が荒んでしまいリッドは自暴自棄になったのだと思う。ライナーは、父上は黙って僕の話を聞いていた。そして無言の時間が流れて、少し経つとおもむろに父は呟いた。


「……すまなかった」


厳格である父上が僕に目の前で頭を下げている。その姿に驚いて慌ててしまった。


「ち、父上、頭を上げてください！」


ライナーは頭を下げたまま話を続けた。


「妻のナナリーが病で寝込み、それと合わせてリッドがだんだんと荒れていく姿を見ていたのにもかかわらず、本人の資質だと決めつけていた。そして、リッドの心の中にそのような絶望があったとは知らなかった。いや知ろうとしなかった。もっと、お前と向き合うべきであった……父親失格だ」


「父上……」


なぜだろう。父上の言葉を聞いた時、安堵した気持ちが湧いてきた。それは、僕の存在に気付いてもらえたこと、ちゃんと愛してもらっていたということを知ることが出来たリッドの感情なのだろうか？　僕は気づくと涙が頬を流れていた。ハッとすると、涙を服の袖で拭った。


「父上、顔を上げてください。父上のお気持ち大変ありがたいです。その……正しい言い方かわかりませんが、私は幸せ者だと思います」


父上は僕の言葉に反応して顔を上げた。普段は無表情な父が神妙な面持ちで僕を見ていた。


すると、まるで「いないいないばぁ」のようで何だかおかしくて「プッ」と笑ってしまった。


「どうした？」


父がさらに神妙な面持ちになる。神妙になればなるほど普段とのギャップで笑ってしまいそうになる。


「い、いえ。すいません。普段、無表情でいる父上がそのように神妙な面持ちをされますと、その、あまりにも普段とかけ離れている雰囲気なので……プックククッ!!」


とうとう噴き出して笑ってしまった。その様子に父上は最初、ポカンとしていたが、「そうか、そうだな……ふふ」と自分の顔を想像したのか、僕の様子に釣られたのか笑い始めた。僕ら二人がこのように笑うのは多分初めてだろう。二人の笑い声は短くも、楽しそうな声だった。


「父上、大変失礼しました」


「よい、気にするな。折角だ、これからは二人だけの時はお互いにもう少し気を抜いて話そう」


ふとしたきっかけで二人して大笑いしたら、なんかお互いに悩んでいたことが小さく感じられて、部屋の雰囲気がガラリと変わった。なんだか、本音トークみたいな感じになっていた。


「承知致しました。でも、私の言葉をすべて信じていただけるのですか？」


僕の予想に反して父、ライナーは「前世の記憶」に関して一切否定しなかった。


「今のお前の行動を見ていると、話に合点がいくところが多い。むしろ、そうでなければ逆にお前のことを信じられん。それほどに、お前の行動は常識から逸脱しているからな」


「常識を逸脱……」


「ほかに何か話していないことはないか？」


「……あとは、前世の記憶でこの世界を疑似体験していたようです」


テレビゲームの概念がないこの世界で、伝わりやすい言い方を考えた結果「疑似体験」という言葉に行き着いた。


「疑似体験……？　夢を見るようなものか？　お前が今いる、私たちの世界を前世で近いものを体験していた、ということか？」


「はい、そして疑似体験で得た世界の知識とこの世界の知識は繋がっているようです」


「なるほど。それが、お前の型破りな知識の根本というわけだな……？」


紅茶を飲みながらライナーは、荒唐無稽にも思える子供の話を真剣に耳を傾けていた。その姿はどこから見ても、仲の良い親子に見える。


「はい、そのように思います。そして、事後報告になりますがその知識を使い、父上には内緒で開発した薬があります。それを、母上に服用していただきたいのです」


「……内容にもよるが、どんな薬だ？」






ナナリーのことになるとライナーの眉間に皺が寄り、普段の強面に近い表情になった。


「ええと、ですね。魔力回復薬です」


「ゴホッゴホ!!　……ゴホン、魔力回復薬だと!!」


ライナーは予想外の言葉に衝撃を受けて紅茶でむせかえってしまった。だが、魔力回復薬があればナナリーを助けることが出来る可能性がある。ライナーがずっと探し求めていたものだ。


「はい、私が原料となるものを仕入れて、サンドラに製作してもらいました。効果に関してもサンドラと開発した特殊魔法で魔力数値の増減が確認できました」


「特殊魔法で魔力数値の増減を確認だと……？」


魔力数値という聞きなれない言葉についてライナーは怪訝な顔をした。その後、僕の説明を受けて怪訝な顔の眉間に皺が寄った。この世界において魔力量を数値化して推し量る方法などなかった。それを、自分の息子と家庭教師が数値化に成功したという事実にライナーは呆気にとられて呟いた。


「サンドラが……」


サンドラが研究所を追い出された時、彼女の優秀さがどこかで何かに繋がるのではないかと思い手を差し伸べた。息子の家庭教師にすることで繋がるとは夢にも思わなかったが。


「……だが、魔力回復薬があればナナリーは助かる。礼を言うぞ、リッド」


ライナーは心からリッドに感謝して、頭を下げようとしたが僕は制止した。


「父上、残念ですが、この薬では完治はできません。この薬はあくまで延命です。治療薬は他にあります」


「な……!!」


言葉が出ない。不治の病と言われた「魔力枯渇症」。これの「延命治療」に使える薬だけでも大発見なのに、別の薬で治療薬があるという。それは、驚愕に値することだった。


「……その知識の来るところが、さっき言っていた疑似体験か」


「その通りです。父上」


「これは、ガルンにも話せんな……」


ガルンはバルディア家でもっとも信頼できる執事である。彼から情報が漏れることは恐らくないだろう。だが絶対ではない。秘密は共有するものが増えるだけ漏洩のリスクが高くなる。政治に携わるライナーは痛いほど知っていることだ。


「魔力回復薬の原料は『月光草』というものになります。ですが入手ルートは限られており栽培も出来ておりません。私としてはこの薬は母上が回復もしくは、治療薬が完成するまでは発表しないつもりです」


ライナーは僕の話を聞くと少し思案して問題点や解決策を考え、眉間に手を当てながら僕との打ち合わせを進めていく。


「確かに、価値が一般の知るところになれば奪い合いが起きて価格が高騰するであろうな。わかった、魔力回復薬の件は聞かなかったことにしよう。お前が勝手にやって、完成したら事後報告で持って来い。あと、我が領地で栽培など出来ることは事前に相談しろ。大体は許可できる。それから、月光草の仕入れはクリスからか？」


「はい。いまのところ唯一の仕入れルートです」


父上は少し考える様子をしてから言葉を続けた。


「ふむ。情報漏洩の原因は人だけではない。もし原料の『月光草』をバルディア領で仕入れているのが知られたら、必ず裏を探るものが出てくる。その点の対処は恐らくクリスだけでは難しいだろう。私も動こう」


「ありがとうございます。あと、治療薬に関してはもう少しお時間を下さい」


「わかった、妻のナナリーを救えるのであれば私も可能な限り力を貸す。よろしく頼むぞ」


「はい、承知しました!!　……一応、私からの話は以上ですね」


予定していなかったが、僕は心底父上に話せてよかったと感じていた。


これほど頼りになる存在が味方なのは凄く嬉しい。


そして、父としてリッド同様にその姿に僕も憧れるのであった。


◇


執務室にて父上と二人で「月光草」や「魔力回復薬」の話をあらかた打ち合わせをした。今後も必要になるだろうが、今はこれで十分だろう。父上も僕と同様の判断をしたようだ。二人だけで執務室で話すために退室させた、執事のガルンを呼んだ。


「ライナー様、お呼びでしょうか？」


執務室のドアがノックされ父が返事をすると、ガルンが「失礼します」と入室する。父上は空になった、紅茶のティーカップを差し出す。


「ああ、すまん。紅茶を再度頼む。紅茶を持ってきたら、そのまま我々の話し合いに参加してもらう、よいな？」


「はい。承知致しました。リッド様はいかがしましょう？」


「僕は大丈夫」


自分のティーカップにはまだ紅茶が残っている。それに、前世だと熱いのが好きだったのだけど、リッドになってからはぬるいほうが好みだ。


「承知致しました」ガルンは僕の返事に軽く一礼をすると、綺麗な所作で紅茶のティーカップを父上から受け取り、そのまま一旦部屋を後にした。ガルンが部屋を出、父上は僕の顔をみて少し遠い目をして話し始めた。


「しかし、ガルンにはリッドの事をいつか伝えねばなるまい。知らなければ情報漏洩は防げるが、連携がうまくいかなくなってしまうこともある。今後のお前の立場を考えれば無暗に話す必要はないが、味方は増やしていくべきだろう」


父上は無表情ながらも少し心配そうな声色をしていた。「リッドの事」というのは僕が前世の知識を持っているということだろう。でも、「今後のお前の立場」とは少し大げさな気がする。


「ガルンに対しては申し訳ないですが、最低でも魔力枯渇症の治療薬が出来るまでは伏せていようと思います。完成後はおりをみて判断するしかないですね」


「ふむ、その辺が妥当なところか」


魔力枯渇症に関わる情報は秘匿ひとく度合が高い。試薬品も出来ていない現時点ではまだガルンに話すべきではないだろう。


「それに、私の秘密を話さずとも、父上からガルンに情報漏洩の観点から話せないと伝えた上で、父上と私で秘匿情報を共有していると伝えておけば良いのではないでしょうか？」


ガルンは信用できる人物であり、察しも良い。恐らくここまで言えば、伝えたいことはわかるだろう。


「ふむ。それもそうだな。薬の件でガルンに指示が必要な場合は暗号を作れば良いか……わかった、それでいこう」


打ち合わせが終わり、少し時間が過ぎるとガルンが紅茶を持って執務室に戻ってきた。


父上は先ほど、僕と打ち合わせた「秘匿情報」について説明をした。ガルンは表情を変えないまま父上の話を聞くと最後に「承知しました」と僕と父上に一礼をした。その時、ガルンが少しだけ僕に対して嬉しそうに微笑んでいた気がする。


湯気で香り立つ紅茶を口に含み、喉を潤すと父上は帝都であったことを話してくれた。大体は手紙で事前に知らせてもらっていたことの再確認であったが、「クリスだけに茶番を行うこと伝えずに劇場を開いた」ことを聞いた時はクリスの手紙にあった「だまし討ちをされました」を思い出して思わず「このことか……」と呟いてしまった。


父上はその様子に少し怪訝な顔をしたがそのまま話を続けた。クリスを他国の貴族令嬢と知らずに、やたら噛みついたローランに対して皇帝から直々にクリスに対しての賠償金を命じたらしい。だが、クリスはそれを辞退。ただ、彼女はそれで終わらせるほど慎ましい女性ではなかった。クリスはその日、皇帝のアーウィンより、先日のローランが彼女に行った非礼の件で謁見の間に呼ばれた。皇帝から賠償金の話を持ち掛けられたが辞退。皇帝より、何かほかの望みはないか？　と尋ねられた。彼女は大勢の貴族に囲まれるなか、毅然として凛と響く声を出した。


「では、この場で申し上げたきことがございます。皇帝陛下よろしいでしょうか？」


「うむ。では、この場でクリスが申したことはマグノリア皇帝の名において不問とする。好きに申せ」


アーウィンは彼女が何かを考えていることを察して、あえて「すべて不問とする」と言ったのだ。


これでクリスは、この場においては皇帝と同等の言動が出来る状態になった。皇帝の隣には皇后のマチルダがいるが、クリスと皇帝のやりとりを見て、これから起きることに期待して目が爛々と輝いていた。


「では、申し上げます。誰にでも間違いはありますので賠償金は不要です。ただ、これからは噂を信じず、裏付けの取れた情報を基にお話をされたほうがよろしいかと。皇帝陛下の臣下で、栄えあるマグノリア帝国の貴族が自ら今回のようなことをしてしまえば外交場では他国に侮られ、国の汚点となります。マグノリア帝国の貴族の皆様には恐れながらその点を重々ご理解頂き、この機に己を顧みて反省をしていただければと存じます」


クリスの言葉は皇帝含めマグノリア帝国の貴族達を呆気にとらせ絶句させた。


貴族達が絶句する中、皇帝の隣の玉座に座っていた皇后のマチルダだけは扇子を開き、口元を隠して俯きながら、肩と体を細かく震わしていた。クリスはローランが行った行為は、マグノリア貴族全体の問題であると論点を大きくしたのだ。


皇帝の臣下で伯爵ともあろうものが、安易な噂を信じて他国の貴族令嬢に許されないほどの暴言を吐き、侮辱した。彼女はそれを、ローランに対して教育不行き届きだった、帝国貴族全体の問題であるとした。


通常なら国際問題にもなりかねない、帝国貴族全体に対する侮辱である。だが、ローランからの賠償金を彼女が辞退したこと。皇帝が宣言した「すべてを不問とする」という言葉。これにより、帝国貴族全体が商会を運営している程度の男爵令嬢に対して何も反論できない、手玉に取られた状態となった。帝国貴族の面々は男爵から公爵、辺境伯に至るまでのすべてが、「ローラン伯爵と同様に、仕事が出来ない貴族連中」の括りにされてしまったのだ。


クリスの言葉に、呆気にとられ絶句した貴族達は我に返ると様々な反応をした。


怒りに震える者。


笑いをこらえる者。


感心する者。


ローラン伯爵を睨む者。


帝国貴族の彼らからすればクリスは本来「吹けば飛ぶような小娘」だ。その小娘に手玉に取られる原因をつくったローランは、賠償金の時は怒りで顔を真っ赤にしていたが、いまはサーっと血の気が引いて真っ青になっている。ちなみに帝国貴族達の反応は「笑いをこらえる者」が大半だった。


「ゴホン!!」


大きな皇帝の咳払いが聞こえ、謁見の間にいる者、全員が皇帝に注目した。


「クリス、ありがたい諫言いたみ入る。我が臣下達の教育が足りず、大変辛い思いをさせ申し訳ない。この場を代表して私より謝罪させていただこう。申し訳なかった」


アーウィンは玉座から立ち上がり、ゆっくり歩きながらクリスに近づくと、頭を軽く……ではなく、九十度ぐらいまで思いっきり下げた。思いきりが良過ぎである。


謁見の間にいた貴族達には衝撃と動揺が走る。一貴族のミスにより皇帝に頭を下げさせるなど前代未聞だ。クリスはアーウィンのした謝罪の態度に驚き、内心動揺するがすぐ皇帝の異変に気付く。


肩と体を細かく震わして「プッ、クックククク……」と顔まで赤くして何かに耐えている。見方によっては、屈辱に耐えているように見えているかもしれない。現に離れたところにいる貴族からはそう見えただろう。


皇帝のその様子に、何かを察したクリスはその場で跪いた。頭を九十度ほど下げている、皇帝より低くなるように頭を垂れる。


「……皇帝陛下、悪ふざけが過ぎます」


クリスが皇帝にしか聞こえない、小さな声で皇帝に囁ささやく。


「す、すまん。だがクリスの言動が面白過ぎて笑いが我慢できなかったのだ。許せ」


二人だけのやりとりが終わると、皇帝は頭を上げ姿勢を正し、威厳のある声で叫んだ。


「この場のやりとりはすべて、最初に皇帝である私が不問とすると伝えておる。もし、私がした行動に、疑問や苦言を呈するのであれば己の過ちと認識して悔い改めよ。よいな!!」


謁見の間に会していた貴族達は皇帝の言葉に全員で跪き、「ハハッ!!」と返事をした。そして、皇帝は周りを見渡し、ローランを見つけると自ら彼に近づき声をかけた。


「ローラン伯爵、面を上げよ」


「は、はは!!」


先程の皇帝の下知により跪き、頭を垂れていた彼は急いで立ち上がった。アーウィンはそんな彼に、にっこりと黒い笑みをみせる。ローランは異様な圧を皇帝の笑顔に感じ後ずさりしたいと思うが、不敬になりかねないので必死に耐えた。


「ローラン伯爵、貴殿のおかげで私は皇帝の人生において、初めて人に頭を下げたぞ。頭を大勢の前で下げるとはこういう気分なのであるな。いや、私もまだまだ未熟だ。頭を下げられることはあっても、私自身が下げたことがなかったと気付くことができた。貴殿のおかげだ。礼を言うぞ？」


「い、いえ、滅相もありません」


ローランは全身から血の気が引いていくのを感じた。


「それで、貴殿は何をしておる？」


「は？」


「皇帝が頭を下げたのに、原因となった貴殿はクリス令嬢に頭を下げんのか？」


「い、いえ!!　今すぐに!!」


ローランは急ぎ、皇帝とのやりとりで、跪いたままのクリスに謝罪をしようとする。だが、クリスは容赦しない。右手をローランに向けて差し出して「止まれ」の仕草をする。


「いえ、皇帝陛下から身に余る心からの謝罪をお受けいたしました。誠に申し訳ありませんが、ローラン伯爵様からの謝罪はご遠慮させていただきたく存じます」


「フフフ、皇帝に頭を下げさせておきながら、自らは謝罪することもできぬとは、身から出た錆だの。ローラン伯爵」


「そ、そんなぁ……」


クリスと皇帝の言葉を聞いたローラン伯爵は真っ白な砂となりその場でサラサラと崩れさった。


実際はその場で膝から崩れ落ちて、がっくりしただけだが……。


クリスは皇帝陛下ににっこり笑顔をみせてから再度、跪いたまま凛とした声を発した。


「皇帝陛下、この度は他国の男爵令嬢の小娘が、栄えあるマグノリア帝国貴族の皆様に対して差し出がましいことを申しました。お許しいただければと存じます」


「良い。許す!!」


皇帝のアーウィンはうっぷんが晴れたように喜色満面となっていた。


◇


父上はクリスが帝都の貴族を手玉に取ったことをそれは楽しそうに話していた。さらに、ローランが貴族全体から睨まれたので当分は沈静化する。帝都の悩みが一つ減ったと喜んでいた。皇帝含め、謁見の間で堂々と立ち振る舞うクリスの姿は見る者を魅了したそうで、父上は「縁談の窓口になってほしい」と何人かから相談を受けたらしい。


「自分たちでしてくれ」と言ってすべて断ったそうだ。父上らしい。


「ゴホン、ライナー様、本題はまだでしょうか？」


熱が入り込み、父上が熱弁的になっていたので、ガルンが咳払いをして本題を促す。


「む……そうだな。帝都の話に力が入り過ぎたな。では本題に移ろう」


本題に移ると聞いてガルンは少しほっとしてようだ。確かに、話が脱線しすぎていた。


父上は一旦、息をのみ僕の顔を見つめると重い声でしっかりと言葉に出した。


「リッド、お前の婚姻が決まった」


「へ……？」


予想もしていない父上の言葉に間の抜けた声を出してしまった。だが、すぐに「婚姻」の意味を理解して疑問を投げつけた。


「縁談やお見合いなどではないのですか？」


「違う、婚姻だ」


「婚約や許嫁では？」


「違う、婚姻だ」


「……いつですか？」


「早ければ数ヵ月後だな」


父上は僕の質問の返事を終えると、おもむろに紅茶に手を伸ばした。


そして、紅茶を口に含み喉を潤している。


カタ、と父上が飲み終えたティーカップを置いた音がシーンとした執務室に響いた。


「……父上、そのようなお話は一度も伺ったことがないのですが？」


僕は子供ながらに眉間に皺をよせて、怪訝な顔で父上に問いかけた。婚姻とはつまり結婚ということだ。いくら貴族の子供とはいえ縁談、婚約、婚姻の手続きを踏む。そして、婚姻の手続きが終わったら結婚式を行うのが普通だ。それに、僕はまだ年端も行かない子供だ。帝国の法律上は特例がない限りは僕の年齢では婚姻出来ないはず。それなのに、数ヵ月後に婚姻なんてどういうことだろうか？　リッドの記憶を遡っても、この話は聞いたことがない。


「そうだな。私も今回、帝都に行って初めて皇帝陛下から聞かされたのだから、お前も知る由もないだろう」


「へ……？」


思いがけない言葉にまた間の抜けた声が出てしまった。父上も今回、帝都で聞かれたとはどういうことだろうか？


「相手は同盟国レナルーテ王国の姫君だ。つまり、国家間の関係を強化するための政略結婚となるために『特例』が用いられる。そして、婚姻後、姫君はこのバルディア領に移り住むことになる」


他国の姫君が王族同士で繋がらずに何故、辺境伯に降嫁されて嫁いでくるのか？　疑問がいくらでも湧いてくる。


「ガルン、お前にはレナルーテの姫君を屋敷に迎える準備を急ぎしてくれ。場合によっては別館も準備せねばならん」


父の言葉を聞いてガルンは少し思案すると「一つ、よろしいでしょうか？」と父に質問を投げかけた。


「まず、他国の姫君をお迎えするには残念ながら、こちらのお屋敷では少し手狭になるかと。それに、レナルーテとマグノリアでは文化が違いますゆえ、屋敷の造りも大分異なります。差し出がましいようですが、マグノリア帝国の辺境伯として、他国の姫君を妻にお迎えになるのであれば、別館をご用意したほうがよろしいと存じます」


父上は「ふむ」と口元に手を置き、ガルンの言葉に思案するとすぐに答えを出した。


「わかった。それであれば、別館を用意しよう。建築費用は国にも出させる。すまんが必要な情報を数日中に集めてくれ。それから、帝都に姫君を迎えるために別邸を建築すること、それから建築費用についても試算が出来次第請求すると、手紙と使者を送ってくれ」


「承知致しました。すぐ、準備に取り掛かります」


「うむ。頼む。リッドとはまだ話すことがある。ガルンは先に席を外してくれ。私が呼ぶまで、誰も執務室には入れないように」


「畏まりました。それでは私は失礼いたします」


ガルンは一礼すると、執務室から退室した。


執務室には僕と父上だけが残り、少しだけ静寂の時間が訪れる。僕はぬるくなった紅茶を飲み、緊張で渇いた口内と喉を潤すと、おもむろに父上に質問を投げかけた。


「……先ほどのお話は、レナルーテの姫君が私の妻となり、国同士の関係強化を図る。そして、同時に合法的に姫をマグノリアの人質にするということでしょうか？」


「そうだ。理解が早くて助かるな。ちなみに相手はお前と同じ年齢になるそうだ」


僕と同じだって!!　内心かなり動揺した。年端も行かない子供同士で婚姻なんて前世の記憶の「戦国時代」と言われる時代であったような話だ。そうなると、人質や政略結婚以外でも裏があるということだろうか？


「……何故、他国の姫君が隣国であるマグノリアの辺境伯家に下賜されるのですか？　さすがに位が合わないのではないでしょうか？」


「ふぅ……。今から伝える事は他言無用だ。もし、情報漏洩となれば死罪となる。心せよ」


え？　そんな秘匿情報なの？　き、聞きたくない!!　素直に首を縦に振っておけば良かった……と思ったが、父上が話を始めてしまった。後悔先に立たず。


父上はレナルーテ、マグノリア、バルストが関わった「バルスト事変」についての表裏について話してくれた。そして、密約についても。マグノリアの属国となったレナルーテの姫君を正妃に迎えても、マグノリアとしてはメリットが少ない。だが、中央政権に近い立場の者に、隣国の姫を下賜してしまうと余計な派閥争いなどによる混乱の恐れもある。その為、中央政権から少しでも離れている辺境伯家。姫君と年齢の近い僕が最適任だったということらしい。


「さすがに、これだけの案件をこちらに相談もせず決めていた皇帝陛下には苦言を呈した。だが、国に仕える帝国貴族の息子である以上、婚姻はお前も避けては通れん道だ。それが、早まっただけと割り切るのだな」


父上は、そう言いながらも、少し寂しそうな遠い目をしていた。国同士の密約により、生まれた瞬間から他国の王族もしくは、それに準ずる貴族に嫁ぐことが決まってしまったまだ見ぬ他国の姫君。レナルーテが属国という立場であった為、結局はマグノリアで皇族の妻ともなれず、辺境伯家に下賜される。彼女は運命に翻弄されたとしか言いようがない。


「しかし、それでは姫君があまりにも不憫ではありませんか？　生まれた瞬間に、他国の皇族に嫁ぐことが決まっていたのに、辺境伯家とはいえ下賜されての婚姻とは……」


僕の言葉に、父上は険しい顔をすると厳しい言葉で認識の甘さを指摘した。


「国同士のやりとりに、個人の感情を持ち込んではならん。それは、争いの火種となる。それに、密約では『皇族もしくは次位に準ずる貴族』だ。決して密約を破っているわけでない。次位に準ずる貴族というのはマグノリアでは大公、辺境伯、公爵の三家が該当する。わが国では大公はいない。さらに、位において許された権利を突き詰めるとマグノリアでは公爵より辺境伯が高い位だ。王族、貴族である以上、国を守る、導く立場として責任を果たすことは義務だ」


父の為政者としての厳しい指摘の言葉に、僕は政治に携わっていく貴族として認識の甘さを痛感した。この世界は前世のように平和が当たり前ではない。いや、前世の国だって平和の裏には常に国同士の繋がりがある。バランスが少し崩れれば戦争だって起きるのだ。この世界ではなおさらである。僕は父上の言葉に俯き、膝に置いていた拳に自然とぎゅっと力が入った。


父上は僕の俯いた様子と険しい顔をみて、言葉の真意が伝わったのだと判断すると、険しかった表情を崩して優しい顔を見せる。


「……だが、レナルーテの姫君が運命に翻弄されたのはというのは事実だろう。お前が彼女を不憫と思うのであれば、姫をお前の妻として誰よりも大切に愛してやればよい」


僕はハッとして俯いていた顔をあげて父上の目を見た。その目は貴族としてではなく、子供の親として子の幸せを願っている。そんな優しい目をしていた。


「貴族として国の為に尽くすことは義務であり責任だ。だが、妻となった姫を大切にして、愛することが出来るのはお前だけだ。運命に翻弄された彼女を幸せに出来る命運は、お前の手にかかっている。そのことを忘れるな。姫はお前が守るのだ。よいな？」


父上の表情と雰囲気には、僕の甘さを指摘した時の険しさはなく、父として子を導こうとしている。そんな、厳しくも優しい言葉を紡いでくれた。それに父上の言う通りである。姫のことを運命に翻弄され不憫と同情しても何も解決出来ない。僕は姫を守り、愛することを考えるべきだ。


「……わかりました。父上、私の不甲斐ない部分をご指摘頂きありがとうございます。姫を幸せに出来るように精一杯出来ることをしてみようと思います」


僕の言葉に父は、「それで、よい」と静かにうなずくだけだった。


その時、そういえば父上に姫君のことで大事なことを聞いていないことに気付いた。


「父上、私の妻となる姫君の名前を伺ってもよろしいでしょうか？」


「む。すまん、伝えていなかったな。レナルーテ第一王女、ファラ・レナルーテ様だ」


ファラ・レナルーテ。


彼女の名前を心に刻むために、僕は姫の名前を頭の中で繰り返し復唱した。


◇


執務室で聞いた父上の話は驚きの連続だった。クリスが帝都で色んな意味で爪痕を残したとか。自分がこんなにも早く、結婚することになるなんて夢にも思わなかった。というか、前世の僕は結婚を一度もしていない。彼女ぐらいはいたことあったはずだけど、いたよね？


僕は深く思い出そうとするのをやめた。なんだか傷つきそうだったから。僕と父上はまだ執務室で二人きりだ。と言っても重要なことはほぼ話したので、軽く雑談をしている程度だけど。


その中で父上は僕の前世の知識について聞いてきた。


「リンスやアロエ化粧水」といったこの世界にはまだ常識となっていない品物。有用性がまだ認められていないものはまだ数多くあるのかと？　僕はどうしたものか、と思ったが素直に「沢山、山のようにあります」と伝えた。すると、父上は眉間に皺をよせながら「これが一番の問題だな」と苦々し気に呟いた。


「リッド、お前の知識は非常に危険だ。この世界の在り方を変えてしまうものもあるだろう。もし、前世の知識とやらを使う時は必ず私に声をかけろ。お前の常識が世間一般の常識と思わないように注意しろ」


「承知致しました」


僕は父上の言葉に頷いた。リンスと化粧水だけで帝都ではあれだけの騒ぎなったのだ。心から気を付けようと思う。そういえばと、僕はガルンと父上が話していた「別館」について気になったことがあった。


「父上、別館を建てるとさっき仰いましたが、私とファラ様だけでそちらに移り住むのですか？」


「うむ。さすがに我が領地に来ていただくにしても王族で隣国の人質でもある。そして、可能性は低いが間者の可能性もゼロではない。すべてを総合的に考えると、別館を建てるのが一番だろう」


間者か、確かに隣国から来る以上は可能性がある。それに、姫自身は子供でも従者は違うだろうから、警戒しないといけないな。僕はそう思いつつも、意識は別のことにいっていた。


「父上、それでしたら私も屋敷の設計に加えていただけないでしょうか？」


「なに？」


「妻と住む別館の設計には胸が躍ります。それに、今後のことを考えてサンドラの研究施設やクリスティ商会の事務所なども置きたいです。あと、屋内の魔法、武術訓練場も欲しいです」


僕の話を聞いていた父上の顔が険しくなっていく。


「はぁ。馬鹿者……。別館を建てるにも予算がいるのだぞ？　あまり、大掛かり過ぎるものは造れん」


「でも、先程は帝都に請求すると仰っていたではないですか」


「帝都から捻出される予算の元は税金だ。あまり派手に請求すると、中央の貴族達がここぞとばかりに責めてくる。無理はできん」


うーん。帝都から予算を引き出そうと思ったけど駄目らしい。ここはとりあえず、予算については引いたほうがいいかな。


「わかりました。ですが、父上、妻と住むことになる別館の設計には参加させてくださいね」


「ふう。わかった。そのように手配しよう。では、今日はこの辺で終わるとするか」


話し合いについては終わったという感じの父上に僕はあと一点だけお願いしたいことがあった。いや、いまさっき出来た。


「父上、最後にお願いがあります」


「まだ、なにかあるというのか？」


父上は帝都から帰ってきて、すぐにこの長丁場の話し合いになったので、さすがに少し疲れが見え始めていた。


「レナルーテ王国に短期間で構いません。行かせてください」


「……なんだと？」


疲れが見えてきた父上の顔が険しくなり、眉間にグッと皺がよった。


「先ほど、別館の設計に参加してよいと伺いました。その為、レナルーテの文化を確認してきたく存じます」


「その必要はない。レナルーテの文化に詳しい者を呼べばいいだけだ。お前がわざわざ行く必要はない」


「……あともう一つ、父上にしか話せない理由があります。詳しくは言えませんが、前世の記憶、疑似体験に関係しております。恐らく母上の病気にも」


「ピクッ」と父上の眉間に動きがあった。険しい顔のまま、すごい目力で僕を目線で射抜いてくる。でも僕も譲れない。その目線にニコニコ顔で真っ向から立ち向かった。父上と僕のにらめっこは他人が見たら面白かったかもしれない。騎士も逃げ出しそうな険しい顔と目力の父上。対する僕はニコニコ笑顔を崩さず父上と対峙した。


しばらくすると「はぁ～……」と大きなため息が執務室に響いた。


「……良かろう。だが護衛をつけるのはもちろん、レナルーテの滞在期間は数日のみだ。お前と姫君の婚姻が発表されるのはまだ先だが、今回は非公式ながらも婚姻の候補としてお前を送るとレナルーテ側に連絡しよう」


なんだか、軽く行って来るだけなのに、やたら仰々しいと感じてしまう。


「それでしたら、私と数人だけのお忍びで行ってくるのはどうでしょうか？」


「馬鹿者!!　そんなことをして問題が起きればお前個人、ひいてはバルディア領だけでは済まん。問題は国家間まで大きくなるのだぞ!?　軽率なことはするな!!」







    
  
  




僕の発言に今までで一番、険しい顔になった父上の怒号が執務室に轟とどろいた。父上が出す初めての怒号に僕は怯ひるんでしまった。


「も、申し訳ありません……」


「お前はバルディア領の後継者であり、姫君の婿となるのだ。場合によっては暗殺もされかねん立場だぞ。それにレナルーテも同盟国として友好的だが一枚岩の国などありはしない。必ず、マグノリアに対して思う者がいるはずだ。先ほどの軽率な発言は二度とするな？　よいな？」


「暗殺」か、そんなことまで意識はいかなかった。確かに今回の婚姻はレナルーテがマグノリアの属国になったことを再認識させるようなものだ。皇族ではなく、次位に準ずる辺境伯の息子が非公式とはいえ候補として行くのだから、レナルーテ側では面白くないと思う輩もいるだろう。


「承知致しました。軽率な発言、申し訳ありませんでした」


「わかればよい。正確な日程はまた決まり次第教えよう。まだ、何かあるか？」


「いえ、ありません。ありがとうございます」


「うむ、では下がってよい。私も少し休む」


「はい。では失礼致します」


父上に一礼してから、執務室を出る。そこから少し歩いていくと「リッド様」と声をかけられ、声のしたほうに振り返るとガルンが微笑んでいた。


「ライナー様と深いお話が出来たようで何よりでございました」


「う、うん。今日は話すことが多かったからね。それより、どうしたの？」


どうしたのだろう？　ガルンは僕の顔をみると一息おいてから話し始めた。


「ナナリー様が病に倒れられてから、皆様が少しずつ離れ離れになり、暗くなっていく様子を屋敷の者達は皆、案じておりました。ですが、リッド様があるときよりお変わりになられて、皆様がまた明るくなっていき家臣一同、心より喜んでおります」


ガルンは微笑んでいた。執務室の時に見せてくれた顔だ。あれは僕と父上が仲良く話していたから、喜んでくれたのか。それに、バルディア家の家臣の皆も気付いて心配してくれていた。僕は自然とガルンの言葉に笑顔になり「心配してくれて、ありがとう」と返事をした。ガルンは咳払いをして、僕の耳元で囁いた。


「リッド様なら大丈夫です。レナルーテの姫君を必ずお幸せにできます。私たちもご協力致します。リッド様の若奥様になるのですから」


これを僕に伝えたくて、待っていたのだろう。


僕に囁いたあと、気恥ずかしかったようで、赤くなりながら指で頬をかいていた。僕はとびっきりの笑顔になる。


「ガルン、ありがとう!!　僕、頑張るね!!」


「お力になれれば何よりです」


ただ、僕はガルンの言葉にあった一言だけが気になったのでそれだけ指摘しようと思う。


「でも。ガルン……」


「はい、なんでしょう？」


「僕も年端も行かない子供なのに、妻になる人を若奥様はないでしょ？」


「ブッ!!」


僕の予想外の言葉がツボだったようで、ガルンが珍しく笑いに耐えていた。







怒らせてはいけない


執務室で父上との話が終わってから、クリスの様子を見ようと客室に行ってみる。ドアをノックをするも返事はない。


「クリス起きている？」


僕はそう言ってドアノブに手をかけて恐る恐る覗くと、部屋にはクリスがベッドで静かな寝息をたてて寝ていた。僕は前世の記憶で「寝顔ドッキリ」という悪戯があったことを思い出して、悪戯心で抜き足、差し足でベッドの横に静かに移動する。


「ク～リ～ス～」と静かな声で声をかける。


彼女は「すーすー」と寝息をたてている。


「そういえば、クリスの顔をこんな間近でみたことなかったな」


僕は好奇心と悪戯心を抑えきれず、ついついクリスの寝顔を観察してしまった。エルフのクリスは肌が透き通るように白い、髪はサラサラでツヤがある、最近はリンスも使っているそうで髪の美しさには磨きがかかっていた。


クリスは普段、長い髪を頭の後ろでまとめておりポニーテールにしているが、いまは髪が解けている。ベッドに寝かされる時にメイドが髪を解いたのか、顔にも髪が少しかかっている。彼女の顔立ちはしっかりしており、まつげも長い。唇は淡いピンクで瑞々しく、近くで見る者はまず魅了されるだろう。見れば見るほど中々いない美人である。


彼女が美人であることは皆知っているが、ここまでの美人ということには気づいていないのかもしれない。あまりそう見えないのは商会のことで普段は走り回っているので、彼女の容姿をしっかり確認出来ていないから気付かないのかも知れない。


「うー…ん、だ…め」


意図せず妖艶ようえんな声色でクリスが寝言を言い出した。あまりに艶があるので、僕は顔が真っ赤になるのを感じた。父上にクリスへの縁談を申し込みたいから手伝ってほしいと言った貴族達は、謁見の間の凛々しい姿に加え、この魅力に気付いたのではないか？　そう思うとなんだか、イラっとした。






「ダメ…それ…は…こうご…うへい…かぁ…」


どんな夢をみているのだろう？　そんなことを思いながら、あまり長居してもしょうがないと、ベッドから静かに部屋のドアに向かい、ドアノブを回す…が開かない。


いや、違う。


「ドアの向こうに誰かいる…？」


再度、力を入れて引くとドアが少し開いて隙間が生まれる。そこから見えたのは僕と同じ紫の瞳だった。


「……やぁ、メル。ドアを開けさせてくれないかな？」


「なにしてるのぉ？　にーちゃま？」


何故だ、メルに対してこんな戦慄を覚えるなんて、全身から嫌な汗が出るのを感じる。


「ちちうえとたくさんはなして、つぎは、えるふのおねーちゃん。わたしは、にーちゃまをまっていたのになぁ？」


「い、いや。ごめん。クリスが倒れたって聞いて…そ、そう、心配で部屋まで様子をみにきたのさ」


僕の言っていることに嘘はない。でも、何故か浮気か不倫を弁解しているような錯覚に陥ってくる。それだけ、今のメルの威圧感は凄まじい。どす黒いオーラが「オォォ…」と出ている。


「ふ～ん、それにしてはずいぶんと、おねーちゃんのかおをじっくりみてたよね？　にーちゃま？」


「いや、それは体調が気になっただけだよ……」


「それにね、にーちゃま。しってる？」


「な、なにを？」


メルは凄く、凄く怖い顔をしている。


「ねている、おねーちゃんのへやにひとりで、だまってはいったじてんで、だめなんだよ？」


「……うん、そうだね」


悪戯はするものじゃない、心から反省する。だけどメルは出してくれない。何故？


「メル、そろそろ部屋から出してくれないか？」


「だめ。もうすこしまって」


「え？」


なんだろうと思った直後、メイドの声が聞こえてきた。


「メルディさま～」遠くから聞こえてきた声に僕は絶句した。メルは僕を許すつもりなんてなかった。僕はなんとか部屋を出ようとするがメルは「だ～め」と出してくれない。


もちろん、力ずくでドアを引けばなんとかなるだろうが、そうすればメルが怪我をしてしまうかもしれない。騒ぎになればもっと大変なことになる。


そして……ダナエがドアの前まできてしまった。僕は諦めて茫然となっていた。


「メルディ様、何をされているのですか？」


「えとね。わるいひとをとじこめてるの。でも、ダナエがきたからあけるね」


メルディはとても楽しそうに可愛い笑顔をしている。


「は、はい？」ダナエは何が何だかと言う顔していたが、ドアが開いて中にいた棒立ちの人物を見つけ、絶句する。そして凄まじく険しく、嫌悪感がいっぱいの顔となった。


「リッド様？　何をされているのですか？」


「クリスが倒れたと聞いていたから、様子を見に……」


「ちがうよね～、おねーちゃんのねがおを、じ～っとながめるためだもんね」


ピシッと空気が凍る音がした。ダナエの顔が怖い。そして、メルが一番怖い。


「リッド様？　どういうことでしょうか？」


「いやその、体調が悪いから見に来たのは本当で、つい悪戯心で…」


「はぁ～……若い女性が一人でいる寝室に勝手に入り込み、寝顔を覗き見るなんて、男子としてゆるされることではありません。最低です」


「うぐっ」


「ね～、ダナエ？　いまから、ははうえのところにいって、にーちゃまをしかってもらおうよ」


「それは、よいですね」


「ちょ、ちょっと待った!!　母上は病気だし、ベッドから下りられないのだから無理させちゃだめだよ」


母上に、女性の寝顔をじっと見ていたなんて言われたらどうなるか想像もつかない。


「ははうえのところに、しゅっぱ～つ」


僕が言っていることは間違っていないはずなのに聞き入れてもらえず、本当に母上の部屋まできてしまった。


母上の部屋にはいると「あら、リッド、メル来てくれたの？」とこちらに微笑みをむけてくれる。


だが、メルが即行で爆弾を落とす。


「ははうえ～、いまきゃくしつに、えるふのおねーちゃんがつかれてねてるいるの。それを、にーちゃまがだまってへやにはいって、じーっとみてたんだよ？　さいていだよね？」


明るかった母上の微笑み、どす黒く歪んだ微笑みにかわっていく。


「……ほんとうなの？」


問いにすぐさまダナエが回答する。


「はい。メルディ様が客室に悪い人がいると仰ったので私が確認すると、リッド様が棒立ちしておりました」


「そう、わかったわ。ダナエとメルは下がりなさい」


母上に言われ二人は部屋から退室した。その後のことはよく覚えてない。ただ、母上とメルは怒らせてはいけない。それだけはしっかり覚えていた。







クリスと二人で応接室


父上と執務室で遅くまで話し合った翌日、僕は屋敷の応接室でクリスと机を挟み、向き合う形でソファーに座っている。机の上には、メイド達が退室前に用意してくれた紅茶が湯気を立てている。応接室にいるのは僕たち二人しかいない。本当ならクリスが帝都から帰ってきた当日に話したかったのだが、帰ってきた当日はクリスが疲労で倒れて寝込んでしまった。


倒れたクリスは父上の配慮もあり、そのままバルディア家の屋敷の客室で休んでいた。そのまま、当日は起きることがなかった。翌日になると、彼女は混乱した様子で起きてきたらしい。メイドのダナエが少し笑いながら「大分、慌てていらっしゃいましたよ」と言っていた。女性の身だしなみは大変だと思ったから、メイド数人をクリスの手助けをするように依頼していたが、大丈夫だっただろうか？


屋敷の者を通して、クリスに話が出来る状態になったら教えてほしい。応接室で帝都での報告を聞きたいと伝えた。それからしばらくして、クリスが話せる状態になったと連絡をもらって今に至る。ちなみに、帝都での様子を聞く為で、聞かせられない話もあるからと、メイド達に席を外してほしいと頼んだ。すると、皆から少し怪訝な目で見られた気がする。気のせいだと思いたい。


「リッド様……すいません。帰ってきたら倒れて寝てしまうなんて……」


「いやいや、気にしなくて大丈夫だよ。疲れも溜まっていたと思うから。こちらこそ、今回の帝都の件は無理させてごめんね」


クリスは少しシュンとしていた。恐らく、最後の最後で気が抜けてしまったことを悔やんでいるのかもしれない。シュンとしたクリスの顔を少し見ると、目が少し潤んでいる。


励ますべきなのだろうが、その潤んだ眼と少し落ち込んだ様子は普段の活発な彼女とは思えない、違った魅力を醸し出していた。さらに、「寝顔ドッキリ」で見た彼女の顔もフラッシュバックして顔が少し熱くなってくるのを感じた。


クリスが僕の顔が少し赤くなり始めたことに気付いたようで「大丈夫ですか？」と声をかけてくれる。「う、うん。大丈夫だよ」と返事をすると、クリスは「ちょっと失礼致します」そういうと彼女は自分の左手を僕の額にあてながら、右手を自分の額にあてた。


「……うん。熱はないみたいですね。無理をされてはダメですよ？」


彼女は両手を下ろして、僕の鼻先近くまで顔を近づけて、可愛く微笑んだ。「ボン！」と自分でもきこえるぐらい、顔が一瞬で赤くなった気がする。だが、その瞬間、昨日の出来事が頭をよぎる。


笑顔の裏にとんでもない何かを醸し出していた、メルと母上の顔が脳裏に浮かんでくる。サーっと一瞬で血の気が引いていく。


「リッド様、今度は青くなっていますよ？　大丈夫ですか？　リッド様の体調が悪いのでしたら日を改めて打ち合わせしたほうが……」


「いやいや!!　大丈夫だから!!　この通り元気だから!!」


僕は首を横に振ってから、ソファーから慌てて立ち上がり、腕を動かす、屈伸運動など健康な様子をアピールする。クリスは怪訝そうな顔をしながら「大丈夫なら良いのですが……」と最後まで心配してくれた。


「それより、皇后陛下とのやりとりはどうだったの？　父上からリンスと化粧水についての権利は確約してもらって、貴族達の横やりもけん制してくれたって聞いたけど」


僕は強引に話題を帝都の話にしながらソファーに座りなおした。するとクリスも顔を「キッ」として、いつもの活発で凛とした表情になり話し始めた。しばらく僕はクリスの話を聞いていた。


◇


①サフロン商会との連携


②ローラン伯爵からの因縁、クリスの逆襲


③皇后陛下に化粧水とリンスの納品優先権の契約


④皇后陛下とクリスティ商会の直販ルート開拓　※クリスは皇后陛下のお気に入り


⑤納品最優先権利については皇后陛下が使う一ヵ月分を最優先で用意。


市場販売は皇后陛下の納品分の確保後に行う。


皇后陛下からの追加注文は市場分より補う。


追加注文の場合、納品最優先権利は適用されない。


納品優先権の支払いは全額前払い。


◇


クリスの話をまとめると大体こんな感じだった。次は認識の擦り合わせの為に一つずつ、確認を行うことにした。僕は紅茶を飲み、口内と喉を潤すとおもむろに切り出した。


「クリス、今回の帝都の件は本当にありがとう」


「いえ、私はリッド様の指示に従っただけですから。私自身も帝都に一発殴り込んでみたい気持ちもありましたし……」


彼女は、はにかみながら、少し恥じらうように言ったあと、眼の光が一瞬消えて静かに「…まぁ、次はいきませんけどね」と毒を吐いた。その様子に僕は「アハハ……」と乾いた笑いで返事をしてやり過ごした。話題を変えてサフロン商会について聞いた。


「でも、クリスはお世辞抜きに凄いよ。僕では、ここまで詰めることは出来なかったと思う。サフロン商会との連携についても、了承をもらった認識で良いのだよね？」


「はい。サフロン商会は化粧水とリンス、両方の商品のアフターサービスについての代理店を是非させてほしいと言ってきています。それに、皇帝、皇后の両陛下にも話は通しています。健康に関わる部分でもあるので、知識を持たないものでは販売出来ないようにとお願いしています。なので、当分はサフロン商会とクリスティ商会で市場は独占できますね」


クリスはにっこりと笑顔になると、紅茶を飲んだ。


「了解。そのうちにサフロン商会にも挨拶にいきたいな」


僕の言葉にクリスは「その時は私が紹介しますよ」と楽しげだ。


「でも、クリスってアストリア王国（以降：アストリア）の貴族令嬢だったんだね。僕も知らなくて、父上から聞いてびっくりしたよ」


クリスティ商会を教えてもらった時も、ガルンは男爵令嬢とかその話は何もしていなかった。ガルンであればその情報は必ず知っていれば教えてくれたはずだ。それなのに知らなかったということは、クリスは誰にも話していなかったのだろうか？


「実は……私も知らなかったのです」


「へ……？」


彼女の答えは予想外のものだった。詳しい話を聞くと、バルディア領から帝都に向かう途中でサフロン商会の使いが来たらしい。その時に、本国にいるクリスの父親であるマルティン・サフロンが王国への貢献と商会としての功績が認められて、叙爵されることが決まったということだった。なので、正確に言えば帝都にいた時はまだ「男爵令嬢ではなかった」らしい。


サフロン商会に確認を取った結果、帝都で皇帝陛下に「男爵令嬢」と言ったとしてもタイミング的に問題ないという判断に至った。念のため、サフロン商会を通してクリスの父と本国に、マグノリアからの問い合わせがあった時には口裏をあわせるように依頼済みであり問題ないらしい。


「アストリアとマグノリアは協力関係にありますが、アストリアに関わる商会がマグノリアの皇族に直販ルートをつくれる機会をアストリアが逃すわけがありません。口裏合わせの依頼は絶対に問題ありませんから、ご安心下さい」


彼女は手に持った、紅茶の水面を見つめながら話してくれた。言い終えるとクリスは紅茶を一口だけ飲んで、机にティーカップを置いた。僕はクリスの強かさに、内心戦いていた。


彼女は「問題ない」と確信していたとはいえ、ブラフで帝国貴族を相手取ったのだ。その胆力は驚嘆に値する。


「女傑だな……」と思ったことを小声で呟いてしまった。


「え？　なんですか？」


はっきりとは聞こえなかったようだが、クリスに呟きが少し聞こえたようで慌てて話題を変えた。


「い、いや。なんでもない。それよりローラン伯爵にクリスが逆襲したって父上が喜んでいたけど、そこまでする必要あったの？」


「ああ、それはですね……」


ローランは確かに傲慢なところがあり嫌われている。だが、伊達に伯爵をしているわけではない。裏工作、商会の取り締まり、利権確保など褒められるわけではないが、彼はこの手の動きが非常に得意だった。そのしっぽを皇帝含めて、ほかの貴族達に見せなかった。ある意味では彼も優秀な帝国貴族の一員であったのだ。彼の工作により帝都から締め出されていたのが他国からの商会だ。


「サフロン商会」もそのうちの一つだった。


帝都で皇族や貴族相手に商売をしていくためにはいつかはローランをどうにかしなければならない。そんな背景が帝都の商圏にはあった。初日の内に、謁見の間で起きた出来事を帝都のサフロン商会のトップに伝え、ローランに一泡吹かせる算段を考えたのだと言う。


「ローラン伯爵は少しやりすぎてしまったようですね。良い言い方をすれば、自国の商会を守っていましたが、それは他国の商会との競争力を失わせるものにもなります」


クリスはサフロン商会に所属していた時に各国を回ったこともある。国が自国の商会を優遇するのは当然だと思うが、守り過ぎれば他国との競争力を失い、新たな流れに対応できなくなる。そして、新たな波に一瞬で飲まれてしまうことがあることを彼女は知っていた。一度、波に飲まれてしまうと再起には相当の時間がかかる。


今回の場合「クリスティ商会」はバルディア領、つまりマグノリアの商会なので良かったが、もしこれが他国の商会だった場合、マグノリアの商圏は大変なことになっただろう。


クリスはローラン伯爵を追い詰めた時に見た、他の帝国貴族や皇帝、皇后陛下の様子を思い出して「フフ…」と笑った。


「あの様子だと、相当に帝国貴族内でも嫌われていたようですから、今回の事でしばらくは表には出てこないでしょう。そのうちに他国の商会がローラン伯爵の庇護下にあった、腐れ商会達を一掃すると思いますよ」


「腐れ商会達を一掃する」と何気なく凄いことを言う彼女は、冷静に淡々と言い放った。


「……クリスが味方で本当に良かったよ。バルディア領にクリスとクリスティ商会が来ためぐり合わせに感謝しないといけないね」


「そう仰っていただけるのは光栄です。私もリッド様に出会えた幸運に感謝しています」


そういうと彼女は遠い目をして呟いた。


「……どんなに実力や才能があり、努力しても認められない、実らないことは多々あります。私の場合はリッド様に出会えて幸運だったのです」


彼女は自分を卑下するような少し悲しい目をした。恐らく、サフロン商会から独立せざるを得ない状況のことを指しているのだろう。確かに、いくら彼女に実力があってもバルディア領で一から商会をするのはかなり大変だったはずだ。そこに、僕が現れた。だから幸運だと言っているのだろう。


確かにそうかも知れない。でも、クリスが……クリス自身を卑下しているのが僕は凄く嫌だった。


「……確かに、どんなに実力や才能があって努力しても認められない。実らないことはあるかもしれない。でも、それでも足掻いて……必死に努力して、最後まで認められるまで頑張った人にだけ幸運は訪れると思う。クリスはそれだけのことをしてきたのだと思うよ？　そうでなければ、バルディア領の執事が僕にクリスティ商会の話をするはずがないし、僕もクリスとこうしていないと思う」


僕の言葉を黙って聞いていたクリスは俯いて「ありがとうございます……」と声を震わせて呟いた。


「あ、えーと、そうだ紅茶も少なくなってきたし少し休憩しようか」


予想外の反応に慌てた僕の言葉にクリスは俯いたまま静かに頷いた。


◇


「リッド様、取り乱してすいませんでした……」


クリスの声はもう震えていない。彼女にもここまで来るのに様々な苦労があったのだろう。実家のサフロン商会でも成し遂げることが出来なかった皇族への販売ルート開拓など、話しているうちに色々思い出して感極まったのだと思う。


「いやいや、大丈夫だよ。クリスのいつもと違う可愛い姿を見ることが出来たしね」


「なっ……!?」


クリスは少し落ち込んだ様子を見られたのが恥ずかしかったのか、顔が赤い。


泣くことは誰でもあるから気にしなくていいのに。そう思っていると、応接室のドアがノックされる。返事をすると「失礼します」とメイドが入室して、頼んでいた紅茶のお代わりを持ってきてくれた。ティーカップごと交換すると彼女は応接室を退室した。その間にクリスの顔の赤さは引いていた。


僕は咳払いをすると、話の続きを開始した。


「ローラン伯爵の件は今後も帝都を含めて様子見でいいかな？」


「はい。今回の件でローラン伯爵は帝都で立場を失っています。ローラン派と言いましょうか。彼らは利権や甘い汁を吸いたい連中ですが、当分強く出ることはできないでしょう」


「ローラン派……はは、父上が険しい顔をしそうな派閥だ」


僕はクリスの命名派閥に笑ってしまった。


「次は、皇后陛下の納品最優先権利……か」


まさか、皇后陛下が化粧水とリンスをここまで囲い込みに来るとは思わなかった。


「これ、一ヵ月分を毎月納品するってことだよね？　数量的に大丈夫？　リンスの原料となる精油は父上にお願いすれば良いと思うけど、アロエ栽培が始まったばかりだよね？」


リンスを作る際に必要な精油はオリーブから採れる。だから、父上に話を通せば数量は確保できるだろう。だが問題はアロエだ。あれは栽培が始まったばかりで原料がまだ少ない。本来であれば小出しの予定だったのだ。


「ふふ、それについては事前に対策しております」


クリスの顔に不敵な笑みが浮かんでいた。彼女は詳しい説明をしてくれた。アロエに関してはまだ栽培ではまかなえない。そこで、彼女は自分の商会とサフロン商会の商流をフル活用して、アロエ栽培をしてくれる農家を探して、一定以上の価格で毎月買い取る定期契約を締結。他にも、野生に生えているアロエを各国の冒険者ギルドに収穫を依頼等、様々な方法でアロエを買い漁っているという。


「恐ろしく手が早いね……本当にクリスは頼りになるよ」


「アロエは今後、市場価値が跳ね上がるでしょうから、今のうちに買い占めますよ。あと、出来るところは可能な限り最長期間で定期契約をしています。金額の見直しは必要になるでしょうが、物さえあれば商品は作れますから」


このことがわかっていて先回りしていたということか、商魂逞たくましすぎる。


「ただ、それでもしばらくは皇后陛下に納品する分で手一杯になりそうで、市場に出回るのは少なくなりそうです」


「そっか。でも、クリスは広告塔でもあるから、皇后陛下の次に優先して数量確保してね。クリスほどの美人は滅多にいないから絶対、皆欲しがるよ」


「……!!　リッド様はご自分の発言をもう少し考えたほうが良いかと……」


クリスは急に照れた様子で顔を真っ赤にして俯いてしまった。どうしたのだろう？


「うん？　考えているよ？　クリスは滅多にいない美人だから、リンスや化粧水を使えばより綺麗になるでしょ？　そんなクリスに誰でもなりたいって絶対思うよ」


「うう……そうですね。私やバルディア家の皆さんで欲しい方は優先するようにいたします……」


まだクリスの顔は赤いままだ。


「クリス大丈夫？　まだ疲れが取れてない？」


「い、いえ!!　だ、大丈夫です。えーと、それより、そう!!　少しの間、皇后陛下と私達の分のみで市場分が滞りそうとお伝えした件ですけど……」


僕の言葉を聞いてクリスが強引に次の話題に移動した。本人も大丈夫って言っているからいいかな？


「うん。市場分は残念だけどしょうがないね。原料確保が出来次第だね」


「そうですね。でも、皇后陛下だけがしばらく使った商品が、市場に通常通り出回るとなればかなりの人気になります。価格設定を多少上げてもいけるかもしれません。怪我の功名になりそうですね」


確かに、人というのは不思議なもので、手に入らない物を手に入れたくなる。皇后陛下だけが愛用出来ていた商品が市場に出回ればさぞかし人気が出そうだ。だが、クリスの考えはまだ先を進んでいた。


「アロエ化粧水と言っていますが、これも品名を変えましょう。マグノリアでは原料が一部の貴族に知られましたが他国にはまだ伝わっていません。品名を変えれば、帝都以外では原料はわからないと思いますから」


クリスは原料が足りない状況なのにもう他国への展開を考えていた。本当の商売人っていうのは常に次を見ているのだなと感心してしまった。


だけど、商品名か。その時、良い事を思いついた。


「……化粧水名はクリスティでいこう」


「は……？」


僕が出した商品名を聞いてクリスが珍しくとぼけた声を出す。


「リ、リッド様!?　なんでよりによって、私の名前を!?　皇后陛下のお名前を頂戴すればいいじゃないですか!!」


彼女は自分の名前が使われるとは思わなかったのだろう。


顔を真っ赤にしながら、すごい剣幕で拒否してきた。でも、僕も譲るつもりはない。


「それはクリスティ商会が売り出す商品だし、広告塔になるクリスの美貌もあるから絶対インパクトあるよ。それに、クリスティ商会の名前も広がるしね」


「で、ですが……」


クリスはまさか商品名が「クリスティ」になるなんて思ってもいなかったようだ。商品名変更についてはクリス自身が言い出したことなので引くに引けない様子だ。それに、僕が言ったこともあながち間違っていないと彼女はわかっているのだろう。


恐らくこの商品は、世界中に広がる。その商品名が商会の名前であれば、自動的に世界中にクリスティ商会の名前が広がるはずだ。おそらく実家のサフロン商会より。当然、名前が売れればクリスティ商会と取引したい顧客が現れる。クリスティ商会から取引を持ち掛ける場合も優位に進められる。考えれば考えるほど、メリットが大きい。デメリットがあるとすればクリスの名前があちこちから聞こえてくるようになるぐらいだろう。


クリスが悩んでいるようだったので、僕は鶴の一声をあげた。


「皇后陛下の名前は畏れ多くて使えないからね。化粧水名はクリスティで決定ね」


「うう……承知……しました」


クリスはがっくりと項垂れる。だが、衝撃はまだ終わらない。


「次はリンス名ね」


「え……？」


「化粧水名だけ『クリスティ』というのもつまらないから、リンスも名前を考えないとね」


「ちょっと待ってください。化粧水はわかりますが、リンスはリンスでいいのでは？」


僕はクリスの質問に少し首を傾げたあと「ああ!!」と声をだした。


「そうか。言ってなかったかもしれないね。リンスっていうのはあくまで、品目っていうのかな？　商品全体の事になるから、今後の為にも『化粧水　クリスティ』みたいに名前を付けないとね」


「……それは、初耳です。リンスという言葉は品名ではなく、品目なのですか？」


品目は品物の種類を指す、品名は品目の中にある種類、商品を指す言葉だ。例えるなら「パンは品目」「パンの種類は品名」という感じだ。クリスが怪訝な顔をしていたことに気付いた僕は「あ～」と少し間の抜けた声を出してからクリスに説明した。


「リンスってさ、別にオリーブの精油じゃなくても作れるから、今後は研究して色んな種類が作れるよ。」


「え!?　えぇ!!」


クリスは驚愕した。オリーブの精油でなくても作れる。つまり、リンスの基本的な作り方はオリーブリンスと一緒で精油さえ変えればまた違う香りや効果があるものが作れる。だから、リンスは品目で品名にはならないということになる。


つまり、販売と並行して商品開発をすることが出来る。高品質なリンスを作り販売を続ければ、このリンスという品目については常に世界のトップを走ることも可能だ。クリス達はただの商会ではなく製造業者。作って売る立場にもなったということだ。それも、まったく新しい市場がつくられる世界で。クリスが驚愕している様子だが僕はさらに付け加えた。


「言っておくけど、化粧水もリンスと同じで品目だからね？」


「……リッド様は本当に常識では測れませんね……」


「へ……？」


リンスだけでなく化粧水も同様に商品開発と販売を並行すれば、常に売り続けることが出来る。末恐ろしい商品もあったものだと、クリスは改めて化粧水とリンスの可能性に戦いた。


「……リンスと化粧水が品目ということは理解できました。クリスティ商会で新たなリンスと化粧水を開発する研究も検討しないといけませんね」


「うん、よろしくお願いするね。それで、リンスの名前だけどクリスを手伝ってくれたエマの名前を入れて、『リンス・クリスティ・エマ』でどう？　新商品が出来た時は『エマ』の部分を変更すれば良いと思う」


リッドはにこにこ顔でクリスに思いついた商品名を伝えた。クリスはもはや諦め顔である。


「エマ、ごめんね」とクリスは心の中で呟き、首を縦に振った。


こうしてこの世界に新たな商品が誕生した。


「化粧水・クリスティ」と「リンス・クリスティ・エマ」この二つの商品は数年で世界中の女性達を虜とりこにするのだが、それはまた別のお話。


◇


応接室で僕とクリスが話し合いをして大分時間がたった。それだけ、帝都でのやりとりした情報は多いのだ。


「あとは、納品が来月からになりますので、今月中には契約に基づいて帝都よりマチルダ様の名義でクリスティ商会に入金がありますが、リッド様の分の金額はいかがいたしましょう？」


「うーん、その分はクリスティ商会の中で僕名義にして保管は可能かな？　多分、今後も色々お願いすると思うから」


半分本当で半分嘘だ。恐らく今後も何かしら頼むことは多い、だからクリスティ商会で預かっておいてもらったほうが良い。あとの半分は将来の為の保険だ。まだまだ、僕の将来はどうなるかわからない。


「わかりました。通常であればお受けしませんけど、リッド様は特別ですからね」


クリスは苦笑しながら、僕の無理を了承してくれた。


ただ、金額が多くなりすぎた時は相談させてほしいとだけ言われた。すべての話し合いが終わり、ようやく認識の擦り合わせと確認が終わった。その時、あともう一個伝えないといけないことを思い出した。


「そういえば、クリスはレナルーテと取引したことある？」


「レナルーテですか？　あそこは他国からの商会にはかなり厳しいので、取引はほぼないですね。それがどうかしたのですか？」


僕はクリスに婚姻などのことは伏せて、近々レナルーテに行くのでその時に商流をつくりたいことを伝えた。


「わかりました。準備はしておきますので、日程が決まり次第教えてください」


「ありがとう。また連絡するね」


彼女さえいれば必ずレナルーテと商流がつくれる。そうすればまた出来ることが広がるはずだ。僕は期待に心を躍らせた。


「ふぅ、大体こんな感じかな」


「そうですね。私も必要なことはご報告出来たと思います。あと、皇后陛下と直接取引が出来るようになりましたので、リッド様も必要なことがありましたら私を通して皇后陛下にご連絡できますよ」


クリスは苦笑しながらいつでも手紙を送れると言うが、僕は恐々としながら返事をする。


「皇后陛下ね、クリスが寝言でうなされるほどの相手だから、よほどのことがない限りはお近づきになりたくないなぁ」


僕は昨日のクリスの様子を思い出していた。あれだけ、うなされるなんて、よっぽどの相手に違いない。僕は腕をくみ、目を閉じながら「うんうん」と首を縦に振った。


クリスは、僕の言葉にある違和感を抱き、怪訝で険悪な表情をして鋭い指摘をしてきた。


「……リッド様、どうして私が寝言で皇后陛下のことを言ったとご存じなのですか……？」


「え？　それは、クリスが寝ているときに……あ」


その瞬間、クリスの顔がにっこり笑顔になる。だが、メルや母上と同じように「オォォ…」とどす黒いオーラが膨れ上がっていく。笑顔だが目は怒りに満ち満ちている。


「バチッ」と音がしたかと思うと、彼女の髪を留めていた髪留めが外れた。クリスの髪が怒りに呼応するよう、逆立って広がり宙に漂っている。怒りの姿は、今まで見た女性の中で一番怖いと思う。


「ク、クリス？　わ、わざとじゃない……つい悪戯心で…」


ちゃんと説明すればクリスはわかってくれたかも知れない。だが、気圧された僕は、もはや自分が何を言っているのか理解をしていなかった。


「ふふふ…認めるのですね？」


「うぅ…み、認めます」


僕が「認めます」と言った時から、クリスの目から光が消えて彼女は俯いて震えていた。


「ク、クリス？」


僕が声をかけたその時、クリスは顔を真っ赤にして僕を睨んだ。そして、怒りと恥ずかしさが交じった様子で言った。


「女性の寝顔を、こっそり覗き見るなんて最低です!!」







    
  
  




僕に吐き捨てるように言うとクリスは勢いよくその場で立ち上がった。その勢いが机に伝わり、机の上に置いてあったティーカップがこぼれて僕の服を濡らした。クリスはその勢いのまま顔を真っ赤にして応接室を後にした。


「……クリスに悪いことしたな」


僕は暫し呆然としてクリスが出て行ったドアを眺めていた。そして、我に返ると紅茶で濡れてしまった服に気付いた。


「これ、どうしよう。ダナエに着替えをお願いしようかな……」


僕はすぐに応接室の中からダナエを指名してタオルと着替えを頼んだ。応接室に来たダナエは僕の姿を見ると「……何があったのですか？」と怪訝な表情を浮かべた。


「クリスにね……この間の悪戯がバレてちょっと……ね」と伝えたらダナエはサーっと冷めたい顔になった。


ダナエはタオルを僕に渡しながら冷たい笑顔で呟いた。


「リッド様、因果応報ですね」


ちょっと泣きそうだった……。







魔力回復薬の試薬


その日、ナナリーの体調はすこぶる悪かった。朝はいつも通りの寝苦しさで目がさめたのだが、動悸が治まらない。


「水滴の感覚」に集中するが、いつものように治まることがない。


その時が近づいてきているのかもしれないと直感的に感じて、顔が険しくなる。


「ハァハァ……まだよ。ライナーの妻として子供達の為にも、まだ負けるわけにはいかないの……」


彼女は病人とは思えないほど、目に光と力強さがあった。決してあきらめない。


最期の最期まで、この病に抗ってみせる。その決意がナナリーにはあった。この病に間接的とはいえ、心を蝕まれた息子が立ち上がったのだ。その息子の母親である自分が弱音を吐いて、この病に負けるわけにはいかない。これはナナリーの、母親としての意地と矜持だった。


「絶対に、絶対に負けない。見てなさい……私は必ずもう一度、自分の足で立ってみせるわ……」


ベッドの上で苦しそうに胸を服の上から掴み、俯いていた彼女は虚空を睨みながら吐き捨てるように呟いていた。


しばらくすると、彼女の気迫に病がひるんだのか、動悸が落ち着いてきた。


「ハァ…ハァ…、それでいいのよ。大人しくしていなさい……」


肩を大きく揺らし、深呼吸しながらゆっくりとナナリーは声を震わして言葉を紡いでいた。


ナナリーは肩を大きく揺らし、ゆっくりと深呼吸をしながら声を震わして言葉を紡いでいた。


彼女は基本的に部屋には誰も常駐させないようにしている。何故なら、この病気に薬はない。つまり、彼女自身との闘いしかないのである。弱って苦しんでいる姿など誰にも見せるものか。これもまた、ライナーの妻としてナナリーの意地と矜持だった。


その時、部屋のドアが急にノックされた。ナナリーは何事もなかったように息を整えてから「どうぞ」と返事をするのだった……。


◇


母上の部屋のドアをノックした父上は、母上の返事を確認すると「ナナリー、入るぞ」と低い声を響かせて母上の部屋に入室した。僕とサンドラも父上を追うように「失礼します」と言いながら母上の部屋に入室する。母上は、初めて会う女性のサンドラに気付くと、ニコリと笑いかけてから凛とした声を部屋に響かせた。


「このようなお姿で申し訳ありません。私はライナー辺境伯の妻、ナナリー・バルディアと申します。以後、お見知りおきを」


母上はベッドから上半身だけを起こして挨拶をする。その一連の動作はとても病人とは思えない、綺麗な所作だった。母上の挨拶する姿に僕は見惚れて心の中で呟いた。


（母上って、こんなに凛々しい人だなんて知らなかった……）


僕の記憶では家族としての母上としか接していた記憶しかない。母上が来客に対応をした姿を僕に見せたのはこれが初めてだった気がする。


「急なご訪問で申し訳ありません。私はサンドラ・アーネストと申します。魔法学の研究に携わっているものです」


サンドラは母上に貴族としての挨拶をした。彼女も元は貴族なので、一通りの挨拶は習得している。母上とサンドラの挨拶が終わると父上が咳払いをして説明を始めた。


「ゴホン……ナナリー……実は今までお前の病名を伏せていたのだ。理由としては不治の病、それも死病の魔力枯渇症だ。私は伝える事が出来なかった臆病者だ……すまない」


父上は神妙な顔で言葉を選び紡いだ後、頭を母上に向かって下げた。普段、厳格に徹している父上の言葉に母上は少し驚いた顔したが、すぐに微笑んだ。


「……私は知っていましたよ。だから、そんな神妙な顔をしないでください」


僕と父上は母上の言葉に目を丸くして驚いた。母上の病名を知っているのは極わずかだ。そのうちの誰かが母上に話したのだろうか？　すると、「くすくす」と母上は笑って答えた。


「うふふ、そんな怖い顔をしないでください。自分の体は自分が一番わかります。病名がなくても、日々の体の調子で死病であることは予想が付きました」


予想外の言葉に僕は驚愕して、父上は悔しそうな顔をしている。母上はとっくに病を受け入れていた。父上だけが臆病になり、目を逸らしていた事実に気付いたからだ。


「でも……そうですか、この忌々しい病は魔力枯渇症というのですね……やっと、『病のあなた』の名前を知れましたよ？」


母上は『病のあなた』と言葉を出すと、心臓に当たる部分を服の上から掴み、声を落として呟いた。そして、母上は僕に視線を移すと申し訳なさそうな顔をして言葉を紡いだ。


「リッド……ごめんなさい。あなたに一番、辛い思いをさせたわね。あなたは、私が死病であるということに早い段階で気付いたのでしょう？」


僕は黙って頷いた。僕の中にある記憶と感覚を辿ると『前世の記憶を取り戻す前の僕』の時から気付いていたと思う。ただ、魔力枯渇症というよりも、母上の病が死病の類であること。そして、恐らく母上は助からないということを『僕』はずっと前から気付いて知っていたはずだ。


















母上もそう感じているのであれば間違いないだろう。僕はゆっくり言葉を紡いだ。


「……はい。ある時から母上の体調が一向に回復しない。薬も効果が無いようでしたから。医者も毎回違う方が来ていたので、恐らく相当に厳しい病気であると察しておりました」


母上は僕の言葉を悲しそうに聞いていた。


「子供に気付かれて、心配をかけるなんて母親失格ね……」


そう呟くと母上は俯いた。その様子に僕は慌てて、声をかけた。


「母上!!　母上が母親失格などあり得ません。それを言うなら、父上が父親失格です!!」


「なんだと!!」


僕の言葉に父上が怒号を上げた。すかさず僕は父上の強面の顔に言葉を畳みかけた。


「だって先日、ご自分で『もっと、お前と向き合うべきだった……父親失格だ』って言ったじゃないですか!!」


「な!?　こ、この場で言うことではないだろう!!」


父上が珍しく顔を赤くして狼狽ろうばいしている。これは父上を言い負かすチャンスだと思い、僕は言った。


「大体、父上は頭が固すぎるのです。父上のような人は、時には何も考えずしたいことをすべきなのです。特に家族のことであれば、なおさらです。」


サンドラと母上も近くにいるせいか父上は顔を赤くしながらも、こめかみをピクピクさせながら言いたいことを耐えている。ちなみに僕と父上のやりとりを母上は目を丸くして見ていた。


サンドラはあんまり興味がなさそうだった。


「大体、メルディのことも自分が強面とか気にせずに、さっさとメルと呼んであげれば、良いじゃないですか」


「ブチ」という音と共に父上の怒号が部屋に響いた。


「リッド!!　いい加減にしろ!!」


「嫌です!!　今日という今日は言わせていただきます!!」


怖いが父上の態度に今日は怯むわけにはいかない。父上の怒号に対して反抗する僕に、母上は驚き心配そうな顔をしている。


「母上のこともそうです。母上の死病の事実を受け入れずに逃げるより、受け入れて立ち向かうべきでした。母上が一人で死病に立ち向かい、どれだけ心細くしていたかわかりますか？」


僕の言葉に、父上は「ハッ」とした。顔の赤みは引いていき、むしろ青ざめている。そして、母上に向かって謝罪した。


「ナナリー、私はとんでもない過ちを犯していた……」


父上は母上が死病だと知らないと思っていた。だが、実際には母上は死病と気付いていたのだ。つまり、母上が日々、死病と闘い、一人苦しんでいたことを父上は知らなかったことになる。


母上が辛いその時に、父上は寄り添うことが出来なかった。僕の言葉で父上はそのことを改めて認識したのだろう。


「いえ、そんな気になさらないでください。私もあなたに負担をかけまいと言わないようにしてしまいましたから……」


母上は父上の普段の厳格な様子からは信じられない「しゅんと」した姿に微笑んでいた。


「……ナナリー、愛している」


「あなた……私もお慕いしております」


二人は見つめあい。気付くと目を潤ませながら抱きしめあっている。


おお!!　予想外にも二人の世界に入ってしまった。子供である僕にこの世界は崩せない。僕は隣にいる、置いて行かれてなんともいえない、冷めた顔をしているサンドラにアイコンタクトを送る。


僕のアイコンタクトに険悪な顔をしているサンドラは「はぁ」とため息をつくと声を張り上げた。


「ライナー様、ナナリー様。申し訳ありませんが本題に進んでもよろしいでしょうか!?」


その声に僕の両親は「ハッ」と顔を赤くしながら二人して「ゴホゴホ」と言いながら離れた。


離れた後に、二人がアイコンタクトで「また、あとで」としているのがバレバレである。


「ゴホン、すまなかった。サンドラ、今回の趣旨を説明してくれ」


咳払いをした父上がサンドラに母上への説明を求めた。サンドラはそれに答え、説明を開始する。


今回の目的は試薬の「魔力回復薬」だ。魔力回復薬は文字通り飲めば魔力を少し回復してくれる。


まだ完成品ではないが効果があるのは僕の特殊魔法「魔力測定」で確認済みだ。魔力測定は自分と周囲にいる人の現魔力量を数値化して、脳内に直接語り掛けて教えてくれる魔法だ。


これを使い、薬を飲んだ後に回復するか確かめた。なので、効果は間違いない。ただ、薬の素になった原料の薬草が、不味いことこの上ない。試作品を試した僕はひどい目にあった。


サンドラが効果は保証するが、完治はまだ難しい。完治する薬は別の物を用意する予定であることなどの一通りを説明した。だが、説明を聞いている母上の様子が少しおかしい。顔は微笑んでいるが気のせいか、脂汗を浮かべ、肩が上下に揺れている。僕は心配になり声をかけた。


「母上、大丈夫ですか？　顔色があまりよくありません」


「リッド…大丈夫で…ウゥ…!?」


「母上!?」


微笑みながら話していた母上に、一転苦悶の表情が浮かぶ。そして、息を荒げ、胸を服の上から力強く押さえている。その力で母上は指先の爪の色が白くなっていた。僕はすかさず、特殊魔法の「魔力測定」を行った。






ナナリー　魔力数値：八






僕は頭の中に響いた声に、「な!!」と反応してしまった。魔力枯渇症は魔力が無くなると、本人を蝕み始める。つまり、いま母上は死に限りなく近づいている。僕は声を張り上げた。


「サンドラ!!　母上の魔力量が残り八しかない!!　ゼロになる前に早く薬を飲まして!!」


「……!?　わかりました!!」


サンドラは手元に用意していた試薬の錠剤を飲ませようとした。だが、母上の症状がみるみる悪化していく。


「ハァハァ……ウ、ウウウ…!!」


母上は両手で自分の体を抱きかかえるようにして横向きになると「ライ…ナー…」と呟くと、口をガチガチ鳴らし始めた。明らかに異質で危険な状態だとわかる。


「ナナリー様、薬を飲んでください!!」


サンドラが薬を飲ませようとするが、母上は口を開けようとしない。いや、自分の意思で開ける事すらできないのかもしれない。僕はベッドの上に乗り母上に出来る限り近づき、薬を飲んでもらおうと声をかけた。


「母上、負けたらダメです!!」


僕の声が一瞬聞こえたのか、母上は少しだけ僕に微笑んでくれた。だが、それと同時に眼の光が消えていくのを感じた。ここまで来て、ダメなのか!?　何のためにここまで頑張ってきたのか？　僕は慟哭どうこくした。


「うぁあああああ!!　いやだぁ!!　ははうえ!!　ははうぇえ!!　いっちゃいやだぁああ!!」







    
  
  




僕が慟哭してすぐ、ドンっと体に衝撃が走り父上に体を押しのけられた。父上は、ベッドに寝ていた母上の震えを押さえつけるように抱きしめると、すぐに接吻をした。その様子に呆気に取られてしまったが、父上と母上の重なっている口の隙間から、試薬の色が付いた水が滴り落ちていることに気付き、すぐ意図に気付いた。父上は口移しで薬を飲ますつもりだ。


「ウ…ンン……!?」


母上が父上から薬を口移しでもらってくぐもった声を漏らした。すると、母上の喉がコクンとなった。恐らく薬を飲んだのだ。その様子にサンドラも気付く。


「リッド様!!　魔力測定を!!」


「うん!!」


僕は返事をするとすぐに母上の魔力量を測定した。






ナナリー　魔力数値：一〇一






「……や、やった、やったよ。サンドラ!!」


母上の魔力数値がはっきり一〇一と響いた。間違いない。魔力回復薬の試薬は成功した。父上とサンドラは僕の言葉を聞いて薬の効果があったと認識して、僕たちは母上に揃って声をかけた。


「ンン……あ…なた…リッ…ド」


僕たちの声に母上は気だるそうだがしっかりと反応してくれた。母上が反応してくれたことで僕は、緊張が解け、その場に座り込んでしまった。座り込むと涙と鼻水が溢れ、嗚咽が止まらなくなってしまった。


「すぐに医者を呼ぼう。わかっていると思うが新薬のことは秘密だぞ……」


そういうと、父上はすぐ部屋を出て大声で「医者を呼べ!!」と叫んでいた。部屋を出ていく時の父上の顔は平常心を装っていたが、目にだけは涙が隠せずにこぼれていた。僕は顔の涙や鼻水を服の袖で拭うと、母上の顔を覗き込んで声をかけた。


「母上、大丈夫でしょうか？」


「ええ…いつもより楽なぐらいよ…私は決して負けないわ…」


母上は、そう言うと勝ち誇ったような笑顔を浮かべていた。その後、父上が呼んだ医者が来て母上を診断するが、特に異常は見られないということだった。急な発作だったのだろうということで落ち着いた。母上の部屋であったことは混乱を避けるため、僕たち四人だけの秘密となった。


その後の話し合いで母上は毎日、魔力回復薬の試薬を朝、昼、晩と飲むことになった。もちろん、いつでも飲めるように母上の傍には常備されている。今後は、万が一に備えメイドも母上の部屋に最低一人は常駐することになった。父上はまだ母上と話したいことがあったようなので、僕とサンドラだけ母上の部屋を後にした。


「それにしても、あの試薬品は凄いね。魔力量百も回復するなんて」


僕が試薬で飲んだ薬は最大でも五〇しか回復しなかった。それが、母上の場合は一〇〇なので約二倍の効果だ。サンドラは僕の質問に、尊敬と畏敬がこもった面持ちで父上が口移しをする時の話を始めた。


「いえ、あれはライナー様のおかげです。あの時、ナナリー様が口を自力で開くことが出来ないと判断したライナー様は、ありったけの薬を口の中でかみ砕いてから水を口に含みました。そして、口移しをされたのです……」


僕は目を丸くして驚いた。確かにあの状態の母上では「錠剤」では飲めなかっただろう。それをすぐ判断して、父上は錠剤をかみ砕いた。恐らく一個や二個どころの話ではないだろう。かなりの量をかみ砕いた結果、母上が飲み込む量が増えて、魔力数値がいっきに回復出来たのだ。


「父上はやっぱり凄いな……」


母上が命の危機に瀕した時に僕は慟哭するばかり、父上がした行動を思いつくことはできなかった。


あの時、父上だけが最後まで諦めずにいた。だからこそ、母上は一命を取り留めた。僕はまだまだ、父上には敵わないなと尊敬と畏敬がこもった、ため息を吐いた。


「サンドラも本当にありがとう」


ため息を吐いたあと、僕はサンドラに向かって声をかけた。


「いえいえ。すべてはリッド様が頑張った結果ですよ。原料も魔力測定も全部、リッド様がご用意されたじゃないですか。私はそれを使っただけにすぎませんよ」


実は先日、サンドラに僕が開発した魔力測定を伝授した。理由は魔力回復薬の試作作製と確認に必要だったからである。それがこんなにも早く結果が出るとは思わなかった。


「それでも、本当に助かったよ。……最悪、今日が母上の最期なのかって、本当に思ったからさ……」


確かに準備したのは僕かもしれない。でも僕だけじゃ絶対に無理だった。サンドラの知識がなければ本当にぞっとする。


「本当にありがとう。サンドラが困ったら力になるから、その時は気軽に言ってね」


「その言葉、覚えておいてくださいね？」


サンドラの不気味な笑みが気になったが、いつものことなのでスルーした。そして、僕は次なる行動に移す。


「サンドラ、この後はまだ時間ある？」


「？　ありますけど？」


「なら、新しい特殊魔法を考えているから、立ち会ってほしい」


「……はぁ!?」


僕の言葉に信じられないという顔をしたサンドラだった。


◇


母上の魔力回復薬の試薬の騒ぎが終わった後、サンドラに新たな特殊魔法を創りたいと相談。


いまは二人で訓練場の黒板がある部屋にいる。


「でも、リッド様、さすがにナナリー様にあんなことがあったばかりなのに、新しい特殊魔法を考えていて大丈夫なのですか？　ご家族との時間とか……」


「心配してくれて、ありがとう。でも、今日は家族というより夫婦水入らずにしてあげようとおもって」


「ああ……」


サンドラは納得したような顔をするがすぐ、怪訝な顔をする。


「……リッド様の年齢で言うことじゃないですよ？　夫婦水入らずとか。普段の様子とか見ていると、何でしょう……そう、魂だけ成熟している感じですよね!!」


「ビシッ!!」とサンドラは腰に手を当てながら、僕に人差し指を向けている。


相変わらず、変に鋭くてヒヤッとすると思いつつ、僕は言った。


「そんなバカみたいなこと、あるわけないでしょ？」


「……そうなのですけどね。リッド様は型破りだからそういったこともありそうな気がするのです」


僕は平常心を保ってスルーに徹する。


「そんなことより、今回考えている魔法のことなのだけど、『思い出す』ことを魔法に出来ないかって」


「リッド様、私の発言を無視しましたね？　まぁ、いいですけど。それより、面白いこと考えますね。『思い出す』ことを魔法にするのですか？」


サンドラは目がキラキラ輝きだした。彼女は元々、魔法研究をずっとやってきている。この手の話が大好物だ。早速、僕は思い出す魔法について説明する。


前世の記憶の知識で、脳に一度記憶されたものは永久に忘れることはない。あくまでも脳の奥深くに眠っているだけという話があった。それが真実かどうかはさておき、少なからず、人間は自らの体験を忘れることはない。だけど、僕は転生したのに過去の記憶を持っている。


ということは、人の記憶は脳だけではなく魂にも前世の記憶が眠っているのではないか？　と考えたわけだ。では、どうすればその記憶を引っ張りだせるのか？


それを考えた結果、魔法で何とかできないか？　という結論に至った。そこで、試す前にサンドラにも意見を聞こうと思ったわけだ。僕の話をサンドラは興味深く聞いている。もちろん前世の記憶などの話はしていない。ただ、人の記憶は頭ではなく魂にも刻まれるのではないか？　魂の記憶を見る方法、もしくはそれに近い方法はないだろうか？　という投げかけをした。すると彼女は、眉間に皺を寄せながら呟いた。


「……生魔神道みたいな考え方ですね」


「せいましんどう？」


聞いたことがない。道がついているから何かの宗教だろうか？　わかっていない僕に対して、サンドラは説明をしてくれた。


「生魔神道というのは、魔法学の中にある考え方のひとつなのですが、マイナーな部類になります。一般的には、ほとんど知られていません」


そういうと彼女は、黒板に文字を書き始めた。






生魔神道とは


生命力は


魔力の源であり


神々に続く果てしない


道を示す






「こういう文字の書き方をするので、頭の部分を読んで『生魔神道』って言うんですよ」


「へー、面白いね」


うーん。こんな言葉はゲームの記憶にない。そして、ゲーム以外の記憶にもない。恐らく、魔法が昔から存在しているこの世界の哲学的なものだろうか？　でもこれが、相談したことにどう繋がるのだろうか？　僕の不思議そうな顔に気付くと、サンドラはさらに説明を続けた。


「……どんな考え方にも、その考え方に至る理由があったはずです。この『生魔神道』は魔力の源になる生命力が神に繋がる道にもなっていると考えています。つまり、リッド様の言う魂に一番近いかなと」


「なるほど……つまり、魔力変換をするときの逆をしてみるってこと？」


「考えもしなかったから、したこともないですけどね」


彼女は説明が終わると、僕の質問に肩をすくめて返事をした。つまり、変換して作った魔力を生命力に戻すと、戻った生命力はどこにいくのか？　それが魂のある場所ということだろうか？


「とりあえず、やってみるか。魔力を生命力に戻す。その戻った、生命力の行く先が魂のある場所ってことだよね？」


「……どうなるか想像もつきません。無理はされないでくださいね」


「うん。わかった」


僕は何となく、地べたに座って座禅を組む。その様子にサンドラが怪訝そうな顔をしていた。僕は気にせず通常通りに魔力を作る。魔力を感じたらそれを体の奥に入れ込んでいく、生命力に変換するために魔力を体の奥深くに入れ込んでいく。だが、これといった変化は感じない。とりあえず、しばらく試してみることにした。


座禅を組み、前世でいうところの瞑想めいそうをしているみたいだ。どれほど時間が経ったのか、ある変化が生まれた。今までは魔力が何かに弾かれていたような気がしていた。だが、魔力がほんの少し、本当に小さな穴に入っていく。そんな感じがした。


これかな？　そう思い、その穴に集中した瞬間、僕は意識を体の中に吸い込まれていく感覚に襲われた。


あ、これやばい!!　直感的にそう感じるも、何もできずに僕はその穴に吸い込まれていった。


◇


「……ここは？」


僕が意識を取り戻して周りを見渡すと、そこは天井が吹き抜けになっており、辺り一面は円を描くように本棚で埋め尽くされていた。恐らく建物の外観は円柱の塔みたいな感じだろうか。


なんだろうここは？　そう思っていると、後ろから人の気配を感じて振り返った。そこには銀色の髪と紫の瞳をした小さな子供がいた。少しメルに似ているかもしれない。そう思っていると子供はにこりと笑い、挨拶をしてくれた。


「やぁ、こんにちは」


「こ、こんにちは……ぼ、僕はリッド。き、君の名前を聞いてもいいかな？」


僕も慎重に言葉を紡ぎなから、様子を見る。


「うーん、そうだなぁ。じゃあ、『メモリー』でいいよ。記憶って意味だから僕にぴったりな名前でしょ？」


メモリーと名乗った子供は「クスクス」笑っていた。


「メモリーか、君は何者なのかな？」


「僕は君の記憶の化身。リッドは前世の記憶を出し入れしに来たんでしょ？」


なんだろう、メモリーにはとても親近感を感じる。少し懐かしい友人にあったようなそんな感じがした。とりあえず、協力してくれるのかな？　と考え相談することにした。


「うん。記憶を好きに呼び出して使いたい。前世で言うネットみたいなイメージなんだけど、どうすればいいかな？」


ネット検索的な感じで、自分の記憶を検索できればかなり便利そう、そんなことを思ってメモリーに話を聞いた。僕の前世の記憶をもっているなら伝わるはずだ。


「ネットみたいには難しいけど、僕を通してくれれば大丈夫だよ」


「へ……？」


メモリーの話を聞くと、この世界は本来入ってくることはできない。だけど今回、僕は偶然この世界にいるメモリーを認識できた。なので、次回からはメモリーを呼べばこの世界と繋がれる。その時に必要なのはやっぱり魔力らしい。魔力でメモリーと繋がれば、この世界の情報をメモリーが僕にくれるということだった。


「この世界はリッドの魂の中にある世界で凄く繊細な場所だから、二度と来てはだめだからね？　必要なことがあれば、特殊魔法を使う感覚で僕の名前を呼んでくれればいいから」


メモリーはとても真剣にそして心配そうな顔で僕を見つめていた。


「わかった、ありがとう。じゃあ、そろそろ帰ろうと思うのだけど、どうしたらいいかな？」


僕はメモリーの言葉通り、この世界には来ないほうがいいそんな気がした。メモリーは僕の言葉を聞いてにっこり笑うと別れの言葉を言ってくれた。


「うん、じゃあね」


その瞬間、僕は意識がなくなった。


◇


「うわぁぁあああ!!」


「きゃあああああ!?」


「ハァ…ハァ…あれ、ここは…？」


僕はメモリーに別れの挨拶をして、意識が無くなって……混乱していると、僕は目の前に尻もちをついて目を丸くしたサンドラがいることに気付いた。


「……サンドラ、どうしたの？」


「……!!　どうしたの？　ではありません!!」


サンドラは立ち上がると顔を真っ赤にしながら、言葉をまくしたてた。


「実験を開始してからリッド様がずっと、静かにされていたので大丈夫かと思って、様子を見ていたら急に大声を出されたのでびっくりしたのです!!」


「そ、そうか、心配かけてごめんね」


彼女は僕の顔をまじまじと見てから、心配そうな顔をして言った。


「お体は大丈夫ですか？　かなり長い時間、静かに集中されていたのであえて声はかけなかったのですが、とても心配でした」


「そうか、心配かけてごめんね。でも、今回はさすがに失敗みたいだね」


僕は嘘をついた。あの体験はうまく説明できない。生魔神道は多分、危険だ。下手すると現実世界に戻れない。そんな感じのする危ういところだった。


「…そうでしたか。お力になれず申し訳ありません」


「いやいや、大丈夫だよ!!　もともと出来ない可能性も考えていたからさ」


僕はシュンとするサンドラにお礼を言うと、今日はここまでにしようと伝えて解散した。


◇


その後、一人部屋に戻ると新しい特殊魔法を発動した。


……メモリー。


心の中でそう呟いてから、少しすると頭の中に明るく元気な声が響いてきた。


「やっほー、リッド。ちゃんと帰れたね。よかった～」


「メモリー、本当に繋がるんだね……」


自分で体験しておきながらなんだけど、本当に繋がると思っていなかったからびっくりだ。まさか、僕の中にいるメモリーと会話が本当に出来るとは思っていなかった。


「その感じ、信じてなかったでしょ～。まぁ、いいや。それで何を調べるの？」


「いや、メモリーに繋がるかなと思って、使ってみただけだから、今日は大丈夫」


「わかった。じゃあまた何かあれば呼んでね～」


「……」


通信が切れると僕は「ふぅ」とため息を吐いた。


メモリーの存在について、少し思うこともあった。でも、それは口に出さずに胸にしまうことにした。こうして僕は、新しい特殊魔法で記憶を好きに引き出せる「メモリー」を人知れず使えるようになった。







妻と夫


ナナリーの容態が急変して一命を取り留めた時、ライナーの「医者を呼べ!!」という声が響いた。


その時、屋敷内には緊張が走った。ライナーがあのような大声で医者を呼ぼうとする理由は限られているからだ。ついにその日が来てしまったのか？　屋敷全体が動揺と不安に包まれた。ライナーの声を聞いた執事のガルンがいち早く反応する。


「すぐに、掛かりつけの医者に使者を送れ!!　馬車を用意しろ!!　私はライナー様に状況を確認しにいく。他の者は通常通りに業務にかかりなさい」


ガルンは周囲のメイド達に指示を出すとすぐにライナーがいる、ナナリーの部屋に向かった。部屋に向かう途中にライナーが目の前からやってきた。彼の顔はいつも通りの強面で、平常心を装っている。だが、その目に浮かぶ涙だけは隠せていなかった。急いで、ガルンは冷静かつ慎重に言葉を選んだ。


「……ライナー様、使者を医者の所に送りました。急ぎで来るよう、申し付けております」


ライナーは自身の目を右手で覆い隠すと少し俯き「わかった……すまんが水をくれ」とだけ呟いた。


押し殺してはいるが、少し嗚咽も交ざっているようだった。


「かしこまりました。すぐお持ちします。……ライナー様、差支えなければ奥様は？」


「妻は無事だ」


ライナーはまだ目を掌で覆い隠したままだ。ガルンはライナーに言葉では返事をせず、頭を下げ一礼だけしてその場を後にした。ガルンが水を取りにいくと、ライナーは背中を壁に寄りかかり、「よかった……本当によかった」と呟きながら一人静かに涙を流していた。水をガルンが取ってくると、ライナーは普段通りの厳格な様子に戻っていた。


ライナーは水をグイっと呷るとガルンに「医者が来たらすぐに知らせるよう」と伝え、ナナリーの部屋に戻っていった。ライナーが部屋に戻り、少しすると医者がやってきた。


ナナリーは先ほどの発作の疲れで少しぐったりしているが、命に別状はない。医者も診察する限り特に問題はないということで「急な発作」ということで落ち着いた。


ライナーはその場にいた、リッド、サンドラ、ナナリーに対して今日この部屋であったことは秘密にするようにと言い渡した。


そのまま、今後のナナリーの治療方法について協議した結果、常に薬を飲めるように魔力回復薬の錠剤を常備。サンドラによる魔力測定を使い、魔力数値の経過観察をすることになった。再度発作が起きた際に、一人では今回のように薬を飲めない可能性もあるので、必ずメイドを部屋に常駐させるようにした。


メイドが部屋に常駐することはナナリーが少し嫌な顔をしたが、ライナーは絶対に譲らなかった。


基本的なことを決めると、リッドとサンドラはナナリーの部屋を後にした。部屋にはナナリーとライナーだけとなった。ナナリーはベッドの上に、上半身だけ起こしており、ライナーはベッドの横に立っていた。部屋に二人だけとなり、なんとなく気恥ずかしい雰囲気が流れた。


彼らがこうして、二人だけで部屋にいるのは久しぶりだった。お互いを意識して緊張している様子はまるで初心な男女のように見える。そんな中、ナナリーが「コホン」と咳払いをした。


「あなた、そこにお座りになったら？」


「あ、ああ……」


ナナリーに指定された場所はベッド横にある椅子で、普段はリッドが部屋に来た時に座っている椅子だ。促されるままにライナーはその椅子に腰を掛ける。


「……少し小さいな」


「ふふ、それは普段リッドやメルが座っていますからね。あなたには少し小さいでしょう」


ぎこちない様子のライナーにナナリーは微笑んでいた。それからしばらく二人は他愛もない話をしばらく続けた。まるで今までの時間を取り戻すように。


話をしていく中で、ライナーの雰囲気が少し変わる。そして、ナナリーに頭を下げて、言葉を紡いだ。


「君一人に辛い思いをさせて申し訳なかった。私は君が一番辛い時に寄り添うことができていなかった。いや、君が私のそばからいなくなる現実を受け入れきれず、逃げていた。リッドの言う通りだった。本当に申し訳ない」


ナナリーは頭を下げる夫の様子に目を丸くして驚いた。夫の頭を下げる姿を見たのは初めてだった。


でも、自分を思ってしてくれているのだと思ったその姿も愛おしく感じられた。ナナリーは自分に向かって下げられた頭を両手で優しく抱擁ほうようする。そして、手でポンポンと後頭部を優しく叩いた。その様子はまるで、子供を慰める母親のような姿であった。


ライナーは抱擁を嫌がらず、むしろとても安堵しているようだった。


「私も……私も早くあなたに弱音を吐いて頼るべきでした……」


ナナリーはそう呟くと涙と嗚咽が止まらなくなった。その様子に、頭を上げたライナーが今度はナナリーを胸に抱きかかえるように優しく抱擁した。ナナリーは夫の胸の中でしばらくの間、涙と嗚咽が止まらなかった。


ライナーは妻が思った以上に体が細く、壊れやすいと感じ、何故もっと早くそばに寄り添わなかったのかと後悔した。そして、二度と後悔をするようなことは妻にしないと誓った。


ナナリーの涙と嗚咽が収まると、二人は何故か急に恥ずかしさがこみ上げお互いに顔を赤くする。その顔をお互いに見合うと、恥ずかしさが可笑しさに変わり二人で「クスクス」と笑った。







    
  
  




その時、ナナリーは魔力回復薬の錠剤が目についた。そして、手に取ると感慨深いように言った。


「それにしても、この薬は素晴らしいですね。実は私、あの時にもう駄目だと思ったのです……」


あの時、発作が起きた時の感覚は恐ろしかった。今まであった「水滴」の感覚がなくなったと思うと同時に、今度は逆にその「水滴」が溜まっていた場所に体中の「別の何か」が吸い込まれていく。


「水滴」の代わりを求めるようだった。吸い込まれる感覚が襲ってきた瞬間、「これはダメだ」と直感した、その時にライナーが飲ませてくれた「何か」が「水滴」のあった場所に入って来た。


すると、そこに吸い込まれる感覚がすぐに消えた。その時に、自分は助かったと理解した。


「そうか。この薬はサンドラが作ったが、実は原料はリッドが見つけてきたのだ」


「え？　あの子にはそんな知識があったのですか？」


ナナリーはリッドが前世の記憶を持っていることは知らない。ライナーもいつかは言うべきかもしれないが、今ではないと判断してごまかした。


「うむ、なんでも書斎にあった本に、特別な薬草の伝承みたいなものを見つけて、それを探すように商会にお願いしていたらしい。君を救うためになんでもするつもりだったのだろう」


「まぁ……私は、幸せ者ですね。夫と子供にそんなに思ってもらえるなんて」


ナナリーはそういうと再度、涙を流した。


「サンドラの説明にもあったが、魔力回復薬とは別に魔力枯渇症を治すための薬草も探している。それさえ、見つかれば今度こそ本当に君を救える。だから、これからは一緒に頑張ろう」


ライナーは優しく力強く妻に伝えた。寄り添い一緒に乗り越えようと。その言葉に妻は微笑んだ。


「ふふふ、そうですね。一緒に頑張っていきましょう」


二人は手を握り合い、顔を近づけ優しく甘い接吻をした。その姿は誰が見ても仲の良い幸せそうな夫婦だった。二人はそれからしばらく雑談をしながら部屋でのんびりと他愛のない時間を楽しんでいた。


「今後、私は薬を飲んで、体調管理もしっかりしていかないといけませんね」


「ん？　急にどうしたのだ？」


ナナリーは今までと違い声に張りがあり力強い。とても明るく活発な雰囲気が出ている。


恐らく、この雰囲気が本来の彼女なのだろう。そんな、彼女の言葉にライナーは不思議そうな顔をしている。


「だって、あの薬のおかげで助かったのは事実で嬉しいのですが……あの後、意識が戻ると口の中が大変だったのですよ!!」


「ああ……」


これについては、ライナーも同意した。もっとも、大変になった原因は錠剤をかみ砕いて、口移しをしたせいだ。ライナーは常用する薬を錠剤にしたサンドラの判断に頭が下がる思いだった。部屋から出た時も口直しがしたくてガルンにまず「水」を頼んだほどだ。


「それに……状況的にしょうがないとはわかっております。それでも、リッドやサンドラの前であのような姿を見せてしまったのは……」


話す彼女の顔はどんどん赤くなっていった。


「あ、決して口移しが嫌だったわけではないのですよ？　命には代えられませんから。でも、それでもやっぱり……」


恥じらう彼女はとても可愛く、愛おしい。


「ふふ、そうだな。私は薬の味を差し引いても、いつしてもよいが、それでは辺境伯の業務に差支えが出てしまうな」


「……!?　あなた、からかわないでください!!」


ナナリーの顔は夫の言葉でさらに赤くなった。その様子は夫婦である時にしか見せないお互いの素の姿だった。


それから、やりとりをしばらくする二人は終始、笑顔で微笑んでいた。







    
  
  




それはクリスが帝都から帰って来た翌日のことだ。本当は帝都から帰って来た当日中に、リッドと色々話す予定だったが、クリスは疲労で寝込んでしまう。その為、翌日にリッドと二人で打ち合わせを行い、途中までは良かったのだが、最後に彼が言った言葉を追及して返ってきた返事にクリスは、頭が真っ白になった。なんと、リッドは悪戯心で、クリスが一人で寝ている部屋に入って、寝顔を見ていたらしい。


その話を聞いた時、寝顔を見られて恥ずかしかったこともあるが、クリス一人しかいない部屋に彼という男性が入って来ていたという事実に、気が動転してしまい勢いのまま商会に帰ってしまったのだ。


「クリス様、おかえりなさいませ」


「……ただいま、エマ」


商会に帰ってくるとエマがクリスを出迎えてくれた。エマは猫の獣人で黒い髪と瞳をしており、頭にある猫っぽい耳と尻尾が特徴の可愛いクリスの従者である。彼女はクリスがサフロン商会に居た時からずっと一緒にいるので、従者というよりクリスにとっては家族みたいな関係だ。


エマはクリスと共に帝都に一緒に赴いていたが、彼女は帰りに商会へ先に戻り不在中に溜まっている事務処理を確認すると言って、クリスとは途中から別行動をしていた。


「バルディア家からクリス様が倒れられたと連絡が来て驚きました。大丈夫なのですか？」


「心配かけてごめんなさい。もう大丈夫。元気いっぱいよ」


彼女は心配そうな顔でクリスを見ていたが、その様子に安心してホッとした顔した。


「バルディア家の客室でお休みになっていたと聞きました。帝都の疲れが大分、取れたのではないですか？」


クリスは『客室でお休み』という言葉でリッドに寝顔を見られたことを思い出して赤面すると同時に、動揺した様子を見せる。


「え!?　ええ、そう……ね」


「クリス様？　どうされましたか？　顔が真っ赤になっていますよ？」


彼女の様子にエマは体調が戻っていないのではないか？　心配して近づくと、クリスの顔を覗くようにじっとみる。


「な、なに？」


クリスはエマに動揺を悟られまいと赤面しながら必死に瞳だけ横に逸らした。だが、その瞳だけ横に動かす様は見る者に、何かあるのだと思わせる悪手である。


「……クリス様？　バルディア家で何があったのですか？　説明してください!!」


「いや、その……」


「言ってくださるまで、放しませんからね!!」


「うぅ……」


エマがこうなると本当に話すまで放してくれないことをクリスは長年の付き合いで知っている。彼女は何故かクリスが悩んだ顔を少しでも見せると、吐露するまで本当に放してくれない。以前、何故そんなに気にするのかと聞いたことがあるが、その時エマはこう答えた。


「クリス様は一人で抱え込むところがありますから。なので、私が聞かないとクリス様はパンクしてしまうじゃないですか？」


そう思ってくれるのはありがたいが、吐露するまで放してくれないのはやめてほしい。だが、気付かれた以上もうだめだ。クリスは項垂れると、観念してバルディア家であったことをエマに話した。一人で客室に寝ていたところ、リッドがこっそり一人で部屋に入ってきてクリスの寝顔を見ていたこと。そのことを聞いてつい照れと恥ずかしさのあまりカッとなってしまったこと。話を聞いてくれた、エマの表情は楽しそうだが、最後の「カッとした」という下りには呆れた顔をしていた気がした。すべてを話し終えると、少し沈黙が流れた。そして、沈黙を破る様にエマがおもむろに言った。


「クリス様、何をそんなにカッとしてしまったのですか？」


「え？」


クリスはエマの言葉に呆気に取られた。何故、カッとしたか？　エマの言葉の意図が理解できず、珍しく思った言葉をクリスはそのまま口にした。


「だって、私というか女性が一人で寝ている部屋に男性が付き添いもなく一人で来るのは、その、世間的、男女の常識でダメ……でしょ？」


言葉をゆっくり丁寧に紡いだつもりのクリスだが、自身でも言っていることが正しいかよくわからなくなってきている。彼女の言葉を聞いていたエマはどんどん呆れた顔になり、聞き終えると小さくため息を吐いて、クリスを諭すように言葉を紡いだ。


「はぁ、つまり、リッド様に寝顔を見られたことよりも『クリス様という女性が一人で寝ている客室に、男性のリッド様が付き添いもなくお一人で来られた』ことを問題視されているのですね？」


「……寝顔を見られたことも問題だけど、まあ、そんな感じ……かな？」


そもそも何故、クリスはこんなにも自身が動揺しているかよくわかっていない。エマは「ふぅ」とため息を吐き、「やれやれ」と肩をすくめた。


「クリス様、失礼を承知で申します。確かに、客室に一人で入り、クリス様の寝顔を見た行為は悪戯として咎めましょう。ですが、そんなに気にする必要はないと存じます」


「え……？　なんで？」


クリスはエマの言葉に驚いたが、意にせずエマは言葉を続ける。


「クリス様、よく考えて下さい。リッド様は年端もいかない子供ですよ？　子供に寝顔を見られて、ああだ、こうだと言うのは初心にも程があります!!」


「……!!」


エマとしては『初心』よりも強い言葉で言いたい気持ちもあったが、ここはさすがに言葉を選んだ。対してクリスはエマの言葉にハッとして、顔どころか全身が恥ずかしさで真っ赤になっている。そして、頭を抱え込んだ。クリスが自覚した様子を、今度は楽しそうな笑顔で見始めたエマは畳みかける。


「でも、そうですか。クリス様は、リッド様を男性として見ていたのなら。クリス様の言動は適切だったかもしれません」


エマは言い終えると、クリスを見てにこりと笑顔を見せる。その言葉とエマの笑顔に変に動揺してしまった彼女は、とっさに言葉を返した。


「いや!!　男性としてリッド様を見ていたわけでは……そ、そう!!　リッド様と話しているとその大人びた様子から、子供だと言う事を、一瞬忘れてしまってそういった言動をしてしまっただけよ!!」


「……つまり、リッド様の言動が大人と変わらなかったので、接するうちに子供であることを忘れて、一時的に男性として見てしまった……ということですか？」


「な……!!」


クリスはさらなる墓穴を掘ってしまい言葉を失った。確かにリッドは子供とは思えぬ言動をするし、何よりエルフの女性であるクリスを重用してくれる。どの国においても女性の立場は厳しい。しかも、その国の主要種族ではなく商人の女性ともなれば本来はすぐ侮られる。


サフロン商会から独立する時にも周りから一番心配された部分はそこだった。だけど、リッドはそんなこと考えずに信じてくれる。そして、クリスに皇族に謁見の機会も与えてくれた。今回のことでクリスティ商会は確固たる立場を帝国内で作ることができたと言っていいだろう。まだまだこれからだが、商会として一区切りついたと言ってもいい。その機会を与えてくれたリッドと話し合いをする時、彼をどう見ていただろうか？　と、クリスが自身に自問した時、クリスはハッとしたあと、項垂れた。


「そうね……私はリッド様と商談を何度もするうちに、彼の事を子供ということを忘れてしまっていたかもしれないわ。それで、あんなことをしてしまったのだと思うと、『初心』と言われても何も言えないわね」


「ご自分が『初心』とお認めになりましたね？」


「あ、いや!?」


つい呟いてしまった言葉をエマに聞かれしまったと思うが後の祭りである。エマはニコニコ笑顔で言葉を続ける。


「大人でも子供みたいな人はおります。リッド様は私からも見ても、言動はかなり大人びていますから、接するうちに『子供』ということを忘れてしまうのはわかる気がいたします。しかし、それでもクリス様の行動は少し行き過ぎた気が致します」


「はぁ……そうね。リッド様にどう謝罪しようかしら……」


確かに、冷静になるととんでもないことをしてしまったと今更ながらにクリスは後悔していた。


「感情で動いてはダメね……」


クリスは呟くと、額に手を付きながら俯いてリッドに対しての謝罪をどうするか考え始めた。その時、彼と話していた大事なことをエマに伝え忘れていたことをふと思い出した。そして、クリスは顔を上げてエマに視線を送る。


「そういえば、言い忘れていたけどリンスと化粧水の名前が変わるわ」


「リンスと化粧水ですか？　承知しました。どのような名前でしょうか？」


エマは彼女の言葉を聞くと、新しい商品名をメモするためにサッと机の上にあった紙と筆を手に取った。


「……化粧水名は『クリスティ』よ」


「ブッ!!」


予想もしない商品名にエマは思わず吹いてしまった。まさか化粧水名が主人であるクリスの名前になるとは思ってもみなかったのだ。噴き出した様子のエマに、引きつった笑顔を見せるクリス。


「……私じゃないからね？　リッド様の鶴の一声だからね？」


「クッ……ククク、わ、わかりました。ではリンスの名前はなんでしょうか？」


他人事のように、さも楽しいそうに笑いを堪えるエマを見たクリスは、リンスの商品名を聞かしたら彼女がどんな表情をするのか？　と、それは意地の悪い笑みを浮かべて、逆襲するようにおもむろに商品名を彼女に告げた。


「リンス名は……リンス・クリスティ・エマよ」


「……え？」


エマは一瞬で鳩が豆鉄砲を食ったような顔になった。


「よかったわね、エマ？　私と同じであなたの名前も世界に轟くようになるわよ？」


「……辞退致します」


クリスの名前が使われるのは商会の広告に繋がるのでなんとなくわかるが、エマはただの従者だ。


名前が使われる意味がわからない。それに人の名前ならいざ知らず、自身の名前があちこちで囁かれるのは恥ずかしい。必死にエマは辞退を申し出たが、先程のお返しと言わんばかりに意地の悪いクリスに断られた。


「リッド様の鶴の一声よ？　無理に決まっているじゃない」


「いやです……」


その言葉にエマの頭で立っていた猫耳が『ふにゃん』と下がるのであった。


◇


その日、クリスはバルディア家の応接室に来ていたが、いつもの元気がない。むしろ、少し落ち込んでいた。


「はぁ、どうしよう……この間の事をリッド様になんてお詫びすればいいかなぁ……」


この間の事とは先日、クリスが疲労で倒れた時、バルディア家の客室で休ませてもらった時のことを指している。その際、休ませてもらっている寝室で悪戯と称して自身の寝顔を見られたことに憤慨してしまったことだ。その後、従者のエマにいろいろと諭されクリスは自身の過ちに気付いた。しかし、気付いたところで憤慨したことが無くなるわけではない。きちんと謝罪しなければと思っていたところ、バルディア家の屋敷に来てほしいと連絡が来たわけだ。


その日が今日であり、応接室に案内されたあとクリスは緊張した面持ちで深呼吸をしながら、謝罪の手順を頭の中で考える。


（まず謝る。ともかく頭を下げて謝るのよ。そうすればリッド様は許してくれるはず……!!）


クリスが何度も同じことを考えていると、ドアがノックされた。


◇


僕はクリスを待たせている応接室に辿り付くと、ドアをノックする。


「クリス、入って大丈夫かな？」


「ひゃ、ひゃい」


ひゃ、ひゃい？　噛んだのかな……？　クリスの返事は聞こえてきたが何やらいつもと違う雰囲気を感じた僕は、ドアをすぐには開けず、彼女に向かって遠慮がちに尋ねた。


「……本当に入って大丈夫？」


「ちょ、ちょっと待ってください!!」


何かあったのかな？　彼女は何やら少し慌てた様子で返事をしてきたので僕は戸惑いながらも、ドアの前でクリスの準備が終わるまで待つことにした。


「う…うん、良くなったら教えて」


返事をすると部屋の中から何やら深呼吸をしているような息遣いが聞こえてくる。それから間もなく、クリスの声が部屋の中から聞こえてきた。


「すみません、リッド様。お入りください」


「うん、入るね」


応接室のドアを開くと、金色の髪と緑の瞳を持ち、しっかりした雰囲気を持つクリスが綺麗な立ち姿で迎えてくれた。何か、身だしなみでも整えていたのだろうか？　そんなことを思いながら、いつも通り応接室の机を挟み、クリスと向かい合うようにソファーに腰を下ろす。僕はクリスにニコリと微笑んだ。


「急に呼んで、ごめんね。来てくれてありがとう」


「……」


クリスは僕の言葉を聞いた後、何やら少しボーっとした様子でこちらを見ている。そして、何やらハッとすると彼女は雑念でも振り払うように凄い勢いで首を横に振った。本当にどうしたのだろうか？　ちょっといつもとクリスの様子が違う。僕は、心配するように彼女の顔を覗いた。


「……クリス、どうしたの？　そんなに首を振って？」


「い、いえ……」


その時、僕はついこの間、彼女に行った『悪戯』のことについて、まだ謝罪をしていない事を思い出してハッとした。


悪戯の内容としては、前世の記憶にある『寝起きドッキリ』という感じでクリスの寝顔を覗き見るものだ。だけど、この世界において、成人している女性の寝室に勝手に男性が入るということはあまりよろしくない。ただの『子供』ならまだ許されたかもしれないけど、僕の場合は貴族の子息という立場がある。ちなみに僕の悪戯は、メルとダナエのおかげで瞬く間に母上の知るところになり、みっちり怒られたのだ。僕はその場に、すっと立ち上がるとクリスを、真っすぐに見つめた。


「ごめん……この間のことちゃんと謝罪出来てなかったよね」


「え!?　あ、いや……!!」


僕の行動が予想外だったのか、クリスは動揺したように目線を泳がせている。僕はそんな彼女に、謝罪の気持ち込めて言葉を紡いだ。


「クリス、この間はごめんね。いくら心配でも、貴族の長男である僕がクリスの……女性が寝ている部屋に一人で勝手に入るなんて軽率だった。怒られて当然だと思う。本当にごめんなさい」


言葉を言い終えた僕は、机に向かうような形で頭をペコリと下げた。


「いえ!!　頭を上げてください、リッド様」


頭を下げると同時に、クリスがとても慌てた様子で声を発する。そして、彼女もその場に立ち上がり、頭を上げるようにと両手を僕に差し出して『ワタワタ』としている。その状況に気付いた僕が頭を上げると、今度はクリスが僕を見ながら、意を決したように言葉を紡いだ。


「私もカッとなり過ぎたというか。大人気なかったというか……ともかく、私もリッド様のお話をちゃんと聞かずに、勝手に怒ってしまいました。本当にすみませんでした」


彼女は謝罪の言葉を言い終えるとバッと頭を下げる。僕はその様子に少し驚いたがすぐに優しく彼女に話しかけた。


「クリス、頭をあげて……ね？」


その言葉に従いクリスが頭を上げる。その時のクリスは、何やらとても申し訳なさそうな表情をしていたので、僕は彼女を安心させるように優しく微笑んだ。


「良かった……クリスが怒ってなくて……もし、クリスを怒らせたままだったらどうしようって思っていたから、本当に良かったよ」


「いえ……私も、リッド様にしたことを考えたら、許して頂けないのではないかと……」


彼女の言葉に僕はきょとんとした顔した。僕がクリスを嫌いになる？　そんなことあるわけがないのに。僕は軽く笑いながら、すぐにまた微笑んだ。


「ふふ……僕がクリスのことを嫌いになることなんてないよ。だって僕、クリスのこと……好きだもん」


「な……!?」


クリスは僕の言葉を聞くと、照れた様子で顔を赤らめている。僕は折角の機会だから、今までのお礼も兼ねて彼女に対する僕の気持ちを口にして伝える事にした。


「だって、クリスは僕が初めて商会に行った時にちゃんと対応してくれたよね。もちろん、僕が持っていた試作品や商品説明もあったからかもしれない。だけど、それでもこんな子供の僕のことを信じてくれるなんて、クリスのことは人として大好きだよ」


僕は、言い終えると同時にニコリとクリスに向かって笑みを浮かべる。その時、気持ちが伝わったのか、クリスの表情に浮かんでいた照れが消えて、彼女がスーっと冷静になっていくのを感じた。


「はぁ……こんな事で動揺するなんて……エマの言った通り私はきっと『初心』なのね」


何やら、クリスが呟いたようだが良く聞こえない。ただ、『エマ』という名前だけは聞き取れた。


「うん？　エマがどうしたの？」


「あ、いえ!!　エマがリッド様はきっと怒ってないですよって言っていたことを思い出しまして……」


エマが僕の知らない所でフォローしてくれていた事実に驚いた僕は、ここにいない彼女に感謝しながらクリスに返事をする。


「そうなんだね。それなら、エマにもクリスのことで心配かけてごめんねって、伝えといてもらえるかな？」


「はい。かしこまりました」


クリスが僕の言葉に頷いたあと、ふと僕達二人が立ちっぱなしの状態であることに気付いた僕は、苦笑しながら彼女にも座るように促す。そして、お互いにソファーに腰を降ろした。ソファーに腰を降ろした彼女は、何やら俯いて少し考え込んで後、また首を横に振っている。今日のクリスは感情豊かだなぁ……そんな事を思いながらも、僕は本題に話を進める為に話題を変えた。


「ありがとう、エマによろしくね。……それで、今回の相談は絶対に秘密にして欲しいことなんだけど……大丈夫かな？」


「わかりました。商人として秘密は絶対に守ります」


僕の言葉を聞いた彼女は、先程から見せていた感情豊かな雰囲気から一転、自然と表情を引き締める。本当にクリスは頼りになる女性だな、と僕は感謝しながら話を続けた。


「ありがとう。実は僕、レナルーテの姫君と近々、婚姻することが決まってね」


「……え？」


クリスは僕の言葉が思いがけないものだったようで、目を丸くして唖然としてしまった。だがすぐに彼女は意味に気付いてハッとすると驚きの表情を浮かべた。


「えぇ!!」


「……!?　クリス、大きな声だしちゃダメだよ!!」


彼女は驚きのあまりに、思ったより大きい声を出してしまった。僕は慌てて口元に指をあてながら『シィー!!』という仕草を彼女に見せる。そんなに驚くことだったかな？　僕の仕草を見たクリスは、「あ」と口を押さえ、「すみません……」と言った後、小声で尋ねて来た。


「でも、いくらなんでも早すぎじゃ……」


「うん、実は僕もこの間、父上から聞いたばかりなんだ。詳細は言えないけど特例に該当するらしいよ」


「特例……」


『特例』という言葉呟きながらクリスは怪訝な表情を浮かべている。僕はそんな彼女の疑問に答えるように話を続けた。


「うん。それでクリスには色々お願いすることも多いから本当はダメだけど、先に伝えたかったんだ。絶対に秘密ね」


「……それは、確かに絶対秘密ですね」


ここまで言えば、クリスであれば後は察してくれるだろう。レナルーテの姫君と特例の婚姻ということであれば、確実に国同士が裏で何かしら動いているということだ。機密保持の問題にもなるので、信用がある人にしか話せないが、クリスなら問題ないだろう。


「うん、それでね。先日、話したレナルーテに行くから同行をお願いしていたよね？」


「ええ、そのように伺っておりましたので、何ヵ所かいま候補を出している所です」


「ありがとう。その時に、仕入れて欲しい商品があるのだけど……」


その後、クリスと僕はレナルーテに訪問する際に現地で確認して欲しい物について、打ち合わせに打ち込んだ。


◇


「ふぅ、大体これぐらいかな？」


クリスにレナルーテと取引したい商品をあれこれ依頼して結構な時間が経った。大体、必要なものは彼女に伝え終わったので後は商流を作れるかどうかと言ったところだろう。


「リッド様はやっぱり末恐ろしいですね。レナルーテのあの品物にこんなに可能性があったなんて、知りませんでした」


僕がクリスに話した内容はレナルーテから原料を仕入れて加工。そしてその加工品を『レナルーテ』や『帝都』などに販売するということだった。しかも、レナルーテの姫君と実際に婚姻となれば、少なからず関税や通行税などの優遇、価格交渉がしやすくなるはずだ。それを見越せば商売を始める機会としても良いだろう。合わせて、レナルーテで『ある職人』をこっちに連れてきたいということもあった。そこに関しては商会が人を探して、あとの処理をバルディア家で進める形となった。


「まぁ、出来たとしてもすぐに結果は出ないけどね。将来的にはクリスティ商会とバルディア領の目玉になれると思う。あと、こっちで腕のいい細工職人とかいないかな？」


「細工職人？　ドワーフとかですか？」


ドワーフ、その単語に僕はちょっと胸が躍った。細工職人と言えば確かにドワーフだ。中々、会える機会がなかったからもし会えるなら嬉しいな。僕は笑顔で『ドワーフがいい』とクリスに伝えたが、彼女は少し渋い顔をした。


「ドワーフの方は、ほとんど自国からは出ませんから、募集となるとちょっと時間がかかるかも知れません。ただ……」


クリスは少し言いづらそうな雰囲気を出したが、意を決した様子で言った。


「……バルストや他国で奴隷のドワーフを探すのも一つの方法です」


「奴隷かぁ……」


この世界では奴隷は合法である国とそうでない国がある。バルストは海がある為、奴隷を国内外で売買をしておりその利益と労働力で昨今急激に国力を上げている。だがその分、悪評も多く国同士で小競り合いも多い。レナルーテなどはその最もたる国だ。


僕は悩んだ。レナルーテの姫君と婚姻を結ぶタイミングで、『バルスト事変』に繋がる原因となった奴隷。それを、いまの僕が間接的でも買ってしまうのは少し危険な香りがする。これは父上に相談しよう。


「とりあえず、奴隷は見送りで。通常の募集でお願いしても良い？」


「わかりました。ちなみに何を作るのですか？」


「うん？　ボードゲーム関係を考えているよ」


僕の答えが意外だったのか、彼女は怪訝な表情浮かべた。


「ボードゲーム？　貴族が遊びに使う、チェスやトランプみたいなものですか？」


「まぁ、そんな感じだね」


この世界で、簡単な遊びといえばチェスやトランプだ。何故、この二種類だけ存在しているかは疑問に思ったが、深くは考えないようにした。だが、チェスやトランプといった基盤があるのであれば、似て非なるゲームを作れば売れるはずだ。そう、前世の様々なゲームが大活躍するだろう。クリスは僕の言葉を聞くと、俯いて少し考えた様子を見せた後に僕を見据えた。


「……ボードゲームがどんなものかわかりませんが、宝石や武具に難しい細工をするわけではないのですよね？」


「うん。そんなに難しくないと思う。僕が原案作るからそれを作ってくれればいいよ」


「それなら、腕の良い他の種族であればすぐ集まりそうですが、どうされます？」


うーむ。ドワーフに魅力は感じるけど、募集が難しいなら拘る必要はないか。


「うん、ドワーフには拘らなくていいよ。良い人がいればぐらいでいいや」


「わかりました。それで確認してみますね」


「うん、よろしく。じゃあ、今日はこれぐらいにしておこうか」


僕は言い終えると両手を『うーん』と言いながら上に伸ばした。


よし、これであとはレナルーテと商流を作れれば、将来的にかなりの利益と発展が見込めそう。でも、ドワーフって自国から出る人がいないのか。その辺もいずれは何とかしたいな。と、そんなことを考えていたら、クリスが何か落ち込んでいる様子が目に入った。


「クリス、何か落ち込むことあった？」


「え？　いえ、何でもないですよ!?」


「そ、そう？」


やはり、クリスの様子が気になる。そんなことを思っているとおもむろに彼女がおずおずと質問をしてきた。


「その、レナルーテの姫君っておいくつなんですか？」


「へ？　えーと、僕と同じ六歳だったかな。凄いよね、お互い子供同士で婚姻なんてさ。まさに国同士の政略結婚だよね。」


「レナルーテの姫君はリッド様と同い年ですか。それはまたすごいですね……」


クリスの表情は笑顔だが、どこか落ち込んでいる雰囲気が抜けない。


「でも、僕の奥さんになってくれる以上、最終的には僕の両親のような夫婦になりたいと思っているよ。クリスにもその時は紹介するね」


「はい。その時はよろしくお願い致します……」


そして、その日の打ち合わせは無事に終わるのだった。







    
  
  




「ファラ、もう間もなく、帝国の皇族と婚姻の話が持ち上がるでしょう。覚悟をしておきなさい」


「はい、母上」


私は母であるエルティアの言葉に静かに頷いた。母上から帝国の皇族の下に嫁ぐことになるだろうという話は、以前からされていた。私、ファラ・レナルーテは帝国とレナルーテとの関係強化の為に、嫁ぐことになるだのと。そのせいか、学んでいる量というのは人よりも多いらしい。私自身はこれが当たり前なので、そんなに苦にはなっていない。以前、専属護衛になってくれたアスナから見ても詰め込み過ぎで、頑張りすぎらしい。そんなに気にしていないと伝えたら少し悲しそうな顔を彼女はしていた。それよりも母上や父上に褒めてほしいという思いが強いかな……。


今日は母上から大切な話があると言われて部屋に来ていた。


「ファラ。あなたはいずれ帝都で暮らすことになるでしょう。その為にまず、一番近い帝国領のバルディア領に連れて行こうと思います。準備をしておきなさい」


「え？　承知致しました。侍女に確認をして必要な物をまとめるようにしておきます」


私は内心、驚愕していた。国内はおろか、城下町にも出たことがない。それなのに、いきなり帝国領に行くことになるなんて思っていなかった。


「今日、伝えたかったことはそれだけです。下がりなさい」


「畏まりました。失礼致します」


母上に一礼をすると、護衛のアスナと共に部屋を出て自室に戻った。自室に戻ると、アスナをソファーに座るように促して私も机を挟んで座った。アスナは専属護衛になってくれた、凄腕の剣士だ。私は小さいときからいずれ帝国に嫁ぐと言われていたから、専属護衛を引き受けてくれる人が決まらないと誰かが言っていた気がする。その中で、専属護衛になってくれた彼女は私にとって数少ない味方と言って良いのかもしれない。


「ねぇ、アスナはバルディア領に行ったことがあるの？」


「いえ、残念ながらありません。私も国内は多少ありますが、国外に行ったことはあまり、ありませんから」


アスナは申し訳なさそうな顔をして答えてくれた。バルディア領か。以前、帝国についての授業で習った内容によると「帝国の剣」として称えられている、バルディア辺境伯が治める領地。バルディア辺境伯は武力では帝国の中でも最高位に位置する帝国貴族と聞いた。


「姫様、バルディア領のことも気になると思いますが、長距離の馬車はかなり体力が必要と聞いております。もし可能なら、少し運動されておくのも良いかもしれません」


「そうなの？　でも、馬車に乗っているだけなのに何故、体力が必要なのかしら？」


私の返事にアスナは苦笑しながら教えてくれた。


「あまり、バルディア領までの道が整地されていないそうで、揺れが激しく酔いが酷いそうです」


「……それは、大変そうね」


私はアスナから聞いた理由がどの程度のものか想像がつかなかった。ただ、初めて外の世界に出られると思うと心が躍っていた。


◇


それから数日後、私達は母上が言われていたようにバルディア領に内密に訪問することになる。出発する当日、私と母上は同じ馬車に乗っていた。


「今回、バルディア領に行くのは帝国の雰囲気を少しでも事前に知っておくことが目的です。その点をしっかり理解しなさい」


「承知しております。母上」


私は母上から言われた言葉に返事をして静かに頷いた。そして、私と母上が乗った馬車はバルディア領に向けて出発する。城の外にもほとんど出たことの無い、私には馬車の外に見えるものがすべて新鮮だった。馬車から外を夢中で眺めていたら、アスナに言われていた「酔い」を感じることは無かった。


◇


「姫様、着きました。ここがバルディア領です」


「ありがとう、アスナ」


馬車を降りた世界に私は感動していた。レナルーテの城下町と全く違う雰囲気の建物が立ち並び、行き交う人種も全然違う。私は目を爛々とさせていた。


「姫様、恐れ入りますがこちらのヘアスカーフで耳を隠してください」


アスナはそういうと私の後ろに回り、耳を隠すようにヘアスカーフを巻いてくれた。


「……これで大丈夫ですね。ダークエルフとわかると国外では悪漢に狙われることもあります。必ず耳はお隠し下さい」


「はい。気を付けます」


アスナと私の準備が終わると、その様子を見ていた母上が言った。


「準備が終わったなら、少し街並みを見て来なさい。帝都はこの程度の規模ではありません。しっかりと見るようにしなさい」


「承知致しました」


私は母上の言葉に返事をすると、アスナと数人の護衛と共にバルディア領の町の散策を始める。初めての町、始めてのお出かけで私はとてもはしゃいでしまったのだ。あちこち目に入る物が新鮮で走り回っていると、ふと気付いた時には周りには誰もいなかった。


「ア、アスナ？　誰かいな……い？」


私の声に反応してくれる人はどこにもいない。その時、アスナが言っていた言葉「悪漢に狙われる」という言葉を思い出して急に心細くなり足が竦んでしまった。声を出そうとするも、怖くて出せない。どうしよう、と不安で心が潰されそうになった時、後ろから声を掛けられた。


「大丈夫？」


「あ……!?」


私は声にびっくりしながら振り返った。そこにいたのは私と同い年ぐらいだろうか？　白銀の髪と綺麗な紫色の瞳をした、とても綺麗な子が立っていた。女の子かと思ったが、その服装から男の子だとわかった。彼には男女一人ずつの従者も付いていたので、どこかの貴族かもしれない。でも私は、急なことでとても怯えていたと思う。私の様子を見たその子は、優しく言葉をかけてくれた。


「ごめんね、いきなり声を掛けられたら怖いよね？」


「い、いえ、大丈夫です……」


彼は優しい性格の男の子だった。私を遠目で見て困っている様子だったから、声を掛けてくれたらしい。彼らは辺境伯所属の騎士団所縁の者だから不審者でないと説明してくれた。私は悩んだけど、正直に困っていることを伝えた。すると、私の事を放っておけないから一緒に捜すと、その子は心配そうに、でも私を安心させるように笑みを浮かべて言ってくれたのだ。その時、とても胸の中が熱くなった気がした。


「……ありがとうございます」


「ううん、困った時はお互い様だよ。それに、君みたいなすごく可愛い子は放っておけないよ」


すごく可愛い子、初めて歳の近い男の子にそう言われたことに私はまた、胸が熱くなった気がした。


その後、彼らのおかげですぐにアスナ達と合流することが出来た。アスナにはとても怒られたけど、私の様子を確認した男の子は笑顔を浮かべていた。


「じゃあ、またね。迷子にならないように気を付けてね」


男の子は私にそういうとその場から去っていった。私はなんとなく、去っていく彼から目を離せなかった。母上の所に戻ると、私はまた怒られた。母上がここまで激高するのは見たことが無いというぐらい怒られた。母上の怒りの矛先はアスナや護衛をしてくれた他の人にまで行きそうだったが、私が悪かったと必死に伝えて許してもらった。


その日は、バルディア領に一泊だけ宿泊することになった。私はアスナと部屋が一緒だ。私はアスナに胸が熱くなった話をすると、彼女は嬉しそうな、悲しそうな顔をして言った。


「姫様、それは『恋心』の一種と存じます」


「恋心……」


「はい。ですが、姫様はエルティア様の言葉が正しいならいずれ国同士の繋がりで婚姻が決まると思います。その、恋心は胸に秘めて忘れるのがよろしいかと存じます」


私はアスナの言葉に黙って頷いた。自分がいずれ政略結婚をする立場であることはわかっている。だから、アスナの言う通り、忘れたほうが良いのだろう。


「あ、そういえば、バルディア領の領主の子息は姫様と年齢が近いらしいですよ。もしかしたら、今日お会いになった子がその方かもしれませんね」


アスナは私を励ますように話題を変えた。バルディア領の子息か。彼は従者もいて、確かに貴族のような感じはした。でも、そんなことはないだろう。それに帝国に嫁ぐことになったとしても相手は皇族だ。そう思い、私は首を振った。


「ふふ、さすがにそれはないと思います」


私はその後、アスナと雑談をしながら、今日出会った「男の子」の事を忘れることにした。本当にあの時感じた「胸の熱さ」が彼女の言う「恋心」ならば、彼は私の「初恋の男の子」になるのかもしれない。だから、私は彼のことを忘れることにした。でも一個だけ、彼に対して心残りがあり私は心の中で呟いた。


「あの男の子、名前を聞いておけば良かったな……」







    
  
  




ダークエルフの国であるレナルーテの東側には、人を寄せ付けない『魔の森』と言われる大きな森林地帯がある。この森林地帯には地理的な問題なのか、魔力が漂う特殊な土地であり、その影響は魔の森で生きる者すべてに影響を与えていると言われていた。その影響を受けた生き物達は皆非常に強力であり、安易に『魔の森』の奥に入り込めば、たちまちに『魔力の影響を受けた生き物達』つまり『魔物』の餌食となる運命が待っている。


だが、それでも『魔の森』に入り込む者は多い。未開の土地であることに加えて、魔物から取れる素材は高値で取引される他、『強力な武具』を作る材料にもなるからだ。その為、一攫千金を夢見て森の奥地を目指す者は後を絶たないが、奥地まで入り込んで帰れた者は少ない。また、魔の森は奥に行くほど魔物が強くなる傾向があり、生存者が少なくなる要因と言われている。


逆に、レナルーテと接する出入口付近には魔物がほとんどおらず、普通の森である為、ダークエルフ達は奥に入り込むことはなかった。そんな謎が多い『魔の森』において、一番数が多く、食物連鎖の底辺に位置する魔物が『スライム』と言われている。スライム達は一定の魔力を体内に蓄積すると分裂して数を増やす生き物であり、蓄積方法は魔の森に漂う魔力の吸収、魔の森に生える植物や死んだ魔物の捕食。その結果、無限に増殖を繰り返す生き物だ。だが、スライムは捕食される数と分裂数が不思議と均衡を保っており、異常発生や数量の減少などは見られない、不思議な生き物だ。そんなスライム達の中で、何故か『分裂』をせずに魔力を体内に蓄積し続ける個体が生まれたことなど、誰も知る由はなかった。そのスライムに一定以上の魔力が蓄積された時、ある感情とも言うべきものが発生する。それは、スライム達を捕食しに来る外敵に対しての『恐怖』であった。自分と同じ姿をしているのにも拘らず、何も言わず食べられていくスライム達を見た時に恐れ戦き恐怖する。


（食べられたくない、死にたくない!!）


それは、本来スライムが持つ事の無い『感情』というべきものが宿った瞬間ではあるが、同時にとても残酷な出来事だった。感情を持たなければ、『死が怖い』なども思わず、食物連鎖の中で生きられただろう。しかし、そのスライムは感情に目覚めてしまったのだ。さらに言うのであれば、スライムは『魔の森』において食物連鎖の底辺に位置している。つまり、常に死の恐怖に怯えて暮らさなければならないという現実も待っていた……だが、そのスライムは案外楽観的だった。


（うーん、皆といるとすぐに食べられてしまいそうだから、どこかでひっそり暮らそうかな）


そう考えたスライムは、森の中を移動しながら隠れて住んでいけそうな穴を必死に探して、幸いにも良さげな穴を見つける事が出来た。


（うん。ここならちょっと寂しいけど、食べられるよりはいいよね）


スライムはひっそりと、その穴に身を隠しながら暮らすことに決めた。スライムという魔物は雑食性なので、穴の中にある苔や少し外に出たところにある雑草などを食べれば十分生きていくことは出来る。穴の出入口がスライム程度の大きさしかないので外敵からも身を守れるだろう。こうして、魔の森の中に一匹でひっそりと暮らす変わり者のスライムが誕生したのである。


◇


スライムがひっそりと暮らし始めたある日のこと、魔の森が少し騒がしかった。しかし、それはいつもの日常。弱者が強者の餌となるかどうかの追いかけっこが、行われているだけだ。ただ、追いかけられているのは一人暮らしをしている、あの『スライム』だった。


（やらかした!!　まさか、こんな所にアイツがいるなんて完全に油断した!!）


スライムは時折後ろを見ながら悔やんでいた。いつも通り、穴の外に出て注意をしながら雑草を食べていると不気味な気配を感じ、振り返るとそこには『グリーンスネーク』と言われる魔物がいたのだ。まだ、成体ではないがそれでもスライムにとっては十分脅威となる大蛇である。だが、必死に逃げたスライムは、住んでいる穴に何とか逃げ込む事が出来た。


（良かった……助かった……）


スライムがそう思った時、穴の出入口からグリーンスネークの舌が伸びてきて、スライムの体を舐めた。


（ひぃ!?）


びっくりしたスライムは恐怖に戦きながらも、穴の出来るだけ奥に逃げ込む。しかし、住んでいる穴はそんなに大きい穴ではない。このまま、敵が去るのを待つしかない。体を震わせながらスライムが息を潜めていると、グリーンスネークは諦めて穴の前から立ち去ったようだ。


（ふぅ……何とか、助かったかな……）


その時、穴の出入口から壁が崩れるような鈍い音が辺りに響いたかと思うと、スライムのいる場所に日が差してきた。


（あぁ……あ……）


グリーンスネークは去ったわけではなかった。ただ、穴を壊すために身を引いただけだったのだ。大蛇に睨まれたスライムはこれから、死ぬのだという絶望に恐怖して身動きもとれない。グリーンスネークは、戦いているスライムを見て舌なめずりをすると、スライムを食べようと口を大きく開いて襲い掛かった。


（嫌だ……死にたくない!!）


だが、グリーンスネークはスライムを食べることは出来なかった。スライムに襲い掛かると同時に、グリーンスネークも尻尾側を何者かに襲われてスライムの傍から引き離されたのだ。


（え……？）


スライムは何が起きたのかわからず、恐る恐るグリーンスネークが居た場所を覗くと、大蛇と大猫が威嚇しながら対峙していた。


「シャァアアアアアアア!!」


「……グゥゥウ!!」


グリーンスネークはもうスライムに構う余裕はない。何故なら、すでに自分がスライムと同じ『狩られる立場』となってしまったからだ。グリーンスネークは相手に対して、少しでも体を大きく見せる為に、首の回りにある皮膚飾りを大きくしながら体を起こして相手を見据える。だが、大猫はその威嚇にビクともせずにグリーンスネークを睨みつけている。グリーンスネークは威嚇の通じない大猫の立ち姿に戦くも、口を大きく開き、意を決すると大猫に襲い掛かった。


「シャアアアア!!」


「グガァアアア!!」


それは一瞬の出来事だった。グリーンスネークが襲い掛かると、大猫はその攻撃を躱しながらグリーンスネークの首元を鋭い前脚の爪で切り裂いたのだ。グリーンスネークは首元から血しぶきを上げるも、すぐに振り返り、臨戦態勢のままに大猫を再度見据えた。だが、睨み合って間もなくグリーンスネークは息絶え、崩れるように倒れた。その様子を見ていたスライムは、目の前で起きた出来事に感動していた。


（す、すごい!!　大猫さん、かっこいい!!）


◇


大猫は何事も無かったように、仕留めたグリーンスネークを食べ始めるが、何やら視線を感じた。辺りを見回すとグリーンスネークが先程まで頭を突っ込んでいた場所に、スライムがいた。


（なんで、こんなところにスライムが一匹でいるんだ？）


スライム達は固まって動いているのがほとんどだ。こんなところに一匹でいるのは珍しい。大猫はスライムが物欲しそうな顔をしている気がしたので、何気なしにグリーンスネークを少し分けてやることにした。魔物同士だからと言って言葉が通じるわけではない。大猫は、グリーンスネークの一部をもぎ取ると、スライムの前に無造作に置いた。『食べろ』と言わんばかりである。スライムはびっくりするも、意図を理解して美味しそうに食べ始めた。これが、大猫とスライムの出会いだった。


◇


（はぁ……なんで付いて来るんだよ……）


大猫は困っていた。スライムを結果的に救ってから、スライムがずっと自分の後を付いてくるのである。威嚇しても付いてくるし、かといって放っておくと他の魔物に襲われて、すぐに食べられてしまうだろう。そう思うと、何やら寝覚めが悪い気がしてしまい、頭を抱えていたのである。スライムは大猫の寝床まで付いて来たのだった。大猫の寝床は大木の根元にある、洞穴で中は結構広い。大猫は寝床の中に入るがスライムは出入口で入っていいかどうか悩んでいるようだ。大猫はため息を吐いてから、首で『入れよ』と合図を送った。スライムはすぐにその事を理解したようで、嬉しそうに洞穴の中に駆け込んできた。そして、大猫とスライムの不思議な生活が始まったのである。


◇


大猫は止むを得ずに迎えた同居人のスライムを、いざという時の非常食として考えることにして、あとはあまり考えないようにした。翌日になってもスライムは寝床に居座っている。大猫は、その様子に呆れながらも腹を空かしたのでいつも通りに狩りに出かけることにした。


（おい……言っても伝わらないと思うけど、この辺は物騒だから死にたくないなら寝床で待っているんだな）


スライムに対して大猫は唸ると、魔の森に食事に出かけて行った。大猫が言った言葉が伝わったのか、スライムは大猫を見送った後、穴の中で『食事』を始めるのだった。


大猫が獲物を捕らえて食事している時に、ふとあのスライムの事が頭に浮かんだ。大猫の臭いが沁み込んだ住処には、外敵が近寄って来ることはほとんどない。だが、絶対ではない。幼体や子供を狙う魔物も多いので、子育ては油断が出来ないと仲間から聞いた事もある。そうすると、何故か居ても立っても居られなくなった。


（はぁ……何をしているんだか……）


そう思いながら、大猫は仕留めた獲物をすべては食べずに、一部を口に咥えて寝床に持ち帰ることにした。


（な……寝床が綺麗になっている!?）


大猫は驚いて口に咥えていた魔物を、ボトリと地面に落とした。その音で大猫の帰りに気付いたのか、寝床の奥からスライムが嬉しそうに大猫の所にやって来た。大猫は寝床を綺麗にしたスライムに驚きながらも、照れくさそうに口に咥えて持ってきた獲物をスライムの前に差し出して軽く唸った。


（勘違いするなよ……寝床を綺麗にしてくれたお礼だ。別に、お前の為に持ってきたわけじゃないからな!!）


スライムはきょとんしていたが、食べて良いという意図は伝わったようで大猫が持って帰ってきた獲物を嬉しそうに食べていた。ちなみに、スライムが『食事』した物は、食べかすや、骨など様々な物である。大猫は綺麗好きだが、片付けが苦手だったらしい。その為、スライムが結果的とはいえ、寝床を綺麗にしてくれたことに感動したのだ。大猫は食事中のスライムを見ると唸った。


（お前、ここに住んでいいぞ。ただし、部屋を綺麗に掃除してくれ。言っていること、わかるか？）


スライムは唸り声を聞きながら大猫を見ると頷いた……気がする。


（伝わったか？　まぁ……わかってくれたなら良い）


大猫はスライムに唸り終えるとそのまま眠り始めた。スライムも食事が終わると、大猫に近寄り一緒に寝始めた。その日から、大猫が獲物を仕留めて持って帰り、スライムが寝床を綺麗にするという共同生活が始まった。言葉は通じない二匹だったが、それでもお互いの意図はなんとなく理解出来るぐらいになっていた。大猫は話せないのが少し寂しいが、同居人としては問題ないだろう。そう思っていたある朝の事、大猫がいつも通りに寝ていると、何やら声が聞こえてきた。


（大猫さん、大猫さん!!　起きないと、そろそろ狩りの時間だよ）


（……ああ？　狩りは腹が減った時にするんだよ……）


返事をした後、ハッとして声の主に気付いた大猫はびっくりして飛び起きた。


「スライム!!　お前、話せたのか!?」


「……ええ!?　大猫さんに私の声、聞こえているの!?」


大猫とスライムはお互いに驚愕した様子で、見つめ合うことになるのだった。


◇


二匹の魔物は、お互いの言葉を理解出来たことに驚愕した後、色々と試してみた。その結果、どうやら『言葉』を理解したというより、スライムの『魔法』であることがわかった。


「お前、ただのスライムじゃないな……魔法が使えるスライムなんて聞いたこともないぞ？」


「そうなの？　でも、これで大猫さんと話せるから私は嬉しいな」


スライムの真っすぐな言葉に、大猫は思わず照れるが気を持ち直してスライムを見つめた。


「そうか、それは良かったな。しかし、魔法を使えるようになる為には、相当な魔力が必要だ。あと何か、最近ずっと思っていたことや想像していたことはあるか？」


「うーん……そうだなぁ。でも、大猫さんと話したいとはずっと思っていたよ？」


大猫はスライムの言葉に頷いた。


「なら、それがきっかけだろう。お前が『こうなりたい、こうしたい』という思いが、きっかけとなり魔法で言葉が通じるようになったのだと思うぞ」


「そうなのかな？　それなら、私も大猫さんと同じ姿になれるかな？」


大猫の言葉を聞いたスライムは嬉しそうな雰囲気で、大猫に質問をした。


「うーん、それはどうだろうな？　俺も魔法に詳しいわけじゃない。だが、何も思わないより、思ったほうが出来るかもな」


「そっかぁ……なら私は毎日、大猫さんになれるように頑張るね!!」


大猫はスライムの言葉に照れ笑いを浮かべながらも嬉しそうな雰囲気を出すのだった。







    
  
  




これから語る内容は、リッドやメルディがまだ生まれる前の物語。話は数年前のバルディア領まで遡る……。


その日、バルディア領の領主が住む屋敷から帝都に向かう馬車が用意され、関係者が見送りに集まっている。その中で一番、風格と品を纏ったオールバックの男性が、目つきの鋭い青年に声をかけていた。


「ライナー、帝都での仕事は大変だろうが、お前はいずれバルディア領を任される身だ。その事をしっかりと認識して、学んで来い。よいな？」


「……父上、そう何度も同じ事を言わずとも一度言えばわかります。それに、帝都での生活は学園ですでに三年も過ごしておりますので問題ありませんよ」


ライナーは父親である『エスター』の言葉に対して、少し面倒くさそうに返事をしている。エスターは息子を力強い目で見つめた後、顔を綻ばせた。


「そうか、ならば良い。学園生活が終わって間もないというのに、アーウィン殿の推薦もあって、お前が帝都の仕事に四年程就くことになったからな。親なりの心配しているんだよ。なぁ、トレット？」


エスターは話し終えると、息子の隣にいた綺麗な女性に視線を移す。トレットと呼ばれた女性は、頷くと心配の色を宿した瞳でライナーを見つめた。


「そうです、エスターの言う通りですよ。皆、ライナーの事を心配しているのです」


「母上……心配はご無用です。今まで同様、定期的に手紙のやりとりも致します。それに、アーウィンとは学園に居た頃からの友人ですのでご安心下さい」


ライナーは、母親のトレットを安心させるように彼女の手を力強くしっかりと握り締め、そのまま軽く抱きしめた。


「では、行って参ります。母上」


「……ライナー、くれぐれも体調に気を付けて下さいね」


二人は、お互いに軽く抱きしめ合い別れの挨拶を済ます。


帝都の学園で過ごして三年、卒業と同時に学友で皇太子でもあるアーウィンの推薦もあり、ライナーは彼に四年程度従事することになった。


ライナーは辺境伯の嫡男で、いずれは爵位を継承する身である。その為、当初は帝都に勤めることは出来ないと、バルディア家として丁重に辞退の連絡を入れていた。だが、数年だけでも良いという返答が来たため、エスターは止む無くこれを了承する。


ライナーはまだ若い。帝都の実務を学びつつ、パイプ作りをする機会として学園の延長と考えれば息子にとっても将来的に役に立つだろう。エスターそう考え、一人息子を帝都に送り出すことにしたのだった。エスターは馬車を護送する為に集めた騎士団員達を見渡し、その中でもひと際に風格を纏った騎士に視線を移す。


「ガヴェイン団長、息子を帝都までちゃんと送り届けてくれよ」


「承知しております。問題ございません」


ガヴェインは丁寧な口調で礼儀正しく返事をすると、サッと一礼をした。その動きには無駄がなく、とても洗練された印象を受ける。


「うむ。それから……ダイナス、帝都においてはライナーの護衛をしっかりと頼むぞ」


エスターは、騎士団の中でもスキンヘッドの筋肉隆々で、ひと際目立つ騎士に視線を移す。それに気づいたダイナスは、すぐに大声で返事をしてから一礼した。


「はっ!!　承知しております、お任せください!!」


大声で豪快に返事をしているダイナスの言動を見ていたライナーは、少し呆れた様子で額に手を当てながら、息を吐いた。


「ふぅ……何故、護衛がダイナスなのだ。私はお前を希望したのだがな、グレゴリー」


ライナーは呟きながら隣にいる騎士に視線を移す。そこには、目元が柔らかく少し気さくな印象を受ける騎士が立っていた。呟きに気付いたグレゴリーは、きょとんとした顔をした後、少し間を置いてから答える。


「そうなのですか？　それは、残念でしたね。でも、ダイナスの方が私より護衛は適任だと思いますよ」


「……何故、そう思う？」


ダイナスが護衛に適任という言葉にライナーは怪訝な表情を浮かべる。グレゴリーは彼の怪訝な表情を見て少し苦笑すると、ダイナスに視線を移す。


「見かけが『あれ』ですからね。スキンヘッドに筋肉隆々の大男が居るのに近づいて来る者は、余程の用事があるのか。不審者かどちらかでしょう。だから、護衛はダイナスが適任ですよ」


彼の説明した理由については何となく理解はできる。しかし、理解できても釈然としない。ライナーは何とも言えない顔をした後、ため息を吐いた。


「はぁ……父上が決めた事だしな。今更言ってもしょうがない。諦めるしかないだろうな」


「ダイナスは良いやつですから、慣れれば問題ないですよ」


『慣れれば』という言葉を聞いてライナーは額に手を当てながら俯いていた。二人は決して仲が悪いというわけではない。騎士団の中でも、ライナーと同等の剣術を扱えるのはダイナス、グレゴリーぐらいだ。ガヴェインに関しては、彼等三人の師匠と言えるだろう。


グレゴリーは俯いているライナーを見て、苦笑しながら話を続けた。


「私もエスター様から、副団長の昇格の話がありました。帝都には残念ながらご一緒できないですね」


「そうか、それはめでたい話だな……」


ライナーは俯いたまま、ガックリした様子で言葉を返す。元々、ダイナスとグレゴリーのどちらかが、実力的にも副団長になると言われていたのだ。ダイナスが領地を離れる以上、グレゴリーが副団長に昇格するのは当然の流れでもある。喜ばしい話ではあるのだが、ライナーはこれから帝都で過ごすダイナスとの日々を考えて憂鬱な表情を浮かべて俯いていた。


ライナーが俯いている間、エスターとガヴェインが何やら話し合いをしていたが、やがて二人の会話が終わるとエスターが号令をかけた。


「では、そろそろ時間だ。ライナー、気を付けて行って来い」


父親の言葉を聞いて、ライナーはサッと顔を上げる。そして、力強く周りを見渡すと両親を見据えた。


「はい、では父上、母上、行って参ります」


こうして、ライナーは帝都に向けてバルディア領を出発するのだった。


◇


帝都に着いたライナーとダイナスは護送をしてくれた騎士団員達と別れを済ますと、当初の予定通りアーウィンの元に挨拶に向かう。


彼の元に行くと二人は手厚い歓迎を受け、当日はご馳走を頂戴する。そして、その翌日からライナーは、アーウィンの補佐官として様々な業務を学ぶことになるのだった。


◇


それから数年後……。


その日、城の執務室においてライナーが書類の束を慣れた様子で次々と皇太子に渡していた。ちなみに、執務室にいるのは彼等だけである。


「アーウィン、次はこちらの書類に目を通してくれ」


ライナーは言い終えると同時に、抱えていた書類をアーウィンの机の上に置いた。目の間に置かれた書類の山を見たアーウィンは、疲れた様子でため息をつく。


「はぁ……ライナー、そろそろ休憩にしないか？　朝から書類の事務作業で息が詰まるぞ……」


「気持ちはわかるが、後がつかえているのだ。頑張ってくれ」


アーウィンを励ますように言葉を掛けると、ライナーはニコリと笑った。


二人は学園時代の同級生であり友人である為、二人だけの時は言葉遣いが気軽なものとなっている。そんな友人の笑顔を見たアーウィンは、観念したように項垂れた。だが、すぐに顔を上げると、気持ちを切り替えて書類に目を通し始める。そして、書類に目を通し始めて間もなく、アーウィンは思い出しように声を発した。


「そういえば、お前がバルディア領に帰るのは来年だったな。どうだ、補佐官は良い経験になっただろう？」


「ああ、確かに良い経験をさせてもらったよ」


二人共、会話はしているが目と手の動きは止めていない。アーウィンは返事を聞くと、そのまま質問を続けた。


「お前が領地に戻ることを、エスター殿やトレット殿は心待ちにしているのではないか？」


「そうだな。父上はわからんが、母上は待ち遠しいみたいだな」


ライナーは、帝都に勤め始めてから毎月必ず領地に向けて手紙を出している。定期連絡の意味もあるし、単純に家族との会話でもあった。特にライナーの母親であるトレットからの手紙の内容は、息子の身をとても案じているのが伝わって来るものだ。返事を聞いたアーウィンは、仕事の手を止めておもむろに口を開いた。


「ところで、聞きたいことがあるのだが」


「……なんだ？　今日はやけに質問が多いな」


質問に対してライナーは怪訝な表情を浮かべて、作業の手を止めた。普段であれば二人共、黙々と作業に没頭するタイプだ。ここまで仕事中に会話をするのは珍しい。


「ライナー、お前に良い人はいるのか？」


「……は？」


予想外の質問にライナーは珍しくきょとんとした表情を浮かべた。何故、良い人云々を聞かれなければならないのか？　そもそも、帝都に来たのはバルディア領で領主となる為の経験を積むためである。恋人作りにきたわけではない。それに、貴族として相手は選ばなければならない。そのことは彼もわかっているはずだ。だが、アーウィンは友人の珍しい表情を見ると苦笑しながら話を続けた。


「すまん、驚かせたようだな。しかし、その様子から察するに特に良い人はいないようだな」


「……当たり前だろう」


半ば呆れた様子で返事をするが、彼は気にする様子もない。


「ふむ。ならば問題はないか。実は、妻のマチルダとお前の両親からの推薦で、ある令嬢との縁談の話があがっているのだ」


あまりに突拍子のない言葉にライナーは思考が停止してしまう。だが、すぐに我を取り戻すと驚愕した様子で声を荒げた。


「なんだと!?　そんな馬鹿な話があるか!!　父上や母上からは何も聞いていないぞ!?」


ライナーの荒げた声を聞いた彼は、怪訝な表情を浮かべる。


「……そうなのか？　だが、結婚の催促ぐらいはあったのではないか？　それに、ここにちゃんとエスター殿から頂いた了承の手紙があるぞ？」


彼は話しながら、おもむろに机の引き出しから一通の手紙を差し出す。ライナーは手紙を受け取り、内容に目を通すとため息を吐いた。


「はぁ……確かにこれは父上が書いたもので間違いないな」


確かに、手紙の中には『ライナーの縁談について、マチルダ様が推薦して頂いた方と、是非話を進めて欲しい』と書き記されている。


思い返すと、ライナーの元に届いた両親の手紙には時折、『良い人を見つけなさい』とか『気になる人が出来たら教えなさい』とあった気がする。


何を言っているんだ？　と、気にもしていなかったがどうやら両親は本気だったらしい。だが、説明や連絡も無しに何故こんな話がいきなり進んだのか？　と、怪訝な表情を浮かべた時、ライナーの疑問を察したのか、彼は答えるように話し始めた。


「ふむ、何でもエスター殿はトレット殿と婚姻が決定するまで、相手を探すのには苦労したそうだぞ。何でも、当時は『辺境』に嫁ぎたくということを言い出す者が多かったそうだ。お前を帝都に行かしたのは『嫁探し』もしてこい、という意味もあったのではないか？」


「……わからんでもないが、私の一存で勝手に婚姻相手を決められるわけないだろう……」


ライナーは自身の置かれている状況が見えてきて、観念したような呆れた表情を浮かべていた。


恐らく、両親はアーウィンの言う通り息子が帝都に行けば、気になる相手を見つけて来ると思っていたのだろう。だが、帝都に行っても息子の浮いた話は一切出てこない。その為、業を煮やして秘密で話を進めたというところだろう。ライナーは呆れた様子で軽く首を横に振ると息を吐いた。


「ふぅ……それで、私の縁談相手となる『ご令嬢』の名前を伺っても？」


「うむ、トリスタン・ロナミス伯爵の娘『ナナリー・ロナミス』だ。お前も名前ぐらいは聞いたことがあるんじゃないか？　かなりの美人で貴族の中で、彼女を狙っている者は多いと聞くぞ」


「……『深紅の令嬢ナナリー・ロナミス』か」


会ったことも見た事もないが、『ナナリー・ロナミス』という名前はライナーも聞いたことがあった。帝都で仕事をしていると、どうしても様々な噂話が耳に入って来る。その中で、最近の独身貴族達がこぞって妻にしたい女性というのが、綺麗な赤い髪をしており、その髪色から貴族達の間では『深紅の令嬢ナナリー・ロナミス』と呼ばれていたはずだ。


しかし、赤い髪の女性というとライナーには別の女性が思い出された。以前、アーウィンに付き従いダイナスも連れて、貴族街に行ったことがある。その時、貴族の若い男達に絡まれている令嬢を助けたことがあるのだ。その時の令嬢も確か赤い髪をしていた気がする。ライナーが考え込んでいると、彼が怪訝な表情を浮かべながら声を掛けた。


「どうした？　何か気になる事でもあったのか？」


「うん？　ああ、いやすまん。考え事をしていただけだ。しかし、まさか縁談の相手が『深紅の令嬢ナナリー・ロナミス』とはな。私とは縁も所縁もない相手で驚いただけだ」


ライナーは肩をすくめて両手を広げながらおどけた仕草を見せた。彼は、そんなライナーの様子を見て苦笑している。


「まぁ、貴族の縁談などそんなものだ。あまり深くは考えぬことだな」


「そうだな……とりあえず、残っている仕事を終わらせるか」


彼の返事を聞くと、ライナーは先程途中まで目を通した書類を手に取り仕事を再開した。


それから数日後、ライナーの手元にエスターから手紙が届いた。その中には『ナナリー・ロナミス』との縁談についての説明と日程が書き記されており、縁談当日には両親二人とも帝都に来るとある。


手紙の最後の一文『お前に断る権利はない』だけ力強い筆圧で書かれていた。


◇


ナナリー・ロナミスとの縁談当日、ライナーは帝都で住んでいる屋敷の自室で身だしなみを整えていた。すると、部屋のドアがノックされたので返事をしたところダイナスが入室してきて声を発する。


「失礼致します。ライナー様、馬車の用意が出来ました。そろそろ参りましょう」


「わかった。すぐに行こう」


ライナーは心なしか少し緊張していた。初めて顔を合わせる女性と、これから結婚を前提に会うわけであり、緊張するのは当然だろう。緊張した面持ちで屋敷の玄関まで移動すると、そこにはエスターとトレットの姿がすでにあった。二人共、この縁談の為にバルディア領から帝都に先日到着したところだ。


なお、領地の管理は一時的に執事のガルンと騎士団に任せている。そして、昨日は家族水入らずと言った感じで、食事や酒を嗜みながら雑談など楽しい時間を過ごせた。その時、酒に酔った両親に『孫を楽しみにしている』と言われた時は、思わず咳込んでしまった。


母親のトレットが言うのは何となくわかるが、父親であるエスターまでそんなことを言うとは思わず、ライナーにとっては意外なことだったのだ。


その時、両親の酒に酔って孫を欲しがる様子を見たライナーは静かに思った。


（私が結婚して、子供の姿を二人に見せることも一つの親孝行かもしれんな……）


ライナーは、両親の気持ちを知ったことで縁談に後ろ向きだった気持ちを改め、前向きにこの縁談をまとめようと考えていた。だからこそ、縁談当日の今日は。どうまとめようかと考えて少し緊張をしていたのだ。その時、エスターがライナーに声を掛けた。


「ライナー、どうした？　何やら珍しく緊張した面持ちをしているな」


「あぁ、申し訳ありません。少し考え事をしておりました」


返事を聞いたエスターは、頬を搔きながら少しバツが悪そうな顔をした。


「そうか……ところでなんだ……昨日はすまんな、少し酒を飲み過ぎたようでな。あまり何を言ったのか覚えておらんのだ。なぁ、トレット」


「えぇ、私も久しぶりにライナーと飲めたので、少しはしゃぎ過ぎました」


トレットは頷きながら恥ずかしそうに頬を染めると、夫同様にバツの悪い様子を見せている。二人してあれだけ、『孫が見たい』と言っていたのに覚えていない？　ライナーは思わず呆れてしまったが、すぐに思い直した。


（あの絡み酒の痴態を鮮明に覚えている方が、二人としては恥ずかしいかも知れんな）


心の中で呟いたライナーは、二人に対して笑みを浮かべた。


「そうでしたか。父上も母上も大変、楽しそうに飲まれていらっしゃいましたよ。ですが、次回からは記憶がうろ覚えになるような飲み方はお控え下さい」


ライナーの言葉を聞いた両親の二人は、思わず苦笑いしていた。


「そうだな。そうしよう」


「本当ですね。次からは気を付けます」


二人がライナーに返事をしたその時、ダイナスの声が辺りに響く。


「恐縮ですが皆様、お時間が迫っております。出発致しましょう」


「確かに、少し立ち話が過ぎました。急ぎましょう、父上、母上」


ライナーが言い終えると三人は、屋敷を出て馬車に乗り込み、トリスタン・ロナミス伯爵の屋敷に向かった。


こうして、ライナーの縁談が始まった。


◇


ライナー達が乗っていた馬車がある屋敷の前で止まり、外からダイナスの声が聞こえくる。


「ライナー様、トリスタン・ロナミス伯爵殿の屋敷に到着致しました」


「ふぅ……いよいよか……」


ライナーがスッと立ち上がりながら馬車のドアを開けて外に降りると、まず視界に入ったのは大きく立派な屋敷だった。


仕事の商談や剣術の立ち合いではライナーはあまり緊張をしたことがない。しかし、今日ばかりは何やら緊張した面持ちを馬車の中から続けていた。そんな、緊張した様子を察したのか、ダイナスが心配そうな顔をしてライナーに話しかける。


「ライナー様、大丈夫でしょうか？　良ければ、緊張をほぐす私のとっておきの技があるのですが、お見せしてもよろしいでしょうか？」


ライナーは怪訝な表情で彼を見据えた。緊張をほぐす技？　あまり良い予感はしないが、彼なりに気を遣ってくれているのだろう。


「そうだな……折角だから、その技とやら試してもらおうか」


「わかりました!!　では、お見せ致します!!」


彼は嬉しそうに胸を張り、着ている服をピッチリさせると胸を筋肉の動きで、左右を上下させ始める。ライナーは一連の動きを見て唖然とした後、手を額に当てながら俯いた。だが、彼はライナーの様子を気にせずに動かし続けている。


「どうですか、ライナー様？　緊張がほぐれたでしょう？　木の実などがあれば、もっと面白いのですがね」


ライナーは、俯いたまま、ため息を吐いてから顔を上げた。


「はぁ……そうだな、確かにおかげで緊張はほぐれた気はする……だが、もう私の前ではしなく良い」


返事を聞いたダイナスは、首を傾げながら動作を止めた。その時、エスターの声が辺りに響く。


「ライナー、何をしている。トリスタン殿を待たせているのだ。すぐに行くぞ」


「はい、承知しました」


結果的にではあるが、ダイナスとの馬鹿馬鹿しいやりとりでライナーの緊張は、解れていたのだが、残念ながら当の本人はその事実に気付いていなかった。


その後、屋敷を訪れた一向はロナミス家の執事やメイドに貴賓室に案内され、ソファーに腰を降ろしていた。


ロナミス家の屋敷内は質素だが品の良い装飾でまとめられており、とても洗練された様子を感じさせている。ライナーが屋敷の様子を観察していると、部屋のドアがノックされた。エスターが返事をするとドアが開かれ、茶色の髪と青い目をした穏やかで優しい印象の男性が入室して、ライナー達に近寄りながら声を掛ける。


「お待たせして申し訳ありません。私がトリスタン・ロナミスです。この度は、縁談のお話を頂きましてありがとうございます。どうぞ、よろしくお願いいたします」


トリスタンは言い終えると、エスター、トレット、ライナーといった順に握手を求める。そして、トリスタンはライナーと握手をする時に、他の二人より少し熱の籠った目で見据えた。


「君がライナー殿か。ご両親に似て、とても良い目をしておりますな」


「お褒めに預かり光栄です。私も、帝国において歴史の深い『ロナミス家』の方とご縁を頂けたことに感謝致します」


ライナーの言葉にトリスタンは少し驚いた表情を浮かべた。


「ほう……ライナー殿は博識ですな。我がロナミス家と帝国の歴史ご存じでしたか」


「はい。私は、数年前からアーウィン皇太子の補佐官をしております。その為、帝国貴族の皆様の歴史を学ぶ機会に恵まれましたので、多少ではありますが勉強させて頂きました」


返事をしながら、ライナーはニコリと微笑んだ。


確かに、アーウィンの元で補佐官をすることになり帝国貴族について学ぶ機会は増えた。だが、ライナーが『ロナミス家』を詳しく調べたのは、縁談の相手が『ナナリー・ロナミス』と知ってからである。それまでは『由緒ある伯爵家』という印象ぐらいしか持っておらず、そこまで詳しくはなかった。


ライナーが調べた情報では『ロナミス家』は帝国の建国時より存続している数少ない貴族の一つだ。歴史が古く、本当に由緒正しい家柄であった。その歴史や家柄は侯爵家や辺境伯と比べても遜色がないと言ってよいだろう。その為、帝国貴族において同じ『伯爵』の扱いでも『ロナミス家』だけは別格の扱いを受けている。それほどの歴史と家柄があるにも関わらず爵位が『伯爵』止まりなのが気になるが、何かしらの理由があるのだろう。


皇太子であるアーウィンにも聞いてもみたが、その点の理由は彼も知らなかった。トリスタンはライナーの言葉に納得した表情を浮かべて頷いている。


「そうか……ライナー殿は皇太子の補佐官されておりましたな。ともなれば様々な帝国の歴史を学ぶのは大変でしょう？」


「いえ、私が住む領地は帝都から離れておりますので、良い機会に恵まれたと思っております」


彼の堂々として淀みのない受け答えに、トリスタンは感嘆した様子で笑みを浮かべた。


「ふむ……ライナー殿は実に将来が楽しみな方ですな。さすがは、エスター殿の御自慢の御子息と言ったところでしょうか？」


トリスタンは言いながら、視線をライナーの父親に移す。視線に気づいたエスターは気恥ずかしさを誤魔化すように咳払いをした。


「ンン!!　それよりもトリスタン、お前の娘のナナリー殿はどうした？　まだ、見えないようだが？」


娘がまだ姿を見せていないことを指摘されたトリスタンは、苦笑しながらライナーに意味深な視線を送った。


「すみません。本人が、かなり仕度に気を遣っているようでして、少し時間がかかっているようですな。娘がこんなに気を遣うのは初めてなので私も驚いております」


エスターはトリスタンの言葉と意味深な視線に気づき、ニヤリと笑みを浮かべて視線をライナーに移した。


「ライナー、良かったな」


「……茶化さないで下さい、父上」


ライナーはエスターに対して少し恥ずかしそうに言ったが、内心では動揺しており何とも言えない気恥ずかしさを感じている。


三人の男達のやりとりを見ていたトレットは、微笑みながらも凄みのある目で、優しくも一喝するように呟いた。


「お三方、女性が縁談の殿方に会うのに、仕度に気を付かうことは当然のことです。あまり、よからぬ想像をされぬほうがよろしいかと存じます」


彼女の言葉はいつもの雰囲気と違い、優しくも冷めており男達の三人は一瞬で表情が固まった。


トレットの言葉で悪ノリから落ち着きを取り戻した三人は、各々に少しバツの悪い顔をしている。その時、ソファーに腰を降ろしたトリスタンが、話題を変えるように咳払いをした。


「ゴホン……いや、しかし妻に先立たれたので男手一つで娘を育ててきましたが、中々の器量良しに育ってくれたと思っております」


エスターは彼の言葉に少し険しい表情を浮かべた。


「そうでしたな。確か、奥様はナナリー殿が子供の頃に亡くなったと聞きましたが……」


「ええ、ナナリーが四歳の時に亡くなりました。あの子には少し寂しい思いをさせてしまったと思っております……」


トリスタンは言い終えると少し残念そうな顔をするが、すぐに表情を切り替えて明るい笑みを浮かべた。


「しかし、その分、娘には幸せになって欲しいと思っておりました。僭越ながら、本日はライナー殿を含めてバルディア家の皆様とのご縁を頂けた事を感謝しております。本人同士の問題もあるかと思いますが、どうぞ娘をよろしくお願いいたします」


言い終えると、トリスタンはペコリと頭を下げた。ナナリーが来ていない状況での発言に、ライナーは少し戸惑うがすぐに頭をあげてもらう。そして、笑みを浮かべながら優しく言った。


「まだナナリー殿に直接はお会いしておりませんが、トリスタン殿の御人柄から察するにとても良いお嬢様だということはわかります。私自身、今回の縁談は良いご縁だと思っておりますので、ご安心ください」


「……申し訳ない、少し感情が走り過ぎてしまったようだな。だが、ライナー殿にそういってもらえると私としては大変ありがたいよ」


ライナーの言葉に頷いたトリスタンは、感情的になり過ぎた事を恥じるように謝罪を述べると、彼に会釈をする。その時、部屋のドアがノックされ女性の澄んだ声が聞こえて来た。


「父上、お待たせして大変申し訳ありませんでした。入ってもよろしいでしょうか？」


「おお、ナナリー入りなさい。皆さん、お前をお待ちかねだぞ」


トリスタンがドアの向こう側にいる娘に返事をすると、ライナーはなにやら急に緊張が襲ってくる。そして、彼女が姿を見せる来賓室のドアを期待に染まった眼差しを送っていた。


「失礼いたします」


女性の声と共にドアが開かれ、『ナナリー・ロナミス』が始めてライナーに姿を見せた。その姿はとても綺麗なドレスを身にまとい、噂通り『深紅の髪』をなびかせている。彼女の瞳はライナーと同じ紫、いや少し明るい色の紫色をしていた。


彼女は、部屋の中にいるライナー達をサッと見渡す。そして、彼らの座っているソファーに少し近寄り、ドレスの裾を静かに両手で持ち上げながら両足も丁寧かつ器用に動かして『カーテシー』による挨拶を行った。


「遅くなりまして、大変申し訳ありませんでした。ナナリー・ロナミスと申します。どうぞ、よろしくお願い致します」


ナナリーは言い終えると、サッと背筋を伸ばして綺麗な立ち姿を見せながらニコリと可愛く微笑んだ。彼女が行った所作の立ち姿や歩く姿にはすべて気品が漂っており、少し見ただけでもその美しい姿は見た相手の印象に深く残るだろう。そんな、美しい女性が『ナナリー・ロナミス』なのだと、ライナーは図らずも見惚れていた。


彼の視線に気づいた、ナナリーはどうしたのだろう？　何か不備があっただろうか？　と思いながらライナーに問いかけた。


「あの、ライナー様……私の言動で何か気になる事でもありましたか？」


彼女の言葉にハッとしたライナーは気恥ずかしそうに、口元を手で覆いながら視線を一旦逸らしてから再度、ナナリーに視線を戻す。彼女はライナーの行動にきょとんとして首を傾げるが、周りの者達は初々しい様子にニヤけている。そんな中、ライナーは自身を落ち着かせるように息を吐いた。


「ふぅ……正直に言いますとナナリー殿に見とれておりました。私の言動で気分を悪くしたなら申し訳ない」


言い終えると同時にライナーはペコリと頭を下げた。思いもしない言動にナナリーは驚き、顔を赤く染めながら彼に対してすぐに頭を上げるようにお願いする。


「そ、そんな、ライナー様、私は気にしておりませんから、どうか頭を上げて下さい!!」


わたわたと繰り広げられる二人の初々しく、好意的な言動にエスターが楽しそうな笑みを浮かべた。


「ふふ、初めて会うというのに二人共、仲が良いようだな。我々は席を外そうか。トレット、トリスタン殿」


「ええ、そうですな。ナナリー、私達は別の来賓室に移動するからライナー殿と色々と気になることを話してみなさい」


エスターが言いながら腰を上げると、声を掛けられた二人も同様に立ち上がる。その後、トレットとエスターは部屋を出る前に、彼女に笑みを浮かべて近寄った。


「ナナリー殿、息子の事をよろしく頼む」


「私からもお願いします。それにしても……ふふ、ライナーのあんな様子は初めて見ました。どうか、色々とお話になって下さいね」


ナナリーは彼の両親達の言葉に驚きながらも、しっかりと言葉を受け止めて、頷いた。


「はい、私もライナー様とは色々とお話をしてみたいと思っておりましたので、この度は機会に恵まれて幸いでございます」


エスターとトレットは彼女の受け答えに感心した表情を浮かべて、息子に視線を移してニヤリと笑った。


「ふふ、我々は席を外すが、緊張してナナリー殿にあまり失礼のないようにな」


「父上……あまり茶化さないで下さい」


ライナーは父親の言葉に対して、少し決まりが悪い表情を浮かべながら返事をした。エスターはそんなの様子を面白そうに見ると笑顔を浮かべて、笑いを堪えるように来賓室を後にする。トレットもトリスタンもそれに続いて、部屋を退室した。


来賓室にライナーとナナリーの二人だけとなり静寂が訪れると、少し間をおいてライナーが彼女に話しかけた。


「私の両親が騒がせてしまったな、申し訳ない」


「いえ、お気になさらないで下さい。それに、暖かいものをお持ちで、とても良いご両親だと感じました」


彼女は返事と同時にニコリと微笑んだ。その笑顔にライナーはまたドキッとするが、平静を装いながら話を続ける。


「そうか、そう言って下さるとありがたい。それにしても……ナナリー殿であれば、お相手に関しては引く手数多だと思いますが何故、私との縁談を了承頂けたのですか？」


これは、ライナーが今回の縁談で一番かつ最初に抱いた疑問だった。実は縁談にあたり『ロナミス家』の状況を調べると、ナナリー・ロナミスとの縁談は何度かすでに他家で行われているが、すべて破談となっていたのだ。そして、それ以降も縁談の話は彼女にあったようだが、それらはすべて断っている。


それなのに何故、面識もないライナーとの縁談をナナリーは受けたのか？　彼が怪訝な表情を浮かべると、ナナリーは楽しそうに笑った。


「ふふ、そうですね……実は、ライナー様を貴族街やお城で私は何度かお見掛けしております。それに、覚えていらっしゃらないようですが、直接お会いしたこともあります」


「……本当ですか？　ナナリー殿は一度お会いすれば、忘れることはないと思うのですが……」


ライナーは彼女の予想外の言葉に驚きを隠せなかった。ナナリーに会った記憶は彼には無く、思い出そうとするがこれといった心当たりもない。


思い悩んでいる彼を見て、ナナリーは楽しそうな笑みを浮かべた。


「そうですね……ではヒントをお教えいたします。数カ月前に、貴族街である令嬢が若い男達に絡まれているのを救われたのを覚えていませんか？」


「数カ月前……貴族街……令嬢……」


ライナーは、与えられたヒントを元に再度、記憶を呼び起こすように口元に手を当てながら少し俯き考え込んだ。確かに、彼女の言う通り数カ月前にアーウィンに付き従い、ダイナスも連れて貴族街に行ったことがある。


その時に起きたある出来事を思い出したライナーはハッとすると、顔を上げて彼女を見据えた。


「まさか……あの時の赤い髪のご令嬢ですか？」


ナナリーは彼が思い出した様子に、嬉しそうに頬を染めながら微笑んだ。


「そうです。その『赤い髪のご令嬢』が私です」


彼女の言葉にライナーは驚きを隠せなかった。あの時の赤い髪の令嬢と、ナナリーは全くの別人と感じるほど、雰囲気も姿も違ったからだ。


ライナーは、貴族街の時に起きた出来事を再度、思い浮かべるように考え込むのだった。


◇


ライナーがナナリーと縁談を行う数カ月前……。


その日は、以前からアーウィンが希望していた市勢の状況確認を行うという事で、アーウィンとライナー、そしてダイナスの三人は軽い変装をして貴族街に出かけている。だが、ライナーは目の前を楽しそうに歩いているアーウィンに半ば呆れていた。


「……直接の現地調査が重要な発見や改善に繋がる事があるのはわかる。だが、こんな変装までしてお前が本当にする必要があったのか？」


苦言を呈された彼は立ち止まると、ライナーに振り返りニヤリと笑った。


「そう言うな。お前のいつもと違う服装と、その眼鏡姿は似合っているぞ。いつもは『騎士』という感じがするが、今日は見るからに『文官』を言った感じだな」


「……そういうお前も『かつら』まで使って髪色と髪形まで変えているから誰だかわからんぞ。それに、服装も質素だからせいぜい男爵家か商会のドラ息子と言った感じだな」


二人はお互いの変装した姿を改めて確認して苦笑している。そんなやりとりを後ろから見ていた、スキンヘッドの男が期待に満ちた目で話しかけてきた。


「坊ちゃん、私はどうですかね？」


『坊ちゃん』と呼ばれたライナーはあからさまに嫌そうな顔をしてスキンヘッドの男に振り返った。ダイナスはいつもの騎士姿ではなく、冒険者のような軽装の身なりで腰に帯剣している。アーウィンは『坊ちゃん』が笑いの壺に入ったようで、必死に笑いを堪えているようだ。


「……『坊ちゃん』はやめろ。後、お前は見た感じ、『荒くれ者』か『荒くれ冒険者』だな」


「うーん、『荒くれ』は確定なのですか……それにしても、私のどこが『荒くれ』ているんですかね」


ダイナスは彼の指摘に首を傾げながら怪訝な表情を浮かべている。


思わず、そのスキンヘッドと無駄に多くて威圧感のある筋肉粒々の肉体だ!!　と、ライナーは言いそうになったが流石に堪えた。二人のやりとりを横で見ていた、アーウィンは笑いを堪え過ぎたのか、少し目に涙は浮かんでいる。


「クックク、お前達二人は良い組み合わせだな」


「それは、どうも……お褒め頂き光栄です」


ライナーはアーウィンの言葉に対して皮肉で返すが、彼はそんなことを気にせずに、歩きながら話を続けた。


「ふふ、そういじけるな。町の様子を見たかった理由はちゃんとある。一つはお前が言ったように『百聞は一見に如かず』というやつだな。二つ目は、妻にプレゼントを買いたくてな」


「……それこそ、従者に頼むか、城内に商人を呼べば良いのではないか？」


一つ目の理由はわかるが、二つ目の必要性がよくわからない。ライナーは怪訝な表情を浮かべていた。アーウィンはそんな彼の様子を見て苦笑している。


「まぁ、お前はまだ結婚していないからわからないだろうがな。こうやって、妻に秘密のプレゼントを私自身が考え、探して、選んで渡すことに意味があるのだ。この意味がわからないなら、お前の妻となる女性はさぞかし大変だろうな」


「ふむ……確かに、相手を思いやる気持ちは大切だと思うが、お前の立場的に直接動くことは少し軽率ではないか？」


言わんとしていることはわかる。しかし、彼の立場を考えると、いくら変装しているからとは言え危険であることに変わりはない。ライナーは不服そうな表情を浮かべている。その様子を察したのか、アーウィンは足を止めて振り向くと、彼にしか聞こえない大きさの声で話は始めた。


「実は、父上の体調があまり良くなくてな。医者の話では、政務が出来る状態まで快復するのは難しいそうだ」


「……!?　陛下が体調を崩されているのは城内でも、少し聞こえていたがそこまでなのか……」


周りを気にして表情には出さなかったが、ライナーは内心では驚きの事実に驚愕をしていた。彼の父親は、現マグノリア帝国の皇帝である。その皇帝の体調の悪さが政務に支障をきたす程に悪いというのは、国家機密であり今後の帝国を左右する重要な問題だ。アーウィンは彼の言葉に神妙な面持ちで頷いた。


「私は恐らく、遅くても数年のうちに父上の後を継ぐことになるだろう。そうなると、町にこうして出かけることもままならん。その前に、私が父上を継いで守っていく町をしっかり見ておきたくてな。無理を承知で希望したんだよ」


「そうか……気付いてやれずにすまんな」


アーウィンの言葉に、ライナーは申し訳なさそうな顔をして返事をするが、彼は首を小さく横に振るとニコリと笑った。


「気にするな。これは『私』の問題だからな。今日は一緒に街に来てもらっただけでも感謝しているよ」


二人はお互いにしか聞こえない程度の声で話をしていたその時、急に女性の緊迫した声が聞こえて来た。


「やめて!!　離してください!!」


突然、聞こえてきた女性の声にライナーとダイナスの二人に緊張が走った。そして、アーウィンを警護しながら周りをすぐに見渡すと、少し離れた人気の薄い所に赤い髪の女性が、身なりの良い男達に腕を掴まれて連れ込まれていた。


恐らく、女性に絡んでいる男達は貴族と思われる為、気付いた周りの者達では対応が出来ないのだろう。ライナーはダイナスにアーウィンの護衛を指示すると、彼に確認をするように尋ねた。


「行ってきて問題ないな？」


「ああ、私なら大丈夫だ。だが、やり過ぎないようにな」


彼に了承をもらったライナーはダイナスに向かってすぐに視線を送る。


「ダイナス、護衛を頼むぞ」


「承知しました。お任せください」


ライナーは返事に頷くと、貴族の男達に絡まれている女性の元に急いだ。


◇


身なりの良い男が一人、それに付き従う三人の屈強な男達が『赤い髪の女性』を貴族街の人の目が少ない場所に連れ込み、彼女に対して傲慢な態度を取りながら見下すように睨んでいた。


「……まさか、こんな所で再開できるとは思わなかったぞ。さぁ、あの時の続きを話そうか」


男達に囲まれ、壁際に追い込まれた女性は、彼らに怯えはしているがそれを表に出さず、果敢に睨み返すと激しく怒りをぶつけた。


「……!!　あなたのような傲慢な我儘で身勝手な方と話すことなどあるものですか!!　それに、あなたの言う『お話』については父上を通じて正式にお断りしたはずです!!　それを、気に入らないからと言ってこのような手段を取るなど、その辺の暴漢と変わりません、恥を知りなさい!!」


彼女の罵倒を聞いた男達は怯むどころか、楽し気にニヤリと下卑た笑みを浮かべている。そして、彼女の体を足元から顔を舐め回すような視線で見つめた。彼らの異様な視線に、女性は悪寒と怖気を感じて体を小さく震わせる。その様子を眺めている一番身なりの良い男はご満悦な様子だ。


「ふふ、いいぞ。それだ、その怯えた顔が見たかったのだ。貴様のせいで、俺がどれだけ『恥』をかいたと思っている？　俺の味わった『恥』の賠償をしてもらいたくてな」


「な、なにを言っているのですか……!?」


女性は逃げる場所などない。それでも、生理的に目の前にいる相手から逃げたくて必死に背中を壁に預ける。最初の勝気な様子にも陰りが見られ、その表情には怯えも見えてきていた。男達は顔を見合わせると、満足そうに邪な色を目に浮かべている。


「ふふ、すべての縁談を断っていると聞いたぞ。ならば、お前の相手をする者など誰もおるまい。だから、俺達が相手になってやると言っているのだ。もうすぐ迎えの馬車が来る。せいぜい……一緒に楽しもうじゃないか」


迎えの馬車？　一緒に楽しむ？　その言葉の意味に気付いた時、女性の顔はサーっと青ざめた。


逆恨みも甚だしい、なんて最低な男達だろうか。だが、状況は絶望的である。女性が連れていた従者達とは、恐らくこの男達の手によって引き離されてしまった。その一瞬を狙って男達は女性を人気の薄い場所に連れ込んだのだ。


しかし、このままでは最悪な運命が女性を待っているだけである。彼女は必死に男達から逃げようと手持ちの鞄を振り回すなどして、必死の抵抗をするが男達はその様子すら楽しそうに笑っている。そのうちに、彼女が振り降ろした右手を身なりの良い男が掴んだ。そして、彼女を力任せに引き寄せ、後ろから抱きしめるように彼女の首に腕を回して拘束する。身なりの良い男の腕に力が少し入ると、彼女は左手で男の腕を掴み苦しそうにするが、それでも彼女は必死に勝気な声を上げた。


「くっ……辱めを与えるというなら、いっそ殺しなさい!!」


だが、彼女の言動は男達を逆に喜ばすだけだった。勝気な態度をとる彼女に、拘束している男は下卑た笑みを浮かべ、後ろから彼女の耳元で男達の目的を改めて囁いた。その囁かれた内容に彼女の顔色は絶望に染まっていく。


その様子に、満足気な表情を浮かべた男は彼女の頬に背中側から顔を近づけ、頬ずりをする。彼女は嫌悪感、怖気、悪寒により顔を強張らせ、体を震わせた。


「ふふ、いいぞ。その怯えた顔、恐怖に体を震わす姿。どれも俺が望んでいたものだ。だが、俺に恥をかかせたことは決して許さん。それに安心しろ、殺すようなことはしないさ……死にたくなるような絶望を与え続けて、生き地獄を見せてやるだけだ」


男が密着してきたことに彼女は恐怖で震え竦み上がり、どうしようもない状況にとうとう涙しながら心の中で呟いた。


（お願い……誰か助けて……!!）


その時、彼女願いが届いたのか、後ろから鋭くも重い声が辺りに響いた。


「こんな所で何をしている」


その場に現れたのは眼鏡を掛けた文官のような青年だった。一見すると優男にも見えるが、眼鏡の奥に見える目の鋭さや、纏っている雰囲気からは修羅場を何度も乗り越えてきた『騎士』のような印象を感じさせる。


男達は突然現れた邪魔者に対して、明らかな敵意を出しつつも彼を見据えると身なりの良い男が代表するように返事をした。


「……彼女は私の『恋人』でして、お互い立場があるので密会をしているだけですよ。部外者の方には退場して頂きたいのですが？」


女性は咄嗟に『違う!!』と叫ぼうとしたが、男達に口を塞がれ思うように声が出せない。彼等の様子と男の言葉に対して青年は訝しい表情を浮かべながら、女性に視線を移して、優しく安心させるように問いかけた。


「そちらの男性はそのように仰っていますが本当ですか？　ご令嬢、正直に仰って下さい。貴方がお困りなら私は、あなたを全力でお救い致します」


青年の言葉と力強い視線に勇気をもらった彼女は、勝気な性分を取り戻して口を塞いでいる男の手におもいっきり噛みついた。


「ぐぁ!!　この女!!」


男は、突然の痛みと衝撃に思わず声を上げて怯む。その隙に彼女は青年に向かって力の限り叫んだ。


「違います!!　この人達は私の恋人でも何でもありません!!　お願いします、助けて下さい!!」


女性の言葉を聞いた青年は静かに頷くと、ニコリと微笑みながら優しい声を掛けた。


「承知しました。怪我をしないようにそこを動かないで下さい」


青年の言葉に彼女は少し安心したような表情で頷いた。しかし、その様子に怒り心頭の男達は青年に怒気を込めて睨みつけた。そして、男達の中で一番身なりの良い男が青年に向かって呟く。


「どこの誰だか知らんが、俺は『伯爵家』の息子だ。たてつけばどうなるかわかるだろう？　癪に障るが、俺もあまり騒ぎにしたくないんだ。今すぐに、ここから立ち去れば許してやってもいいぞ？」


男の言葉を聞いた青年は、思わず呆れたような表情を浮かべて苦笑した。


「ほう……令嬢を手籠めにしようしている悪漢ごときが、少し良い身なりをして帝国貴族を名乗るとはな。それこそ許されることではない。貴殿こそ、その言葉の意味をわかっているのか？」


青年の挑発するような言葉に、男達の顔色はさらに怒気に染まる。そして、身なりの良い男が怒りの言葉を吐き捨てた。


「もういい……お前達、やれ!!」


身なりの良い男の号令で、屈強な三人の男が青年に勢いよく襲い掛かった。だが、青年は怯むこともなく襲い掛かって来る男達を冷静に対処していく。


まず一人目の男が青年の顔を目掛けて殴りかかるが、これを青年は首を傾け、半身になりながらあえて紙一重で躱す。躱すと同時に男の伸びきった腕を右腕で固定する。そして、左腕で相手が伸ばした腕の背中側の肩を抑えつけた。この動作により一瞬で相手に間接技を決めた青年は容赦なく力を込めた。その瞬間、辺りに鈍い音が響き悲痛な男の叫び声が響く。青年は一人目の男の悲痛な叫びに構わず、向かってくる二人目の男に一人目の男を放り投げた。


一連の激しい動きで、青年の眼鏡が外れて足元に落ちたが、彼は落ちた眼鏡を気にせずに立ち回りを続ける。


二人目の男は、青年に放り投げられた一人目の男にぶつかり体制を崩してしまっている。その間に三人目の男が殴りかかるが、簡単に男の拳は青年に払いのけられた。その結果、男の体が無防備に空いたところに青年は『喉輪』で三人目の男の喉元を素早く、強烈に突く。三人目の男は青年の一撃によって喉を潰され悶絶しながらその場に膝から崩れ落ちる。


青年が三人目の相手をしている間に体制を崩していた二人目の男が、立ち上がり青年に襲いかかる。


だが、青年は男の拳を手で軽い感じで受け止めた。男は驚愕するが、すぐさま残ったもう一つの腕で殴り掛かる。


しかし、その拳も易々と青年は手で受け止めた。青年は男を睨みつけると、手に力を込め始める。すると、男の拳が青年の手によって文字通りどんどん握りつぶされ、男はたまらずにうめき声を発しながら膝を地面についた。


その瞬間、青年は男の拳を持ったまま両腕を翻して、相手を地面に仰向けになるよう叩きつけ、同時に止めといわんばかりに男のみぞおちを踏みつける。二人目の男は青年の踏みつけが決定打となり、悶絶しながらその場でうずくまり苦しんでいる。


青年と三人の男達のやりとりは一瞬だった。見ている者からすれば何が何だかわからない内に三人の屈強な男達が青年に倒され、悶絶しながら地面に横たわっている状況だ。


身なりの良い男は目の前で起きた出来事に目を丸くして、信じられない物を見たかのように唖然としている。一方の青年は、一連の動作で地面に落ちてしまった眼鏡を拾い、レンズを拭いてかけ直すとゆっくりと、残った男に鋭い目つきで睨んだ。


「……貴様と話す舌など持たん。去れ」


一人だけとなった身なりの良い男は、慄き興奮した様子で懐から短剣を取り出して青年に切っ先を向けると、叫びながら突進した。


「き、貴様何者だ!!　私は帝国貴族、ガリアーノ伯爵家の子息だぞ!!　こんなことをして良いと思っているのかぁあああ!!」


青年は男の叫び声を聞いても一切動じず、短剣による刺突の突進を躱す。それと同時に青年は、男が短剣を持っている手を素早く蹴り上げた。手を蹴られたことで男はうめき声を出し、短剣は男の手を離れて宙を舞う。


流れるように淀みなく動く青年は、うめき声をあげ怯んだ男の懐に素早く入り込み、男の顔面を片手で鷲掴みにする。そして、その勢いのまま男が仰向けになるように地面に押し倒しながら、青年自身もその場にしゃがみ込んだ。


男は地面に叩きつけられた衝撃で悲痛な声を上げ、意識が朦朧となる。だが、青年は男の状態などは微塵も気にせずに宙に舞った短剣を見上げて目視した。


青年は短剣が落ちてくる場所を一瞬で把握すると、その場で短剣の落下地点に手を差し出し、落ちて来る短剣の柄を掴んだ。青年は、その手に掴んだ短剣をすぐ逆手に持ち替えると、そのまま男の顔めがけて振り降ろす。


男は地面に叩きつけられた衝撃で朦朧としていたが、まだ意識がある状態だ。男の朦朧とした意識が少し回復した時、視界に入った光景は青年が短剣を逆手に持ちかえて、男の顔めがけて振り降ろす寸前であった。


一瞬で死に限りなく近い状況に置かれていることを理解した身なりの良い男は、死の恐怖に怯え情けなく、自らの所行も忘れ悲痛な声を発した。


「うわぁああああ!!　殺さないでくれ!!　俺はガリアーノ伯爵家の子息、ローガス・ガリアーノの様だぞぉおおお!!」


「……!!　言ったはずだ、貴様と話す舌など持たん!!」


青年は逆手にもった短剣を男の顔目掛けて容赦なく振り降ろす。その瞬間、地面と短剣がぶつかり合う金属音が辺りに鳴り響く。その衝撃で短剣は折れ、青年の手には柄だけとなった短剣が握り締められていた。


男は、死の恐怖に慄き泣き崩れ、情けない顔を晒してその場で気絶している。青年は短剣を男の顔と紙一重の地面に振り降ろしたのだ。男の気絶した状態を確認すると青年は呆れた顔をしながら、その場に立ち上がり、手に持っていた短剣の柄を男の胸の上に捨てた。


青年は激しい動きによって乱れた身だしなみを整えながら、よろよろと立ち上がる三人の屈強な男達を鋭い目でギロリと睨みつけた。


「……この男を連れて今すぐこの場を立ち去れ。二度は言わん」


屈強な男達はすでに戦意を失い、青年の気迫に戦いている。気絶しているローガスを男の一人が背中に抱えると、怯えた様子で青年と女性の前から逃げるように立ち去った。完全に男達が見えなくなると、青年は息を吐いて女性に振り返るとニコリと笑みを見せる。


「ふぅ……ご令嬢、もう安心です。どこか、お怪我はありませんか？」


「え……あの、その……」


令嬢はうまく言葉が出ない様子で、体を震わせながら俯いた。屈強な男達に囲まれ、手籠めにされる寸前のような状況だったのだ。その心中はきっと、相当に怖かったに違いない。青年は令嬢にそっと、優しく再度話しかけた。


「大丈夫です。この後も私がしっかりお守り致します。令嬢のご自宅はどこでしょうか？　良ければ、馬車なども手配いたしますのでお伺い出来ますか？」


だが、令嬢からは返事がない。大丈夫だろうか？　と、青年が令嬢の顔をそっと覗こうとしたその時、令嬢が目に涙を浮かべながら顔を上げて、そのまま青年の胸に飛び込んできた。


「うぅ、怖かった……とても怖かったのです……必死に声を出しても誰も助けてくれず……もう助からないと思いました……」


「……そうでしたか、よく頑張りました。あなたが精一杯頑張って立ち向かったからこそ、私が駆け付けることが出来たのです。どうか、ご自分を褒めて下さい」


青年の言葉を聞いても、令嬢は彼の胸の中にむせび泣き続けた。よっぽど怖かったのだろうと、青年はむせび泣く令嬢の肩に優しく手を置くと、彼女が落ち着くまで何も言わず。そのままの状態で佇んでいた。


青年の胸の中にいる令嬢は、赤い髪を後ろでお団子ようにまとめており、前髪をあえて長くしているのか目元がよくわからないような髪形をしている。服装も令嬢にしては質素な印象だ。


身なりからして男爵令嬢だろうか？　それであれば、恐らくあのローガスという男は伯爵という爵位を使い、この令嬢を無理やり我が物にしようとしていたのかも知れない。


帝国貴族といえども人間である以上、そういった下衆がいることは青年も知っていた。だが、青年の胸の中でむせび泣く令嬢を見ると到底許せる所業ではない。


青年は怒り心頭だったが、表には出さず令嬢が泣き止むまで笑顔で微笑んでいるのだった。


◇


それからしばらくして、令嬢は落ちつきを取り戻すと慌てて青年の胸の中から飛び出て行った。青年は何やら、寂しいような感覚に襲われるが、すぐに気持ちを切り替えると令嬢に微笑んだ。


「少し、落ち着きましたか？」


「はい……その、助けて頂いたにも関わらずお礼も言えておらず申し訳ありません。助けて頂き本当にありがとうございました。それで、よろしければおなま……」


令嬢が青年に名前を聞こうとしたその時、彼らの後ろから青年を呼ぶ豪快な声が響いた。


「ライナー様!!　ご無事ですか!?」


青年、ライナーが後を振り向くと、そこには心配そうな表情をしたダイナスと、何やらニヤけているアーウィンが立っていた。


「……ダイナス、一応、お忍び中なのだぞ？　あまり名前で呼ぶな」


「え、でも『坊ちゃん』は駄目だと仰ったじゃないですか」


ライナーはダイナスとのやり取りに額に手を当てながら疲れた様子で俯くが、すぐにハッとして令嬢に振り返った。


「彼らは私の……友人達ですから、ご心配には及びません。もし、怖がらせたなら申し訳ない」


令嬢は先程の『屈強な男達』とダイナスが少し重なって見えたようで、最初は戦いた様子を見せる。だが、ダイナスの表情豊かな雰囲気とライナーが『坊ちゃん』と言われた事が令嬢の笑の壺に入ったようで、苦笑していた。


「ふ、ふふふ……いえ大丈夫です。それにしても、あのように強いあなたがご友人に『坊ちゃん』と呼ばれているのですね」


『坊ちゃん』と呼ばれたことにライナーは、何とも言えずバツが悪そうな顔をした。しかし結果的に、令嬢が笑みを少し取り戻すきっかけになった事を考え否定はしない。


「う……そ、そうですね。あまり好きな呼ばれ方ではないのですが、ご令嬢が笑顔になるなら『坊ちゃん』も良いかもしれませんね……」


令嬢は彼の言葉を聞いて、少し驚くが嬉しそうに微笑んだ。


「あら……ふふ、嬉しい事を言って下さるのですね」


「え……!?　あ、いやその、そんな深い意味では……す、すみません」


何やら甘酸っぱい空気が流れだしたその時、アーウィンがわざとらしく咳払いをした。


「ゴホン……お楽しみの所申し訳ないが、状況を説明してもらえるかな、『坊ちゃん』？」


「う……そうでしたね。申し訳ありません」


彼の言葉でライナーはいつもの雰囲気にすぐに戻ると、この場であったことを説明する。アーウィンは起きた出来事について険しい顔で眉を顰めたあと、令嬢に振り向いた。


「ご令嬢、訳あって私も『坊ちゃん』も名前と身分はあかせぬが、この件に関してはこちらでも然るべき対処をすることを約束しよう。それから、馬車の用意をするからすぐに自宅に帰りなさい」


「は、はい、承知しました。あの、ですがお礼も出来ておりません。せめて、そちらの『坊ちゃん』様のお名前だけでも伺えないでしょうか……？」


令嬢は二人に対して懇願するが、アーウィンは静かに首を横に振った。


「申し訳ない。それは先程も言った通り、今日は出来ないのだ。また機会があれば会う事もあるだろう」


「……承知しました」


彼の言葉を聞いた令嬢は渋々と頷き、残念そうに俯いた様子を見せる。その後、場所を少し変えた所で令嬢の従者達とも合流することが出来た。


彼らは、令嬢が無事だったことに歓喜しながら、ライナー達に感謝の言葉を伝えていた。それから間もなく、アーウィンの指示によりライナーが手配した馬車が到着する。


ライナー達は令嬢を馬車に乗せ、その場で別れを告げるのだった。


◇


令嬢がライナー達と別れ、馬車での帰宅途中のこと。従者の女性が令嬢に声を掛けた。


「ナナリー様がご無事で本当に良かったです。あの方達には感謝してしきれません」


「そうね、もしあの方達……いえ、ライナー様が助けに来てくれなかったらと思うとゾッとします」


ナナリーは先程あった出来事を思い返すと、恐怖が蘇り思わず体が震えた。ガリアーノ家の子息『ローガス・ガリアーノ』とは貴族の繋がりから止む無く縁談をした相手だ。


しっかりとお断りをして、父親であるトリスタンからも先方に断りの連絡を入れている。それにも拘わらず、ローガスはしつこく彼女に迫って来たのだ。


そして、それは段々と酷くなっていき、やがては『執着』のようになりナナリーが身の危険を感じるほどになっていた。その為、外出する際には出来る限り身バレがしないように工夫をしているのだが、今日は運が悪くローガスに見つかり、変装を見破られてしまう。さらに、従者と引き離され絶体絶命という状況まで追い込まれてしまったのだ。


ローガスは伯爵家の息子として有名である。その為、ナナリーをその場ですぐに助けようとする者はおらず、もう駄目だと思っていた。その時、彼女の前に『彼』が現れのだ。パッと見は文官だったが、その立ち姿は『騎士』を彷彿させる。


彼はあっという間にローガス達を倒し、ナナリーを窮地から救い出してくれたのだ。


（ライナー様か……とても素敵な方だったな……）


ナナリーが先程までの出来事を思い返しながら少し頬を赤く染めた時、従者の女性が不思議そうな顔で質問をした。


「先程、『ライナー様』と仰いましたがナナリー様、お名前をご存じだったのですか？」


「え？　あ、それはね。ダイナスっていう従者の方が彼を『ライナー様』って呼んでいたの。ふふ、従者の人は彼に名前を呼ぶなって怒られていたけどね」


彼女は話しながらライナーとダイナスのやりとりを思い出して、つい顔が綻んでしまった。


あれだけの動きが出来るのに、『坊ちゃん』呼ばわりされた時に見せた彼の何とも言えない顔を思い出すと、どうしても笑ってしまう。


ナナリーは馬車の外を眺めながら笑みを浮かべながらも、どこか寂し気に呟くのだった。


「機会があれば、か……また、お会い出来るかしら……」


◇


ライナーは俯いて、当時の記憶を掘り起こしていた。そして、確かにナナリーはその時の女性とよく似ている。似ていると言うか本人なので当然なのだが……。顔を上げ、口元の手をどかすとナナリーの顔をまじまじと見つめて呟いた。


「……本当に……本当にあの時のご令嬢なのですか？」


ナナリーは彼の驚きに満ちた顔を見ながら微笑んだ。


「ふふ、ようやく思い出してくれたのですね。覚えておいでではないかと、心配致しました」


「う、失礼しました。ですが、決して忘れていたわけではありません。あの時と今では、その……ナナリー殿のお姿というか印象が全然違いましたので……」


彼は丁寧に言葉を紡ぎながら、改めてナナリーの姿に目をやった。貴族街で会った時の彼女は前髪で目元を隠して後ろ髪も団子のようにまとめていたうえに、服装も目立たないようにしていたので目の前にいる女性と同一人物とはとても思えない。ナナリーは彼の言葉を聞いて嬉しそうに微笑んだ。


「女性が身だしなみを整えるのは、何も綺麗にするだけではありません。時には殿方を欺く為の身だしなみもございます」


「……なるほど、あの日は色々とご事情があったと、いうことですね」


彼女の言った言葉の意味を察すると、ライナーはゆっくりと頷きながら返事をした。恐らく、『ローガス・ガリアーノ』のような輩から絡まれない為に、あの日は彼女なりに変装していたということだろう。


あの姿であれば、知らぬ者であればナナリーと見破るのは難しいはずだ。しかし、それなら何故、彼女はローガスに見破られたのだろうか？　声か何かで見破ったのだろうか？　疑問を抱いたその時、ナナリーが少し頬を赤く染め、目に爛々とさせながら彼の目を覗いた。


「……ところで、今の私はライナー様にどう映っているのか是非お伺いしてみたいです」


「な……!?　そ、それは……その……」


ライナーは彼女の予想外の言葉に、動揺と照れにより目を逸らした。


一方のナナリーにも照れはあるがそれ以上に、彼が見せている好意的な態度が嬉しく、身を乗り出している。少しの間を置いてから、ライナーは観念したように咳払いをしてから呟いた。


「ゴホン……『深紅の令嬢』は噂通りだったと感動しております」


「……」


褒め言葉のとして伝えたつもりだったが、意図に反してナナリーは険しく、怪訝な表情を浮かべる。そして、彼女は考え込むように口元に手を充て、それから間もなくおもむろに呟いた。


「ライナー様……その、今の言葉はどのような意味で仰ったのか、失礼ながら伺ってもよろしいでしょうか？」


「え……!?　意味をお伝えするのですか!?」


照れと恥ずかしさから、『例え』で切り抜けたつもりのライナーは困惑の表情を浮かべている。それに対して彼女は、先程とは打って変わって少し不安げな表情を浮かべていた。


「申し訳ありません……些細な事かもしれませんが、私には大切な事なのです」


「……わかりました。その……ナナリー殿は美しい深紅の髪を持つ、麗しい女性だという意味で『深紅の令嬢』とお伝えしたのですが、何かお気に障ったのでしょうか……？」


ライナーが恐る恐る言い終えると、彼女は「え？」と少し間の抜けた声を出してきょとんとした表情を浮かべた。その後、間もなく意味を理解したナナリーは顔を真っ赤に染める。それこそ湯気が出そうな様子だ。彼女は両手で真っ赤に染まった顔を覆い隠して俯くが、程なくして顔を上げると咳払いをした。


「コホン……大変、失礼致しました。まさか、そのような素敵な意味とは思いませんでした」


「……？　『深紅の令嬢』に他の意味があるのですか？」


彼女の言葉に違和感を覚えたライナーは、つい聞き返してしまう。ナナリーは少し決まりの悪そうな雰囲気を出しながら、照れくさそうに理由を語り始める。


「その……実はライナー様と縁談をする以前に、私は貴族の繋がりから何度か縁談をしており破談となっております。その時、私が相手に送った『辛辣な言葉』が破談の原因とされまして……それ以来、私の事を難儀な令嬢という意味で『辛苦の令嬢』という噂を流布されたのです」


「なんと……そのようなことがあったのですか」


彼女の言葉を聞いたライナーは思わず、驚きの表情を浮かべていた。


彼と縁談を行う以前、ナナリー自身が言うように彼女は何度か、帝都の貴族と縁談を行っている。だが、その縁談はナナリーの美貌と爵位が目的であることは明白だった。しかし、貴族との繋がりから無下に断ることも出来ない。その為、縁談をした後に丁重にお断りの連絡をする……はずだった。だが、ナナリーの前にやってきた貴族の子息達は、縁談以前に話すにも値しないと彼女に思わせる愚か者ばかりだったのだ。


最初は丁寧に対応していたナナリーだったが最終的には堪りかね、勝気な性分も相まって彼等に『痛烈な言葉』を送り、縁談を早期に切り上げ、破談にしていくことになる。


その中には当然、『ローガス・ガリアーノ』も含まれていた。その結果、ナナリーに振られた貴族の子息達が彼女に対しての腹いせと言わんばかりに『辛苦の令嬢』という噂を流布したのである。もっとも、当の本人は『下らない』と歯牙にも掛けなかった。


だが、面白いことに貴族の子息達とナナリーも全く意図していないことが起きた。何故か知らないうちにその噂の内容は、彼女の容姿と器量を褒め指す『深紅の令嬢』と言葉は一緒だが意味は正反対なものとして広まったのである。


ライナーが伝え聞いた噂の意味は当然、彼女を褒め指す『深紅の令嬢』という意味であった。ナナリーは自身の赤い髪を手で触れながら、彼に視線を移して微笑み、はにかんだ。


「ふふ……ですが、そのように仰って頂けるとは思いませんでした。ライナー様の『深紅の令嬢』というお言葉は……とても嬉しいです」


彼は、この時のナナリーのはにかんだ笑顔と言葉で、自身が彼女に惹かれていることを改めて自覚していた。


その後、しばらく二人は雑談を続けて時間が少し経過した時のこと。ライナーの雰囲気が少し変わり、その目には決意と少しの怯えの色が浮かんでいる。彼の様子が変わった事を察した、ナナリーも思わず緊張が走った。彼は彼女を力強く真っすぐに見据えた後、慎重に言葉を紡いだ。


「ナナリー殿、私はとてもあなたに惹かれております。もし……いえ、是非、バルディア領に来て頂き、私の妻としてお迎えしたいと存じます」


彼の真っ直ぐな目と言葉に嘘偽りはない。ただ、ナナリーの返事を待つ目には少しの怯えが見える。彼女は息を呑み、顔を少し赤く染め、恥じらいながらゆっくりと返事の言葉を紡いだ。


「はい……私もライナー様に惹かれておりました。私で良ければ喜んでお受け致します」


「……!!　ありがとうございます。必ずあなたを守り、幸せに致します」


ライナーは彼女の返事を聞くと、安堵の表情を浮かべた。そして、言葉にした通り、ナナリーを必ず守り、幸せにすると誓うのであった。


◇


ライナーとナナリーの二人はお互いの意思を確認した後、ナナリーがメイドを呼び別室で待機している互いの両親を呼んで欲しいとお願いをする。


それから間もなく、部屋がノックされライナーが返事をすると二人の両親達が少し心配そうな雰囲気で入室してきた。二人はお互いの両親達の少し強張った顔を見ると顔を綻ばせながら、少し顔を赤く染めると咳払いをしてライナーが言った。


「ゴホン……トリスタン殿、それに父上、母上、私はナナリー殿に正式に結婚を申し込みたいと存じます」


「……私もライナー様の申し込みをお受けしたいと思っております」


二人の言葉を聞いたエ互いの両親達は驚きの表情を浮かべた後、満面の笑みを浮かべた。


「ライナー、良く言った!!　いやぁ、めでたい事だ。ナナリー殿も良く頷いてくれた」


「そうですね……ふふ、こんなに嬉しいことはありません。ナナリーさん、本当にありがとう」


「い、いえ、こちらこそ、よろしくお願いいたします」


エスターとトレットは顔を綻ばせながらナナリーに近寄り、お礼と祝福の言葉を送っている。ナナリーは彼の両親二人に少し恐縮しているようだ。そんなやりとりを横で嬉しそうに見ているライナーに、トリスタンが神妙な顔でそっと話しかけてきた。


「……ライナー殿、ナナリーを、どうかよろしくお願いする。母親を幼い頃に亡くしている故、苦労をかけたと思う。その分、娘には幸せになってもらいたいのだ」


ライナーはトリスタンの言葉に対して頷くと、力強い目で彼を真っすぐに見据えた。


「承知しました。必ず、ナナリー殿を幸せに致します」


トリスタンは彼の言葉を聞き嬉しそうな笑みを浮かべていた。その時、ふと気になる事が出来たライナーはトリスタンに訊ねた。


「トリスタン殿、失礼を承知で伺いますが私がナナリー殿と結婚して、ロナミス家の後継者は問題ないのでしょうか？」


ロナミス家の爵位は伯爵であるが、子供は彼女一人だけだと聞いている。このまま、ライナーがナナリーと結婚して、辺境に連れて行くことになればロナミス家には跡継ぎがいないということになる。


トリスタンは質問の意図を察した様子でにこやかに答えた。


「ふふ、ありがとう。だが、そんな事はライナー殿が気にせずとも大丈夫だ。それに、ライナー殿とナナリーの間で子供が出来た時には、将来的に必要であればロナミス家の養子となってもらい爵位を継いでもらうことも考えているよ」


「……承知しました。余計な詮索をして申し訳ありません」


出すぎた事を聞いてしまったと思い、ライナーは会釈をしながら謝罪する。だが、トリスタンは気にする様子はなく、表情は笑顔のままだ。


「ライナー殿、そんなに気にしないで良い。ロナミス家の事を心配してくれただけだろう？　それに、ロナミス家は……いや、何でもない。いずれ話そう」


トリスタンは最後に何か言おうとしたが、止めてしまう。何を話すつもりだったのか気になったが跡継ぎの件で余計な詮索をしたばかりの為、ライナーは追及することはしなかった。トリスタンはライナーの肩に手をポンと置き「この件はいずれ話そう」と彼にだけ聞こえるように耳元で呟いた。


「……？　承知しました」


ライナーはトリスタンの言葉に少し怪訝な表情を浮かべたが、頷くだけに留める。その後、トリスタンはその場にいる全員に聞こえるように声を発した。


「ライナー殿、ナナリー、正式な手続きはまだ何も出来ていないが、私もライナー殿のご両親も結婚に関して異論はない。そうですな、エスター殿、トレット様？」


エスターとトレットは笑みを浮かべながら、トリスタンの言葉に返事をした。


「うむ、我々にとってもこれほどの良縁はないと思っている。なぁ、トレット？」


「ええ、本当です。ナナリー殿がライナーの妻になって頂けるなんて嬉しい限りです」


ライナーとナナリーはそれぞれの両親に祝福され、軽く顔を赤く染めていた。


その後、ロナミス家において婚約のお祝いが開かれる。ライナーは自身の両親達の喜びように驚きながらも、ナナリーが自身の妻になるという事を少しずつ実感していた。そして、祝いの席に出されたお酒のせいか顔が恐らく人生で一番、赤く染まる日となったのであった。


余談ではあるがライナーは縁談の翌日に珍しく二日酔いになっていたらしい。






だが、そんな幸せの訪れと同時に、彼らに迫り忍び寄る不幸の足音に気付く者は誰もいなかった……。









あとがき






皆様、こんにちは。作者のＭＩＺＵＮＡです。


早速ですが、この度は『やり込んだ乙女ゲームの悪役モブですが、断罪は嫌なので真っ当に生きます』を手に取って下さり、本当にありがとうございます。


また、この場をお借りして、この作品の書籍に関わって下さった皆様に御礼申し上げます。第十回ネット小説大賞にて小説賞受賞の評価を下さったＴＯブックス様、担当のＨ様、素敵な絵を描いて下さったイラストレーターのＲｕｋｉ様、他ネットにて応援して下さった沢山の皆様、本当にありがとうございました。おかげさまでここまで来ることが出来ました。感無量です。


ちなみに、この作品を書き始めたのは二〇二二年の二月二三日ぐらいだったと思います。第十回ネット小説大賞に応募してみようと思い立って、右も左もわからない中、ともかく頭の中で作り上げた物語をひたすら書きました。その作品がまさかの小説賞を受賞、書籍化まで出来るなんて本当に驚くばかりです。


元々、物語を想像するのは大好きだったのですが、今まで一度も文字にしたことはありません。ですが、コンビニで買った格言集の中にあった『リチャード・バック』という方の『プロの作家とは、書くことをやめなかったアマチュアのこと。』という言葉が何故か、心に突き刺さりました。そして、同時に漠然と「確かに、書き続けるなら自分にもできるかもしれない」と思い書き始めたのがこの作品です。ちなみに、『リチャード・バック』という方も作家ということですが、失礼ながら彼の作品は読んだことはありません。いつか、機会があれば読んで見ようと思います。


さて、『あとがき』なるものも初めて書くので、正直言って何を書けばいいのかと悩みますが、やっぱりあとは作品の登場人物について書きたいと思います。


今作の主人公であるリッド君は見た目だけだと、女の子に間違われるぐらいに可愛らしい男の子です。まさに、Ｒｕｋｉさんが書いてくれたキャラそのまんまという感じです。特に、電子特典イラストのリッド君の表情は、私の中のイメージに限りなく近いので是非一度見て欲しいですね。


書籍の作中で少し書き足しましたが、リッドは本来あることがきっかけで闇落ちしていく存在でした。でも、闇落ちしたのはそれだけ彼が純粋だったからでもあります。純粋が故に自身の力の無さを呪い、嘆き、その結果、呼び起こしてしまったのが前世の記憶だった……というわけですね。


彼にはこれからも沢山の苦難が襲い掛かって来ると思いますが、持ち前の明るさと純粋さ、悪戯心と腹黒さ（？）を駆使して困難に立ち向かっていくでしょう。そんな彼の困った表情をいつも思い浮かべて書くのは楽しいです。なので、リッド君に七難八苦を与えるのが私の楽しみです。


ちなみに、書籍の二巻も現在鋭意制作中だったりします。二巻もまた魅力的な登場人物が多いので、これも是非ご期待下さい。


今後のＳＳも結構色んな内容を考えていますので、よければ楽しみにして頂ければ幸いです。


最後になりますがリッド君の物語はまだまだ始まったばかりです。これからも皆様に楽しんで頂けるよう頑張りますので、今後ともよろしくお願い致します。










電子版特典SS


ルーベンス幼少期







バルディア領は隣国との国境が近いが、帝国の剣と言われるバルディア家が統治しており、隣国に睨にらみを利かせている。また、大きな港を持っている『バルスト』と森林地帯と農業技術が発展している『レナルーテ』との交易も盛んであった。その為、他国から来訪者も多く、バルディア領にある村や町は比較的、活気に溢れた場所が多い。そんなバルディア領のとある村で子供達が遊んでいた。


「ルーベンス、早く逃げなきゃ!!　鬼に捕まっちゃうわよ!!」


「はぁはぁ……待ってよ、ディアナ……僕もう限界……」


ディアナはルーベンスの手を引いて走っていたが、ルーベンスは膝に手をつき、息を切らして立ち止まってしまった。息を整えながらルーベンスは額の汗をぬぐい、再度走ろうとするが、足がもつれてその場で転んでしまった。


「あいた……!!」


「もう!!　何やっているのよ!!」


すぐに転んだルーベンスにディアナは手を差し出すが、ルーベンスは少し恥ずかしそうにしながら、その手をすぐに掴めない。ディアナは業を煮やして彼の手を強引に掴むと立ち上がらせた。


「もう!!　早くしないと鬼がきちゃうでしょ!!」


「う、うん、ごめん……あ……」


ディアナが強めに発した言葉にルーベンスは一瞬、体を震わすが彼女の後ろにいる『鬼』を見て驚いた表情を浮かべていた。


「捕まえた!!」


ルーベンスをディアナが起こしている間に、彼女の後ろにこっそりやってきた男の子が、彼女の両肩に手を乗せてニヤリと勝ち誇ったような笑みを浮かべた。ディアナはハッとその男の子に振り返り、彼の勝ち誇ったような笑みを見て、悔しそうに地団太を踏んだ。


「ネルス……!!　ああ、もう!!　だから早くしようって言ったのに!!」


「ご、ごめん……」


ディアナの剣幕に思わずルーベンスは俯うつむきながら弱弱しく謝った。彼女はルーベンスの様子を見て、息を吐くとネルスに視線を向けた。


「ふぅ……じゃあ、私が『鬼』ね。ネルス、ルーベンスをお願い。彼、私がいないとすぐに、他の子にも捕まっちゃうから」


「はいはい。よし、ルーベンス行くぞ」


「う、うん……」


ネルスはディアナの言葉に頷くと、ルーベンスの手を引いて走り出した。彼らはいま、村の子供達と『鬼ごっこ』をしていたのだ。ディアナは大きい声で、自身が鬼になったこと叫んで伝えると、数秒後に他の子達を探して走り始めるのだった。これは、ここではよく見られる光景だ。一通り遊び終わると、遊んでいた子供達は一つの場所に集まった。その中の男の子の一人が、ルーベンスを指さしながら言った。


「はぁ……ルーベンスってさ、足が遅いし何やらしても駄目だから、一緒に遊んでも面白くないよね」


「ご……ごめん……」


ルーベンスは男の子の鋭い言葉が胸に刺さり、心が重くなった。彼は、運動も苦手だったし、確かに何をするにしても要領があまり良くなかった。何となく、自覚していた所に他人から指摘されたことで、ルーベンスは落ち込み俯いた。そんな、彼の様子を見たディアナが鬼の形相で、男の子を睨んだ。


「……なんですって？　もう一度言ってみなさい……!!」


「う……!!　だって、本当のことじゃないか!!　それに、ルーベンスと話しているのに、何でディアナが怒るんだよ、この馬鹿!!」


男の子はディアナの形相にたじろぎながらも、売り言葉に買い言葉という感じで引っ込みがつかないようだ。ディアナも男の子の言葉と態度にカチンと来たようで、強い言葉で言い返した。


「うるさい!!　私は特別だからいいの!!　あんたみたいに、人を馬鹿にする奴が、本当の馬鹿なのよ!!」


「……!!　俺は馬鹿じゃない!!」


男の子はディアナに激しく『馬鹿』と言われて顔真っ赤にして怒り始めた。


「馬鹿は皆そう言うのよ!!」


「また言ったな!!　この……!!」


ディアナの言葉にカッとなった男の子は、感情が止まらず手を拳にすると、彼女目掛けて振り降ろした。その動作は一瞬で、ディアナはハッとするがどうにもならない。目を瞑つむり、襲い来る衝撃に怯おびえて体を震わした。そして、鈍い音が辺りに響くが、ディアナは何ともない。恐る恐る彼女が目を開けると、そこあったのはルーベンスの背中だった。


「女の子に手を出しちゃダメだよ……」


「な、なんだよ!!　ディアナに隠れないと何もできない弱虫ルーベンスのくせに!!」


男の子の拳をルーベンスは額で受け止めており、殴った男の子は手を痛そうにさすっている。ルーベンスは男の子の言葉聞くと、その場に尻もちを付くようにへたり込んだ。


「ルーベンス!!　大丈夫!!」


「う、うん……ディアナは怪我してない？」


ディアナはルーベンスの額を見て、目立った怪我がない様子を確認すると安堵した様子で言った。


「うん……ルーベンスが守ってくれたから大丈夫だよ」


「そっか……良かった」


殴りかかった男の子は、ルーベンスとディアナの様子を見ると、悔しそうな表情浮かべた。


「……!!　ネルスとディアナがいなきゃ、何も出来ない弱虫ルーベンスとはもう遊んでやんないもん!!」


男の子はそう吐き捨てると、その場を走って後にした。子供達は目の前で起きた事と乱暴を振るった男の子に唖然としていたが、皆ハッとするとルーベンスに駆け寄るのだった。


◇


「ねぇ、父さん。僕、どうしたら強くなれるかな？」


「うん？　いきなりどうした？」


ルーベンスは自宅に帰ると、父親に今日の喧嘩について話した。そして、強くなりたいという思いがあることを伝えた。ルーベンスは自身の運動が苦手で弱気な部分が好きではなかった。その部分をいつもディアナが支えてくれている。そう感じてはいたが、ルーベンスは今日の出来事でディアナを守れる強さを身に付けたいと、より強く思い始めていた。父親は、ルーベンスの言葉を聞いて、少し驚いた表情を浮かべたあと、ニコリと笑みを浮かべた。


「ふむ……そういうことなら、バルディア騎士団に所属している騎士が知り合いにいるぞ。良ければ話を聞いてみるか？」


「バルディア騎士団の『騎士』……うん、聞いてみたい!!」


ルーベンスは『騎士』という言葉にとても興味を持ち、目を輝かせた。そして、心の中で思った。


（よし、僕はディアナを守る騎士になるぞ!!）


◇


後日、ルーベンスと父親はある小さな家を訪れていた。父親はその家のドアの前に立つと、激しくドアを叩いた。


「おい!!　ダイナス、いるんだろ!!　開けてくれ!!」


だが、家の中から返事はない。父親はさらに激しくドアを叩き続けた。


「と、父さん、そんなに叩いていいの？」


「うん？　いいんだ。どうせ、二日酔いか何かで寝ているだけだからな」


父親がルーベンスの言葉に返事をしたその時、家の中から豪快で大きな声が聞こえてきた。


「聞こえているよ!!　二日酔いで頭が痛いんだ!!　ああ、クソ!!　あー……ちょっと待っていろ!!」


それから、しばらく父親とルーベンスがドアの前で待っていると、家の中から何やらバタバタしている音が聞こえてきた。そして、勢いよくドアが開かれた。


「誰だ!!　俺は今日非番だぞ!!　お休みなんだ!!」


「よお、ダイナス。久しぶりだな」


家の中から出てきたのはスキンヘッドで筋肉質の体格が良いタフガイと言った人物だった。ダイナスは、ドアの前に居た人物を見ると眉間に皺を寄せて怪訝けげんな顔を浮かべた。


「……なんだ、ハンスか。どうしたんだよ、こんな朝っぱらから」


「もう朝じゃない……今は昼だ」


ルーベンスの父親、ハンスに指摘された通りすでに日は登っており、朝ではなく確かに昼だった。ダイナスは額に手を当てながら首を振るとハンスを見据えて吐き捨てた。


「どっちでもいい。俺は今起きた。だから、俺にとっては朝だ!!」


「そうかい。それなら、それでいい。それよりも、うちの息子に剣術を教えてやってくれないか？」


ハンスは言いながら、自身の後ろに隠れていたルーベンスをダイナスの前に突き出した。ルーベンスは、体格の良いダイナスの顔を見るなり思わず怯えた表情を浮かべる。ダイナスはそんなルーベンスをジッと見つめると、肩をすくめて両手を広げながらおどけた仕草を見せた。


「はぁ……何で俺がそんなことをしなければならないんだ？」


「そういうな。お礼にお前が気になっていると言っていた『あの娘』を今度、紹介してやるよ」


ハンスの言葉を聞いたダイナスの眉がピクリと動き、彼を見据えながら息を吐いた。


「ふぅ……その約束忘れるなよ？」


「ああ、よろしく頼む」


ダイナスとハンスの二人で話が進むことにルーベンスは戸惑い、ハンスのズボンを引っ張りながら、怯えた表情で彼を見上げた。


「と、父さん……」


ハンスはルーベンスと同じ目線になるようにその場にしゃがむと、目を見据えながら優しく諭すように語り掛けた。


「ルーベンス、ダイナスはこうみえても騎士団の騎士だ。それに、実力もある。まずは彼に、色々教えてもらいなさい。いいね？」


「うん……」


ハンスの言葉にルーベンスは怯えながらも頷くと、ダイナスを見上げながら言った。


「ダイナスさん、よろしくお願いします……」


言い終えると同時にペコリとルーベンスは一礼した。その様子を見ていたダイナスは『やれやれ』といった様子で頭の後ろを手でさすりながら、彼を見据える。


「わかった。だが、俺は厳しいからな？　覚悟しろよ？」


「は、はい……!!」


こうして、ルーベンスはダイナスから剣術の手ほどきを受けるようになったのである。この時、ルーベンスは七歳だった。


◇


ハンスはダイナスにルーベンスを預けると、自身の仕事があるとその場を後にした。ダイナスはその後、すぐに着替えると自宅の庭にルーベンスを案内した。ダイナスの自宅の庭は筋トレグッズが自作されており、剣の稽古も出来るようになっていた。ダイナスは、ルーベンスを連れて来ると、彼の緊張した顔を見ながら質問をした。


「それで……なんでお前さんは『剣術』を習いたいなんて言ったんだ？　ハンスの仕事は農業だろ？　お前は『騎士』になりたいのか？」


「うん……『騎士』にはなれたらなりたいけど、それ以上にその……守れるようになりたいんだ」


ルーベンスは少し顔を赤らめて照れくさそうに言った。その表情を見たダイナスは、感心したような表情をした後、何か察してニヤリと笑みを浮かべた。


「ほう……『好きな女の子を守れるようになりたい』というやつか？」


「え……!?　ち、違うよ!!　別にそういうわけじゃ……」


顔を赤らめながら必死に否定するルーベンスを見て、ダイナスは豪快に笑いだした。


「ハハハ!!　良いじゃないか!!　好きな女の子を守る為に頑張る。男が強くなりたい理由には十分だ。だけどな、ルーベンス、俺が教える以上お前には約束をしてもらう」


ダイナスは先程までの軽く、明るい雰囲気から一転して凄んだ表情をしてルーベンスを鋭く目線で射抜いた。ルーベンスはダイナスの只ならぬ雰囲気を察して息を呑んだ。


「う、うん。わかった。何を約束したらいいの？」


「うむ。それはな……『力に溺れないこと』と『弱い者いじめをしないこと』だ」


思ったより当たり前のことで、ルーベンスは少し意外そうな顔をしながらも静かに頷いた。その仕草を見たダイナスは言葉を続けた。


「いいか、ルーベンス。言っていることは簡単だが、これは大切なことだ。人の心は弱い。だから、人は他人より優れた力を持つと必ず力に溺れて傲慢になる。そういう心の弱いやつは、弱い者に暴力を振るって優越感に浸るんだ。そうならない為にも、『力』と『心の強さ』は一緒に鍛えないといけない。わかるか？」


「うん……」


ダイナスの真剣で真っすぐな眼差しにルーベンスは少し、たじろぎながらもしっかりと目を見て、再度頷いた。その様子を見た、ダイナスは満足そうな笑みを浮かべた。


「うむ……わかってくれたようだな。じゃあ、好きな女の子を守れる強さを身に付けて、告白するところまで面倒をみてやろう」


「ええぇ!?　それはいいよ!!」


ルーベンスはダイナスの最後の言葉だけは全力で遠慮した。そんな姿を見て、ダイナスは楽しそうに豪快な笑い声を辺りに響かせるのだった。
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